
Japan NGO Center 
for International 
Cooperation

編集・発行 
特定非営利活動法人 国際協力NGOセンター(JANIC) 

助成・共同参画 
財団法人 地球市民財団 

Japan NGO Center 
for International 
Cooperation

国
内
で
の
新
た
な
可
能
性
と
課
題
、そ
し
て
提
言 

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
N
G
O

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
N
G
O

特定非営利活動法人 国際協力NGOセンター（JANIC） 

Japan NGO Center 
for International 
Cooperation

（
特
活
） 

国
際
協
力
N
G
O
セ
ン
タ
ー 

（
J
A
N
I
C
） 

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
N
G
O





 １

巻
頭
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
事
長 

大
橋
正
明 

 
一
周
年
を
迎
え
る
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
二
万
人
近
く
の
犠
牲
者
の
方
々
に
、
改
め
て
深
い
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
地
震
と
津
波
の
被
災
者
の
方
々
と
、
現
在
も
深
刻
な
事
態
が
続
く
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
被
災
者
の
皆
様
に
、
繰
り
返
し
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

福
島
で
現
在
も
進
行
中
の
事
態
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
関
す
る
報
告
書
の
刊
行
は
少
し
早
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
今
回
の
災
害
の
対
応
を
、
適
当
な
時
期
に
ま
と
め
て
、
私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
達
成
し
た
こ

と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
関
係
機
関
な
ど
に
提
案
を
行
っ
て
お
く
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
こ
と
で

し
た
。
福
島
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
中
心
に
し
た
報
告
は
、
今
後
別
途
に
し
っ
か
り
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
緊
急
救
援
か
ら
復
興
に
至
る
段
階
ま
で
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
そ
れ
な
り
の
質
と
量
を
も
っ
て
本
格

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
主
に
途
上
国
で
の
大
規
模
災
害
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
例
外
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
除
い
て
、
国
内
で
こ
の
規
模
で
関
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
よ
う

な
ま
と
め
を
早
く
作
り
、
自
分
た
ち
を
内
と
外
か
ら
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
理
由
で
す
。 

本
報
告
書
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
震
災
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
執
筆
や
独
自
の
調
査
と
そ
の
結
果
分
析
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
現
場
で
活
動
さ
れ
る
お
忙
し
い
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
寄
稿
、
そ
し
て
座
談
会
な
ど
で
の
発
言
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
場
で
、

執
筆
く
だ
さ
っ
た
会
員
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

末
尾
の
提
言
部
分
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
内
部
で
議
論
を
行
っ
た
上
で
意
見
形
成
を
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
貴
重
な
報
告
書
に

仕
上
が
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
に
よ
り
重
要
な
の
は
、
こ
の
報
告
書
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
指
摘
で
す
。
そ

れ
は
、
私
た
ち
が
思
い
込
ん
で
い
る
部
分
、
あ
る
い
は
外
部
者
と
し
て
し
か
見
て
い
な
い
、
つ
ま
り
見
え
て
な
い
部
分
が
多
々
あ
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
政
府
や
自
治
体
の
防
災
組
織
や
発
災
後
の
対
策
本
部
と
の
関
係
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
支
援
Ｐ
）
の
災
害
以
前
か
ら
の
取
組
み
や
発
災
後
の
素
早
い
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
細
な

分
析
を
行
う
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ど
う
か
お
読
み
に
な
っ
た
皆
様
か
ら
、
率
直
な
ご
助
言
を
頂
け
ま
す
よ
う
に
繰
り
返
し
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
う
し
た
や
り
取
り
を
通
じ
て
、

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
今
後
の
災
害
対
応
の
質
と
量
を
、
一
層
高
め
て
い
く
こ
と
に
資
す
る
つ
も
り
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 



 ２

                         



 ３

報
告
書
概
要 

  
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
我
々
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
の
よ
う
に
被
災
地
支
援
活
動
に
関
わ
っ
た

の
か
に
つ
い
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
と
し
て
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
と
と
も
に
、
社
会
全
体
に
対
し
て
も
そ
の
果
た
し
た
役
割
と
残
っ
た
課
題

に
つ
い
て
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
救
援
活
動
に
お
い
て
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
多
く
の
民
間
非
営
利
団
体
が
救
援
活
動
を
行
っ
た
中
で
も
、

も

早
い
段
階
か
ら
迅
速
に
救
援
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
性
に
お
い
て
そ
の
貢
献
は
際
立
っ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

動
員
や
そ
の
他
の
活
動
な
ど
を
含
め
本
報
告
書
で
個
別
の
分
析
を
総
合
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
救
援
・
復
旧
活
動
に
お
け
る
政
府
・
自
治
体
に
よ
る
救

援
活
動
の
経
費
を
除
く
全
民
間
団
体
に
よ
る
救
援
・
復
旧
活
動
費
の
約
三
・
六
％
を
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
回
の
未
曾
有
の

大
災
害
の
規
模
を
考
え
る
と
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
果
た
し
た
役
割
は
決
し
て
小
さ
く
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
体
で
は
、
全
民
間
団
体
に

よ
る
活
動
費
の
一
割
の
規
模
を
占
め
た
。
ま
た
、
人
権
の
保
護
や
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
と
い
っ
た
行
政
に
よ
る
支
援
で
は
十
分
で
は
な
い
分
野
で
は

特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
一
言
で
括
ら
れ
つ
つ
も
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
被
災
者
を
救
援
し
、
ま
た

復
興
を
支
援
す
る
た
め
に
、
多
く
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
の
実
績
に
つ
い
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
誇
り
を
持
っ
て
良
い
と
言
え
よ
う
。 

 

一
方
で
、
被
災
地
支
援
活
動
を
通
じ
て
数
々
の
課
題
も
見
え
て
き
た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
提
案
を
本
報
告
書
で
示
し
た
。
本
報
告
書
で
は
特
に
三

つ
の
課
題
を
示
し
た
。
一
つ
目
は
、
今
回
の
震
災
以
前
か
ら
日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
抱
え
て
い
る
資
金
的
ま
た
人
材
の
困
難
さ
と
い
う
課
題
。

二
つ
目
は
、
連
携
・
調
整
の
不
足
と
い
う
課
題
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
区
別
に
つ
い
て
依
然
と
し
て
社
会
全
体
の
認
識

が
曖
昧
で
あ
る
と
の
課
題
で
あ
る
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
他
の
重
要
な
課
題
と
し
て
、
外
国
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
た
め
の
日
本
政
府
及
び
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
課
題
、
緊
急
救
援
を
行
う
た
め
の
国
際
基
準
の
採
用
の
課
題
、
ま
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
の
災
害
へ
の
準
備
の
取
り
組
み
の
課
題
等
を

挙
げ
た
。
対
象
別
の
提
言
と
し
て
は

終
的
に
次
の
点
を
示
し
た
。
政
府
及
び
自
治
体
に
対
し
て
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
た
災
害
対
応
を
行

う
民
間
非
営
利
団
体
と
の
平
時
か
ら
の
対
応
強
化
を
求
め
た
。
資
金
提
供
を
行
う
助
成
団
体
に
対
し
て
は
、
災
害
等
の
緊
急
時
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
初
動
活
動
を
支
援
す
る
資
金
提
供
方
法
の
拡
充
を
行
う
よ
う
求
め
た
。
そ
し
て
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
し
て
は
、
将
来
の
災
害
時
に
よ
り
良
く
連

携
・
協
力
が
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
に
平
時
か
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
求
め
た
。
そ
し
て
、
災
害
時
に
調
整
役
を
担
う
た
め
の
人
材
や
、

ま
た
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
い
て
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
登
録
す
る
ロ
ス
タ
ー
制
度
の
構
築
を
は
か
る
こ
と
等
を
求
め
た
。 
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第
一
章 
震
災
発
生
！
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
動
い
た
か 

   



 １０

１ 

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

  

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
十
四
時
四
十
六
分
、
近
代
日
本
の
災
害
史
上
、
類
を
見
な

い
未
曾
有
の
大
災
害
が
東
日
本
を
襲
っ
た
。
三
陸
沖
一
三
〇
キ
ロ
、
深
さ
二
四
キ
ロ
の

太
平
洋
海
底
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
、
宮
城
県
北
部
で
は
震
度
七
を
記
録
す
る

大
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
れ
に
引
き
続
き
巨
大
津
波
が
発
生
し
、
東
北
地
方
を
中
心
に

北
海
道
か
ら
関
東
地
方
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
大
規
模
に
被
災
し
た
。こ
の
震
災

に
よ
り
、
死
亡
・
行
方
不
明
者
数
は
合
わ
せ
て
一
万
九
千
二
百
十
二
人
（
二
〇
一
二
年

一
月
三
十
日
現
在
）
を
数
え
、
避
難
者
数
は
当
初
四
十
五
万
人
を
超
え
、
被
害
総
額
約

十
六
兆
九
千
億
円
（
政
府
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
四
日
公
表
値
、
原
発
事
故
に
よ
る
被

害
額
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）
の
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
こ
の
震
災
の
被

害
に
遭
っ
た
人
々
の
救
援
の
た
め
、過
去

大
規
模
と
な
る
十
万
人
の
自
衛
隊
員
を
投

入
し
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安
庁
を
始
め
延
べ
十
万
人
を
超
え
る
国
家
公
務
員
や
自

治
体
職
員
を
投
入
、
さ
ら
に
米
軍
の
ト
モ
ダ
チ
作
戦
を
は
じ
め
二
十
八
の
国
・
地
域
・

機
関
か
ら
救
助
隊
・
専
門
家
チ
ー
ム
等
が
派
遣
さ
れ
た
（
政
府
公
表
数
）。 

 

日
本
人
の
み
な
ら
ず
、世
界
中
の
多
く
の
人
々
が
こ
の
大
規
模
地
震
と
巨
大
津
波
の

被
害
の
大
き
さ
に
息
を
呑
ん
だ
。
そ
し
て
、
公
的
機
関
に
よ
る
救
援
活
動
だ
け
で
な
く

多
く
の
人
々
が
、
自
ら
行
動
に
移
し
た
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
は
、
発
災
直
後
か

ら
行
動
を
開
始
し
た
民
間
の
人
々
の
な
か
で
も
筆
頭
に
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。そ
の

後
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
に
よ
る
調
査
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
の
正
会
員
団
体
及
び
協
力
会
員
団
体
合
わ
せ
て
百
五
十
七
団
体（
二
〇
一
一
年
十
二

月
現
在
）
の
う
ち
、
十
八
団
体
が
発
災
後
七
十
二
時
間
以
内
に
被
災
地
で
の
救
援
活
動

を
開
始
し
た
。

終
的
に
は
、
五
十
九
団
体
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
二
〇
一
一
年
十
一
月
調
査
）

が
、
今
回
の
大
震
災
に
関
す
る
何
ら
か
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
加
盟
す
る
非
営
利
団
体
の
実
に
三
七
％
に
上
る
数
で
あ
る
。 

 

本
章
で
は
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
の
震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
初
動
、
発
災
か
ら
三
ヶ
月
程
度
ま
で
の
緊
急
救
援
期
、

そ
し
て
半
年
程
度
ま
で
の
早
期
復
興
支
援
期
に
分
け
て
、時
系
列
の
活
動
状
況
を
把
握

す
る
。
ま
た
、
緊
急
救
援
専
門
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
の
震
災
被
災
地
救
援
活
動
で
活
躍
し

た
が
、
そ
の
関
係
者
の
座
談
会
を
行
い
、
章
末
に
掲
載
し
た
。 

 

１
－

１ 

発
災
直
後
か
ら
の
初
動

－

一
週
間
程
度
ま
で 
  

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
巨
大
地
震
に
引
き
続
き
、
沿
岸
部
は
大
津
波
に
襲
わ

れ
、
広
範
囲
な
地
域
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
結
果
、
建
物
は
破
壊
さ
れ
、

道
路
や
交
通
網
は
寸
断
さ
れ
、
物
資
の
輸
送
に
大
き
な
障
害
が
起
き
た
。
ま
た
、
電
気
・

水
道
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
遮
断
さ
れ
た
た
め
、
人
々
が
通
常
の
生
活
を
送

る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
に
陥
っ

た
。
テ
レ
ビ
等
に
よ
る
被
災
地
の
状
況

の
広
範
な
報
道
か
ら
も
、
多
く
の
人
々

が
生
存
に
必
要
な
物
資
に
欠
く
状
況
に

陥
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
同

時
に
、
行
政
が
提
供
で
き
る
物
量
の
能

力
を
超
え
た
莫
大
な
支
援
ニ
ー
ズ
が
被

災
地
に
あ
る
切
迫
感
を
多
く
の
人
々
は

感
じ
た
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
少
し
で
も

埋
め
よ
う
と
、
様
々
な
民
間
団
体
が
こ

れ
に
対
応
す
る
べ
く
、
活
動
を
開
始
し

た
。
そ
の
大
き
な
一
端
を
担
っ
た
の
が
、

数
々
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
っ
た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
二
〇
一
一
年
十
一
月

 

単位 

「団体数」



 １１

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、発
災
直
後
三
日
ま
で
の
間
に
活
動
を
開
始
し
た
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
は
十
八
団
体
で
、こ
れ
は
何
ら
か
の
震
災
対
応
活
動
を
行
っ
た
五

十
九
団
体
の
三
〇
％
に
及
ぶ
。
図
１
・
１
を
参
照
す
る
と
、
そ
の
全
体
的
な
傾
向
が
見

て
と
れ
る
が
、
震
災
発
災
後
一
週
間
以
内
で
は
全
体
（
五
十
九
団
体
）
の
う
ち
ほ
ぼ
半

分
（
四
九
％
）
に
当
た
る
二
十
九
団
体
が
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
十
日
以

内
に
、
六
〇
％
以
上
に
当
た
る
三
十
七
団
体
が
活
動
を
開
始
し
、
発
災
一
ヶ
月
以
内
に

は
ほ
ぼ
全
て
の
団
体
（
四
十
九
団
体
、
八
三
％
）、
が
活
動
を
開
始
し
た
。 

 

こ
れ
ら
震
災
対
応
を
行
っ
た
五
十
九
団
体
の
う
ち
、今
回
の
震
災
以
前
に
別
の
国
内

災
害
対
応
を
行
っ
て
い
た
団
体
は
二
十
三
団
体
（
四
〇
％
）
で
、
残
り
の
三
十
四
団
体

（
六
〇
％
）
は
初
め
て
の
国
内
対
応
活
動
だ
っ
た
と
回
答
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回

の
震
災
に
よ
っ
て
、日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
国
内
災
害
対
応
を
経
験
し
た
団
体
数

は
、
飛
躍
的
に
増
大
し
た
と
言
え
る
。 

 

一
般
的
に
、
発
災
後
七
十
二
時
間
（
三
日
間
）
は
「
救
命
期
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

こ
の

初
期
に
必
要
と
さ
れ
る
活
動
の
中
心
は
人
命
救
助
で
あ
っ
た
。発
災
後
七
十
二

時
間
以
内
に
活
動
を
開
始
し
た
団
体
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
シ
ビ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
、
ピ
ー
ス

ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
等
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
二
〇
一
一
年
七
月
調
査
）
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
、
発
災
翌
日
の
十
二
日
に
、
医
師
二
名
と
看
護
師
一
名
及
び
調
整
員
一
名
の
計

四
名
の
第
一
次
派
遣
者
を
派
遣
し
、
現
地
に
到
着
次
第
活
動
を
開
始
し
、
三
月
十
三
日

ま
で
に
十
一
名
を
派
遣
し
た
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。
緊
急
物
資
支
援
を

行
っ
た
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、発
災
当
日
の
三
月
十
一
日
夜
に
は
ア
ド
ラ
事
務
所（
東

京
都
渋
谷
区
）
を
中
心
に
「
帰
宅
困
難
者
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
、
一
晩

で
約
百
三
十
人
に
支
援
を
提
供
。翌
十
二
日
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
の
現

地
調
査
を
行
う
と
共
に
、約
六
百
人
分
の
み
そ
汁
の
材
料
を
積
ん
だ
車
で
被
災
地
を
目

指
し
て
北
上
し
、
十
五
日
に
は
避
難
所
で
炊
き
出
し
を
開
始
し
た
（
本
報
告
書
中
の
ア

ド
ラ
報
告
よ
り
）。
ま
た
、
緊
急
救
援
団
体
へ
の
迅
速
な
資
金
提
供
を
実
施
し
た
団
体

の
筆
頭
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
も
、
発
災
か
ら

三
時
間
後
に
は
活
動
開
始
を
決
定
し
、翌
十
二
日
に
は
四
団
体
に
対
す
る
助
成
を
決
定

し
た
。
さ
ら
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
現
地
調
査
を
行
う
と
共
に
、
三
日
目
に
は
物

資
の
配
布
や
避
難
所
の
設
置
を
決
定
、一
週
間
後
に
は
現
地
ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に
し
た

支
援
物
資
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
開
始
し
た
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。
こ
の
よ
う

に
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
も
緊
急
救
援
へ
の
対
応
が
可
能
な
団
体
は
、「
救
命
期
」

に
求
め
ら
れ
る
迅
速
な
対
応
を
行
っ
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
緊
急
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
寄
付
金
を
集
め
る
た
め
、
発
災
翌

日
の
三
月
十
二
日
に
は
「
東
日
本
大
震
災 

活
動
支
援
ま
と
め
て
募
金
」
を
立
ち
上
げ

た
も
の
の
、具
体
的
に
国
内
災
害
の
対
応
を
直
接
行
う
こ
と
ま
で
は
こ
の
段
階
で
は
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
多
く
が
迅
速
な
対
応
を
開

始
す
る
状
況
の
中
で
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
対
応
活
動
を
行
う
必
要
性
を
強
く
認

識
し
、三
月
十
五
日
に
は
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
理
事
会
が
今
次
震
災
の
対
応
活
動
を
開
始
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
三
月
十
九
日
に
は
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
の
役
割
分
担
を
協
議
し
、
共

同
で
地
方
事
務
所
を
仙
台
に
開
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
震
災
対
応
活
動
を
後
押
し
す
る
た
め
、
続
い
て
岩
手
県
、
福
島
県
に

も
事
務
所
を
設
置
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
の
協
働
に
つ
い
て
は
特
に
、
政
府
の
関
係
諸
機
関
や

こ
れ
ま
で
国
内
の
災
害
に
積
極
的
に
対
応
し
て
き
た
諸
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、そ
し
て
資
源

提
供
者
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
の
調
整
、さ
ら
に
は
諸
外
国
か
ら
の
団
体
に
対
応
す
る
こ
と
を

そ
の
活
動
と
し
た
。 

 

一
方
、
三
月
十
四
日
に
は
、
新
組
織
「
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以

下
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
）」
の
世
話
人
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
共

に
国
際
的
な
対
応（
海
外
ド
ナ
ー
の
問
い
合
わ
せ
窓
口
機
能
及
び
海
外
か
ら
の
団
体
の

受
け
入
れ
対
応
等
）
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。
現
在
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
は
、
全
国
の
災
害

支
援
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
七
百
団
体
が
加
盟
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
成
長
し
、

過
去
に
こ
の
よ
う
な
規
模
で
日
本
国
内
民
間
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た

こ
と
は
な
い
。 



 １２

 

そ
れ
で
は
、
国
際
協
力

活
動
を
自
ら
の
使
命
と
自

己
規
定
す
る
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
日
本
国
内
に
お
け
る
被

災
地
支
援
活
動
を
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
今

回
の
震
災
で
被
災
地
支
援

活
動
を
行
っ
た
団
体
（
五

十
九
団
体
）
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
開
始
理
由
を
複

数
選
択
可
で
尋
ね
て
み
た
。

図
１―

２
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
全
体
で
七
十
八

の
回
答
数
の
う
ち
、
六

二
％
に
あ
た
る
四
十
八
回

答
が
「
②
今
回
の
震
災
の
被
害
規
模
が
甚
大
で
、
理
事
、
会
員
、
職
員
等
が
支
援
す
る

べ
き
と
判
断
し
た
か
ら
」
で
あ
っ
た
。「
そ
の
他
」
に
書
か
れ
た
理
由
も
、
ほ
と
ん
ど

が
自
団
体
の
主
体
的
な
選
択
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
番
目
は
、「
①
大

き
な
国
内
災
害
が
起
き
た
際
の
被
災
地
支
援
活
動
を
実
施
す
る
と
、事
前
に
決
め
て
い

た
か
ら
」
と
い
う
回
答
で
あ
り
、
一
七
％
（
十
三
回
答
）
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
結
果
か
ら
、
緊
急
救
援
活
動
自
体
を
任
務
（
団
体
の
定
款
に
よ
っ
て
活
動
目
的

と
定
め
て
い
る
）
と
す
る
団
体
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
百
五
十
七
団
体
の
う
ち
少
な
く

と
も
十
三
団
体
は
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
③
団
体
外
の
関

係
者
や
関
係
団
体
か
ら
強
い
要
請
が
あ
っ
た
か
ら
」と
い
う
外
的
な
要
因
を
挙
げ
た
回

答
が
一
二
％
（
九
回
答
）
あ
っ
た
。 

 

以
上
か
ら
、今
回
被
災
地
支
援
活
動
を
実
施
し
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
ほ
ぼ
七

割
近
く
が
、
各
団
体
の
自
主
的
な
判
断
と
し
て
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
活
動
に
は
参
加
す
る
べ
き
だ
と
考
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
本
国
内
で
起
こ
る
全
て
の
災
害
救
援
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
を

直
ち
に
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
救
援
活
動
に
参

加
し
な
い
と
決
め
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
十
一
団
体
、
全
十
七
回
答
）
の
ほ
と
ん
ど
（
五

九
％
、
十
回
答
）
は
、
国
内
災
害
を
活
動
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し

て
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
、
二
四
％(

四
回
答)

が
、
活
動
す
る
た
め
の
人
材
や
資
金
の
不

足
を
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
被
災
地
支
援
活
動
に
参
加
し
た
団
体
で
も
、
団

体
の
規
約
や
定
款
の
一
時
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
参
加
を
可
能
と
し
た
り
、時
限
的
な
活

動
と
し
て
整
理
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
（
章
末
の
座
談
会
で
も
こ
れ
が
示
さ
れ
て
い

る
）。
今
回
の
震
災
の
規
模
と
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
多
く
の
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
本
来
は
活
動
の
対
象
と
し
な
い
日
本
国
内
に
お
い
て
災
害
救
援
活
動
を
行
う

決
断
を
し
た
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

１

－

２ 

緊
急
救
援
期

－

三
ヶ
月
程
度
ま
で 

  

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、発
災
直
後
の
全
国
の
避
難
者
数
が
四
十
五
万
人
を
超

え
る
と
い
う
、
極
め
て
大
規
模
な
災
害
で
あ
っ
た
。
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
に
限

っ
て
も
、
発
災
直
後
に
四
十
万
人
を
超
え
る
避
難
者
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
命
を

ど
の
よ
う
に
つ
な
ぐ
の
か
が
、
政
府
や
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
国
民
的
な
関
心
事
で
あ

っ
た
。
図
１―

３
か
ら
は
、
発
災
一
週
間
後
に
、
被
災
三
県
で
お
よ
そ
三
十
八
万
人
の

避
難
者
が
い
た
状
況
か
ら
、二
週
間
後
に
は
お
よ
そ
二
十
万
人
強
に
減
少
し
た
様
子
が

見
て
と
れ
る
。そ
れ
が
三
週
間
後
か
ら
一
ヶ
月
後
辺
り
で
は
十
二
万
人
程
度
ま
で
減
少

し
て
い
る
。
そ
し
て
二
ヶ
月
後
で
十
万
人
弱
の
避
難
者
が
避
難
生
活
を
送
り
、
三
ヶ
月

出典：JANIC調べ（2011年11月） 



 １３

後
で
依
然
と
し
て
六-

七

万
人
の
避
難
者
が
居
た
状

況
で
あ
っ
た
。
避
難
所
数

は
、
被
災
一
週
間
後
に
東

北
三
県
で
一
千
八
百
ヶ
所

ほ
ど
あ
っ
た
も
の
が
、
一

ヶ
月
後
に
は
約
一
千
ヶ
所

に
減
少
し
た
も
の
の
、
三

ヶ
月
後
で
ま
だ
八
百
ヶ
所

の
避
難
所
が
あ
っ
た
（
日

本
政
府
東
日
本
大
震
災
復

興
対
策
本
部
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
よ
り
）。 

 

こ
れ
ら
の
避
難
者
の
命
を
支
え
る
た
め
に
、日
本
政
府
と
各
自
治
体
は
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
必
要
な
物
資
を
送
り
込
ん
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
多
く
の
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、
食
糧
を
含
め
た
大
量
の
物
資
支
援
の
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
取
り
も

直
さ
ず
、
政
府
・
自
治
体
だ
け
で
は
全
て
の
ニ
ー
ズ
が
カ
バ
ー
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、震
災
発
災
後
か
ら
三
ヶ
月
間
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
各
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
が
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
調
査
し
た
（
図
１―

４
）。
こ
の
調
査
で

は
複
数
回
答
可
と
し
た
の
で
、
全
体
で
は
九
ヶ
月
の
間
に
、
調
査
し
た
五
十
九
団
体
が

七
百
二
十
六
種
類
の
活
動
を
行
っ
た
と
回
答
し
た
。こ
れ
は
、三
ヶ
月
毎
の
平
均
で
は
、

五
十
九
団
体
が
二
百
四
十
二
種
類
の
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
な
る
た
め
、一
団
体
の
平

均
で
は
約
四
種
類
の
活
動
を
同
時
並
行
で
行
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。今
回

の
東
日
本
大
震
災
で
何
ら
か
の
活
動
を
行
っ
た
団
体
に
よ
る
活
動
分
野
の
推
移
を
見

て
み
る
と
、
全
体
（
九
ヶ
月
の
活
動
総
数
七
百
二
十
六
活
動
を
分
母
と
す
る
と
）
の
お

よ
そ
一
六
％
（
百
十
八
活
動
）
を
物
資
支
援
が
占
め
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
が
行

っ
た
活
動
の
中
で

も
多
い
割
合
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
食
糧
配
布
・
炊
き
出
し
は

約
八
％
（
六
十
一
活
動
）
を
占
め
て
お
り
、
物
資
支
援
と
食
糧
支
援
を
合
わ
せ
る
と
、

全
体
の
約
四
分
の
一
の
活
動
が
こ
れ
ら
で
占
め
ら
れ
る
。
時
期
的
に
見
て
み
る
と
、
発

災
三
ヶ
月
間（
三-

五
月
期
）の
う
ち
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
に
よ
る
活
動
は
、

約
二
○
％
（
四
十
八
活
動
）
が
物
資
配
布
で
、
食
糧
配
布
・
炊
き
出
し
が
約
一
〇
％
（
二

十
四
活
動
）、
併
せ
て
三
〇
％
（
七
十
二
活
動
）
の
活
動
が
物
資
支
援
と
食
糧
支
援
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
物
資
支
援

は
六-

八
月
期
と
九-

十
月
期
の
ど
ち
ら
も

三
十
五
活
動
（
約
一

四
％
）
と
変
わ
ら
ず
、

緊
急
援
助
期
か
ら
復

興
期
に
移
っ
て
も
物

資
支
援
は
継
続
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。 

 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
他
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
共
同
で
こ
の

分
野
で
果
た
し
た
役

割
の
一
例
と
し
て
は
、

石
巻
市
に
お
け
る
支

援
活
動
が
挙
げ
ら
れ

る
。 石

巻
市
で
は
、
行

出典：JANIC調べ（2011年11月） 

解説：複数回答可。59団

体が3ヶ月間に平均４分

野の活動を実施 

単位 
「活動数」 

出典：日本政府東日本大震災復興対策本部ウェブサイトより 

単位 

「人数」



 １４

政
・
自
衛
隊
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
炊
き
出
し
調
整
の
会
議
、
い
わ
ゆ
る
「
三

者
会
議
」
が
定
期
的
に
行
わ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
炊
き
出
し
に
お
け
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
中
原
、
二
〇
一
一
、
一
三
九
頁
）。
ま
た
、
宮

城
県
に
お
い
て
は
、「
政
府
・
自
衛
隊
・
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
社
会
福
祉
協
議
会
含
む
）」
の

四
者
調
整
会
議
が
開
催
さ
れ
、主
と
し
て
発
災
直
後
の
混
乱
期
に
お
け
る
避
難
所
で
の

炊
き
出
し
調
整
が
行
わ
れ
た
。こ
の
よ
う
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
食
糧
支
援
は
、

行
政
に
よ
る
避
難
者
支
援
活
動
を
補
完
す
る
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
も
の
と

言
え
る
。 

 

一
方
、
今
回
の
震
災
対
応
活
動
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時

と
同
じ
よ
う
に
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
数
参
加
し
、
国
民
参
加
型
の
支
援
活
動
が

多
く
行
わ
れ
た
。
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
社
会
福
祉
協
議
会(

以
下
、
社
協)

が
組
織

す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災

害
Ｖ
Ｃ
）
が
受
け
付
け
る
も
の
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
或
い

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独
自
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
を

行
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
原

則
と
し
て
、
社
協
が
組
織
す
る
災
害
Ｖ
Ｃ
が
受
け

付
け
て
、
被
災
者
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
作
業
要
請

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
仕
組
み
が
形
成

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
行
う
支

援
活
動
に
従
事
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
各

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
独
自
に
受
け
付
け
た
被
災

者
か
ら
の
作
業
要
請
に
対
応
す
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
七
月
段
階
で
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会

員
団
体
三
十
二
団
体
の
東
北
被
災
三
県
（
岩
手
、

宮
城
、
福
島
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
動
員
数
に
つ
い

て
行
っ
た
調
査
（
表
１―

１
）
に
よ
れ
ば
、
三
月
が
二
千
五
十
五
人
、
四
月
が
九
千
五

百
八
十
八
人
、
五
月
が
一
万
六
千
七
百
三
十
三
人
、
そ
し
て
六
月
が
一
万
一
千
七
百
八

十
人
で
あ
っ
た
。こ
の
三
十
二
団
体
以
外
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
あ
る
の
で
、
こ
れ
で
全
て
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
傾
向
を
示

し
て
い
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
三
十
二
会
員
団
体
が
動
員
し
た
こ
の
規
模
感
を
、各
地
の
社
協
が
組
織

し
た
災
害
Ｖ
Ｃ
が
受
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
図
１―

５
）
と
比
較
す
る
と
、
さ

ら
に
全
体
像
が
見
え
る
。
災
害
Ｖ
Ｃ
で
は

初
の
一
ヶ
月
（
四
月
十
一
日
ま
で
）
で
三

県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
合
わ
せ
て
十
一
万
二
千
人
、
次
の
一
ヶ
月
（
五
月
十
一
日

ま
で
）
で
十
八
万
人
、
次
の
一
ヶ
月
（
六
月
十
一
日
ま
で
）
で
十
四
万
二
千
人
を
動
員

し
た
。
続
く
一
ヶ
月
（
七

月
十
一
日
ま
で
）
は
十

二
万
八
千
人
、
次
の
一

ヶ
月
（
八
月
十
一
日
ま

で
）
は
十
一
万
八
千
人

で
、
そ
れ
以
降
の
月
は

十
万
人
を
割
り
込
む
よ

う
に
な
る
。
し
た
が
っ

て
、

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
多
く
動
員
し
た
時

期
は
、
四
月
か
ら
五
月

ま
で
の
一
ヶ
月
間
の
十

八
万
人
と
い
う
人
数
に

な
る
。 

 

ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ

（表1-1）：JANIC会員団体のボランティア動員数（単位：人）

  3月 4月 5月 6月 

岩手県 799 1,735 5,857 3,920

宮城県 1,106 7,536 10,352 7,414

福島県 150 317 524 446

計 2,055 9,588 16,733 11,780

（出典：JANIC調査, 2011年7月） 

単位 

「人数」 

出典：全社協被災地支援災害ボランティア情報ウェブのデータをグラフ化 



 １５

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
動
員
数
は
、災
害
Ｖ
Ｃ
に
よ
る
動
員
数
の
ほ
ぼ
二
％
か
ら
一
二
％
ほ

ど
の
幅
と
な
っ
て
い
る
。後
掲
の「
第
三
章 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
コ
ラ
ム
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
社
協
の
中
で
調
整
業
務
を

支
援
し
た
団
体
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
の
で
な
く
、
社
協
が

直
接
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
付
け
る
形
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
集
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

社
協
の
名
前
で
活
用
し
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
動
員
で
き
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
数
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
う
い
う
中
で
も
、
実
際
に
記
録
さ
れ
て

い
る
デ
ー
タ
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
だ
け
で
、
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
一
割
ほ

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
た
計
算
に
な
り
、そ
の
意
味
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
補
完
的
役
割

が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

１

－

３ 

早
期
復
興
支
援
期

－

三
ヶ
月
以
降
半
年
程
度
ま
で 

  

発
災
後
三
ヶ
月
の
六
月
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
避
難
者
の
数
は
十
万
人
を
切
り
、
避
難

所
へ
の
緊
急
援
助
の
活
動
は
一
定
の
落
ち
着
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
仮

設
住
宅
へ
の
避
難
者
の
移
動
が
始
ま
り
、こ
の
時
期
か
ら
は
仮
設
住
宅
へ
の
支
援
が
開

始
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
避
難
所
の
避
難
者
支
援
と
、
新
た
に
加
わ
っ
た
仮
設
住
宅
支

援
が
こ
の
時
期
に
重
複
し
て
行
わ
れ
た
。 

 

図
１
―
６
は
、
完
成
し
た
仮
設
住
宅
の
戸
数
と
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
た
被
災

者
の
戸
数
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
図
１
―
２
が
示
し
た
、
避
難
者
数
の
推
移
が
右
肩

下
が
り
で
減
少
し
た
の
と
は
対
照
的
に
、右
肩
上
が
り
で
急
激
に
増
加
し
た
様
子
が
見

て
と
れ
る
。
図
１
―
６
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
被
災
三
県
合
計
で
、
発
災
三
ヶ
月

程
度
で
ほ
ぼ
三
万
戸
近
く
の
仮
設
住
宅
が
完
成
し
、半
年
が
経
つ
九
月
上
旬
で
約
五
万

戸
が
完
成
し
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
戸
数
が
、
被
災
三
県
と

そ
れ
以
外
も
含
む
総
数
と
し
て
年
末
に
か
け
六
万
戸
を
大
き
く
超
え
、仮
設
住
宅
と
民

間
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
戸
数
の
総
数
が
十
一
万
戸
を
超
え
る
勢
い
で
存
在
し
て
い
る

た
め
、こ
の
総
戸
数
に
住
ん
で
い
る
被
災
者
全
て
の
ケ
ア
は
行
政
だ
け
で
担
え
る
も
の

で
な
い
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。 

 

図
１
―
３
の
被
災
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
分
野
推
移
を
再
び
参
照
す
れ
ば
、発
災
後
三

ヶ
月
以
降
か
ら
増
え
て
い
る
活
動
は
、
仮
設
住
宅
支
援
、
医
療
支
援
・
心
の
ケ
ア
、
教

育
・
保
健
、
そ
し
て
雇
用
支
援
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
よ
る
被
災
地
支
援
は
、発
災
後
三
ヶ
月
程
度
ま
で
の
緊
急
救
援
期
を
過
ぎ
た
頃
か

ら
、
物
質
的
な
ハ
ー
ド
面
の
支
援
か
ら
、
よ
り
ソ
フ
ト
な
分
野
の
支
援
へ
シ
フ
ト
し
て

き
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
さ
ら
に
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
被
災
者
へ
の

支
援
は
、
団
地
と
し
て
存
在
し
て
い
る
仮
設
住
宅
へ
の
支
援
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
民

間
団
体
が
こ
の
分
野
へ
の
支
援
に
関
わ
る
必
要
性
が
高
か
っ
た
が
、被
災
者
が
バ
ラ
バ

ラ
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
状
況
か
ら
支
援
が
困
難
さ
か
ら
、関
わ
る
団
体
は
少
な
か

っ
た
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
緊
急
救
援
を
得
意
と
す
る
団
体
の
み
な
ら
ず
、
開
発
援

助
で
の
経
験
を
積
ん
で
い
る
団
体
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
団
体
は
途
上

国
で
の
開
発
援
助
の
活
動
に
お
い
て
、
長
期
に
人
々
と
の
関
わ
り
を
持
ち
つ
つ
、
よ
り

出典：東日本大震災復興対策本部ウェブのデータを再構成 

単位 

「戸」



 １６

質
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
活
動
を
行
っ
た
う
ち
の
八
〇
％
（
四
十
四
団
体
）
が
、
海
外
で
の
開
発

事
業
で
の
経
験
は
今
回
の
震
災
対
応
活
動
を
行
う
う
え
で
役
に
立
っ
た
と
答
え
て
い

る
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、「
被
災
地
支
援
活
動
の
中
身
に
お
い
て
、
海
外
事
業
で

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
際
に
活
用
で
き
た
か
ら
」
と
い
う
点
を
五
割
（
三
十
八
団
体
）
が

指
摘
し
て
い
る
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
被
災
地
で
の
活
動
と
海
外
事
業
に
大
き
な
共

通
性
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
お
り
、緊
急
救
援
期
後
の
被
災
地
支
援
活
動
に
お
い

て
も
、
被
災
地
で
果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

後
に
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
し
た
地
域
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
み
る
。
今

回
の
震
災
活
動
を
行
っ
た

五
十
九
団
体
は
百
ヶ
所
で

活
動
し
た
（
図
１
―
７
）。

単
純
に
平
均
す
る
と
、
一

団
体
が
一
・
七
県
で
活
動

し
た
状
況
で
あ
る
。
県
毎

の
分
布
状
況
は
、
宮
城
県

で
活
動
し
て
い
る
団
体
が

四
十
三
団
体
（
四
三
％
）

と

多
で
、
次
が
岩
手
県

の
三
十
団
体
（
三
〇
％
）、

そ
し
て
福
島
県
の
十
七
団

体
（
一
七
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
と
本
部
の

み
で
活
動
と
い
う
団
体
が

十
団
体
（
一
〇
％
）
あ
り
、

東
北
の
被
災
三
県
だ
け
で
な
く
、茨
城
県
な
ど
別
の
地
域
で
活
動
し
た
団
体
も
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
追
加
質
問
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
選
択
と
な

っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
で
は
な
い
。し
か
し
、一
つ
の
暫
定
的
な
示
唆
と
し
て
は
、

今
回
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
震
災
対
応
活
動
に
お
い
て
、

も
困
難
だ
っ
た
こ
と
の
一

つ
と
し
て
、「
活
動
地
の
選
定
」
が
各
団
体
か
ら
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
４
―
５
）
こ

と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
国
内
で
の
活
動
を
想
定
し
て
い
な
い
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
で
、
特
に
事
前
の
準
備
や
地
域
と
の
関
係
が
無
い
団
体
は
、
福
島
県
で
の
原
発
事
故

と
い
う
特
殊
事
情
を
含
ん
だ
上
で
、
被
災
三
県
の
中
の
比
較
で
は
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

ま
た
外
部
か
ら
の
支
援
者
の
受
け
入
れ
に
オ
ー
プ
ン
と
見
ら
れ
た
宮
城
県
が
、活
動
地

と
し
て
多
く
選
ば
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

【
参
考
文
献
】
中
原
一
歩
『
奇
跡
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
石
巻
モ
デ
ル
」』
朝
日
新

書
二
〇
一
一
年
十
月 

 

出典：JANIC調べ（2011年11月） 



 １７

 
コ
ラ
ム
１ 

緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
座
談
会 

  

今
般
の
震
災
対
応
で
活
動
し
た
約
六
十
団
体
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
（
正
会
員
・

協
力
会
員
含
む
）
の
う
ち
、
災
害
救
援
の
専
門
団
体
と
呼
べ
る
団
体
は
十
団
体
程
度
あ

っ
た
が
、そ
れ
ら
の
団
体
は
ど
の
よ
う
に
今
回
の
震
災
対
応
を
巡
る
諸
状
況
に
つ
い
て

見
た
の
だ
ろ
う
か
。
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｐ
Ｗ
Ｊ
）
の
山
本
理
夏
氏
、
ア

ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
）
の
橋
本
笙
子
氏
、
そ
し
て
ジ
ェ
ン
（
Ｊ
Ｅ
Ｎ
）
の
木

山
啓
子
氏
に
、プ
ロ
の
目
か
ら
見
た
今
回
の
震
災
対
応
へ
の
状
況
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
ま
ず
、
通
常
の
海
外
救
援
活
動
と
今
般
の
活
動
の
類
似
点
と
相
違
点

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
海
外
で
の
災
害
発
生
時
に
は
、
発
災
し
た
災
害
規
模
が
、
各
国
政

府
や
地
域
社
会
の
持
つ
対
応
能
力
を
超
え
た
場
合
に
、国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
救
援
活
動
を
行

う
。
現
場
で
は
、
ス
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（Sphere Standard
後
掲
注
①
参
照
）

の
よ
う
な
国
際
基
準
を
基
に
、人
間
と
し
て
の

低
限
の
尊
厳
を
保
つ
救
援
事
業
を
実

施
す
る
。東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
は
こ
の
国
際
基
準
に
沿
う
と
い
う
点
で
難
し
さ
が

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
食
料
（
炊
き
出
し
）
の
水
準
は
国
際
基
準
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
避
難
所
が
多
く
見
ら
れ
た
一
方
、安
全
な
水
は
国
際
基
準
以

上
の
量
が
供
給
さ
れ
て
も
不
足
し
て
い
る
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
通
常
の
国
際
的
な
災
害
救
援
活
動
と
比
較
す
る
と
、
今
回
の
震

災
で
の
活
動
で
は
調
整
不
足
が
際
立
っ
た
。Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
勉
強
不
足
も
あ
る
と
思
う
が
、

政
府
が
協
働
す
べ
き
ア
ク
タ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
認
め
て
い
な
い
こ
と
が
、

調
整
不
足
の
主
要
な
原
因
だ
と
思
う
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
名
目
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
一
括
り
に
す
る
点
に
無
理
が
あ
る
と
思
う
。 

 

今
日
こ
こ
に
集
っ
た
三
団
体
は
、二
〇
〇
八
年
よ
り
大
規
模
災
害
を
想
定
し
て
準
備

を
行
っ
て
き
て
お
り
政
府
や
行
政
と
の
関
係
が
す
で
に
あ
っ
た
の
で
、現
場
で
の
調
整

が
ほ
と
ん
ど
無
い
な
か
で
も
今
回
こ
れ
だ
け
の
対
応
が
可
能
だ
っ
た
と
考
え
る
。具
体

的
に
は
、二
〇
〇
八
～
二
〇
〇
九
年
の
災
害
訓
練
を
通
じ
て
政
府
関
係
者
と
も
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
け
て
い
た
結
果
と
し
て
、ア
ド
ラ
は
三
月
十
二
日
に
は
福
島
県
の
災
害

対
策
本
部
、三
月
十
三
日
に
は
宮
城
県
の
災
害
対
策
本
部
で
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。
宮
城
県
の
災
害
対
策
本
部
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
代
表
と
し
て

Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
が
災
害
対
策
本
部
の
会
議
に
参
加
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で

も
位
置
づ
け
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
海
外
で
の
通
常
の
緊
急
援
助
で
は
、
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
公
的
機
関

か
ら
始
め
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
通
常
、
現
地
で
は
国
際
連
合
（
以
下
、
国
連
）
を
中
心
と
し
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
そ
の
多
く
は
常
連
の
緊
急
救
援

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
事
前
か
ら
お
互
い
に
存
在
を
認
識
し
て
お
り
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
国
連

関
係
機
関
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
被
災
現
場
で
調
整
機
能
が
立
ち
上
が
る
と
、
全
体
の
調
整
に
加
え

て
、
分
野
別
の
調
整
が
立
ち
上
が
る
。
分
野
別
支
援
の
内
容
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も

国
際
社
会
と
し
て
事
前
に
決
ま
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
か
ら
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
、被
災
さ
れ
た
人
々
に
対
し
て
国
際
基
準
に
則
っ
た
支
援
を
行
え
る

と
い
う
あ
る
程
度
の
前
提
を
持
っ
て
、
我
々
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
現
地
に
入
る
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
そ
の
意
味
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
。
国
連
も

行
政
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
同
じ
立
場
で
話
し
合
い
が
で
き
る
。 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
そ
う
い
う
調
整
で
は
実
際
の
支
援
の
役
割
分
担
を
話
し
合
う
が
、

今
般
の
東
日
本
大
震
災
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同
じ
位
置
づ
け
と
さ
れ
た

た
め
、
国
・
県
・
市
町
レ
ベ
ル
の
ど
の
災
害
対
策
本
部
と
も
、
情
報
共
有
以
上
の
、
つ

ま
り
役
割
分
担
に
ま
で
突
っ
込
ん
だ
調
整
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
。大
規
模
な



 １８

緊
急
支
援
を
や
っ
て
き
た
団
体
と
し
て
は
十
分
に
力
を
発
揮
し
づ
ら
か
っ
た
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
海
外
で
の
経
験
を
積
ん
で
法
人
格
を
有
す
る
我
々
緊
急
援
助
専
門

の
団
体
は
、行
政
が
提
供
す
べ
き

低
限
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
だ
け
で
は
担
え
な
い
状

況
に
陥
っ
て
い
る
災
害
時
に
、
政
府
・
行
政
と
協
力
し
て
全
て
の
人
々
に
行
き
渡
る
べ

き
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
役
割
を
担
う
心
積
も
り
だ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
に
は
補

完
す
る
役
割
は
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
我
々
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
拒
否
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、市
町
に
よ
っ
て
は
現
場
の
災
害
対
策
本
部
で
直
接
話
を
聞
く
と
情

報
は
出
て
き
た
。こ
れ
を
他
の
団
体
も
同
時
に
聞
い
て
い
れ
ば
よ
り
効
果
的
な
支
援
に

結
び
つ
け
ら
れ
た
は
ず
で
、一
対
一
で
そ
の
都
度
聞
か
な
け
れ
ば
情
報
が
出
て
こ
な
い

と
い
う
の
は
勿
体
な
い
。
自
治
体
は
調
整
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
の
分
配
も
担
っ
て

い
た
。
自
衛
隊
で
も
企
業
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
誰
で
も
構
わ
な
い
が
、
調
整
に
専
念
し
、

不
足
部
分
を
明
確
に
す
る
人
が
必
要
だ
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
被
災
者
全
て
に
対
し
て
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
状

況
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
、行
政
自
身
が
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
行
政
側
の
問
題
か
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
仕
組
み
の
問
題
だ
ろ
う
。
行
政
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら
は

誰
よ
り
も
一
生
懸
命
働
い
て
い
た
。海
外
の
場
合
、対
応
能
力
が
あ
る
国
に
お
い
て
は
、

緊
急
時
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
指
示
が
一
斉
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。あ
る
い

は
無
政
府
状
態
の
国
で
あ
れ
ば
、
国
連
を
中
心
に
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
立
ち
上
が
る
。

一
方
で
今
回
の
日
本
の
ケ
ー
ス
で
は
、平
時
の
地
方
自
治
の
仕
組
み
が
そ
の
ま
ま
使
わ

れ
た
。
地
方
行
政
か
ら
中
央
に
ニ
ー
ズ
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
必
要
な
支
援
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
避
難
所
で
足
り
な
い
も
の
を
、
一
週
間
先
の
ニ
ー
ズ
ま
で
見
通
し
て
避
難
者

が
自
ら
行
政
に
要
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仕
組
み
に
疑
問
を
感
じ
る
。緊
急

時
に
は
よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
あ
れ
だ
け
大
規
模
な
災
害
で
、
ニ
ー
ズ
を
上
げ
る
べ
き
市
町
の

役
場
が
被
災
し
た
中
、
そ
の
状
況
を
想
定
し
て
県
や
国
が
動
く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
要

請
が
現
場
か
ら
上
が
っ
て
く
る
の
を
待
つ
姿
勢
を
県
と
国
は
貫
い
た
。
同
様
に
、
指
定

さ
れ
て
い
た
避
難
所
に
は
あ
る
程
度
物
が
届
く
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
が
、避
難
所

以
外
の
場
所
に
は
物
が
届
か
な
い
と
い
う
点
が
問
題
と
し
て
あ
る
。 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
避
難
所
で
被
災
者
の
登
録
の
仕
方
を
知
ら
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
。海
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
は
背
景
の
情
報
を
集
め
て
関
係
者
で
共
有

す
る
仕
組
み
が
あ
る
。年
齢
や
性
別
な
ど
背
景
に
よ
っ
て
異
な
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
に
、
被
災
者
が
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
際
に
必
要
な
情
報
を
登
録
し
、
支
援
に
活

か
す
仕
組
み
で
あ
る
。
今
回
の
震
災
対
応
で
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
か
せ
な
か
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
避
難
所
に
は
物
が
届
く
が
、
適
切
な
も
の
が
届
か
な
い
と
い
う
状
況
を

招
い
た
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
で
も
、
来
て
物
資
を
置
い
て
帰
る
だ
け
と
い
う
よ
う
な

団
体
も
多
く
あ
り
、
押
し
付
け
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
今
す
ぐ
必
要
で
は
な
い
も
の

を
届
け
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
も
、
調
整
の
仕
組
み
を
理
解
し
、
調
整
の
仕

組
み
が
な
い
と
き
に
は
自
ら
情
報
を
収
拾
し
て
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
支
援
を
す
る
と
い

う
よ
う
な
団
体
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
そ
れ
が
、
プ
ロ
か
そ
う
で
は
な
い
か
の
違
い
。
避
難
所
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
際
に
実
際
に
あ
っ
た
例
だ
が
、炊
き
出
し

後
の
日
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

百
人
の
避
難
所
で
六
百
人
分
の
焼
き
そ
ば
を
作
っ
て
帰
っ
た
団
体
が
い
た
。材
料
が
余

る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
ろ
う
が
、余
っ
た
ら
材
料
を
置
い
て
行
っ
て
く
れ
た
方
が
良
い
。

支
援
側
の
エ
ゴ
が
多
く
見
ら
れ
た
の
は
事
実
で
、そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
政

か
ら
認
め
て
も
ら
え
な
い
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。実
際
に
は
支
援
者
の
都
合
で
支
援
し

て
い
る
団
体
が
あ
る
な
か
で
、ど
う
認
め
て
も
ら
う
か
と
い
う
の
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
意
識
せ
ず
と
も
、
支
援
す
る
側
の
都
合
や
自
己
満
足
で
支
援
を
進
め
て
し
ま
っ
て

い
る
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
今
回
の
東
日
本
大
震
災
後
の
様
々
な
救
援
活
動
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ
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ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
も
そ
の
活
動
を
多
く
伝
え
た
。
物
を
運
ぶ
と
い

う
点
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
災
害
救
援
の
プ
ロ
の
団
体
の
役
割
と
重
な
る
部

分
が
あ
る
と
思
う
が
、
プ
ロ
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
ど
の
よ
う
な
存

在
だ
っ
た
の
か
。 

 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
今
回
の
震
災
対
応
の
経
緯
か
ら
、「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
イ
コ
ー
ル
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
と
し
て
国
民
の
意
識
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
発

災
以
前
に
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
と
私
た
ち
は

試
み
て
い
た
が
、現
在
で
は
そ
の
違
い
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
さ
ら
に
難
し
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
私
は
逆
の
感
触
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、「
紛
争
地
な
ど
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｗ
Ｊ
の
山
本
さ
ん
」と
い
う
紹
介
を
見
な
が

ら
木
山
氏
と
同
様
の
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
今
回
の
震
災
で
は
、
一
般
国
民
が

被
災
地
か
ら
受
け
取
れ
る
情
報
量
が
海
外
の
災
害
の
ケ
ー
ス
よ
り
も
は
る
か
に
多
い

た
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
違
い
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
木
山
氏
の
指
摘
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
枠
の
中
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
仕
組
み
自
体
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
そ
う
考
え
る
。
橋
本
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
プ
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

経
験
を
備
え
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
枠
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、そ
の
力
が
発

揮
さ
れ
な
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。結
果
と
し
て
支
援
で
き
た
は
ず
の
被
災
者
に

支
援
が
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
社
会

的
地
位
が
十
分
に
認
知
さ
れ
、
プ
ロ
の
職
業
と
し
て
認
識
さ
れ
れ
ば
、
行
政
の
災
害
対

策
本
部
の
人
か
ら
し
て
も
、プ
ロ
が
来
た
か
ら
助
け
て
も
ら
お
う
と
考
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
情
報
の
収
集
と
提
供
、
そ
し
て
団
体
間
の
調
整
と
い
う
観
点
で
は
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
る
か
。 

 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
今
回
の
震
災
を
受
け
て
立
ち
上
が
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
多
く
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
参
加
す
る
一
方
で
、
ど
こ
に
資
源
と
ニ
ー
ズ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か
な
ど
、

こ
ち
ら
が
ほ
し
か
っ
た
情
報
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。点
で
し
か
な
い
情
報
に
意
味
は
な

く
、
情
報
が
面
と
し
て
集
ま
れ
ば
ギ
ャ
ッ
プ
を
把
握
で
き
る
が
、
情
報
が
網
羅
的
に
集

ら
な
か
っ
た
ゆ
え
、
そ
の
後
の
支
援
で
情
報
が
有
効
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
海
外
で
支
援
す
る
際
に
、
現
場
情
報
を
集
約
場
所
に
提
出
す
る
の

が
大
変
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
な
く
、な
ぜ
こ
こ
ま
で
情
報
が
集
ら
な
い
の
か
と
今
回
は

疑
問
に
感
じ
た
。
海
外
の
救
援
現
場
で
は
、
自
ら
の
情
報
を
持
っ
て
調
整
会
議
に
参
加

し
、そ
れ
を
発
表
す
れ
ば
参
加
者
全
て
に
情
報
が
共
有
で
き
る
よ
う
な
情
報
会
議
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
回
の
震
災
で
は
、
異
な
る
団
体
か
ら
様
々
な
情
報
を
バ
ラ
バ
ラ

に
求
め
ら
れ
た
た
め
、
情
報
を
出
す
た
め
の
多
大
な
作
業
負
担
を
感
じ
た
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
一
時
期
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
か
ら
多
く
の
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
情
報
を
求
め
ら
れ
、
作
業
負
担

が
大
き
く
大
変
だ
っ
た
。
緊
急
時
に
、
市
町
村
や
避
難
所
レ
ベ
ル
の
詳
細
な
情
報
を
教

え
て
く
れ
と
求
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
は
不
可
能
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
そ
の
意
味
で
は
、
様
々
な
団
体
が
情
報
の
集
約
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
は
し
た
が
、結
局
ど
こ
も
集
約
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
調
整
や
情
報
収
集
は
大
き
い
グ
リ
ッ
ド
（
格
子
）
か
ら
始
め
て
、

徐
々
に
小
さ
く
す
る
べ
き
。
例
え
ば
、

初
は
多
く
の
団
体
が
宮
城
に
行
っ
た
の
で
残

り
の
団
体
は
岩
手
に
行
け
と
い
う
程
度
の
初
歩
的
な
調
整
で
も
良
い
。そ
の
う
ち
市
町

や
避
難
所
に
移
行
し
て
い
く
と
い
う
ふ
う
に
、グ
リ
ッ
ド
を
徐
々
に
細
か
く
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。
必
要
と
さ
れ
る
情
報
も
段
階
を
経
て
細
か
く
な
っ
て
い
く
の
だ
が
、
今



 ２０

回
の
震
災
に
お
い
て
は
当
初
か
ら
一
番
細
か
い
グ
リ
ッ
ト
の
情
報
を
求
め
ら
れ
た
。そ

う
し
て
し
ま
う
と
、

初
は
情
報
が
点
で
し
か
な
く
、点
を
見
て
も
何
も
分
か
ら
な
い
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
調
整
を
す
る
専
門
人
材
が
欠
け
て
お
り
、
そ
う
い
う
人
が
い
れ
ば
調

整
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
調
整
を
す
べ
き
仕
組
み
は
、
県
と
市
町
と
国
の
災
害
対
策
本
部
な

の
だ
が
、そ
こ
で
我
々
が
言
っ
て
い
る
よ
う
な
調
整
を
行
う
よ
う
に
は
動
け
て
い
な
か

っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
仮
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
で
調
整
機
能
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
場
合
で
も
、
本

来
、
県
や
市
町
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
が
必
要
な
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
災
害
対
策
本
部
か
ら
情
報
が
得
ら
れ
な

い
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
が
社
協
と
組
ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
役
割
な
ど

に
特
化
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
役
立
つ
方
法
は
多
く
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
大

き
な
市
町
村
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
勢
入
る
一
方
で
、そ
の
隣
町
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
が
、そ
れ
に
関
し
て
も
調
整
が
必
要
だ
と
思

う
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
日
本
の
行
政
の
仕
組
み
自
体
が
、
プ
ロ
の
災
害
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
受
け

入
れ
る
体
制
に
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
る
と
思
う
。
我
々
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
外
部

に
向
け
て
提
言
す
る
う
え
で
、
何
か
具
体
的
な
案
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

（
Ｐ
Ｗ
Ｊ 

山
本
）
具
体
的
な
結
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
海
外
救
援
を
得
意
と

す
る
団
体
が
今
回
の
震
災
対
応
の
中
で
の
立
ち
位
置
が
分
か
ら
な
か
っ
た
点
や
、情
報

集
約
と
情
報
提
供
の
過
程
な
ど
の
調
整
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
直
せ
る
部
分
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
提
案
し
て
行
け
れ
ば
良
い
と
思
う
。 

 

ま
た
、
海
外
の
災
害
現
場
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
こ
と
だ
が
、
今
回
の
東
日
本
大

震
災
の
現
場
で
は
企
業
の
底
力
の
大
き
さ
を
発
見
し
た
。企
業
は
物
資
も
物
流
ル
ー
ト

も
人
も
持
っ
て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
け
る
団
体
が
多
く
、
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
よ

り
も
良
く
動
け
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
災
害
対
策
本
部
や
社
協
の
中
に
も
入
ら
な

い
と
い
っ
た
位
置
づ
け
で
活
動
し
て
い
た
。
次
に
大
き
な
災
害
が
発
災
し
た
際
に
は
、

オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
対
応
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
や
役
割
を
検
討
し
、
可
能
な
限
り

素
早
く
適
切
で
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ａ 

橋
本
）
今
後
は
、
福
島
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
福

島
に
対
し
て
目
を
瞑
っ
て
い
る
団
体
が
多
い
。日
本
は
こ
れ
だ
け
原
発
を
抱
え
て
い
る

な
か
、
今
後
、
同
様
の
事
故
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
事
故
の
あ
っ
た
原
発

の
近
く
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
で
き
る
の
か
と
い
う
と
、
現
実
的
に
難
し
い
が
、
避
難
者
へ

の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
今
回
確
実
に
で
き
た
と
思
う
。 

 

こ
こ
近
年
の
災
害
の
多
さ
を
考
え
る
と
、
次
の
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
備
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
各
所
で
の
訓
練
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

（
Ｊ
Ｅ
Ｎ 

木
山
）
次
に
備
え
る
こ
と
を
考
え
る
際
に
、
支
援
者
側
の
エ
ゴ
を
捨
て
る

と
い
う
点
も
指
摘
し
た
い
。
今
般
は
、
調
整
会
議
一
つ
を
例
に
と
っ
て
も
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
調
整
会
議
が
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
。
情
報
は
、
集
約
さ
れ

て
、
全
体
像
が
見
え
る
か
た
ち
に
な
っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
被
災
者
の
サ
ポ
ー
ト
を

本
当
に
第
一
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、情
報
の
一
カ
所
へ
の
集
約
は
可
能
だ
っ
た

は
ず
。
県
毎
の
情
報
は
あ
る
が
、
全
体
像
に
関
し
て
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
政
府
の
ウ

ェ
ブ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
海
外
の
支
援
で
は
、
特
に
初
期
の
緊
急
事
態
で
は
、

毎
日
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
に
情
報
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。次
の
災
害
対
応
を
計
画
す
る
上
で
、

誰
が
何
を
す
る
か
を
今
の
段
階
か
ら
決
め
、決
め
た
ら
そ
れ
を
必
ず
実
行
す
る
必
要
が

あ
る
。
今
で
も
東
日
本
対
応
で
み
な
難
し
い
状
態
で
は
あ
る
が
、
実
行
し
な
い
限
り
先

に
進
ま
な
い
の
で
、
決
め
た
こ
と
は
各
々
が
守
っ
て
い
く
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。
い

ざ
と
な
っ
た
時
に
、
訓
練
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な
い
の
で
、
計
画
し
、
準
備

し
、
訓
練
し
、
日
頃
か
ら
情
報
共
有
し
て
、
透
明
性
を
高
く
活
動
す
れ
ば
、
次
に
は
今



 ２１

回
の
教
訓
を
活
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

注
① 
ス
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（Sphere standard

） 

 

人
道
支
援
の
現
場
に
お
い
て
支
援
者
が
守
る
べ
き

低
基
準
。
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
、
世

界
各
地
で
内
戦
が
頻
発
す
る
中
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
行
う
人
道
支
援
は
、
確
か
な
役
割
を
果
た
し

た
が
、
一
方
で
、
支
援
が
軍
事
目
的
に
転
用
さ
れ
る
な
ど
、
紛
争
の
長
期
化
・
複
雑
化
に
与
え
る
悪
影

響
も
指
摘
さ
れ
た
。 

 

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
国
際
赤
十
字
等
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
。
人
道
支
援
の

質
を
管
理
し
、
説
明
責
任
を
果
た
す
目
的
で
、
人
道
憲
章
と
支
援
分
野
別
の

低
基
準
を
定
め
、
二
〇

〇
〇
年
に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ま
と
め
た
。 

 

現
場
で
参
照
で
き
る
基
準
と
し
て
、「
避
難
所
の
給
水

：

一
人
あ
た
り
一
日
一
五
リ
ッ
ト
ル
、
ト
イ

レ
の
設
置

：

五
十
人
あ
た
り
一
ヵ
所
、
男
性
用
一
に
対
し
女
性
用
三
の
割
合
」
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
〇
一
一
年
の
改
定
に
お
い
て
は
、
新
た
に
「
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
（
保
護
）」
の
原
則
を
追
加
し
た
。

こ
れ
は
支
援
の
受
益
者
側
の
権
利
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
国
際
潮
流
の
反
映
で
あ
る
。
受
益
者

が
意
見
を
述
べ
る
権
利
、
生
活
水
準
の
確
保
、
虐
待
の
禁
止
等
を
保
障
す
る
と
共
に
、
弱
者
・
少
数
派

が
差
別
さ
れ
な
い
権
利
も
明
記
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
人
道
支
援
で
は
、
効
率
性
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
目
に
見
え
る
多
数
派
を
中
心
に
考
え

が
ち
で
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
の
人
が
支
援
か
ら
も
れ
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
。

も
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
に
い
か
に
支
援
を
届
け
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

難
民
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
言
語
、
民
族
、
宗
教
等
で
少
数
派
に
属
す
る
人
々
）
は
、
と
り
わ
け
配
慮
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。（
公
益
財
団
法
人 

日
本
女
性
学
習
財
団
ウ
ェ
ブ
よ
り
） 

<http://jawe2011.jp/> 

 

※
本
座
談
会
は
、二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
二
日
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
本
部
に
て
行
っ

た
。 

  



 ２２



 ２３

         

第
二
章 
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

 



 ２４

概
観

－

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
ん
な
分
野
で
活
動
し
た
の
か 

  

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、国
際
協
力
を
行

う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
多
く
が
被
災
地
で
の
直
接
活
動
を
開
始
し
た
。国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の

得
意
分
野
で
活
動
を
行
う
団
体
が
あ
っ
た
一
方
で
、今
回
の
被
災
地
支
援
活
動
で
初
め

て
行
う
分
野
に
取
り
組
ん
だ
団
体
も
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
分
野
と
し
て
、
次
の
十

の
分
野
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一
つ
目
は
、
物
資
支
援
だ
。
多
く
の
人
々
が
テ
レ
ビ
等
の
報
道
で
見
た
よ
う
に
、
食

糧
や
衣
料
品
、ま
た
日
常
の
様
々
な
必
需
品
を
被
災
者
に
届
け
る
民
間
の
団
体
や
人
々

の
姿
が
あ
っ
た
。海
外
に
お
け
る
緊
急
支
援
等
で
経
験
を
積
ん
で
い
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
中
心
に
、
比
較
的
大
き
な
資
金
を
獲
得
で
き
た
団
体
等
が
、
直
接
の
物
資
支
援
活

動
を
行
っ
た
。 

 

二
つ
目
は
、被
災
現
場
で
必
要
と
さ
れ
た
多
く
の
作
業
を
行
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
現
場
に
派
遣
し
た
活
動
だ
。
東
京
な
ど
の
都
市
部
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、

現
場
へ
の
派
遣
、そ
し
て
現
場
で
の
受
け
入
れ
と
調
整
等
の
複
雑
な
業
務
が
そ
こ
に
あ

っ
た
。 

 

三
つ
目
は
、被
災
現
場
で
よ
り
弱
い
立
場
に
立
た
さ
れ
た
子
ど
も
達
を
勇
気
づ
け
る

活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。開
発
途
上
国
で
の
教
育
援
助
に
携
わ
っ
て
き
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
、
自
ら
の
団
体
の
活
動
経
験
を
利
用
し
て
、
日
本
の
被
災
地
に
よ
り
適
切
に
子
ど

も
達
を
支
援
す
る
活
動
を
行
っ
た
。 

 

四
つ
目
は
、
保
健
・
医
療
・
公
衆
衛
生
活
動
だ
。
緊
急
救
援
を
行
っ
た
活
動
の
中
で

は
、
被
災
直
後
に
重
傷
者
等
の
命
を
救
う
救
命
活
動
を
行
っ
た
団
体
も
あ
っ
た
が
、
長

期
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の
活
動
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
。被
災
現
場
で
は
多
く
の

場
所
で
医
療
機
関
も
被
災
し
、
緊
急
の
救
命
活
動
の
み
な
ら
ず
、
人
々
の
日
常
の
健
康

管
理
に
も
事
欠
い
た
。こ
こ
に
経
験
の
あ
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
活
動
す
る
大
き
な
余

地
が
あ
っ
た
。 

 

五
つ
目
は
、
人
権
に
関
す
る
分
野
だ
。
大
き
な
自
然
災
害
が
起
き
る
状
況
下
で
は
、

人
々
が
生
存
す
る
た
め
の
多
く
の
条
件
が
失
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
人
権
で
あ
る
。

国
際
的
な
救
援
活
動
に
お
い
て
は
、難
民
キ
ャ
ン
プ
等
に
お
け
る
避
難
施
設
で
人
権
の

確
保
を
行
う
こ
と
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、国
際
的
な
情
報
が
不
足
し
て
い
る
日
本
国

内
の
災
害
現
場
に
お
け
る
人
権
状
況
の
監
視
と
改
善
に
向
け
た
勧
告
活
動
は
極
め
て

重
要
な
分
野
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
原
発
事
故
を
巡

る
著
し
い
人
権
の
侵
害
状
況
と
い
う
視
点
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
獲
得
し
た
の
は
、こ
の
よ
う
な

人
権
分
野
で
活
動
す
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
存
在
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。 

 

六
つ
目
の
分
野
は
、
被
災
地
に
居
住
す
る
外
国
人
や
難
民
の
支
援
活
動
だ
。
特
に
多

言
語
で
の
対
応
を
避
難
施
設
で
行
う
た
め
に
は
多
く
の
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
で
あ
り
、こ

の
分
野
に
専
門
的
な
知
見
を
持
つ
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
極
め
て
重
要
な
活
動
を
行
っ

た
。 

 

七
つ
目
は
、
雇
用
・
生
活
再
建
活
動
だ
。
開
発
途
上
国
に
お
け
る
支
援
活
動
で
は
雇

用
創
出
等
は
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
取
り
組
む
一
つ
の
分
野
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、

日
本
に
お
い
て
こ
の
活
動
を
行
う
の
は
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
は
新
た
な
試
み

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

八
つ
目
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
が
各
市
町
で
設
営
し
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
運
営
の
一
部
を
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
だ
。
少
人
数
の
社
協
に
は
、
大
量
に
押
し
寄
せ
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
処
理
す
る
能
力
は
な
く
、
多
く
の
人
々
が
そ
の
機
能
の
支
援
を
行
っ
た
が
、
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

 
そ
し
て
九
つ
目
は
、
障
が
い
者
及
び
高
齢
者
の
支
援
で
、
極
め
て
重
要
な
分
野
で
あ

っ
た
。災
害
下
で
な
い
通
常
の
社
会
環
境
で
も
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
の
分
野
で
の
活

動
は
、
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
活
動
自
体
が
困
難
と
な
り
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
自
身
が
極
め
て
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
、
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
重
要
な
活
動
を
行
っ
た
。 



 ２５

 

後
に
、
情
報
支
援
の
分
野
が
挙
げ
ら
れ
る
。
災
害
時
に

も
重
要
と
な
る
の
は
、

的
確
な
情
報
、
ま
た
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々
と
の
適
切
な
共
有
で
あ
る
。
こ
の
活
動

に
お
い
て
も
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
極
め
て
効
果
的
な
活
動
を
行
っ
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
活
動
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
報
告
を
見
て
み
た
い
。 



 ２６

 
① 
物
資
支
援

－

ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン 

  

ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
（A

D
R

A
 Japan

、
以
下
ア
ド
ラ
）
は
、
世
界
約
百
二
十
カ

国
に
あ
る
支
部
と
協
働
し
て
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
な
ど
世
界
各
地
で
国
際
協
力
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
九
九
五
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
日
本
国
内
の
自
然
災

害
被
災
者
に
対
し
て
も
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
専
任

ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
大
規
模
地
震
な
ど
に
備
え
た
平

時
の
防
災
・
減
災
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
東
海
地
震
な
ど
を
想
定
し
た

広
域
災
害
時
連
携
訓
練
や
調
整
に
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
行
政
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

住
民
と
の
関
係
構
築
も
行
っ
て
い
ま
す
。二
〇
一
〇
年
九
月
の
政
府
総
合
防
災
訓
練
に

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
民
間
人
と
し
て
初
め
て
参
加
し
、
広
域
支
援
連
絡
要
員
と
し
て
政
府

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
共
有
を
行
う
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
東

日
本
大
震
災
が
三
月
十
一
日
に
発
生
し
ま
し
た
。平
時
か
ら
の
訓
練
を
基
に
三
月
十
一

日
夜
に
は
ア
ド
ラ
事
務
所
（
東
京
都
渋
谷
区
）
を
中
心
に
「
帰
宅
困
難
者
エ
イ
ド
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
」
を
開
設
し
、
一
晩
で
約
百
三
十
人
が
利
用
し
ま
し
た
。
翌
十
二
日
に
は
平

時
か
ら
協
働
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
か
ら
の
調
査
を
行

い
、ま
た
ア
ド
ラ
と
し
て
約
六
百
人
分
の
み
そ
汁
の
材
料
を
積
ん
だ
車
で
被
災
地
を
目

指
し
て
北
上
し
、
そ
の
日
は
福
島
市
で
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
政
府
と
の
連
携 

 

三
月
十
三
日
に
は
、
国
内
事
業
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
宮
城
県
仙
台
市
に
入
り
、
政
府
現

地
対
策
本
部
や
地
元
の
社
協
か
ら
情
報
収
集
を
行
い
、十
五
日
に
は
避
難
所
で
炊
き
出

し
を
開
始
。
ま
た
、
政
府
現
地
対
策
本
部
会
議
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
と
し

て
出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
平
時
か
ら
防
災
訓
練
や
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、内
閣
府
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
た
め
で
す
。 

ア
ド
ラ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
と
し
て
政
府
現
地
対
策
本
部
会
議
に
出

席
す
る
と
と
も
に
広
域
支
援
調
整
の
枠
組
み
を
内
閣
府
・
自
衛
隊
・
宮
城
県
及
び
社
協

と
協
議
し
な
が
ら
立
ち
上
げ
た
後
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
Ｊ
Ｐ

Ｆ
）
に
そ
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 

 

■
避
難
所
支
援
と
高
齢
者
福
祉
施
設
支
援 

 

ア
ド
ラ
と
し
て
は
、三
月
末
ま
で
仙
台
市
内
の
二
ヶ
所
の
避
難
所
で
炊
き
出
し
及
び

運
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
三
月
十
六
日
に
宮
城
県
の
高
齢
者
施
設
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
支
援
要
請
を
受
け
、
三
月
十
七
日
か
ら
、
宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
、
東
松

島
市
、登
米
市
内
の
支
援
の
届
き
に
く
か
っ
た
五
ヶ
所
の
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
食
糧
品
、
オ
ム
ツ
な
ど
の
物
資
支
援
を
行
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
津
波
浸
水
被
害
が
大
き
か
っ
た
仙
台
市
若
林
区
内
の
高
齢
者
福
祉
施

設
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
施
設
内
の
泥
の
か
き
出
し
作
業
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。 

 

三
月
末
頃
に
は
、
仙
台
市
内
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に
伴
い
、
担
当
し
て
い
た
二
ヶ

所
の
避
難
所
の
避
難
者
の
多
く
が
自
宅
に
戻
り
、さ
ら
に
地
元
自
治
会
の
共
助
で
運
営

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、四
月
よ
り
宮
城
県
南
部
の
福
島
県
境
に
あ
る
亘
理
郡
山

元
町
（
人
口
約
一
万
六
千
六
百
人
）
に
拠
点
を
移
し
て
、
山
元
町
で
の
支
援
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。 

 
■
山
元
町
支
援 

 
山
元
町
は
、
町
の
面
積
及
び
人
口
の
約
四
五
％
が
津
波
で
被
災
、
二
千
二
百
九
棟
の

家
屋
が
全
壊
し
、
半
壊
・
一
部
損
壊
を
含
め
る
と
四
千
三
百
八
十
一
棟
が
被
害
を
受
け

ま
し
た
。さ
ら
に
海
岸
沿
い
の
六
行
政
区
全
域
及
び
丘
通
り
四
行
政
区
の
一
部
が
津
波

に
よ
り
水
没
し
ま
し
た
。
町
役
場
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
緊
急
復
旧
支
援
活
動
に
支

障
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。山
元
町
災
害
対
策
本
部
の
た
め
の
炊
き
出
し
を
社
協
が
行
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っ
て
い
ま
し

た
。
ア
ド
ラ
は
、

山
元
町
災
害

対
策
本
部
と

社
協
の
そ
れ

ぞ
れ
が
一
日

で
も
早
い
町

の
復
旧
と
被

災
者
支
援
に

専
念
で
き
る

よ
う
に
、
山
元

町
災
害
対
策

本
部
の
炊
き

出
し
支
援
を

引
き
受
け
ま

し
た
。 

 
ア
ド
ラ
は
、

活
動
当
初
か

ら
山
元
町
役

場
・
山
元
町
社
協
と
協
力
し
て
炊
き
出
し
支
援
を
行
っ
て
い
た
た
め 

、
さ
ら
に
応
急

仮
設
住
宅
支
援
に
つ
い
て
の
協
議
を
始
め
、山
元
町
内
の
応
急
仮
設
住
宅
及
び
被
災
町

民
が
居
住
す
る
民
間
賃
貸
借
り
上
げ
住
宅
の
全
戸
に
生
活
必
需
品
を
ス
タ
ー
タ
ー
パ

ッ
ク
と
し
て
、世
帯
人
数
に
合
わ
せ
て
ア
ド
ラ
が
配
付
す
る
こ
と
で
合
意
を
し
ま
し
た
。

山
元
町
応
急
仮
設
住
宅
ス
タ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
の
内
容
は
、町
に
届
い
て
い
る
支
援
物
資

と
も
調
整
し
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
配
付
さ
れ
る
家
電
六
点
セ
ッ
ト
（
洗
濯
機
、
冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
、
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
、
電
気
ポ
ッ
ト
）
以
外
の
布
団
、
テ
ー
ブ
ル
、

掃
除
用
具
、
調
理
器
具
、
食
器
、
浴
室
用
品
な
ど
の
生
活
用
品
計
七
十
七
点
と
し
ま
し

た
。
民
間
賃
貸
借
り
上
げ
住
宅
に
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
、
必
要
の
有
無
を
確
認

の
上
、
希
望
の
物
資
を
届
け
る
形
式
を
と
り
ま
し
た
。
特
に
テ
ー
ブ
ル
は
、
冬
季
は
暖

房
器
具
の
一
つ
に
な
る
コ
タ
ツ
を
テ
ー
ブ
ル
と
み
な
し
て
配
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
配
付
に
際
し
て
は
、
町
役
場
と
数
回
に
渡
っ
て
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
と
同
時

に
、
山
元
町
災
害
Ｖ
Ｃ
の
協
力
も
得
て
、
世
帯
人
数
に
合
わ
せ
た
物
資
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
手
で
戸
別
配
付
を
し
ま
し
た
。 

ま
た
、宮
城
県
災
害
対
策
本
部
や
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
調
整
の
末
、東
松
島
市
、

亘
理
郡
亘
理
町
で
も
ス
タ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
の
配
付
を
行
い
ま
し
た
。
東
松
島
市
、
亘
理

町
と
も
個
別
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
ス
タ
ー
タ
ー
パ
ッ
ク
の
内
容
を
決
め
た
の
で
、

山
元
町
、
東
松
島
市
、
亘
理
町
そ
れ
ぞ
れ
内
容
の
違
う
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー

タ
ー
パ
ッ
ク
は
四
月
下
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
か
け
て
、宮
城
県
内
で
は
亘
理
郡
山
元
町

（
一
千
七
五
三
世
帯
）、
亘
理
郡
亘
理
町
（
一
千
一
二
六
世
帯
）、
東
松
島
市
（
一
千
三

八
五
世
帯
）
に
対
し
て
配
付
を
行
い
ま
し
た
。 

  

福
島
県
は
、
地
震
・
津
波
に
加
え
、
原
発
・
風
評
被
害
と
い
う
四
重
苦
を
負
っ
て
い

ま
す
。
ア
ド
ラ
は
、
県
災
害
対
策
本
部
物
資
班
及
び
難
民
を
助
け
る
会
（
以
下
、
Ａ
Ａ

Ｒ
）
と
協
議
を
行
い
、
福
島
県
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
の
影
響
で
県
内
外
へ
の
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
を
中
心
に
、生
活
必
需
品
の
支
援
を
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
資
金

協
力
に
よ
り
、
ア
ド
ラ
と
Ａ
Ａ
Ｒ
が
支
援
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
五
月
末
か
ら

市
町
毎
に
話
し
合
い
を
重
ね
、
支
援
物
資
の
内
容
を
決
め
ま
し
た
。
物
資
調
達
・
配
付

は
、
各
市
町
の
商
工
会
、
商
工
会
議
所
の
協
力
を
得
て
、
で
き
る
だ
け
現
地
の
業
者
か

ら
の
調
達
を
心
が
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
島
県
は
原
発
事
故
に
よ
り
福
島
県
内
の
み

な
ら
ず
日
本
各
地
に
避
難
先
が
広
が
っ
た
た
め
、支
援
物
資
の
配
付
に
は
時
間
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
他
、
教
育
委
員
会
や
各
学
校
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
ミ
シ
ン
を
始
め
と
す
る
学
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校
備
品
の
供
与
や
避
難
地
域
に
設
け
ら
れ
た
「
サ
テ
ラ
イ
ト
校
」
に
遠
距
離
通
学
を
す

る
高
校
生
に
対
し
て
中
古
自
転
車
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
百
四
台
の
中
古
自
転
車
は
、
世

田
谷
ア
ジ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
東
京
都
世
田
谷
区
か

ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

 

■
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
活
動
の
成
果
と
課
題 

【
成
果
】 

（
１
）
平
時
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
た
関
係
や
つ
な
が
り
（
行
政
・
社
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）

の
お
か
げ
で
、い
ち
早
く
被
災
地
の
正
確
な
情
報
収
集
や
必
要
な
調
整
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
た
た
め
、
早
い
時
期
か
ら
ニ
ー
ズ
の
高
い
場
所
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
で
き
る
支
援
活

動
を
始
め
ら
れ
た
。 

（
２
）
行
政
・
地
元
社
協
と
支
援
開
始
前
に
調
整
を
行
い
、
ま
た

初
か
ら
協
働
事
業

と
し
て
支
援
活
動
を
開
始
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
他
、

現
地
関
係
者
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、持
続
的
な
活
動
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。 

（
３
）
士
気
の
高
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
物
資
配
付
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
「
短
時
間
高
能
率
」
の
配
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

【
課
題
】 

（
１
）
広
域
災
害
が
起
き
た
場
合
、
個
別
市
町
村
だ
け
で
な
く
、
複
数
市
町
村
や
県
レ

ベ
ル
に
お
け
る
面
で
の
支
援
調
整
が
必
要
に
な
る
が
、広
域
支
援
調
整
を
行
え
る
人
材

が
い
な
い
。
中
間
支
援
組
織
を
中
心
に
広
域
支
援
調
整
員
（
リ
エ
ゾ
ン
）
の
人
材
育
成

が
急
務
。 

（
２
）
初
動
時
の
支
援
物
資
の
物
流
が
混
乱
し
た
。
当
初
、
物
資
の
不
足
が
問
題
と
さ

れ
て
い
た
が
、
む
し
ろ
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
行

政
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
平
時
か
ら
の
連
携
を
強
化
し
、
行
政
が
管
理
す
る
支
援
物
資
を

災
害
発
生
直
後
か
ら
専
門
業
者
が
管
理
・
運
搬
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
。 

（
３
）
指
定
避
難
所
で
な
い
場
所
へ
の
物
資
配
付
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。
今
回
の
よ

う
な
広
域
に
わ
た
る
大
規
模
災
害
の
場
合
、
指
定
避
難
所
の
被
災
、
ま
た
指
定
避
難
所

で
は
な
い
場
所
、
高
齢
者
施
設
の
孤
立
等
の
問
題
が
み
ら
れ
た
。 

（
４
）
災
害
対
策
救
助
法
と
の
連
携
。
被
災
者
に
と
っ
て
被
災
に
関
す
る
全
て
の
手
続



 ２９

き
の
窓
口
は
市
町
村
役
場
に
な
る
。市
町
村
役
場
の
建
物
及
び
人
的
に
も
大
き
な
被
害

も
受
け
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
役
場
が
十
分
に
機
能
で
き
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、災
害
対
策
救
助
法
で
対
応
で
き
る
物
資
配
付
も
あ
え
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
調
達

し
、
配
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
が
、
今
後
、
法
的
な
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。 

（
５
）
県
・
市
町
に
届
い
て
い
る
支
援
物
資
と
の
調
整
。
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
ス
タ
ー

タ
ー
パ
ッ
ク
の
内
容
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
支
援
物
資
と
の
調
整
を
行
っ
た
が
、
十
分

と
は
い
え
な
か
っ
た
。 

 

■
気
づ
き
と
提
言 

 

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震
災
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
始
め
と
す

る
大
災
害
と
は
違
い
「
地
震
・
津
波
・
原
発
」
が
重
な
り
合
っ
た
複
合
災
害
に
な
り
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
十
六
年
間
、
連
携
の
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
き
た
防
災
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
想
定
外
の
超
広
域
災
害
に
連
携
調
整
が
対
応
し
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
時
か
ら
の
連
携
は
重
要
で
す
が
、
通
信
網
が
断
た
れ
た
場
合
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
共
有
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、結
果
的
に
全
体
的
な
緊
急
時
の

支
援
調
整
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
外
で
の
緊
急
支
援
現
場
で
は
、
国
連
主
導
の
ク

ラ
ス
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
分
野
別
会
議
）
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
国
内
大

規
模
災
害
時
に
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
今
ま

で
に
な
か
っ
た
「
政
府
・
自
衛
隊
・
県
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
社
協
含
む
）」
の
四
者
調
整
会
議

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
調
整
会
議
で
は
、
主
と
し
て
緊
急
時
の
避
難
所
炊
き
出
し
調
整
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
県
・
市
町
村
単
位
で
は
少
し
ず
つ
で
す
が
、「
縦
・
横
」

の
連
携
が
取
れ
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
複
数
の
県
、
複
数
の
市
町
村
単
位
と
な
る
「
地

域
単
位
」
で
調
整
す
る
機
能
も
人
材
も
な
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
反
省
点
で
す
。 

 

今
後
、
首
都
直
下
地
震
を
始
め
と
す
る
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
災

害
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
な
か
、「
広
域
支
援
調
整
員
」
の
育
成
と
地
域
単
位
で
調

整
で
き
る
「
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
機
能
の
確
立
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
人
材
育
成
は
、
事
前
の
登
録
と
訓
練
を
定
期
的
に
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
被

災
地
に
派
遣
す
る
仕
組
み
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。広
域
支
援
調
整

員
育
成
と
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
確
立
は
、既
存
の
防
災
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
け

で
は
な
く
、
政
府
・
都
道
府
県
行
政
の
協
力
と
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
を
支
え
て
く

れ
る
経
済
界
の
協
力
も
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
は
、「
同
じ
災
害
は
起
こ
ら
な
い
。
ま
た
想
定
以
上
の
災
害
は
起
き

る
。」
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
懸

念
さ
れ
て
い
る
大
災
害
の
発
生
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
「
備
え
る
」
の
か
が
、
私
達

に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
挑
戦
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

【
執
筆
】
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン 

事
業
部
長 

橋
本
笙
子
氏
、
国
内
事
業
担
当 

渡
辺

日
出
夫
氏 
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② 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

－

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー 

 

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
か
す
仕
組
み
を
」 

 

■
被
災
地
に
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

 

宮
城
県
石
巻
市
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、

大
で
二
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
津

波
に
襲
わ
れ
、
三
千
人
を
越
え
る
犠
牲
者
や
地
場
産
業
の
破
壊
な
ど
、
今
回
の
震
災
で

も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
都
市
の
一
つ
で
す
。 

 

震
災
か
ら
六
日
後
、第
一
次
救
援
物
資
と
と
も
に
現
地
入
り
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
目
の

当
た
り
に
し
た
の
は
、壊
滅
的
な
被
害
状
況
と
圧
倒
的
な
支
援
の
人
手
不
足
と
い
う
現

実
で
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
国
内
外
で
の
災
害
救
援
・
復
興
支

援
を
行
っ
て
き
た
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
は
、い
ち
早
く
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
開

始
、
十
月
末
時
点
ま
で
の
期
間
で
約
九
十
回
、
九
千
五
百
名
以
上
（
日
別
の
べ
活
動
人

数
四
万
七
千
人
以
上
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
ま
し
た
。 

 

■
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
時
期
尚
早
」
で
は
な
か
っ
た 

 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
呼
ば
れ
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
時
期
、
国
内
の
自
然
災

害
の
発
生
時
に
お
い
て
は
、各
自
治
体
に
あ
る
社
協
が
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
運
営
す

る
と
い
う
、
社
協
シ
ス
テ
ム
が
誕
生
。
新
潟
中
越
・
中
越
沖
地
震
を
含
め
、
こ
の
社
協

シ
ス
テ
ム
の
も
と
、全
国
か
ら
集
ま
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
と
被
災
者
ニ

ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
日
本
独
自
の
仕
組
み
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
仕
組
み
に
は
欠
点
も
あ
り
ま
し
た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
を
一
本
化
し
た
こ
と
で
、社
協
や
そ
の
職
員
自
体
が
被
災
し
た
今
回
の
震
災
の
よ
う

な
場
合
、
そ
の
機
能
が
パ
ン
ク
し
て
し
ま
い
、
当
初
、
逆
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
し
ま
う
状
況
に
陥
っ
た
の
で
す
。
東
北
の
現
場
で
は
「
支
援
の
人

手
が
足
り
な
い
」、
全
国
各
地
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
支
援
に
駆
け
付
け
た
い
」

と
い
う
、
双
方
両
想
い
の
現
実
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。 

 

そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
の
が
、遠
隔
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
前
研
修
・
組
織
化
と
、

現
場
で
の
独
立
し
た
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
。
数
々
の
現
場
経
験
を
持
ち
、
自
由
に
動

け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
そ
が
そ
れ
を
担
う
べ
き
存
在
で
し
た
。
ま
だ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
時
期
尚
早
」
と
言
わ
れ
て
い
た
三
月
二
十
三
日
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
は
第
一
回
目

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
を
実
施
、
東
京
・
高
田
馬
場
に
あ
る
事
務
所
に
は
、
た

っ
た
三
日
間
の
呼
び
か
け
に
も
関
わ
ら
ず
、一
般
か
ら
三
百
人
以
上
の
希
望
者
が
集
ま

り
、
現
在
ま
で
続
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
行
う
緊
急
支
援
・
復
興
支
援
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

■
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
動
く 

 

主
に
途
上
国
で
の
開
発
援
助
に
取
り
組
む
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、地
元
住
民
の
考
え

方
や
文
化
を
尊
重
し
、一
方
的
に
外
部
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、

日
頃
か
ら
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
内
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
活
動
現
場
に

お
い
て
も
同
じ
で
し
た
。 

 

そ
の
た
め
に
重
要
な
の
が
、
信
頼
で
き
る
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
中
心
と
な
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
と
っ
て
、被
災
し
た
と
は
い
え
、

ま
ず
は
石
巻
市
社
協
が
そ
れ
に
当
た
る
存
在
で
し
た
。自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、

早
朝
か
ら
深
夜
に
及
ぶ
ま
で
鳴
り
止
ま
な
い
電
話
や
来
訪
者
の
対
応
に
追
わ
れ
る

日
々
。
社
協
職
員
の
方
々
に
と
っ
て
、「
よ
そ
者
」
で
あ
る
私
た
ち
の
存
在
に
必
要
性

を
感
じ
な
い
限
り
、
理
解
も
協
力
も
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
震
災
発
生
か
ら
し
ば

ら
く
は
、
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
と
現
場
作
業
の
調
整
に
加
え
、
毎
日
の
社

協
の
運
営
支
援
が
大
き
な
活
動
の
柱
と
な
り
ま
し
た
。 
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被
害
の
全
体
像
が
見
え
始
め
、
交
通
事
情
が
少
し
ず
つ
回
復
す
る
に
つ
れ
、
全
国
か

ら
石
巻
市
へ
入
る
支
援
団
体
が
加
速
度
的
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
。長
期
滞
在
を
続
け

な
が
ら
医
療
活
動
を
行
う
団
体
か
ら
、日
帰
り
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ヘ
ア
カ
ッ
ト
を
行
う

グ
ル
ー
プ
ま
で
様
々
で
し
た
。被
災
者
個
人
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
と
し
て
生
ま
れ
た
社
協
シ
ス
テ
ム
の
枠
組
み
の
中
で
は
、こ
の
よ

う
に
膨
大
な
団
体
ご
と
の
専
門
性
へ
の
対
応
が
次
第
に
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ

こ
で
、
石
巻
青
年
会
議
所
な
ど
の
地
元
団
体
と
外
部
か
ら
の
支
援
団
体
が
集
ま
り
、
三

月
二
十
日
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
連
絡
会
」
を
発
足
（
四
月
二
日
「
石
巻
災
害
復
興

支
援
協
議
会
」
に
改
名
）、
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
う
も
う
ひ
と
つ
の

協
議
会
機
能
を
担
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
団

体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
特
徴
に
合
わ
せ
た
役
割
分
担
を
図
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
が
地

元
行
政
や
災
害
対
策
本
部
と
も
連
携
し
な
が
ら
活
動
調
整
を
行
う
「
石
巻
モ
デ
ル
」
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、こ
の「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
」に
は
三
百
を
越
え
る
団
体
が
加
盟
、

医
療
、
炊
き
出
し
、
泥
か
き
・
清
掃
、
キ
ッ
ズ
、
仮
設
住
宅
サ
ロ
ン
事
業
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
が
専
門
分
野
で
つ
な
が
り
、協
力
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。十
月
末
時
点
で
、

「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
」に
登
録
し
た
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
活
動
人
数

は
十
二
万
人
に
上
り
、社
協
受
け
入
れ
の
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
万
人
を
上
回
る
数
字

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
石
巻
モ
デ
ル
」
組
織
図
（「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
す
東
京
の
現
場 

 

石
巻
市
で
大
規
模
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
る
一
方
、そ
こ
に
一
定

人
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
す
側
の
動
き
も
重
要
で
し
た
。国
際
交
流
の
船
旅
と

い
う
本
業
を
抱
え
な
が
ら
も
、
被
災
地
で
の
活
動
に
専
念
で
き
る
よ
う
四
月
、
一
般
社

団
法
人
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
」）

を
設
立
。
東
京
で
の
事
務
局
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
、
救
援
物
資
の
調
達
や
街
頭
募
金

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
被
災
地
で
の
活
動
を
継
続
し
て
支
え
ら
れ
る
よ
う
「
東
京
の
現

場
」
体
制
も
整
え
て
い
き
ま
し
た
。 

 

毎
週
実
施
し
て
い
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
」
に
は
、
被
災
地
で
の
活
動
は

初
め
て
、
と
い
う
一
般
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
。
彼
ら
が
現
地
に
到
着
し
て
か
ら
す
ぐ
に
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活
動
に
入
れ
る
よ
う
、
食
料
や
作
業
着
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
な
ど
の
装
備
、
現
地
活

動
や
生
活
で
の
心
構
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
の
精
神
的
・
身
体
的
な
安
全
管
理
の
方

法
な
ど
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
の
は
東
京
の
仕
事
で
す
。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
境
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が
減
少
を
始
め
る
と
、
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
な
ど
全
国

七
ヶ
所
へ
赴
い
て
の
説
明
会
を
実
施
、
一
週
間
の
活
動
日
程
に
加
え
、
二
、
三
日
の
短

期
日
程
の
募
集
を
開
始
す
る
な
ど
、
状
況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
。
東

京
の
メ
ン
バ
ー
は
、
週
二
〜
四
回
の
説
明
会
と
週
三
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
手
配
、

そ
の
他
事
務
や
諸
々
の
後
方
支
援
を
こ
な
す
こ
と
で
、一
日
約
二
百
人
平
均
と
い
う
安

定
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送
り
出
し
続
け
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
遠
隔
地
で
あ
る
東
京

で
の
動
き
が
、被
災
地
で
の
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
応
え
ら
れ
る
土
台
と
な
り

ま
し
た
。 

 

■
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

ま
た
今
回
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
新
し
い
動
き
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
世
界
中
か

ら
集
ま
る
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
と
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
活
動

か
ら
広
が
っ
た
社
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
送
り
出
す
企
業
の
動
き
で
す
。 

 

三
月
、
東
日
本
大
震
災
発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
瞬
く
間
に
世
界
中
へ
伝
わ
り
、
ま
も

な
く
各
国
か
ら
の
支
援
が
届
き
始
め
ま
す
。
二
〇
一
一
年
、
ソ
マ
リ
ア
を
越
え
て
日
本

が

大
の
被
援
助
国
と
な
っ
た
こ
と
が
、世
界
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
国
内
災
害
で
は
、日
本
の
国
際
化
の
遅
れ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、

在
日
外
国
人
へ
の
偏
見
や
情
報
の
混
乱
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。今
回

も
そ
の
課
題
が
払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やF

acebook

を
通
じ
た
英
語
で
の
情
報
発
信
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
し
た
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
、
毎
週
被
災
地
へ
派

遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
必
ず
外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

通
訳
を
兼
ね
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
と
と
も
に
現
地
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
中

南
米
・
ア
ラ
ブ
諸
国
の
駐
日
大
使
や
英
国
大
使
館
職
員
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
来
日
し
た
チ
ー
ム
な
ど
、
約
五
十
の
国
と
地
域
出
身
者
が
参
加
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト

が
派
遣
し
た
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
の
約
一
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
五
月
以
降
「
社
員
を
被
災
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
送
り
た
い
」
と
い
う
企
業

か
ら
の
相
談
が
飛
び
込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。従
来
の
義
援
金
や
救
援
物
資
な

ど
の
支
援
、
つ
ま
り
「
物
」
や
「
お
金
」
に
加
え
た
、「
人
」
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の

始
ま
り
で
す
。
そ
の
動
き
は
急
速
に
広
が
り
、

大
と
な
っ
た
七
月
に
は
、
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
で
請
け
負
っ
た
だ
け
で
も
毎
日
平
均
七
十
五
人
近
い
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。一
日
、

二
日
と
い
う
短
期
間
の
活
動
が
多
い
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、そ
れ
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
休
暇
の
設
定
や
日
常
業
務
の
引
き
継
ぎ
、別
途
バ
ス
や
宿
泊
地
の
手
配
か
ら
社

員
の
安
全
管
理
ま
で
、
各
社
で
の
調
整
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
預
か
る
支
援
団
体
の
側
に
も
、的
確
な
情
報
提
供
や
各
社
の
事
情
に
合
わ

せ
、
あ
る
程
度
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
受
け
止
め
る
柔
軟
な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

外
国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、そ
の
ほ
か
遠
方
か
ら
の
参
加
や
学

生
を
含
む
未
成
年
者
の
受
け
入
れ
は
、
固
定
の
ル
ー
ル
で
は
対
応
で
き
ず
、
労
力
や
工

夫
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど

の
多
種
多
様
で
大
規
模
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
が
、
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
と
向
き
合
い
、
彼
ら
の
力
を
借
り
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

る
こ
と
で
、
新
し
い
連
携
と
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
八
ヶ
月
間

の
緊
急
支
援
・
復
興
支
援
を
通
じ
て
、
い
ま
改
め
て
感
じ
る
の
は
、
き
ち
ん
と
組
織
さ

れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
よ
り
多
く
の
被
災
者
の
方
々
の
役
に

立
て
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 



 ３３

■
来
る
べ
き
大
災
害
へ
の
備
え
を 

 
九
月
、五
十
年
ぶ
り
の
被
害
規
模
と
も
言
わ
れ
る
台
風
一
二
号
が
紀
伊
半
島
を
襲
い

ま
し
た
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
も
、
す
ぐ
に
和
歌
山
県
新
宮
市
熊
野
川
町
を
拠
点
に
緊
急

支
援
を
決
定
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
開
始
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
初
期
待

し
た
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。マ
ス
コ
ミ
報
道
の
少
な
さ
や
地
理
的

な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
が
、徐
々
に
整
っ
て
い
っ
た
東
北
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
比
べ
、
テ
ン
ト
泊
な
ど
の
条
件
が
二
の
足
を
踏
ま
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
三
月
四
月
の
東
北
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
被
災
地
の
緊
急
支
援
に
向
か
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
活
環
境
が

初
か
ら
整
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。そ
ん

な
中
で
、
全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
、
大
き
な
力
に
な
っ
た
の
が
、
石
巻
市
で
の
活
動

経
験
の
あ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
で
し
た
。
彼
ら
の
存
在
が
な
け
れ

ば
、
熊
野
川
町
の
復
旧
と
復
興
は
大
き
く
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
経
験
は
、台
風
の
通
り
道
で
あ
り
地
震
列
島
で
あ
る
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
が

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
現

場
に
駆
け
付
け
、日
々
刻
々
と
変
わ
る
状
況
に
自
ら
も
対
応
し
な
が
ら
動
け
る
と
と
も

に
、集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
よ
り
効
果
的
に
動
か
せ
る
ス
キ
ル
と
自
覚
を
持
っ
た

若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
す
。
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
は
、
防
災
や
災
害

救
援
の
専
門
家
、
大
学
、
企
業
、
他
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
こ
の
十

一
月
よ
り
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
開
始
し
、
新
し
い

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。 

 

災
害
救
援
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
い
え
ば
、
自
衛
隊
や
消
防
、
派
遣
さ
れ
る
医

師
た
ち
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
し
た
方
々
と
同
じ
市
民
目
線

で
の
支
援
で
し
か
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
担
う
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
目
で
あ
り
、そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
の
が
市

民
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
目
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
回
の
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
苦
し
い
時
に
は
い
つ
で
も
組
織
や
地
域
、
国
籍
の
違
い
を
越
え
て
人
と
人
が

支
え
合
え
る
、そ
ん
な
社
会
を
目
指
す
大
き
な
活
動
の
う
ね
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

 

【
執
筆
】
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

理
事 

合
田
茂
広
氏 
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③ 
子
ど
も
支
援

－

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン 

 

「
地
域
復
興
に
子
ど
も
の
参
加
を
！
防
災
計
画
づ
く
り
に
子
ど
も
の
視
点
を
！
」 

  

本
稿
で
は
、海
外
だ
け
で
な
く
日
本
国
内
の
災
害
救
援
や
災
害
後
の
復
興
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
参
加
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
東

日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
の
経
験
か
ら
考
え
て
み
た
い
。 

 

１
．
な
ぜ
東
日
本
大
震
災
救
援
に
取
り
組
ん
だ
の
か
？ 

 

日
本
の
多
く
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）
も
ま
た
、
過
去
に
日
本
国
内
で
起

き
た
自
然
災
害
に
対
し
て
救
援
活
動
を
行
っ
た
経
験
は
無
か
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
今
回

の
東
日
本
大
震
災
で
は
支
援
に
動
い
た
の
か
？ 

 

そ
れ
は
、
一
万
五
千
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
十
万
人
以
上
が
避
難
生

活
を
送
る
と
い
う
、
文
字
通
り
未
曾
有
の
大
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
日
本
の
市

民
組
織
と
し
て
、
ま
た
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
団
体
と
し
て
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
何
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
を
私
た
ち
自
身
が
強
く
持
っ
た

と
い
う
こ
と
が
第
一
に
あ
る
。
加
え
て
、
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
（
以
下
Ｓ
Ｃ
）

と
い
う
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｓ
Ｃ
Ｊ
に
対
す
る
国
際
社

会
の
期
待
や
要
請
も
高
か
っ
た
。 

 

Ｓ
Ｃ
は
二
十
九
ヶ
国
に
メ
ン
バ
ー
を
持
ち
世
界
百
二
十
ヶ
国
以
上
で
活
動
す
る
国

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。従
来
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
開
発
途
上
国
を
主

な
活
動
の
場
と
し
て
い
た
が
、近
年
で
は
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
先
進
国
の
災

害
救
援
に
も
取
り
組
む
例
が
出
て
き
て
い
た
。メ
デ
ィ
ア
が
被
災
の
様
子
を
衝
撃
的
な

映
像
と
と
も
に
報
道
し
、
海
外
か
ら
も
多
額
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｊ
が
東
日

本
大
震
災
の
救
援
活
動
を
行
う
こ
と
は
、Ｓ
Ｃ
の
一
員
と
し
て
の
義
務
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。 

幸
い
、
Ｓ
Ｃ
に
は
海
外
の
被
災
地
で
、
後
述
す
る
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」（C

hild 

F
riendly Space

）
を
は
じ
め
と
す
る
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
特
化
し
た
支
援
の
経
験

や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
。
ま
た
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
定
款
上
の
目
的
に
も
「
国
内
外
で
の

子
ど
も
の
権
利
推
進
」
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｃ
Ｊ
は
小
規
模
な
が
ら
も
、
日
本
の
子

ど
も
の
貧
困
を
テ
ー
マ
と
し
た
活
動
を
国
内
で
実
施
し
て
き
た
実
績
も
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
震
災
発
生
後
二
日
目
に
は
、Ｓ
Ｃ
の
他
メ
ン
バ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
応
援

ス
タ
ッ
フ
も
駆
け
つ
け
、日
本
人
ス
タ
ッ
フ
と
国
際
ス
タ
ッ
フ
の
混
成
チ
ー
ム
に
よ
る

救
援
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

２
．
Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
活
動 

 

Ｓ
Ｃ
Ｊ
の
震
災
救
援
・
復
興
支
援
は
大
き
く
分
け
て
、①
子
ど
も
の
保
護
、②
教
育
、

③
子
ど
も
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
、
の
三
つ
の
分
野
か
ら
成
っ
て
お
り
、
全
体
で
五

年
間
、
予
算
総
額
約
六
十
億
円
に
及
ぶ
中
長
期
的
な
計
画
の
も
と
、
以
下
に
述
べ
る

様
々
な
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
い
ず
れ
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

現
地
の
団
体
に
よ
る
活
動
を
協
働
し
て
支
援
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
制
度
を
設
け
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
被
災
地
の
固
有
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

き
め
細
か
い
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。 

 
２

－

１
．
子
ど
も
の
保
護

－

「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」、
学
童
保
育 

 
子
ど
も
の
権
利
団
体
と
し
て
Ｓ
Ｃ
が
災
害
の
現
場
で
ま
ず
取
り
組
む
こ
と
、そ
れ

は
緊
急
救
援
と
い
う
非
常
時
に
お
い
て
も
、子
ど
も
が
後
回
し
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
適

切
に
保
護
さ
れ
、安
心
し
て
避
難
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
。

全
く
の
他
人
同
士
を
含
む
大
勢
の
被
災
者
が
共
同
生
活
を
送
る
避
難
所
で
は
、人
々
は

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
静
か
に
し
て
い
る
こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
求
め
ら
れ



 ３５

る
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
自
由
に
伸
び
伸
び
と
遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
生
活
が
続
く
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
の
大
き
な
原
因
と
な
る
。お
と
な
た
ち
に
と

っ
て
も
、学
校
も
幼
稚
園
／
保
育
所
も
機
能
し
な
い
被
災
直
後
の
状
況
下
で
常
に
子
ど

も
の
世
話
を
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
は
、や
は
り
大
き
な
ス
ト
レ
ス
と
な
る
。 

 

「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
は
、
避
難
所
や
そ
の
近
辺
で
一
日
二
時
間
程
度
、
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
っ
て
周
囲
に
気
兼
ね
な
く
自
由
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

遊
び
相
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
宮
城
こ
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
も
得
て
、
震
災
発
生
後
六
日
目

と
い
う
短
期
間
の
う
ち
に

初
の
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
を
仙
台
市
内
で
開
設
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
災
害
発
生
直
後
の
、
と
か
く
お
と
な
の
ニ
ー
ズ
に
ば
か
り
に
目
が
向
き
が

ち
な
状
況
下
で
、
い
ち
早
く
子
ど
も
特
有
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
こ
の
活
動
は
、
被
災

者
・
地
域
行
政
・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
何
よ
り
も
子
ど
も
た
ち
に
大
い
に

喜
ば
れ
た
。
そ
の
後
一
ヶ
月
間
の
う
ち
に
「
こ
ど
も
ひ
ろ
ば
」
は
宮
城
県
と
岩
手
県
合

わ
せ
て
計
十
九
か
所
で
開
設
さ
れ
た
。 

 

学
校
再
開
後
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
保
護
活
動
と
し
て
、
地
域
の
学
童
保
育
へ
の

支
援
活
動
も
行
っ
て
い
る
。震
災
発
生
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
被
災
者
の
多
く
が
避

難
所
か
ら
仮
設
住
宅
へ
と
移
っ
た
現
在
で
は
、
仮
設
住
宅
の
敷
地
内
な
ど
で
の
「
新
こ

ど
も
ひ
ろ
ば
」
の
開
設
へ
と
活
動
の
焦
点
を
移
し
て
い
る
。 

 

こ
ど
も
ひ
ろ
ば 

 
２

－

２
．
教
育

－

学
用
品
、
仮
設
ト
イ
レ
、
給
食
、
バ
ス
、
職
業
高
校
生
向
け
奨
学

金 

 

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
三
月
上
旬
は
春
休
み
の
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、当
初

は
学
校
の
教
室
が
避
難
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。し
か
し
四
月
に
入
り
二
～
三
週
間
遅

れ
て
新
学
年
が
始
ま
る
時
期
に
な
る
と
、避
難
所
を
教
室
か
ら
別
の
場
所
に
移
す
と
と



 ３６

も
に
、
子
ど
も
た
ち
も
学
校
に
通
う
必
要
が
出
て
き
た
。
し
か
し
被
災
地
の
子
ど
も
た

ち
の
多
く
は
学
用
品
を
地
震
や
津
波
で
失
っ
て
い
た
。ま
た
学
校
も
施
設
や
備
品
に
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
た
。Ｓ
Ｃ
Ｊ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
ラ
ン
ド
セ
ル
や
文
房
具
や
授

業
で
必
要
な
用
具
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、学
校
に
対
し
て
は
仮
設
ト
イ
レ
や
キ
ー
ボ

ー
ド
等
の
学
校
備
品
の
支
援
を
行
っ
た
。 

 

学
校
の
再
開
に
必
要
な
の
は
勉
強
道
具
だ
け
で
は
な
い
。現
地
で
は
子
ど
も
た
ち
の

給
食
を
準
備
す
る
調
理
室
や
給
食
セ
ン
タ
ー
も
被
災
し
て
い
た
。行
政
側
の
努
力
で
主

食
と
な
る
食
材
は
確
保
で
き
た
場
合
で
も
、ビ
タ
ミ
ン
や
た
ん
ぱ
く
質
を
補
給
す
る
食

材
が
不
足
し
て
い
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｊ
は
企
業
や
地
元
の
民
間
業
者
の
協
力
を
得
て
、
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
や
ゆ
で
卵
な
ど
の
副
食
材
を
支
援
し
た
。 

 

さ
ら
に
学
校
生
活
で
授
業
と
な
ら
ん
で
重
要
な
課
外
活
動
の
再
開
を
支
援
す
る
た

め
、
学
校
か
ら
校
外
の
運
動
場
（
校
庭
が
津
波
の
被
害
等
で
使
用
で
き
な
い
場
合
）
ま

で
の
移
動
に
必
要
な
バ
ス
の
運
行
や
通
学
の
た
め
の
バ
ス
の
運
行
を
、地
元
の
バ
ス
会

社
と
協
力
し
て
実
施
し
た
。 

 

こ
う
し
て
何
と
か
学
校
再
開
に
こ
ぎ
着
け
た
も
の
の
、親
を
亡
く
し
た
り
親
が
仕
事

を
失
っ
た
り
し
た
家
庭
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
学
校
で
の
勉
強
を
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ

る
か
不
安
を
抱
い
て
い
る
。
奨
学
金
の
給
付
は
、
あ
し
な
が
育
英
会
な
ど
も
行
っ
て
い

る
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｊ
で
は
特
に
、
被
災
地
で
重
要
な
産
業
と
な
っ
て
い
る
漁
業
や
農
業
の
復

興
の
担
い
手
で
あ
る
水
産
と
農
業
を
学
ぶ
高
校
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
の
給
付
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
奨
学
金
の
原
資
に
は
企
業
か
ら
の
寄
付
金
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

 

給
食
支
援 

 
２

－

３
．
子
ど
も
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

－

子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ 

 

災
害
救
援
の
現
場
で
し
ば
し
ば
起
こ
る
問
題
は
、
被
災
者
を
、
援
助
を
受
け
る
だ
け

の
存
在
と
み
な
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
子
ど
も
は
、
弱
く
無

力
な
存
在
と
さ
れ
や
す
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち
も
ま
た
故
郷
の
被
害
の

大
き
さ
に
胸
を
痛
め
、
家
族
や
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
ら
も
復
興
に
一
役
買
い



 ３７

た
い
と
願
っ
て
い
る
。Ｓ
Ｃ
Ｊ
が
被
災
地
の
一
万
人
以
上
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
実
に
八
七
％
の
子
ど
も
た
ち
が
「
自
分
の
ま
ち
の
た

め
に
何
か
し
た
い
」
と
答
え
て
い
る
。
自
由
回
答
の
欄
に
は
「
お
と
な
だ
け
で
決
め
な

い
で
私
た
ち
子
ど
も
の
意
見
も
聞
い
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
も
寄
せ
ら
れ
て

い
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
復
興
計
画
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
に
は
様
々
な
意
義
が

あ
る
。
第
一
に
、
子
ど
も
は
お
と
な
が
見
過
ご
し
が
ち
な
子
ど
も
に
特
有
な
ニ
ー
ズ
を

指
摘
で
き
る
。
第
二
に
、
地
域
全
体
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
、
従
来
に
は
無
い
新
た
な

発
想
に
よ
る
提
案
を
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
活

き
活
き
と
復
興
に
取
り
組
む
姿
は
お
と
な
た
ち
を
も
励
ま
し
、地
域
全
体
に
元
気
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
る
。 

 

Ｓ
Ｃ
Ｊ
で
は
、被
災
地
の
復
興
に
取
り
組
み
た
い
と
い
う
意
思
表
示
を
し
て
く
れ
た

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
「
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
た
。
小
学
四
年
生

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
、自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
復
興
さ
せ
て
い
っ
た
ら
良
い
か
を
話
し
合
い
、「
夢
の
ま
ち
プ

ラ
ン
」
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
と
め
ら
れ
た
プ
ラ
ン
は
、
地
域
ご
と
に
保
護
者
や
行
政

関
係
者
を
含
む
お
と
な
を
招
待
し
た
報
告
会
で
発
表
し
て
い
る
。陸
前
高
田
市
の
報
告

会
に
は
市
長
さ
ん
も
駆
け
つ
け
た
。
十
一
月
二
十
日
の
「
世
界
子
ど
も
の
日
」
に
は
、

こ
れ
ら
の
プ
ラ
ン
を
「
東
北
子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
～
み
ん
な
が
夢
見
る
ま

ち
」
と
し
て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
報
告
し
、
各
地
方
自
治
体
の
関
係
者
か
ら
コ
メ
ン
ト

を
求
め
る
予
定
で
あ
る
。 

 

 

子
ど
も
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ 

 
３
．
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題 

 

こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と
し
て
は
、特
に
震
災
発
生
直
後
で
行
政
や

他
団
体
が
一
般
の
被
災
者
向
け
の
支
援
に
忙
殺
さ
れ
る
な
か
、い
ち
は
や
く
子
ど
も
の

ニ
ー
ズ
を
特
定
し
、そ
の
た
め
の
活
動
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
復
興
段
階
に
入
っ
た
後
は
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
防
災
計
画
づ
く
り
に



 ３８

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
機
会
を
提
供
し
、お
と
な
た
ち
に
子
ど
も
の
意
見
や
視
点
を

伝
え
て
い
る
点
も
特
筆
し
た
い
。さ
ら
に
こ
れ
ら
の
活
動
を
Ｓ
Ｃ
Ｊ
単
独
で
は
な
く
行

政
・
企
業
・
地
元
の
市
民
団
体
と
い
う
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組

み
な
が
ら
実
施
で
き
た
こ
と
も
大
き
い
。
そ
の
一
方
で
、
行
政
や
他
団
体
を
含
む
救

援
・
復
興
活
動
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
が
見
逃
さ
れ
た
り
軽
視
さ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
り
す
る
傾
向
は
ま
だ
根
本
的
に
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー

（
政
策
提
言
）
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
が
課
題
で
あ
る
。 

 

４
．
子
ど
も
支
援
分
野
に
つ
い
て
、
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
の
気
づ
き
や
提
言 

 

Ｓ
Ｃ
Ｊ
と
し
て
は
初
め
て
国
内
の
災
害
救
援
・
復
興
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
気
づ
い
た
の
は
、
日
本
の
防
災
計
画
に
は
そ
も
そ
も
子
ど
も
の
ニ

ー
ズ
が
明
確
に
定
義
あ
る
い
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
防
災
計
画
が
立
案
さ
れ
る
過
程
に
子
ど
も
た
ち
や
子
ど
も
支
援
団
体
が
参
加

し
た
り
意
見
を
表
明
し
た
り
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
こ
と
が
、

た
る
原
因
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
提
言
し
た
い
の
は
、東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
計
画
や
防
災
計
画
を
立
案
し

て
い
く
際
に
は
、
必
ず
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
の
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
意
見
を
可
能

な
限
り
取
り
入
れ
る
こ
と
を
、
行
政
に
義
務
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
に
、
子
ど
も

参
加
の
プ
ロ
セ
ス
や
子
ど
も
と
お
と
な
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

ト
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
も
必
要
で
あ
る
。 

日
本
政
府
や
地
方
自
治
体
が
、
子
ど
も
の
視
点
を
活
か
し
た
防
災
計
画
づ
く
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
の
子
ど
も
に
や
さ
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
、政
策
の
柱
と
し
て
打
ち

出
す
よ
う
、
Ｓ
Ｃ
Ｊ
は
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
の
声
を
届
け
て
い
き
た
い
。 

「
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
社
会
」
は
「
み
ん
な
に
や
さ
し
い
社
会
」
な
の
だ
か
ら
。 

 

【
執
筆
】
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン 

事
務
局
次
長 

定
松
栄
一
氏



 ３９

 
④ 
保
健
・
医
療
活
動

－

シ
ェ
ア
＝
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会 

 

１
．
東
日
本
大
震
災
の
保
健
医
療
活
動
の
経
緯 

 

シ
ェ
ア
＝
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会
（
以
下
、
シ
ェ
ア
）
で
は
震
災
翌
日
に
緊
急
支

援
に
つ
い
て
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
日
本
で
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
中
越

地
震
で
の
緊
急
支
援
の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、
広
域
に
わ

た
り
大
き
な
災
害
と
な
り
、地
震
だ
け
で
な
く
津
波
で
も
大
き
な
被
害
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
大
規
模
な
災
害
に
対
し
て
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
い
ろ
い
ろ

と
検
討
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
今
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
宮
城
県
名
取
市

の
東
北
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
の
医
療
従
事
者
の
派
遣
を
決
定
し
、そ
の
後
に
つ
い
て
は

現
地
に
行
き
な
が
ら
模
索
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
の
道
路
事
情
が
悪
く
、

物
資
の
購
入
さ
え
も
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
、準
備
に
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
が
、
三
月
十
八
日
に
よ
う
や
く
、
二
十
四
時
間
体
制
で
診
療
を
続
け
る
東
北
国
際

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

一
方
、
石
巻
、
南
三
陸
町
な
ど
で
医
療
・
衛
生
資
材
な
ど
を
届
け
な
が
ら
、
中
長
期

で
の
活
動
地
を
選
定
す
る
た
め
に
、陸
前
高
田
市
や
気
仙
沼
市
な
ど
で
の
ニ
ー
ズ
調
査

を
同
時
並
行
で
行
い
ま
し
た
。
気
仙
沼
市
に
行
っ
た
際
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster 

M
edical A

ssistance Team

）
と
い
う
緊
急
医
療
チ
ー
ム
が
避
難
所
を
中
心
に
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、在
宅
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
は
十
分
に

対
応
で
き
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。ぜ
ひ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
を
借
り

た
い
と
現
場
の
医
療
従
事
者
か
ら
声
が
か
か
り
、
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
気

仙
沼
市
行
政
の
下
に
、
地
元
の
医
師
、
県
外
か
ら
の
在
宅
ケ
ア
専
門
の
医
師
な
ど
と
一

緒
に
巡
回
療
養
支
援
隊
と
い
う
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
シ
ェ
ア

は
そ
の
チ
ー
ム
の
中
で
、
在
宅
の
高
齢
者
な
ど
を
訪
問
し
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
方
た

ち
を
発
掘
す
る
健
康
相
談
班
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
次
の
活
動
地
を
気
仙
沼
に
決
定
し
、シ
ェ
ア
は
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
三

月
三
十
一
日
「
巡
回
療
養
支
援
隊
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
一
方
、
三
月
二
十
八
日
に
東

北
国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
緊
急
医
療
支
援
活
動
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

２
．
活
動
の
概
要
と
活
動
に
関
し
て
の
周
辺
団
体
と
の
関
わ
り 

【
３
月
下
旬
～
９
月
末
】 

 

地
元
の
保
健
師
の
方
た
ち
や
行
政
の
職
員
の
方
た
ち
は
、自
ら
被
災
さ
れ
な
が
ら
も

住
民
の
対
応
に
追
わ
れ
て
お
り
、
在
宅
訪
問
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
ま

た
市
役
所
が
津
波
で
被
災
し
て
し
ま
い
、様
々
な
住
民
の
デ
ー
タ
が
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で
シ
ェ
ア
は
地
元
行
政
の
負
担
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
気

仙
沼
市
の
下
、巡
回
療
養
支
援
隊
の
健
康
相
談
班
で
活
動
を
三
月
三
十
一
日
よ
り
開
始

し
ま
し
た
。
健
康
相
談
班
の
構
成
は
、
シ
ェ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ス
モ
ス
の
看
護
師
チ
ー
ム
、
週
替
わ
り
で
各
都
道
府
県
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る

保
健
師
チ
ー
ム
が
常
に
三
か
ら
四
チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。具
体
的
な
業
務
と
し

て
は
、
在
宅
訪
問
を
行
い
、
健
康
相
談
で
見
つ
か
っ
た
問
題
の
あ
る
住
民
の
ケ
ー
ス
を

行
政
、地
元
の
医
療
機
関
、介
護
事
業
所
へ
つ
な
ぐ
こ
と
で
、限
ら
れ
た
条
件
の
中
で
、

地
域
で
の
問
題
把
握
と
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
つ
と
め
ま
し
た
。そ
し
て
保
健
行
政
へ

の
側
面
支
援
と
い
う
こ
と
で
、行
政
の
方
た
ち
の
通
常
業
務
以
外
の
負
担
の
軽
減
に
つ

と
め
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
下
旬
～
九
月
末
ま
で
実
施
し
た
気
仙
沼
市
「
巡
回
療

養
支
援
隊
」
の
健
康
相
談
班
と
し
て
の
シ
ェ
ア
の
活
動
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

 
①
各
都
道
府
県
の
保
健
師
派
遣
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
業
務 

 

気
仙
沼
市
行
政
で
は
、
気
仙
沼
市
へ
の
要
請
と
し
て
、
週
替
わ
り
で
全
国
か
ら
派
遣

さ
れ
て
く
る
保
健
師
さ
ん
た
ち
を
調
整
す
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
で
し
た
。そ
の
た
め

シ
ェ
ア
は
、
健
康
相
談
班
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
各
都
道
府
県
の
保
健
師
に

対
し
て
、
健
康
相
談
班
で
訪
問
活
動
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
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ン
を
実
施
し
、各
チ
ー
ム
が
ど
こ
の
地
域
を
訪
問
す
る
か
、業
務
分
担
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
巡
回
訪
問
を
通
し
て
健
康
の
問
題
が
上
が
っ
た
場
合
に
は
、地
域
の
リ
ソ
ー
ス
で

あ
る
行
政
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
保
健
所
、
地
域
の
医
療
施
設
な
ど
に
つ
な
ぐ
こ
と

も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
行
政
と
の
橋
渡

し
役
と
し
て
調
整
を
し
、行
政
と
保
健
師
さ
ん
た
ち
と
の
定
期
的
な
話
し
合
い
を
持
つ

よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

②
在
宅
の
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
母
子
へ
の
健
康
状
態
の
把
握
と
健
康
相
談
（
三
月
下

旬
か
ら
六
月
一
日
） 

 

シ
ェ
ア
か
ら
も
東
京
か
ら
看
護
師
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
、各
県
の
保
健
師
さ

ん
た
ち
と
一
緒
に
在
宅
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
母
子
の
方
を
中
心
に
訪
問
を
行
い
ま

し
た
。
優
先
順
位
の
高
い
訪
問
が
必
要
な
地
域
か
ら
在
宅
訪
問
を
し
、
安
否
確
認
、
健

康
状
態
の
把
握
と
相
談
業
務
を
行
い
ま
し
た
。要
介
護
者
リ
ス
ト
は
残
っ
て
い
た
た
め
、

そ
れ
を
も
と
に
訪
問
先
を
決
め
て
地
図
に
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。ま
ず
は
地
域
の
こ
と

を
良
く
理
解
さ
れ
て
い
る
自
治
会
長
や
民
生
委
員
に
連
絡
を
と
り
、現
状
を
確
認
し
な

が
ら
訪
問
を
し
て
い
き
ま
し
た
。
訪
問
し
て
み
る
と
、
地
域
に
よ
っ
て
は
津
波
で
家
が

流
さ
れ
て
し
ま
い
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
お
宅
も
か
な
り
あ
り
、訪
問
す
る
の

が
危
険
な
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
健
康
の
問
題
と
し
て
、
停
電
に
よ
り
介
護

ベ
ッ
ド
が
動
か
な
く
な
っ
た
た
め
じ
ょ
く
そ
う（
褥
瘡
）が
で
き
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
、

日
常
服
用
し
て
い
た
薬
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
高
血
圧
な
ど
の
慢
性
疾

患
の
悪
化
、
被
災
に
よ
る
心
の
ケ
ア
な
ど
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

③
仮
設
住
宅
、
小
規
模
避
難
所
等
で
の
巡
回
訪
問 

 

六
月
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
仮
設
住
宅
や
小
規
模
避
難
所
で
生
活
を
す
る
被
災
者

を
健
康
相
談
班
で
訪
問
し
ま
し
た
。
高
齢
者
や
母
子
等
を
重
点
的
に
確
認
し
、
そ
の
中

で
課
題
の
あ
る
ケ
ー
ス
を
地
域
の
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
や
行
政
へ
つ
な
い
で
い
き

ま
し
た
。病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
た
め
に
、病
院
に
通
え
な
い
と
い
う
悩
み
や
、

心
の
ケ
ア
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の
問
題
、
要
介
護
者
の
生
活
困
難
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

終
的
に
は
九
月
末
に
気
仙
沼
市
行
政
へ
活
動
の
引
き
継

ぎ
を
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、巡
回
療
養
支
援
隊
の
健
康
相
談
班
と
し
て
の
活
動
は
完

全
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 

④
乳
幼
児
健
診
の
サ
ポ
ー
ト 

 

今
ま
で
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
た
乳
幼
児
健
診
が
よ
う
や
く
再
開
す
る
こ
と
に
な
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り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
市
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
対
象
者
の
お

宅
が
被
災
し
て
い
る
場
合
、
情
報
が
十
分
に
届
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
健
康
相
談
班

と
し
て
、
対
象
者
ご
と
に
連
絡
を
し
、
情
報
を
届
け
る
と
い
う
こ
と
も
行
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
活
動

：

巡
回
療
養
支
援
隊
と
は
別
の
支
援
と
し
て
、
気
仙
沼
市
の
地
域

の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
・
介
護
福
祉
施
設
へ
支
援
物
資
の
提
供
も
行
い
ま
し
た
。

医
療
機
関
に
は
多
く
の
物
資
支
援
が
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、地
域
の
小
さ
な
事
業
所
に

は
支
援
が
生
き
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
、さ
ら
に
津
波
に
よ
り
事
業
所
が
被
害
に
あ

っ
た
と
こ
ろ
も
多
く
、車
の
貸
出
、事
務
所
の
機
材
や
事
務
用
品
の
支
援
を
し
ま
し
た
。 

 

【
８
月
～
現
在
】 

 

気
仙
沼
市
階
上
地
区
に
地
元
の
保
健
福
祉
関
係
者
に
よ
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
」
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
地
域
の
生
活
支
援
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
促
進
を
目
的
に
、
八
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
拠

点
と
な
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
「
は
し
か
み
交
流
広
場
」
と
し
て
八
月
下
旬
に
オ
ー

プ
ン
し
、
日
々
の
様
々
な
相
談
を
受
け
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
た
め
に
交
流
イ
ベ
ン
ト
（
移
動
動
物
園
、
芋
煮
会
、
生
活

相
談
会
、
編
み
物
教
室
、
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
）
を
開
催
し
、
そ
こ
で
健
康
相
談
も
受
け

て
い
ま
す
。今
後
は
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
自
治
会
へ
の
協
力
と
連
携
を
通
し

て
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
仮
設
住
宅
の
個
別
訪
問
・
相
談
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
は
、
気
仙
沼
の
人
々
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
活
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
を
中
心
と
し
て
、
自
ら
の
力
で
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
、
寄
り
添
い
な

が
ら
二
年
間
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

３
．
今
回
の
支
援
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題 

【
成
果
】 

・
健
康
相
談
活
動 

三
月
下
旬
か
ら
九
月
末
ま
で
の
在
宅
訪
問
の
件
数
は
、
気
仙
沼
市
の
本
吉
・
唐
桑
地

区
を
除
く
全
地
区
の
二
千
百
五
十
七
件
と
な
り
、
そ
の
う
ち
百
六
十
八
件
を
行
政
・
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
保
健
所
・
医
療
機
関
な
ど
へ
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
仮
設
住
宅
へ

は
五
十
四
カ
所
一
千
二
百
六
十
五
件
訪
問
を
し
、そ
の
う
ち
百
二
十
二
件
を
主
に
行
政

に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
相
談
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
し

て
お
り
、ま
と
め
た
情
報
を
全
て
気
仙
沼
市
の
高
齢
介
護
課
へ
引
き
渡
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
業
務 

様
々
な
思
い
を
持
っ
た
多
く
の
支
援
者
や
支
援
団
体
が
入
っ
て
く
る
な
か
で
、い
か

に
地
元
住
民
や
行
政
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
活
動
を
し
て
い
く
か
が
、大
事
な
ポ
イ

ン
ト
で
し
た
。本
来
で
は
行
政
が
行
う
べ
き
調
整
業
務
が
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た

た
め
、
行
政
機
能
が
回
復
す
る
間
、
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
途
上
国
で
の

様
々
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
業
務
の
経
験
か
ら
、地
域
の
状
況
を
短
期
間
で
把
握
し
、

同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
長
期
に
わ
た
り
対
応
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
調
整
が
で
き
、行
政

か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

・
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援 

気
仙
沼
市
の
健
康
相
談
活
動
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
地
域
住
民
と
の
連
携
に
よ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
の
立
ち
上
げ
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。二
〇
一
一
年
八
月
よ
り
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
事
務
所
と
し
て
階
上
地
域
に
設
置

し
、
シ
ェ
ア
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
と
の
共
同
事
業
と
し
て
看
護
師
を
派
遣
し
、
二
年
間

活
動
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
シ
ェ
ア

と
が
お
互
い
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、専
門
性
を
持
っ
て
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。 
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【
課
題
】 

・
住
民
の
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応 

現
在
、
生
活
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
で
は
、
主
に
気
仙
沼
市
階
上
地
区
で
の
被
災
さ

れ
た
方
を
対
象
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
で
の
生
活
に
関
す
る
な
ん

で
も
相
談
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
の
健
康
相
談
を
通
し
て
、住
民
の
問
題
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
外
に
出
か
け
ら
れ
る
人
た
ち
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
は
ア
ク
セ
ス
が

で
き
ま
す
が
、社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て
孤
立
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
十
分
で
き
て
い
ま
せ
ん
。今
後
は
自
治
会
な
ど
の
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の

協
力
・
連
携
を
強
化
し
て
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
問
題
に
迅
速
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

４
．
保
健
・
医
療
分
野
に
つ
い
て
、
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
の
気
づ
き
や
提
言 

 

被
災
地
の
保
健
医
療
の
ニ
ー
ズ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。気

仙
沼
市
は
地
元
の
医
療
機
関
の
復
興
が
遅
れ
た
た
め
、外
部
の
医
療
支
援
が
か
な
り
長

く
残
り
ま
し
た
。
無
料
診
療
や
薬
の
無
料
配
布
を
長
期
間
行
う
こ
と
は
、
復
興
し
よ
う

と
す
る
地
元
の
医
療
機
関
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。一
方
、

緊
急
支
援
の
フ
ェ
ー
ズ
を
過
ぎ
る
と
、医
療
だ
け
で
は
な
く
保
健
面
で
の
支
援
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。そ
こ
で
私
た
ち
は
在
宅
訪
問
を
し
て
見
つ
か
っ
た
健
康
問
題
の
あ

る
住
民
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、で
き
る
だ
け
地
元
の
リ
ソ
ー
ス
に
つ
な
ぐ
と
い
う
こ

と
を
意
識
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し
た
。そ
し
て
気
仙
沼
の
行
政
や
保
健
医
療
の
関

係
者
の
声
を
聞
き
、
想
い
を
尊
重
し
な
が
ら
、
地
元
の
人
々
自
身
が
自
ら
で
き
る
こ
と

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
考
え
、
一
過
性
の
活
動
で
は
な
く
、
長
期
間
腰
を
す
え
て

支
援
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
シ
ェ
ア
が
国
際
協
力
の
際
に
、
常
に

大
事
に
し
て
い
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
す
。こ
の
よ
う

に
途
上
国
で
の
経
験
は
今
回
の
活
動
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

 
【
執
筆
】
シ
ェ
ア
＝
国
際
保
健
協
力
市
民
の
会 

気
仙
沼
事
業
担
当 

西
山
美
希
氏
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⑤ 
人
権

－

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ 

 

「
東
日
本
大
震
災
後
の
人
権
に
関
わ
る
支
援
活
動
に
つ
い
て
」 

 

１
．
活
動
の
き
っ
か
け 

 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ
（
以
下
、
Ｈ
Ｒ
Ｎ
）
は
国
境
を
越
え
て
世
界
の
深
刻
な

人
権
侵
害
に
対
す
る
調
査
、
政
策
提
言
、
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
人

権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
後
に
被
災
者
の
置
か
れ
た
状
況
は
、
ま
さ
に
当
団

体
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
扱
っ
て
き
た
の
と
同
様
に
深
刻
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、関
与
す

べ
き
だ
と
判
断
し
、
被
災
者
の
人
権
と
い
う
視
点
か
ら
、
人
権
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
調
査
報
告
書
を
公
表
し
、
国
際
人
権
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
政
策
提
言
を
行
い
、
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
被
災
の
甚
大
さ
も
影
響

し
て
か
、
被
災
者
の
人
権
と
い
う
視
点
が
救
援
活
動
の
当
初
か
ら
希
薄
で
あ
り
、
様
々

な
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、人
権
の
視
点
で
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
行
う
こ
と
に
は

大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

 

２
．
今
回
の
活
動
の
概
要
と
、
活
動
に
関
し
て
の
周
辺
団
体
と
の
関
わ
り 

⑴
国
際
基
準
に
基
づ
く
日
本
政
府
に
対
す
る
要
請
書
等
の
公
表
・
提
言 

 

ま
ず
、
被
災
者
・
避
難
者
が
国
際
人
権
法
上
の
「
国
内
避
難
民
」
と
し
て
の
保
護
に

値
す
る
、
と
い
う
見
地
か
ら
、「
国
内
避
難
民
は
国
際
法
、
国
内
法
上
の
人
権
保
障
に

お
い
て
、避
難
し
て
い
な
い
人
に
比
べ
て
い
か
な
る
差
別
的
取
扱
い
も
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
い
う
国
連
の
避
難
民
に
関
す
る
原
則
に
基
づ
い
た
政
策
提
言
を
開
始
し
た
。

同
原
則
と
、
自
然
災
害
後
の
被
災
者
保
護
に
関
す
る
国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
「
自

然
災
害
発
生
時
の
被
災
者
保
護
に
関
す
る
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、
避
難
者
・
被
災

者
の
安
全
確
保
、
十
分
な
衣
食
住
等
の
提
供
等
を
明
記
し
、
特
に
女
性
、
子
ど
も
、
障

が
い
者
等
の
脆
弱
な
立
場
の
人
々
の
特
別
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
す
べ
き
と
の
原
則
を
確

立
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
Ｈ
Ｒ
Ｎ
は
、
以
下
の
被
災
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
翻
訳
し
、
発
信
し
た
。 

・「
自
然
災
害
発
生
時
の
被
災
者
保
護
に
関
す
る
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
仮
訳 

・「
親
と
別
離
状
態
の
上
に
法
的
な
保
護
者
も
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
保
護
に
関
す

る
指
針
」
仮
訳 

 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
国
際
基
準
等
を
も
と
に
、
以
下
の
要
請
書
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

等
を
発
表
し
、
政
府
等
関
係
各
所
に
送
付
し
、
対
応
・
配
慮
を
求
め
た
。 

・「
東
日
本
大
震
災
に
関
連
す
る
被
災
者
・
周
辺
住
民
の
権
利
保
護
の
た
め
に
」（
四

月
五
日
） 

・「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
（
避
難
所
・
自
宅
居
住
）
の
方
々
の
権
利
保
障
の
た

め
に
当
面
配
慮
し
、
実
現
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」（
四
月
二
十
四
日
） 

・「
震
災
で
親
を
な
く
し
た
子
ど
も
た
ち
の
保
護
と
将
来
の
決
定
を
め
ぐ
っ
て
」（
四

月
二
十
七
日
） 

 

⑵
現
地
調
査
・
ニ
ー
ズ
把
握
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
政
策
提
言 

㈠
福
島
県
・
宮
城
県
を
中
心
に
現
地
調
査
を
派
遣
し
、
避
難
所
・
在
宅
避
難
者
や
支
援

団
体
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
（
四
月
二
十
九
日
福
島
県
郡
山

市
・
福
島
県
相
馬
郡
飯
舘
村
、
四
月
三
十
日
福
島
県
南
相
馬
市
、
五
月
七
日
宮
城
県
仙

台
市
、
五
月
八
日
宮
城
県
石
巻
市
、
五
月
九
日
宮
城
県
塩
釜
市
、
多
賀
城
市
。
七
月
九

日
、
十
日
、
南
相
馬
市
）。
調
査
で
得
ら
れ
た
実
情
か
ら
、
被
災
者
の
保
護
、
人
権
に

関
す
る
課
題
を
確
認
し
、
以
下
の
通
り
、
調
査
報
告
書
の
公
表
、
政
策
提
言
活
動
を
行

っ
た
。 

・
調
査
報
告
書
「
二
〇
一
一
年
四
月
・
五
月
東
日
本
大
震
災
被
災
地
現
地
調
査
報

告
書
」（
六
月
七
日
） 



 ４４

・「
南
相
馬
調
査
報
告
書
」（
七
月
二
十
四
日
） 

・「
女
性
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
設
置
に
つ
い
て
」（
五
月

十
日
） 

・「
被
災
者
の
住
居
の
権
利
と
十
分
な
生
活
支
援
の
た
め
に
」（
五
月
十
日
） 

・「
仮
設
住
宅
移
行
後
の
被
災
者
支
援
に
関
す
る
要
請
」（
七
月
十
一
日
） 

 

こ
う
し
た
調
査
結
果
・
政
策
提
言
を
基
に
、
政
府
、
地
方
自
治
体
、
支
援
団
体
に
情

報
提
供
・
要
請
を
行
い
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
発
信
し
、
事
態
を
改
善
さ
せ
る
た
め
に
働
き

か
け
を
行
っ
た
。
Ｈ
Ｒ
Ｎ
は
「
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
、

Ｊ
Ｃ
Ｎ
）
に
参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
多
様
性
チ
ー
ム
の
結

成
に
関
わ
り
、同
チ
ー
ム
を
通
じ
て
省
庁
連
絡
会
議
で
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。特
に
、

政
府
の
通
達
に
も
関
わ
ら
ず
、避
難
所
に
お
け
る
女
性
の
地
位
や
置
か
れ
た
状
況
が
極

め
て
問
題
で
あ
る
、と
い
う
調
査
報
告
は
震
災
後
初
め
て
で
あ
っ
た
た
め
、女
性
団
体
、

研
究
者
等
の
間
で
も
注
目
さ
れ
、
問
題
が
社
会
的
に
共
有
さ
れ
た
。 

㈡
政
府
へ
の
要
請
・
対
話 

五
月
十
七
日 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
へ
の
要
請 

七
月
二
十
二
日
に
厚
生
労
働
省
災
害
対
策
本
部
へ
の
要
請
（
仮
設
住
宅
後
の
支
援

に
つ
い
て
） 

五
月
十
二
日
・
八
月
四
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
と
省
庁
・
支
援
団
体
連
絡
会
議
で
問
題
提
起 

八
月
六
日 

南
相
馬
副
市
長
へ
の
要
請 

㈢
メ
デ
ィ
ア
掲
載 

五
月
二
十
三
日

：
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
点
論
点
に
て
「
避
難
所
暮
ら
し 

女
性
の
生
活
改
善

を
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
出
演
・
発
言
。 

信
濃
毎
日
新
聞
五
月
二
十
三
日
に
掲
載

：

「
被
災
者
・
避
難
者
対
策
に
国
際
的
人

権
の
視
点
を
」
と
の
意
見
が
掲
載
さ
れ
る
。 

八
月
一
一
日

：

ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
紙
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）
に
、「
南
相
馬
調

査
報
告
書
」
が
紹
介
・
引
用
。 

㈣
報
告
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
よ
る
共
有 

 

Ｈ
Ｒ
Ｎ
の
上
記
被
災
地
に
お
け
る
活
動
と
被
災
者
の
人
権
状
況
に
つ
い
て
広
く
訴

え
る
た
め
に
、
報
告
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。（
五
月
三
十
一
日

：

現
地
調

査
報
告
会
、
七
月
三
十
日
シ
ン
ポ
「
二
〇
一
一

：

日
本
発
・
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
」）。 

 

⑶
国
連
人
権
担
当
官
招
聘

－

被
災
者
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
開
催 

 

被
災
地
に
お
け
る
人
権
状
況
の
改
善
の
た
め
、六
月
に
は
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事

務
所
か
ら
人
権
担
当
官
を
招
聘
し
、「
自
然
災
害
発
生
時
の
被
災
者
保
護
に
関
す
る
運

用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
基
に
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
被
災
地
支
援

Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
人
権
団
体
・
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

 

六
月
二
十
二
日
、
東
京
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
（
後
援
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
、
Ｊ
Ｐ

Ｆ
）、
六
月
二
十
三
日
、
岩
手
県
遠
野
市
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
多
く
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
関
係
者
が
参
加
し
、現
地
で
の
活
動
に
国
際
的
な
被
災
者
保
護
の
基
本
的
考
え
方
を

共
有
で
き
た
。
さ
ら
に
、
六
月
二
十
二
日
、
二
十
四
日
に
は
、
国
連
人
権
担
当
官
と
支

援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
団
体
・
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
ま
た
、
二
十

四
日
に
は
、
国
会
議
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
・
意
見
交
換
会
を
行
っ
た 

。
セ
ミ
ナ
ー
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
会
合
で
、
被
災
者
の
人
権
問
題
に
懸
念
を
持
つ
、
障
が
い
者
、
子
ど
も
、
女
性
、

広
域
避
難
者
支
援
等
の
諸
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
問
題
点
を
共
有
で
き
た
。
こ
れ
ら
Ｎ

Ｇ
Ｏ
か
ら
聞
き
取
っ
た
情
報
を
公
表
し
、
七
月
二
十
六
日
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
有
志
が
共
同
で
、

震
災
に
伴
う
様
々
な
人
権
問
題
に
関
す
る
解
決
を
求
め
て
、国
連
特
別
報
告
者
に
よ
る

日
本
訪
問
・
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
求
め
る
要
請
書
を
国
連
に
提
出
し
た
。 

 

⑷
被
災
地
で
の
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ク
セ
ス
を
高
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
・
法
律
相
談 

 

現
地
調
査
等
を
通
じ
、
被
災
地
で
の
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ク
セ
ス
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
・
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
で
七
月



 ４５

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
ま
た
福
島
県
南
相
馬
市
で
は
七
月
か
ら
九
月
ま
で
、
弁
護
士

に
よ
る
法
律
相
談
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
被
災
者
の
方
々
に
対
す
る
各
種
支
援

制
度
や
東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
の
準
備
等
を
説
明
し
、様
々
な
悩
み
の
相
談
に
乗
り
、

問
題
解
決
の
助
言
を
し
て
き
た
。法
律
相
談
に
お
い
て
正
式
な
法
律
相
談
だ
け
で
六
十

八
件
（
そ
の
他
の
情
報
提
供
は
多
数
）、
セ
ミ
ナ
ー
に
約
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。
岩

手
県
で
は
、
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
の
構
成
団
体
と
な
り
、
岩
手
沿
岸
部
で
活
動
す
る

各
種
支
援
団
体
と
連
携
を
行
っ
て
い
る
。相
談
活
動
や
現
地
入
り
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ

た
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
人
権
上
、
政
策
上
の
問
題
点
を
分
析
し
、
政
策
提
言

に
活
か
す
こ
と
に
も
留
意
し
た
。 

 

㈠
福
島
に
お
け
る
人
権
状
況
に
関
す
る
活
動 

（
ａ
）
政
策
提
言 

 

大
震
災
後
の
人
権
問
題
の
中
で

も
深
刻
な
人
権
問
題
の
ひ
と
つ
が
、深
刻
な
放
射

能
汚
染
に
よ
っ
て
、
人
々
の
健
康
に
生
き
る
権
利
（
憲
法
二
十
五
条
）
が
侵
害
さ
れ
て

い
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
周
辺
の
人
々
の
人
権
状
況
で
あ
る
。 

 

Ｈ
Ｒ
Ｎ
は
、「
福
島
原
発
周
辺
住
民
に
対
す
る
不
当
な
差
別
に
関
す
る
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
」（
四
月
二
十
七
日
付
）
を
公
表
、
南
相
馬
市
等
へ
の
調
査
活
動
を
し
て
き
た
が
、

八
月
十
七
日
、
包
括
的
な
政
策
提
言
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
住
民
の

健
康
・
環
境
・
生
活
破
壊
に
対
し
て
、
国
と
東
京
電
力
が
と
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
意

見
書
」を
公
表
し
た
。（http://hrn.or.jp/activity/topic/post-111/

）。そ
の
骨
子
は
、

日
本
政
府
及
び
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
し
、自
然
放
射
線
を
除
く
年
間
被
ば
く
量
が

１
ｍ
Ｓ
ｖ
を
超
え
る
す
べ
て
の
地
域
に
つ
い
て
、 

・
住
民
の
健
康
を
保
護
し
、
住
環
境
を
取
り
戻
す
た
め
の
す
べ
て
の
必
要
な
措
置

を
と
る
こ
と 

・
放
射
線
汚
染
の
恒
常
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
住
民
へ
の
開
示
、
一
刻
も
早
い
除
染

に
よ
る
以
前
の
状
態
へ
の
回
復
、
放
射
線
防
護
、
食
糧
供
給
、
内
部
被
ば
く
を

含
む
長
期
的
な
健
康
影
響
調
査
・
医
療
保
障
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と 

等
で
あ
り
、
提
言
の
核
心
は
、
住
民
保
護
の
対
策
を
行
う
基
準
を
年
間
２
０
ｍ
Ｓ
ｖ
で

は
な
く
、
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
（
自
然
放
射
線
を
除
く
）
と
す
べ
き
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

提
言
に
あ
た
り
、
時
間
を
か
け
て
ス
タ
ッ
フ
を
投
入
し
、
膨
大
な
外
国
文
献
か
ら
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
時
の
対
応
・
法
制
を
調
査
し
た
結
果
、
旧
ソ
連
と
後
継
国
が
、
自
然

放
射
線
を
除
く
１
ｍ
Ｓ
ｖ
／
年
の
地
域
に
住
む
住
民
に
選
択
的
な
避
難
の
権
利
を
認

め
て
避
難
に
必
要
な
支
援
と
補
償
を
し
た
こ
と
を
確
認
、日
本
で
も
同
様
の
制
度
的
保

障
の
必
要
性
等
を
訴
え
、
具
体
的
な
政
策
提
言
を
行
っ
た
。
こ
の
提
言
書
は
、
公
表
以

来
反
響
を
呼
び
、
様
々
な
場
面
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。 

（
ｂ
）
ロ
ビ
ー
活
動
等 

 

提
言
書
は
、原
発
事
故
問
題
に
責
任
を
負
う
省
庁
、衆
参
の
復
興
特
別
委
員
会
委
員
、

衆
院
議
員
運
営
委
員
会
等
関
連
す
る
議
員
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
委
員
、
放

射
線
審
議
会
委
員
等
に
送
付
し
、
森
文
部
副
大
臣
、
牧
野
経
済
産
業
副
大
臣
等
政
府
関

係
者
へ
の
直
接
の
要
請
、
議
員
へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
、
議
員
の
勉
強
会
等
に
も

呼
ば
れ
て
い
る
。 

（
ｃ
）
メ
デ
ィ
ア
出
演 

 

主
な
出
演
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

七
月
十
四
日

：

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
点
論
点
に
て
菅
波
香
織
会
員
が
「
福
島
の
子
ど
も
た
ち

は
今
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
出
演
・
発
言
。 

九
月
十
六
日

：

中
国
新
聞
に
「
福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
意
見
書
」
が
掲
載 

九
月
二
十
八
日

：

朝
日
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
「
ニ
ュ
ー
ス
の
深
層
」
に
、
放
射
能
と
人

権
を
テ
ー
マ
に
出
演
・
発
言
等
。 

（
ｄ
）
他
団
体
と
の
連
携 

 

こ
の
問
題
で
は
、
子
ど
も
を
放
射
能
か
ら
守
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
同
福
島
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
東
京
大
学
の
有
志
研
究
者
、
広
域
避
難
者
支
援
に
取
り
組
む
団
体

な
ど
と
連
携
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。 



 ４６

 
３
．
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と
課
題 

⑴
意
識
喚
起 

 

活
動
の
結
果
、支
援
者
・
行
政
の
方
々
に
、被
災
者
の
人
権
と
い
う
観
点
か
ら
女
性
、

子
ど
も
、障
が
い
者
の
権
利
や
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
被
災
者
対
応
を
す
べ
き
こ
と
に
関

す
る
意
識
喚
起
が
進
み
、そ
う
し
た
配
慮
が
支
援
現
場
に
お
い
て
浸
透
し
進
ん
で
き
た
。

ま
た
、
女
性
の
権
利
に
関
す
る
実
態
調
査
、
南
相
馬
市
の
実
情
に
関
す
る
実
態
調
査
に

つ
い
て
は
広
く
普
及
し
、
様
々
な
会
合
で
も
言
及
・
問
題
と
さ
れ
、
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
ん
だ
。
放
射
線
被
害
に
関
す
る
提
言
に
は
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
政
府
の

対
策
の
前
進
に
も
つ
な
が
っ
た
。 

⑵
法
律
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
各
種
支
援
制
度
及
び
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ク
セ
ス
の
促
進 

 

被
災
者
へ
の
法
律
相
談
・
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
、
各
種
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供
を
行

い
、
リ
ー
ガ
ル
・
ア
ク
セ
ス
を
促
進
し
た
。 

⑶
政
策
提
言
の
実
現 

 

当
団
体
の
政
策
提
言
・
省
庁
と
の
交
渉
な
ど
を
通
じ
て
実
現
・
促
進
さ
れ
た
課
題
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
他
、
避
難
所
の
生
活
実
態
の
改
善
な
ど
も
少
し
ず
つ
進
ん

だ
と
評
価
で
き
る
。 

㈠
復
興
基
本
法 

 

復
興
基
本
法
二
条
の
「
基
本
理
念
」
に
「
被
災
地
域
の
住
民
の
意
向
が
尊
重
さ
れ
、

あ
わ
せ
て
女
性
、
子
ど
も
、
障
害
者
等
を
含
め
た
多
様
な
国
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

べ
き
こ
と
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
た
。
そ
の
現
実
の
実
現
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。 

㈡
仮
設
住
宅
入
居
者
へ
の
支
援 

 

第
二
次
補
正
に
よ
り
移
動
支
援
に
財
政
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
未
だ
課
題
が
残
る
。 

㈢
原
発
事
故
に
伴
う
人
権
問
題 

 

自
然
放
射
線
を
除
く
放
射
線
量
が
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
を
越
え
る
地
域
の
人
々
へ
の
放

射
線
防
護
、
避
難
の
権
利
の
確
立
、
除
染
、
情
報
公
開
を
求
め
て
き
た
が
、
食
の
安
全
、

除
染
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
立
法
・
予
算
措
置
等
不
十
分
な
が
ら
前
進
が
み
ら
れ
た
。

食
品
の
安
全
に
関
し
て
厳
し
い
基
準
が
策
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、避
難
の
権
利
に

つ
い
て
は
、
審
査
会
で
「
自
主
避
難
」
問
題
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
未
だ

政
府
の
対
応
が
十
分
と
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
強
化
し
て

い
く
。 

 

４
．
人
権
の
分
野
全
体
に
つ
い
て
、
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
の
気
づ
き
や
提
言 

 

今
後
、
冬
を
迎
え
、
関
心
が
低
下
す
る
と
予
測
さ
れ
る
被
災
地
で
、
被
災
者
の
孤
独

死
等
の
孤
立
が
懸
念
さ
れ
る
。
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
で
き
ず
、
被
災
者
の
孤
独
死

や
自
殺
が
続
く
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
深
刻
な
人
権
問
題
で
あ
る
。
被
災
者
の
人
権
状

況
・
支
援
の
実
情
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
切
実
な
課
題
を
政
治
や
社
会
に
届
け
る
橋
渡

し
の
役
割
を
果
た
し
、
現
実
に
移
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連

携
を
深
め
て
共
同
で
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、

福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
未
来
を
担
う
乳
幼
児
・
子
ど
も
た
ち
や
妊
産
婦
が
、
避
難
の

権
利
も
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
深
刻
な
放
射
能
汚
染
の
も
と
で
生
活
し
て
い
る
事
態
は

一
刻
も
早
く
改
善
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
を
守
る
た
め
の

政
策
提
言
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。 

 

【
執
筆
】
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ナ
ウ 

事
務
局
長 

伊
藤
和
子
氏 

  



 ４７

 
⑥ 
在
日
外
国
人
支
援

－

難
民
支
援
協
会 

 

「
難
民
か
ら
背
中
を
押
さ
れ
始
ま
っ
た
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
活
動
」 

  

難
民
支
援
協
会
（
以
下
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
）
が
、
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
の
活
動
を
大

き
く
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
実
は
難
民
の
存
在
だ
っ
た
。 

 

福
島
第
一
原
発
事
故
が
重
な
り
、
今
回
の
震
災
は
、
関
東
地
域
に
暮
ら
す
難
民
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
情
報
弱
者
」
と
な
り
、
食
糧
や
水
な
ど
手
に
入
れ
ら
れ
ず
、

非
常
に
不
安
な
状
況
に
陥
っ
た
難
民
た
ち
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
は
、
震
災
翌
日
か
ら
安
否
確
認
の

電
話
を
行
い
、
ま
ず
は
、
彼
ら
へ
多
言
語
（
ビ
ル
マ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ア
ム
ハ
ラ
語

な
ど
計
八
言
語
）
で
の
情
報
提
供
と
、
物
資
の
支
援
か
ら
着
手
し
た
。
そ
ん
な
混
乱
し

た
状
況
で
、
震
災
三
日
後
に
か
か
っ
て
き
た
難
民
か
ら
の
電
話
の
中
で
、
予
想
外
の
連

絡
が
あ
っ
た
。
日
本
に
い
る
難
民
か
ら
の
「
被
災
地
に
助
け
に
行
き
た
い
け
れ
ど
ど
う

し
た
ら
い
い
？
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
だ
。
そ
れ
も
、
一
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
難

民
か
ら
だ
っ
た
。
難
民
た
ち
は
、
被
災
者
や
被
災
地
へ
強
い
「
共
感
」
を
抱
く
。
自
身

も
故
郷
を
追
わ
れ
、場
合
に
よ
っ
て
は
家
族
を
失
っ
た
経
験
が
重
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
母
国
に
帰
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、「
第
二
の
故
郷
」
日
本
に
対
す
る
想
い
も
強
い
。 

 

そ
の
気
持
ち
を
私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｒ
は
ど
う
活
か
せ
る
か
、
難
民
支
援
の
「
専
門
店
」
で

あ
る
Ｊ
Ａ
Ｒ
は
何
が
で
き
る
の
か
。や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
検
討
し
よ
う
と
い
う
思
い

で
、
日
ご
ろ
の
難
民
支
援
活
動
で
連
携
し
て
い
る
弁
護
士
、
医
療
関
係
者
な
ど
と
と
も

に
、
三
月
二
十
日
、
初
め
て
現
地
に
向
か
っ
た
。 

 

■
Ｊ
Ａ
Ｒ
震
災
支
援
活
動
の
概
要
と
関
係
機
関 

  

Ｊ
Ａ
Ｒ
は
現
在（
十
一
月
中
旬
）ま
で
に
、以
下
の
七
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。 

①
関
東
地
域
で
震
災
の
影
響
を
受
け
た
難
民
へ
の
緊
急
支
援
、 

②
弁
護
士
に
よ
る
法
律
支
援 

③
助
産
師
、
看
護
師
に
よ
る
女
性
支
援 

④
在
日
難
民
を
含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣 

⑤
被
災
外
国
人
支
援 

⑥
陸
前
高
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援 

⑦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援 

  

詳
述
は
割
愛
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
展
開
す
る
た
め
に
、
と
く
に
活
動
の
中
心

と
な
る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
市
役
所
（
健
康
推
進
課
等
）、
社
協
（
災
害
Ｖ
Ｃ
等
）、

他
の
自
治
体
か
ら
応
援
で
来
て
い
る
保
健
師
な
ど
の
専
門
家
、東
京
及
び
岩
手
県
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
、情
報
交
換
を
密
に
行
っ
て
き
た
。ま
た
外
国
人
支
援
で
は
、

後
述
す
る
気
仙
沼
市
役
所
、
気
仙
沼
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
支
援
団
体
「
は
ま
ろ
う

会
」
と
協
働
し
て
い
る
。 

 

上
記
活
動
の
中
で
、
法
律
相
談
と
外
国
人
支
援
に
つ
い
て
、
活
動
の
意
義
と
課
題
を

詳
述
し
た
い
。 

 
■
紙
芝
居
を
通
し
て
復
興
支
援
制
度
を
知
ら
せ
る
―
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談 

  

Ｊ
Ａ
Ｒ
は
、
難
民
支
援
で
つ
な
が
り
の
あ
る
弁
護
士
と
と
も
に
、
四
月
か
ら
ほ
ぼ
毎

週
末
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
、
法
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
場
所
は
、
岩
手
県
陸
前

高
田
市
だ
。
岩
手
県
沿
岸
部
は
、
従
来
か
ら
弁
護
士
の
数
が
極
端
に
少
な
い
地
域
だ
。

多
く
の
住
民
に
と
っ
て
、
日
常
、
弁
護
士
と
接
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。 



 ４８

「
こ
ん
な
悩
み
、
弁
護
士
さ
ん
に
相
談
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
…
」、「
法
律
な
ん
て
聞

い
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
」。
自
分
の
悩
み
が
法
律
で
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
弁
護
士
と
被
災
者
を
結
び
つ
け
、
被
災
者
に
自
身
の
悩
み
に

気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
が
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
の
仕
事
だ
。 

現
在
（
十
一
月
十
三
日
現
在
）
ま
で
に
、
百
十
回
、
の
べ
二
千
四
十
一
人
に
対
し
て

相
談
会
を
行
っ
た
。
陸
前
高
田
市
か
ら
始
ま
っ
た
本
事
業
だ
が
、
現
在
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｎ
な

ど
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
で
宮
城
県
石
巻
市
等
で
も
展
開
し
て
い
る
。 

 

相
談
が
来
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
弁
護
士
か
ら
働
き
か

け
る
。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
が
、
紙
芝
居
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
即
し
た
情
報
を

盛
り
込
み
、
各
地
域
に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
。
随
時
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
情
報
が

あ
る
た
び
に
、紙
芝
居
を
作
り
変
え
る
。イ
ラ
ス
ト
や
図
表
を
取
り
入
れ
た
紙
芝
居
は
、

被
災
者
が
自
身
の
悩
み
を
よ
り
は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
の
に
、
役
立
っ
て
い
る
。 

弁
護
士
が
、
被
災
者
と
と
も
に
畳
の
上
で
車
座
に
な
り
、
生
活
再
建
支
援
法
や
二
重

ロ
ー
ン
対
策
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
光
景
は
、
一
般
に
想
像
す

る
法
律
相
談
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
だ
。
み
な
、
真
剣
な
表
情
で
弁
護
士
の
説
明

を
聞
き
、
メ
モ
を
取
る
。
紙
芝
居
の
後
に
は
、
個
別
相
談
の
列
が
で
き
る
。 

 

法
律
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
そ
の
理
解
は
、限
ら
れ
た
人
だ
け
が
可
能
だ
。

法
律
や
制
度
で
す
べ
て
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ま
ず
は
知
ら
な
け
れ
ば
、
解
決

の
機
会
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

今
後
は
、
被
災
者
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
、
実
際
の
救
済
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
長
い
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
地
元
で
被
災
者
の
身
近
に
寄

り
添
い
、
複
雑
な
内
容
の
法
律
や
制
度
を
解
説
し
、
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
存
在
が

必
要
だ
。
当
面
、
復
興
支
援
策
が
固
ま
る
ま
で
は
、
本
事
業
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え

る
が
、
将
来
的
に
は
、
こ
の
法
律
相
談
事
業
の
意
義
を
、
地
元
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

 

■
在
日
外
国
人
被
災
女
性
へ
の
就
労
支
援
―
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
目
指
し
て 

  

Ｊ
Ａ
Ｒ
は
、
被
災
し
た
外
国
人
女
性
を
対
象
に
、
六
月
か
ら
就
労
支
援
を
実
施
し
て

い
る
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
在
住
の
外
国
人
住
民
へ

呼
び
か
け
、
現
在
（
十
一
月
十
三
日
現
在
）、
第
一
陣
九
名
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
八
名
、

チ
リ
出
身
一
名
）、
第
二
陣
九
名
（
中
国
出
身
五
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
四
名
）、
計
十

八
名
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
就
職
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

震
災
で
、
全
員
が
仕
事
を
失
っ
た
。
家
を
失
っ
た
人
も
い
る
。
多
く
は
、
水
産
加
工

工
場
で
働
い
て
い
た
が
、
工
場
は
流
さ
れ
た
。
再
建
に
は
数
年
か
か
る
と
い
う
。
来
日

し
て
五
、
六
年
か
ら
長
い
人
で
二
十
年
。
多
く
の
女
性
は
、「
日
本
人
の
配
偶
者
」
と

し
て
、「
嫁
不
足
」
の
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
。
年
齢
は
、
二
十
代
か
ら
四
十
代
。
す



 ４９

で
に
定
年
を
迎
え
て
い
る
夫
や
、
子
ど
も
、
義
父
母
を
抱
え
る
彼
女
た
ち
は
、
一
家
の

稼
ぎ
手
で
あ
る
。
四
月
半
ば
、
ま
ず
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
が
取
れ
た
外
国
人
被
災
者
に
対

し
て
、
物
資
（
オ
ム
ツ
、
粉
ミ
ル
ク
、
米
な
ど
）
や
、
情
報
（
原
発
、
水
汚
染
な
ど
）

の
提
供
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
訪
問
す
る
中
で
、「
と
に
か
く
仕
事
が
必
要
」

「
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
り
た
い
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
就
労
支
援
事
業
が
始
ま
っ

た
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｒ
は
、
日
本
語
教
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
専
門
家
を
手
配
し
、
外
国
人
で
も
介

護
の
資
格
が
取
れ
る
体
制
を
整
え
た
。テ
キ
ス
ト
を
や
さ
し
い
日
本
語
に
書
き
換
え
た

補
助
教
材
を
作
成
し
、
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
言
葉
の
面
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
呼
び
か
け
た
の
は
先
述
の
三
つ
の
地
域
だ
が
、
勉

強
会
の
拠
点
は
気
仙
沼
市
で
あ
る
。震
災
前
か
ら
行
政
が
主
催
し
て
い
る
日
本
語
教
室

が
あ
り
、
行
政
の
担
当
者
と
、
教
室
運
営
に
関
わ
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

協
力
が
得
ら
れ
た
か
ら
だ
。 

 

現
在
の
課
題
は
就
職
先
の
確
保
だ
。
今
ま
で
、
外
国
人
が
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
取
得

す
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、現
時
点
で
介
護
の
現
場
で
働
く
在
日
外
国
人

は
非
常
に
少
な
い
。今
回
の
メ
ン
バ
ー
が
地
元
の
介
護
施
設
で
ど
う
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
、
未
知
数
で
あ
る
。
新
し
い
人
材
が
い
る
こ
と
を
、
地
元
施
設
に
ま
ず
は
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。
今
後
は
、
本
事
業
の
意
義
を
共
有
し
、
就
職
後
の
悩
み

な
ど
を
相
談
で
き
る
後
継
団
体
を
見
つ
け
る
こ
と
、作
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。 

 

以
上
、
そ
れ
ぞ
れ
進
行
中
の
事
業
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
中
間
報
告
と
し
て
の
ま
と

め
で
あ
る
。
全
体
を
通
じ
た
成
果
や
提
言
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
報
告
の
機
会
を

持
ち
た
い
と
思
う
。 

 

【
執
筆
】
難
民
支
援
協
会 

鹿
島
美
穂
氏
、
田
中
志
穂
氏 

  

   

就労支援 



 ５０

 
⑦ 
雇
用
・
生
活
再
建

－

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形
（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
） 

 

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
」 

  

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
（cash for w

ork

、
以
下
Ｃ
Ｆ
Ｗ
）」
は
、
災

害
地
等
に
お
い
て
被
災
者
を
復
興
事
業
に
雇
用
し
て
賃
金
を
支
払
う
こ
と
で
、被
災
地

の
経
済
の
活
性
化
や
被
災
者
の
自
立
支
援
に
つ
な
げ
る
国
際
協
力
の
手
法
で
す
。Ｉ
Ｖ

Ｙ
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｗ
が
ま
だ
「
フ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
（food for w

ork

）」
と
呼
ば

れ
て
い
た
九
〇
年
代
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
実
施
し
た
経
験
が
あ
り
、今
回
の
復
興
に
取
り

入
れ
る
こ
と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
震
災
か
ら
一
ヶ
月
後
の
四
月
十
二
日
宮

城
県
石
巻
市
で
、二
十
二
日
気
仙
沼
市
で
い
ち
早
く
こ
の
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。 

 

１
．
な
ぜ
「
雇
用
」
に
着
目
し
た
の
か 

⑴
約
十
一
万
人
の
失
業
者 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波
に
よ
り
、
太
平
洋
沿
岸
部
に
お
い
て
東
京
二
十

三
区
の
九
割
に
あ
た
る
広
大
な
面
積
が
浸
水
し
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
域
に
は
、
人
々
の
住
居
だ
け
で
な
く
、
主
産
業
で
あ
る
水
産
業
施
設
の
ほ
と

ん
ど
が
集
中
し
て
お
り
、
多
く
の
人
が
家
や
家
族
を
失
っ
た
だ
け
で
な
く
、
職
場
を
も

失
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
三
県
に

お
い
て
、震
災
翌
日
の
三
月
十
二
日
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で
の
約
二
ヶ
月
間
に
失
業
し

た
人
（
失
業
保
険
の
給
付
を
申
請
し
た
人
）
の
数
は
十
万
六
千
四
百
六
十
一
人
に
上
り

ま
し
た
。

も
多
か
っ
た
の
は
宮
城
県
の
四
万
六
千
百
九
十
四
人
、
次
い
で
福
島
県
三

万
七
千
四
百
十
四
人
、
岩
手
県
二
万
二
千
八
百
五
十
三
人
で
し
た
。
こ
の
数
字
に
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
の
な
い
漁
師
を
含
む
自
営
業
者
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
求
職
者
、
新

卒
の
大
学
生
や
高
校
生
、
定
時
制
の
高
校
生
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
数
は
さ
ら
に
数

倍
に
膨
ら
む
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
し
た
。 

「
震
災
の
翌
日
、
再
開
し
た
ら
ま
た
呼
び
戻
す
か
ら
と
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ
た
」 

「
得
意
先
も
津
波
で
や
ら
れ
た
。お
前
た
ち
の
半
分
に
辞
め
て
も
ら
う
し
か
な
い
と
言

わ
れ
、
子
ど
も
の
い
る
同
僚
の
た
め
に
自
分
が
辞
め
る
し
か
な
か
っ
た
」 

「
マ
グ
ロ
漁
船
の
操
業
中
に
会
社
が
被
災
し
て
潰
れ
、み
ん
な
で
途
中
で
再
建
先
に
船

を
引
き
渡
し
て
泣
く
泣
く
帰
っ
て
き
た
」（
Ｃ
Ｆ
Ｗ
雇
用
者
） 

「
も
と
も
と
三
陸
沿
岸
は
魚
で
食
べ
て
き
た
と
こ
ろ
。
魚
が
減
り
、
消
費
も
減
り
、
弱

り
切
っ
て
い
た
と
き
に
津
波
が
来
た
。先
の
見
通
し
が
明
る
く
な
い
中
で
こ
れ
以
上
の

借
金
を
負
う
体
力
が
残
っ
て
い
る
事
業
所
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
理
事
・

宮
城
県
出
身
） 

「
再
建
資
金
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
話
は
あ
っ
て
も
、資
金
を
く
れ
る
と
い
う
話
は

さ
っ
ぱ
り
な
い
。
工
場
の
移
転
先
も
ま
だ
決
ま
ら
な
い
の
で
、
事
業
再
開
の
目
途
が
全

く
立
た
な
い
」（
冷
凍
会
社
社
長
） 

 

⑵
義
援
金
の
遅
れ
や
政
府
に
よ
る
雇
用
対
策
の
遅
れ 

 

Ｉ
Ｖ
Ｙ
は
、
三
月
十
四
日
に
七
十
を
超
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
企
業
、
自
治
体
な
ど
の
協
力

を
得
て
、「
東
北
広
域
震
災
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
百
四
十
を
超
え
る
避
難

所
に
物
資
を
配
達
し
な
が
ら
、足
り
な
い
物
資
を
聞
き
取
り
、配
達
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
開
始
直
後
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、「
物
資
も
大
変
あ
り
が
た
い
け

れ
ど
、
今
一
番
欲
し
い
の
は
家
、
お
金
、
そ
し
て
仕
事
」
と
い
う
被
災
者
か
ら
の
切
実

な
声
で
し
た
。
義
援
金
の
配
布
は
遅
い
。
銀
行
の
窓
口
も
三
時
間
待
っ
て
も
引
き
出
せ

な
い
。
特
に
職
場
を
失
く
し
た
被
災
者
に
と
っ
て
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
か
ら
毎
日
、
食
べ
物
や

日
用
品
を
受
け
取
り
な
が
ら
、与
え
ら
れ
る
だ
け
の
今
の
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、

将
来
へ
の
不
安
は
消
え
る
こ
と
は
な
く
、そ
れ
が
津
波
に
よ
る
心
の
傷
だ
け
で
な
く
新

た
な
ス
ト
レ
ス
と
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 



 ５１

 
ち
な
み
に
、
宮
城
県
と
県
内
市
町
村
が
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
三
十
三
億
円
を
投

じ
、
臨
時
職
員
四
千
人
を
半
年
間
採
用
す
る
と
発
表
し
た
の
は
四
月
十
九
日
。
義
援
金

は
申
請
の
受
け
付
け
す
ら

も
早
く
始
め
た
仙
台
市
で
も
四
月
二
十
六
日
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
政
府
が
「
生
活
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
と
し
て
被
災
者
へ
の
支
援
策
を
発
表

し
た
の
は
震
災
か
ら
二
ヶ
月
後
の
五
月
十
五
日
の
こ
と
で
し
た
。 

 

⑶
多
く
の
人
手
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
被
災
地 

 

一
方
で
、
被
災
地
に
は 

・
人
手
不
足
で
自
宅
の
片
づ
け
が
終
わ
ら
ず
避
難
所
か
ら
帰
れ
ず
に
困
っ
て
い
る 

・
仮
設
住
宅
が
遠
隔
地
に
あ
り
食
料
品
等
の
買
い
物
が
で
き
な
い 

・
腐
敗
し
た
水
産
物
に
ハ
エ
が
群
が
っ
て
お
り
、
感
染
症
発
生
が
出
て
き
て
い
る 

・
工
場
の
片
づ
け
が
で
き
ず
事
業
を
再
開
で
き
な
い 

・
畑
や
田
ん
ぼ
等
の
農
地
で
塩
を
か
ぶ
っ
た
ヘ
ド
ロ
を
含
む
土
壌
を
取
り
除
か
な
い
と

農
業
を
再
開
で
き
な
い 

等
、
多
く
の
人
手
を
必
要
と
す
る
「
仕
事
」
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

２
．
活
動
の
概
要 

 

そ
こ
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
で
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
い
う
国
際
協
力
の
手
法
を
復
興
に
取
り
入
れ
、

外
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
中
で
「
人
と
お
金
が
回
る
」
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
、
被
災
者
の
尊
厳
と
自
立
に
と
っ
て

も

重
要
と
考
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
政
府
、
自
治
体
の
支
援
が
充
分
か
つ
迅
速
で
な
い
現
状
を
鑑
み
、
市
民
社
会

が
よ
り
迅
速
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。  

 

⑴
実
施
計
画 

 

対
象
地
域

：

宮
城
県
気
仙
沼
事
務
所
を
中
心
と
し
た
【
北
エ
リ
ア
（
気
仙
沼
市
、

南
三
陸
町
、
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
の
三
市
一
町
）】
と
石
巻
事
務
所
を
中
心
と
し

た
【
南
エ
リ
ア
（
石
巻
市
、
東
松
島
市
、
女
川
町
の
二
市
一
町
）】
の
二
エ
リ
ア 

実
施
期
間

：

二
〇
一
一
年
四
月
十
二
日
～
二
〇
一
二
年
三
月
三
十
一
日 

予
算
規
模

：

約
一
億
五
千
万
円 

 

ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル

：

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
雇
用
さ
れ
た
人
々
に
よ
り
、
新
し
い
雇
用
チ

ャ
ン
ネ
ル
が
生
ま
れ
る
。 

（
評
価
指
標
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
雇
用
さ
れ
た
人
々
に
よ
り
、
一
つ
以
上
の
新
し
い
雇

用
チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
た
は
事
業
所
が
生
ま
れ
て
い
る
。 

宮城県・岩手県地図：ＩＶＹ南北エリア図 



 ５２

 
ゴ
ー
ル

：

被
災
で
職
を
失
っ
た
人
々
の
地
元
で
の
雇
用
を
創
出
す
る
。 

（
評
価
指
標
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、
登
録
し
た
人
の
半
数
以
上
が
職
に
つ
い
て
い

る 

 

期
待
さ
れ
る
効
果

： 

① 

雇
用
を
創
出
で
き
る
人
材
が
育
成
さ
れ
る
。 

 
 

（
評
価
指
標
）
二
名
以
上 

② 

今
回
の
震
災
で
職
を
失
っ
て
い
る
人
々
の
再
就
職
が
達
成
さ
れ
る 

 
 

（
評
価
指
標
）
登
録
し
た
人
の
半
数
以
上 

③ 

被
災
し
た
地
域
の
復
興
に
、
雇
用
さ
れ
た
人
た
ち
が
寄
与
す
る
。 

 
 

（
評
価
指
標
）
瓦
礫
の
撤
去
や
解
体
等
三
百
ヶ
所
以
上
が
行
わ
れ
て
い
る 

 

活
動
内
容

： 

①
【
雇
用
を
創
出
で
き
る
人
材
の
育
成
】 

 

雇
用
者
の
中
か
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
各
エ
リ
ア
一
名
ず
つ
採
用
。

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。 

 

②
【
震
災
で
職
を
失
っ
た
人
た
ち
の
再
就
職
の
支
援
】 

②-

１ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
求
人
を
行
う
。 

 

【
応
募
の
基
本
条
件
】 

 
 

・
石
巻
市
ま
た
は
気
仙
沼
市
在
住
（
通
勤
圏
内
で
あ
れ
ば
近
郊
も
可
） 

・
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
職
場
や
家
を
失
く
し
、
仕
事
を
求
め
て
お
ら
れ
る
方 

②-

２ 

随
時
面
接 

②-

３ 

採
用
後
は
適
し
た
グ
ル
ー
プ
に
配
属
。
一
週
間
の
試
用
期
間
後
、
契
約
書

締
結
。 

②-

４ 

【
待
遇
】 

・
毎
日
、
作
業
終
了
時
に
時
間
給
七
百
五
十
円
×
時
間
数
の
給
料
を
現
金
で
支
給

等
。 

②-

５ 

一
ヶ
月
以
上
フ
ル
タ
イ
ム
で
勤
務
し
た
希
望
者
に
は
資
格
や
技
術
取
得
の

機
会
を
提
供
す
る
。 

②-

６ 

就
職
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。 

③ 

【
被
災
し
た
地
域
の
復
興
活
動
へ
の
寄
与
】 

③-

１ 

被
災
者
の
自
宅
や
工
場
、
側
溝
な
ど
の
泥
出
し
、
瓦
礫
の
撤
去
、
解
体
工

事
、
リ
フ
ォ
ー
ム 

③-

２ 

仮
設
住
宅
前
で
の
朝
市 

③-

３ 

高
齢
者
を
定
期
的
に
訪
問
・
見
守
り 

③-

４ 

仮
設
住
宅
前
で
の
朝
市 

 

⑵
こ
れ
ま
で
の
成
果 

期
間

：

四
月
十
二
日
～
十
月
三
十
一
日
（
八
カ
月
間
） 

◎
地
元
出
身
者
か
ら
二
名
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
採
用
。 

◎
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

○
九
十
三
名
を
雇
用 

 

※
十
二
月
一
日
現
在
の
雇
用
者
数 

気
仙
沼
事
務
所
三
十
七
名
、
石
巻
事
務
所
二

十
五
名 

▲
再
就
職
率 

九
十
三
名
中
十
八
名 

（
達
成
率 

三
八
・
七
％
） 

◎
二
百
七
十
七
件
の
泥
上
げ
、
瓦
礫
の
撤
去  

（
達
成
率 

九
二
・
三
％
） 

◎
二
百
六
十
一
回
の
朝
市
の
開
催
。
地
元
の
商
店
や
農
家
か
ら
商
品
を
仕
入
れ
、

買
い
物
が
不
自
由
な
方
に
販
売
。
お
茶
会
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
。  

◎
三
百
八
十
六
回
の
高
齢
者
宅
の
見
守
り
活
動
。
ヘ
ル
パ
ー
経
験
者
が
、
高
齢
者

を
定
期
的
に
訪
問
・
見
守
り
。
裁
縫
や
体
操
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

。 



 ５３

○
自
動
車
の
普
通
免
許
取
得
者 

四
名

（
六
名
中
）、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
免
許
取
得

者
一
名
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
二
級
免
許
の
取

得
者
二
名 

○
左
官
、
大
工
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
（
三
ヶ

月
）
三
名 

 

⑶
雇
用
者
の
声 

「
気
持
ち
だ
け
は
流
さ
れ
た
く
な
い
の
っ

さ
。」  

・「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
ヒ
ー
ロ

ー
に
な
っ
た
気
分
。
気
持
ち
を
強
く
持
て

た
。
感
謝
さ
れ
る
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
た

い
。  

・
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
た
め
に
働
く
と

い
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
つ
い
た
。

仲
間
が
で
き
た
。  

・
こ
の
土
地
を
離
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、 

も
う
少
し
こ
こ
で
が
ん
ば
っ
て
み
た

い
。  

 

⑷
家
主
さ
ん
か
ら
の
声 

・
家
が
全
壊
し
て
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
親
切
に
助
け
て
く
れ
た
。
あ
り
が
と

う
。  

・
同
じ
震
災
の
経
験
を
し
て
、
同
じ
方
言
を
話
す
若
者
が
、
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い

て
く
れ
た
。  

・
依
頼
し
た
片
付
け
は
終
わ
っ
た
け
ど
、 

道
で
す
れ
違
う
と
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
。  

 

⑸
今
後
の
課
題
は
雇
用
者
の
就
職 

 

こ
れ
か
ら
三
月
ま
で
、
雇
用
者
の
過
ご
し
方
は
三
種
類
に
分
か
れ
ま
す
。  

グ
ル
ー
プ
１
．
現
在
の
た
め
、
未
来
の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
稼
ぐ
こ
と
重

視 

 

（
元
自
営
業
で
、
再
開
資
金
を
貯
め
る
た
め
に
働
い
た
り
、
元
の
職
場
の
再
開
を
待

っ
て
い
る
人
た
ち
） 

グ
ル
ー
プ
２
．
仕
事
の
合
間
に
研
修
や
資
格
取
得
を
し
な
が
ら
、
再
就
職
活
動  

グ
ル
ー
プ
３
．
独
立
や
起
業
に
む
け
た
準
備 

今
後
は
特
に
３
に
力
を
入
れ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
会
企
業
家
等
を
育
成
し
支
援
す
る
新
た
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
準
備
中
で
す
。 

 

  

３
．
雇
用
・
生
活
再
建
の
分
野
全
体
に
つ
い
て
、
今
回
の
救
援
活
動
か
ら
の
気
づ
き
や

提
言 

⑴
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
タ
ー
が
雇
用
を
創
出
し
た
方
が
良
い 

 

被
災
者
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、被
災
者
が
一
番
望
ん
で
い
た
の
は「
家
、お
金
、

図３：概念図 

図２：チーム編成 



 ５４

仕
事
」
で
し
た
。
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
ピ
ー
ク
に
な
る
前
に
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
ク
タ
ー
が

雇
用
を
創
出
し
、失
業
者
に
対
し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
臨
時
雇
用
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。 

⑵
現
地
の
雇
用
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い 

 

Ｉ
Ｖ
Ｙ
に
と
っ
て
、
泥
か
き
に
押
し
寄
せ
る
「
大
量
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
常
に
脅

威
で
し
た
。
現
地
の
「
雇
用
」
へ
の
影
響
を
少
し
で
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
で
し
ょ
う

か
。あ
の
人
数
と
同
じ
失
業
者
を
も
し
雇
用
で
き
て
い
た
ら
？ 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
有
給
職
員

を
雇
う
際
も
、被
災
地
以
外
の
地
域
の
失
業
者
対
策
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か

検
証
が
必
要
で
す
。 

⑶
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
雇
用
創
出
を
担
お
う 

 

海
外
の
ド
ナ
ー
か
ら
は
「
雇
用
は
政
府
の
役
割
で
は
な
い
か
」
と
い
う
質
問
を
頻
繁

に
受
け
ま
し
た
。 

 

確
か
に
日
本
政
府
は
、「
日
本
は
ひ
と
つ
・
仕
事
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
で
、
こ
れ

ま
で
地
方
自
治
体
に
あ
っ
た
臨
時
雇
用
枠
を
今
回
の
被
災
者
雇

用
に
も
運
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
治
体
に

も
創
出
で
き
る
職
種
に
は
限
界
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
雇
用
主
」
と
し
て
参
入
し
て
く
れ

る
と
被
災
者
の
選
択
肢
も
増
え
る
の
で
、
よ
り
よ
い
雇
用
環
境

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
ど
う

い
う
職
種
が
作
れ
る
か
、
ア
イ
デ
ィ
ア
勝
負
で
す
。
ま
た
、
直

接
雇
用
す
る
の
で
す
か
ら
、
労
働
環
境
（
給
料
、
社
会
保
険
、

労
働
保
険
、
就
業
規
則
等
）
の
整
備
も
必
要
で
す
。 

 

⑷
プ
ロ
の
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル 

 

瓦
礫
の
撤
去
や
解
体
作
業
、
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、
建
設
業
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
も
数
々
あ
り
ま
し
た
。

初
に
石
巻
市
で
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
建
設
会
社
さ
ん
は
二
日
間
、床
は
が
し
等
の
手
仕
事
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
見
返
り
等
も
な
く
、
実
に
さ
わ
や
か
で
し
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
で
作
業
を
請
け
負
っ
た
後
の
家
主
さ
ん
宅
を
回
っ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

の
仕
事
を
も
ら
お
う
と
い
う
魂
胆
で
、寄
附
や
支
援
を
申
し
出
て
く
る
他
県
の
業
者
が

実
際
お
り
、
建
設
分
野
は
大
き
な
利
権
が
絡
み
ま
す
の
で
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

   

【
執
筆
】
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形
（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）
理
事
・
事
務
局
長 

安
達

三
千
代
氏 

  

表１：気仙沼市の7月の職種別求人倍率 

職種 求人数 求職者数 倍率 

土木 117 81 0.69倍 

保安警備 175 16 0.09倍 

事務 92 697 7.58倍 

製造 68 1,174 16.87倍 
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⑧ 
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援

－

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
会 

  

シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
以
下
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

の
活
動
を
き
っ
か
と
し
て
以
来
、
国
内
外
の
被
災
地
で
の
救
援
活
動
、
復
興
支
援
活
動

に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
直
接
被
災
地
へ
赴
い
て
の
活

動
も
行
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
平
常
時
に
お
い
て
は
自
治
会
、
町
会
単
位
で
の
「
地
域

防
災
」
へ
の
取
り
組
み
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
訓
練
等
）、
広
域
災
害
時
の
た
め
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
ま
た
、
全
社
協
や
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」に
協
力
し
て
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
が
で
き
る

人
を
育
成
す
る
な
ど
の
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
、宮
城
県
気
仙
沼
市
と
岩
手
県
遠
野
市
の
二
ヶ
所
に
現
地
事
務
所
を
置

い
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
気
仙
沼
市
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

  

気
仙
沼
市
へ
は
震
災
後
三
月
十
六
日
に
職
員
二
人
が
到
着
し
ま
し
た
。地
元
寺
院
の

ご
協
力
を
得
て
、当
面
の
間
の
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
場
所
を
提
供
し
て
頂
け

た
の
で
、
そ
こ
か
ら
同
市
で
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
市
内
の
避
難
所
を
巡

回
し
、
食
糧
や
緊
急
支
援
物
資
を
提
供
し
な
が
ら
、
避
難
者
の
方
々
の
生
活
状
況
や
被

災
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
県
外
か
ら
応
援
に
来
る
Ｓ

Ｖ
Ａ
関
係
者
（
会
員
や
支
援
者
）
が
市
内
の
避
難
所
等
で
「
炊
き
出
し
」
を
行
う
た
め

の
調
整
も
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
で
は
、
避
難
者
の
た
め
の
お
風
呂
（
温
泉
）
バ
ス

ツ
ア
ー
の
実
施
や
、
小
学
校
児
童
へ
の
学
用
品
の
提
供
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「A
m

azon

」
の
避
難
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
救
援
物
資
の
提
供
等
、
避
難
所

や
被
災
地
域
で
の
避
難
生
活
支
援
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
団
体
独
自
の
活
動
と

同
時
並
行
し
て
地
元
の
気
仙
沼
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
気
仙
沼
社
協
）
へ
職
員

を
派
遣
し
「
気
仙
沼
市
災
害
Ｖ
Ｃ
」
の
立
ち
上
げ
と
運
営
支
援
を
担
い
ま
し
た
。 

  

三
月
当
初
、
気
仙
沼
社
協
は
本
部
が
津
波
被
害
に
遭
い
、
事
務
局
や
職
員
自
身
が
被

災
し
て
い
た
た
め
、す
ぐ
に
は
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
し

た
。
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
、
過
去
に
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
を
担
っ
た
経
験
が
あ
る
職
員
二
人
を
三

月
十
八
日
か
ら
気
仙
沼
社
協
へ
派
遣
し
ま
し
た
。
地
元
社
協
の
職
員
を
中
心
に
、
災
害

Ｖ
Ｃ
を
開
設
す
る
場
所
の
確
定
、
事
務
所
機
能
の
立
ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入

れ
の
仕
組
み
づ
く
り
等
の
支
援
を
行
い
、
十
日
後
の
同
月
二
十
八
日
に
「
気
仙
沼
市
災

害
Ｖ
Ｃ
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
支
援
、
セ
ン
タ
ー
に
来

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
外
部
支
援
者
と
の
調
整
窓
口
、
地
元

行
政
と
の
折
衝
役
、
市
社
協
職
員
の
相
談
役
等
を
五
月
中
旬
ま
で
担
い
ま
し
た
。 

  

セ
ン
タ
ー
運
営
で

も
難
し
か
っ
た
の
が
、災
害
Ｖ
Ｃ
へ
応
援
に
来
ら
れ
る
各
種
団

体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
企
業
、
行
政
派
遣
等
）
の
特
性
を
い

か
に
活
か
し
て
「
協
働
型
の
災
害
Ｖ
Ｃ
」
を
実
現
さ
せ
る
か
、
と
い
う
点
で
し
た
。
地

元
社
協
職
員
と
外
部
支
援
者
と
の
役
割
分
担
の
方
法
、
ま
た
は
「
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
」

（
災
害
の
支
所
を
市
内
に
複
数
作
る
）で
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
各
所
の
運
営
を
委
ね
る

等
の
方
策
を
考
え
ま
し
た
が
、
日
々
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
で
、
五
月
の
連
休

ま
で
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
体
制
を
整
え
る
と
い
う

優
先
事
項
が
あ
り
、
ま
た
、
地
元
社
協
職
員
の
余
力
を
考
慮
す
る
な
か
で
、
結
果
と
し

て
実
行
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
こ
の
「
協
働
運
営
型
の
災
害
Ｖ
Ｃ
」

が
気
仙
沼
市
で
実
現
し
て
い
れ
ば
、五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
市
内
各
所
の
避
難
所
で

の
生
活
支
援
が
よ
り
広
範
囲
で
効
果
的
に
行
わ
れ
た
と
思
い
ま
す
し
、
今
現
在
、
我
々

が
取
り
組
ん
で
い
る
復
興
支
援
に
携
わ
る
「
組
織
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
起
動
に
つ

い
て
も
、
も
う
少
し
早
く
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
市
内
各
地
で
ご
苦



 ５６

労
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
が
、よ
り
効
果
的
に
広
範
囲
に
早
く
届
い
て
い
た
と
考

え
る
と
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
「
協
働
運
営
型
の
災
害
Ｖ
Ｃ
」
を
如
何
に
実
現

さ
せ
る
か
、
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。 

 

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
全
体
を
見
渡
し
た
時
に
「
今
後
ど
う
運
営
す
べ
き
か
？
」
と
い

う
相
談
が
で
き
る
相
手
が
三
月
四
月
当
初
に
は
居
な
か
っ
た
こ
と
は
派
遣
者
と
し
て

の
自
身
の
限
界
を
見
た
一
つ
の
要
因
で
し
た
。
そ
の
後
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
、
五
月
中
旬
で
同

セ
ン
タ
ー
へ
の
職
員
派
遣
を
止
め
て
、同
市
の
本
吉
地
域
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｖ
Ａ
独
自

の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
間
の
連
携
促
進
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、ま
た
は
地
元
行
政
と
の
連

携
の
し
く
み
作
り
に
積
極
的
に
は
参
加
し
、地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
社
協
を
中
心
に
し
た
復

興
支
援
の
輪
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

  

今
回
の
経
験
か
ら
教
訓
と
感
じ
る
点
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
以
来
、
支
援
の
現
場
で
何
度
も
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
き
た
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

の
重
要
さ
で
す
。
被
災
時
の
地
域
内
で
の
助
け
合
い
か
ら
、
隣
り
あ
っ
た
地
域
間
の
助

け
合
い
、
行
政
と
市
民
活
動
と
の
連
携
、
県
外
市
外
か
ら
応
援
に
来
る
外
部
支
援
者
と

地
元
組
織
と
の
連
絡
、社
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
異
な
っ
た
セ
ク
タ
ー
間
で
の
連

携
等
、
様
々
な
異
業
種
間
で
の
連
絡
連
携
や
役
割
分
担
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は
「
普

段
か
ら
の
良
好
な
関
係
」
を
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
簡
単
に
は

機
能
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
し
た
地
域
の
劣
悪
な
環
境
下
で
、
短
時
間
に
多

く
の
方
々
へ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
は
連
携
と
役
割
分
担
は
不
可
欠
な
要
素

で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
災
害
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
の
中
で
は
「
誰
も
が
解
っ
て
い
た
こ
と
」

で
し
た
が
、
理
屈
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
だ
け
の
関
係
づ
く
り
が
、
こ
れ
ま
で
に
実
践
で

き
て
い
た
か
に
今
回
の
結
果
が
出
ま
し
た
。一
旦
、大
規
模
災
害
が
起
き
て
し
ま
う
と
、

支
援
活
動
上
で
の
連
携
や
役
割
分
担
は
、普
段
か
ら
培
っ
て
き
た「
顔
の
見
え
る
関
係
」

以
上
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
「
顔
の
見

え
る
関
係
」
を
い
か
に
し
て
普
段
か
ら
組
織
間
で
構
築
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
具
体

的
な
方
法
論
の
熟
成
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

  

二
つ
め
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
後
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
も
呼
ば
れ

た
社
会
的
動
き
に
対
し
て
、
今
回
の
被
災
地
支
援
は
「
何
で
あ
っ
た
の
か
？
」、「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
今
回
で
は
進
化
が
無
か
っ
た
の
か
？
」、

ま
た
は
、「
今
後
の
復
興
支
援
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
へ
の
意
識
で
す
。
被
災
し
た
多
く
の
方
々
が
苦
し
ん
で

い
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、一
人
一
人
の
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
へ
の
意
識
と
可
能
性
、ま
た
は
、そ
れ
ら
を
活
か
す
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
、

災
害
Ｖ
Ｃ
等
の
推
進
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
制
度
」
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
、
こ

の
十
六
年
間
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
各
個
人
の
努
力
の
み

で
な
く
、さ
ら
に
そ
れ
ら
を
活
か
す
た
め
の
組
織
間
で
の
連
携
や
役
割
分
担
の
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
ど
の
く
ら
い
進
め
ら
れ
て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

  

今
現
在
も
広
大
な
被
災
地
の
市
町
村
各
所
で
は
、復
興
の
た
め
の
組
織
間
の
連
携
や

役
割
分
担
を
ど
う
や
っ
て
進
め
る
か
と
い
う
様
々
な
工
夫
や
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
関
連
の
組
織
と
連
携
す
る

だ
け
で
な
く
、
行
政
や
企
業
、
ま
た
は
地
縁
組
織
や
商
工
組
織
、
学
術
機
関
な
ど
と
上

手
く
連
携
す
る
こ
と
で
、今
後
の
復
興
支
援
活
動
が
さ
ら
に
効
果
的
に
活
か
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
既
存
の
組
織
が
理
念
や
そ
の
限
界
を
超
え
て
復

興
の
た
め
に
お
互
い
に
協
力
し
て
ゆ
く
に
は
、
仕
組
み
と
触
媒
役
（
接
着
剤
役
？
）
が

必
要
で
す
。
こ
の
触
媒
役
に
は
誰
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
気
仙
沼
市
に
お
い

て
、
お
手
伝
い
す
る
な
か
で
日
増
し
に
感
じ
る
の
が
、
今
後
も
続
く
被
災
地
で
の
民
官

協
働
の
復
興
活
動
に
対
し
て「
市
民
活
動
に
よ
る
復
興
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
が
一
助
を
担
わ
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の



 ５７

方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た
事
実
を
前
に
、今
回
の
支
援
活
動
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
再
来
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
一
歩
進
め
た
「
市
民
協
働
の

元
年
」
と
な
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

  

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
中
間
支
援
を
担
う
組
織
へ
の
提
案
も
あ
り
ま
す
。こ
の
八
ヶ
月

間
を
振
り
返
っ
て
、
こ
の
被
災
地
で
は
実
に
多
く
の
団
体
、
組
織
が
支
援
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
社
協
等
に
留
ま
ら
ず
、
全
国
各

地
の
企
業
や
行
政
、
地
縁
組
織
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
芸
能
人
、
ま
た
は
行
政
と
市
民
が

一
体
と
な
っ
た
「
○
○
市
民
の
会
」
な
ど
多
種
多
様
な
組
織
、
団
体
が
日
本
全
国
か
ら

支
援
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
、
団
体
間
の
調
整
を
上
手
く
行
っ
て
被
災
地

の
支
援
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
役
割
を
担
え
る
の
は
「
ど
の
よ
う
な
人
々
」
ま
た

は
「
ど
の
よ
う
な
組
織
」
で
し
ょ
う
か
。
昨
今
は
気
仙
沼
市
で
も
「
地
元
の
人
（
リ
ー

ダ
ー
）
を
中
心
に
」
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
、
被
災
直
後
の
数
ヶ
月
に
は
、
こ
の
役
割
を
地
元
の
方
々
に

求
め
る
の
は
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。各
種
団
体
が
市
外
県
外
か
ら
被
災
地
支
援
の
た
め

に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
」
を
携
え
て
被
災
地
に
や
っ
て
来
る
一
方
で
、
や
は
り
同
じ
外

部
支
援
者
と
し
て
誰
か
が
、こ
の「
交
通
整
理
役
」を
担
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

  

一
方
、
支
援
に
集
ま
る
多
様
多
種
な
組
織
、
団
体
に
は
必
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ

り
ま
す
。
誰
し
も
が
長
所
や
短
所
を
併
せ
持
っ
て
い
る
が
た
め
に
、
お
互
い
の
支
援
方

法
や
支
援
対
象
の
選
び
方
な
ど
に
つ
い
て
「
互
い
に
批
判
的
に
な
る
傾
向
」
が
あ
る
の

も
被
災
地
支
援
に
お
け
る
現
状
で
す
。
し
か
し
こ
の
こ
と
が
、
支
援
活
動
の
受
け
入
れ

先
と
な
る
地
元
地
域
や
団
体
に
と
っ
て
、混
乱
し
た
り
負
担
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

何
と
し
て
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。外
部
支
援
者
の
エ
ゴ
が
元
で

地
元
地
域
や
団
体
間
に
対
し
て
「
接
着
剤
の
役
割
」
ど
こ
ろ
か
「
く
さ
び
を
打
ち
込
む
」

こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。 

  

例
え
ば
、
今
回
の
被
災
地
支
援
で
活
躍
し
た
団
体
の
中
に
複
数
の
「
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」

の
存
在
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、特
に
日
頃
か
ら
海
外
の
被
災
地
で
救
援
活
動
に
携
わ

っ
て
い
る
「
緊
急
救
援
系
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
、
被

災
現
場
に
先
遣
を
入
れ
る
即
応
性
、
事
業
立
ち
上
げ
の
速
効
性
、
ま
た
は
大
規
模
な
予

算
の
確
保
に
伴
う
広
範
囲
で
多
数
の
被
災
者
へ
の
支
援
策
、持
続
的
で
安
定
し
た
活
動

の
展
開
な
ど
の
特
性
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
実
現
可

能
に
し
た
仕
組
み
と
し
て
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
存
在
も
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。 

 

一
方
、
被
災
地
の
各
所
に
は
、
地
元
の
社
協
等
が
中
心
と
な
っ
て
災
害
Ｖ
Ｃ
が
出
来

ま
し
た
が
、
こ
の
災
害
Ｖ
Ｃ
と
「
緊
急
救
援
系
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
と
の
現
場
で
の
連
携
や

役
割
分
担
に
お
い
て
は
、
今
後
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。
元
々

の
各
組
織
の
特
性
や
目
的
の
違
い
に
加
え
て
、地
元
行
政
と
の
関
係
性
や
被
災
地
域
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
、
支
援
活
動
の
想
定
期
間
の
違
い
、
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
「
違
い
」

が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
を
お
互
い
に
「
異
質
な
者
」
と
捉
え
構
え
る
か
、「
支
援

活
動
に
お
け
る
多
様
性
（
豊
か
さ
）」
と
理
解
し
て
活
用
で
き
る
か
は
、
二
者
間
の
意

識
や
努
力
の
み
で
な
く
、
連
携
の
仕
組
み
や
「
場
」
ま
た
は
「
触
媒
役
」
の
存
在
が
有

る
か
無
い
か
に
よ
っ
て
も
大
き
く
作
用
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
一
例
だ
け
で
も
、
ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
「
開
発
系
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
の
存
在

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
特
性
と
し
て
、
地
元
主
体
の
精
神
、
地
域
に
根
ざ

し
た
風
習
や
文
化
へ
の
配
慮
、
人
を
育
て
る
こ
と
へ
の
意
識
、
時
間
を
か
け
た
開
発
的

な
復
興
支
援
方
法
の
模
索
な
ど
、今
後
も
国
内
の
被
災
地
に
お
い
て
復
興
支
援
に
活
か

せ
る
経
験
と
力
を
秘
め
て
い
る
団
体
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
「
触
媒
」
と
し
て
繋
ぐ
役
割
を
果
た
せ
る
の
は
、
や
は
り
「
人
」
で
す
。
今

後
の
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
「
触
媒
役
」
と
な
れ
る
よ
う
な
人
材
を

継
続
し
て
育
て
る
こ
と
。
ま
た
、
他
の
中
間
支
援
組
織
や
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
人
材

育
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
も
自
然
に
で
き
る
は
ず
で
す
。



 ５８

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
期
待
さ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経
験
が
活
か
さ
れ

る
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
支
援
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
開
発
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
中
間
支
援
組
織
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
ま
た
復
興
支
活
動
の
連
携
を

つ
な
ぐ
「
触
媒
役
」
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

【
執
筆
】シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会 

気
仙
沼
事
務
所
現
地
統
括 

 

白
鳥

孝
太
氏 



 ５９

 
⑨ 
障
が
い
者
・
高
齢
者
支
援

－

難
民
を
助
け
る
会 

 

「
緊
急
支
援
と
障
が
い
者
・
高
齢
者 

 
 
 

～
難
民
を
助
け
る
会
の
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
活
動
の
経
験
か
ら
」 

  

本
稿
で
は
、
難
民
を
助
け
る
会
の
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
特

に
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
観
点
か
ら
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
海
外
に
お
け
る
災
害
支

援
の
経
験
も
踏
ま
え
な
が
ら
振
り
返
る
と
同
時
に
、今
後
の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て
考

え
た
い
。 

 


 

難
民
を
助
け
る
会
と
緊
急
支
援
と
障
が
い
者 

 

難
民
を
助
け
る
会
は
、一
九
七
九
年
に
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
の
支
援
を
目
的
に
発
足
し

て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
五
十
五
を
超
え
る
国
や
地
域
で
活
動
を
実
施
し
て
き
た
が
、
一
九

八
九
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
国
境
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
車
い
す
を
配
布
し
た
こ
と
が
、

障
が
い
者
支
援
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
難
民
支
援
の
一
環
と
し
て
、
地
雷
や
戦
闘
の
た
め

障
が
い
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
方
々
が
当
初
の
支
援
対
象
の
中
心
だ
っ
た
。
以
来
、
障

が
い
者
支
援
は
、
そ
の
活
動
の
幅
を
以
下
の
七
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
広
げ
て
き
た
。
①

理
学
療
法
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ラ
オ
ス
）、
②
車
い
す
の
製
造
と
配
布
（
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）、
③
職
業
訓
練
の
実

施
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
）、
④
地
域
に
根
ざ
し

た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｃ
Ｂ
Ｒ
）
事
業
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
））、
⑤
緊
急
災

害
支
援
時
の
障
が
い
者
支
援
（
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ハ
イ
チ
、
日
本
）、
⑥
国
内
外
の
会
議
へ
の
参

加
・
提
言
、
⑦
障
が
い
児
の
里
親
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
））
な
ど
、

様
々
な
活
動
を
、
様
々
な
地
域
で
実
施
し
て
い
る
。 

 

障
が
い
者
支
援
は
、
緊
急
支
援
、
地
雷
対
策
、
感
染
症
対
策
、
啓
発
活
動
と
並
ん
で
、

当
会
の
活
動
の
五
本
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 

東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
緊
急
支
援
ま
で
の
流
れ 

 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、東
京
都
で
は
震
度
五
以
上
の
揺
れ

を
感
じ
た
。品
川
区
の
ビ
ル
五
階
に
あ
る
難
民
を
助
け
る
会
本
部
で
も
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
四
十
人
程
で
、
一
時
的
に
近
く
の
公
園
に
避
難
し
た
。

首
都
圏
の
電
車
も
停
止
し
、
電
話
も
ほ
と
ん
ど
繋
が
ら
ず
混
乱
が
続
く
中
で
、
テ
レ
ビ

画
面
に
は
宮
城
県
で
震
度
七
と
表
示
さ
れ
た
頃
か
ら
、緊
急
支
援
の
可
能
性
を
検
討
し

は
じ
め
た
。翌
十
二
日
は
職
員
三
名
が
事
務
所
で
緊
急
出
動
の
た
め
の
助
成
金
の
申
請

書
を
作
成
、
翌
十
三
日
の
朝
九
時
頃
に
、
職
員
四
名
が
被
災
地
に
向
け
て
東
京
本
部
を

出
発
し
た
。
途
上
国
で
の
災
害
支
援
経
験
か
ら
、
災
害
直
後
は
食
糧
や
飲
料
が
大
き
く

不
足
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
た
め
、途
中
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
食
糧
や
飲
料
五

百
世
帯
分
を
調
達
し
て
被
災
地
に
向
か
っ
た
。
同
時
に
、
東
京
事
務
所
で
は
、
毛
布
、

カ
イ
ロ
、
下
着
、
生
理
用
品
等
の
生
活
用
品
の
調
達
を
進
め
た
。
深
夜
に
仙
台
市
内
に

到
着
し
、
翌
十
四
日
は
、
仙
台
市
・
宮
城
県
の
災
害
対
策
本
部
を
訪
問
後
、
午
後
か
ら

市
内
の
中
学
校
で
緊
急
支
援
物
資
の
配
布
を
開
始
し
た
。東
京
本
部
を
出
発
し
て
か
ら

三
十
一
時
間
後
の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

同
日
夜
に
は
、
大
半
の
被
災
地
域
で
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
が
止
ま
っ
て
い
る
中
、
仙

台
市
内
に
事
務
所
を
開
設
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
じ
て
培
っ
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
な
が
ら
の
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。三
月
末
に
は
盛
岡
市
内
に
も
事
務
所

を
開
設
し
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
現
在
は
、
盛
岡
・
仙
台
の
両
事
務
所
で
、
被
災
県
で

新
た
に
雇
用
し
た
約
二
十
名
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
活
動
を
進
め
て
い
る
。 
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緊
急
支
援
活
動
の
概
要 

 
難
民
を
助
け
る
会
で
は
、特
に
支
援
か
ら
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
、

在
宅
避
難
者
、
離
島
の

住
民
に
配
慮
し
な
が
ら
、

下
図
の
通
り
、
多
岐
に

わ
た
る
支
援
活
動
を
実

施
し
て
き
た
。
中
で
も
、

緊
急
支
援
物
資
の
配
布
、

施
設
の
修
繕
や
車
両
の

提
供
に
お
い
て
は
、
被

災
し
た
障
が
い
者
や
高

齢
者
を
重
点
的
な
支
援

対
象
と
し
て
き
た
。 

 

被
災
地
に
お
け
る
緊

急
支
援
物
資
の
ニ
ー
ズ

は
、
被
災
直
後
は
分
単

位
で
変
わ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
必

要
な
も
の
が
一
度
届
い

た
ら
、
消
耗
品
以
外
の

物
資
は
、
倉
庫
を
占
領

す
る
無
用
の
長
物
と
な

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
状
況
下
で
、
難

民
を
助
け
る
会
は
、

刻
々
と
変
わ
る
ニ
ー
ズ

に
迅
速
に
的
確
に
対
応
す
る
よ
う
、
行
政
や
関
連
団
体
と
の
調
整
を
通
じ
て
、
障
が
い

者
・
高
齢
者
や
支
援
の
届
き
に
く
い
被
災
者
を
中
心
に
物
資
を
配
り
続
け
た
。 

 

震
災
直
後
、
ガ
ス
や
水
や
電
気
が
止
ま
っ
た
中
で
、
被
災
し
た
障
が
い
者
・
高
齢
者

施
設
の
方
々
に
特
に
喜
ば
れ
た
物
資
は
、火
を
通
さ
な
く
て
も
良
い
食
糧
や
大
判
の
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
オ
ム
ツ
な
ど
の
衛
生
用
品
に
加
え
て
、
軽
油
・
灯
油
・
ガ
ソ
リ

ン
と
い
っ
た
燃
料
で
あ
っ
た
。三
月
十
四
日
に
、宮
城
県
庁
の
障
が
い
福
祉
課
か
ら「
停

電
時
に
人
工
呼
吸
器
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
、
大
至
急
、
軽
油
や
灯
油
を
三
千
ℓ
調
達
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
」
と
の
連
絡
を
受
け
、
三

重
県
の
企
業
や
福
島
県
の
障
が
い
者
施
設
の
協
力
で
、自
己
発
電
の
燃
料
と
な
る
軽
油

を
大
至
急
手
配
し
、
福
祉
施
設
に
届
け
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
は
、
被
災
地
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
が
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た
被
災
か
ら
三
週
間
後
く
ら
い
ま
で
、事
実

上
の
孤
立
状
態
に
あ
っ
た
福
祉
施
設
の
方
々
に
大
変
喜
ば
れ
た
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

に
、
長
い
時
は
数
ｋ
ｍ
に
わ
た
る
車
の
行
列
が
で
き
た
中
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
や

ご
高
齢
の
方
々
は
、と
り
わ
け
自
力
で
の
ガ
ソ
リ
ン
確
保
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

被
災
一
ヶ
月
後
か
ら
は
、
一
刻
も
早
く
福
祉
施
設
が
事
業
を
再
開
で
き
る
よ
う
、
事

務
機
器
や
家
電
、
福
祉
機
器
の
配
布
を
本
格
化
し
た
。
震
災
か
ら
二
ヶ
月
近
く
過
ぎ
た

中
で
当
会
の
支
援
が
初
め
て
と
い
う
配
布
先
も
あ
り
、
支
援
の
届
き
に
く
い
障
が
い

者
・
高
齢
者
や
、
道
路
ア
ク
セ
ス
の
劣
悪
な
被
災
地
で
、
支
援
物
資
を
配
っ
て
き
た
。

災
害
救
助
法
は
、
仮
設
住
居
の
入
居
者
を
対
象
と
す
る
た
め
、
二
〇
一
一
年
十
月
か
ら

は
、
今
後
の
余
震
や
停
電
に
備
え
て
、
在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
・
者
に
ポ
ー
タ
ブ
ル

発
電
機
の
配
布
も
行
っ
て
い
る
。 

 
ま
た
、
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
活
動
の
一
つ
に
、
障
が
い
者
・
高
齢
者
施
設
の
修
繕

が
あ
る
。岩
手
県
と
宮
城
県
の
約
六
十
の
障
が
い
者
施
設
や
高
齢
者
施
設
の
修
繕
や
作

業
所
の
パ
ン
製
造
機
械
等
の
機
械
設
備
の
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
を

利
用
す
る
方
々
が
移
動
す
る
た
め
に
必
須
の
手
段
で
あ
る
車
両
も
提
供
し
て
い
る
。 

 

表2-1：難民を助ける会の緊急支援活動一覧 
No. 活動内容 地域 活動期間 
1 高齢者・障がい者、避難所、在宅避難者等への

物資配布 
岩手県、宮城県、福島県、
山形県 

2011年3月〜現在 

2 炊き出し 岩手県、宮城県、福島県 2011年3月〜現在 
3 高齢者・障がい者施設の修繕 岩手県、宮城県 2011年4月〜現在 
4 仮設住宅入居者への生活必需品支援 福島県 2011年5月〜現在 
5 分野別調整会議の開催支援 岩手県、宮城県 2011年5月〜現在 
6 「手作りトートバッグで被災地を応援しよう」

プロジェクト 
岩手県、宮城県 2011年5月〜現在 

7 高齢者・障がい害者施設への車両提供 岩手県、宮城県 2011年6月〜現在 
8 コンテナハウスプロジェクト 岩手県、宮城県 2011年6月〜現在 
9 被災小中学校の精神的ケア 福島県（相馬市） 2011年6月〜現在 
10 「地域みんなで元気になろう」プロジェクト

（健康体操・マッサージ、地域交流イベント） 
岩手県、宮城県 2011年7月〜現在 

11 障がい者施設の販路開拓・社会参加支援 岩手県、宮城県 2011年9月〜現在 
12 巡回診療・衛生改善活動（終了） 宮城県（石巻市牡鹿半島） 2011年4月〜9月 
13 巡回バスの運行（終了） 宮城県（石巻市牡鹿半島） 2011年4月〜5月 
14 「被災地へ温泉を運ぼう」プロジェクト

（終了） 
宮城県（東松島市） 2011年4月〜5

月 
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国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
役
割
〜
行
政
・
社
協
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
関
わ
り
か

ら 

 

難
民
を
助
け
る
会
の
支
援
の
特
徴
の
一
つ
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
海
外
で
の
支

援
経
験
や
、「
迅
速
性
」
や
「
柔
軟
性
」
と
い
っ
た
特
徴
を
活
か
し
な
が
ら
、
行
政
の

補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
あ
る
。毎
日
三
～
十
台
の
車
両
に
食
料
や
生
活
用

品
等
の
支
援
物
資
を
搭
載
し
て
被
災
地
の
障
が
い
者
・
高
齢
者
施
設
に
届
け
る
の
と
同

時
に
、
安
否
確
認
を
行
い
、
在
宅
避
難
者
・
二
次
避
難
先
・
仮
設
住
居
入
居
者
も
含
め

て
物
資
配
布
を
行
っ
て
き
た
。
宮
城
県
の
障
が
い
福
祉
課
は
、
三
月
十
四
日
に
県
内
の

五
施
設
の
情
報
を
当
会
に
提
供
し
た
が
、
当
会
の
配
布
報
告
と
、
各
施
設
か
ら
の
報
告

を
受
け
、
十
七
日
に
は
県
内
の
全
福
祉
施
設
の
リ
ス
ト
を
提
供
し
、「
現
在
、
県
で
で

き
る
こ
と
は
電
話
を
か
け
る
こ
と
の
み
だ
が
、
電
話
が
ほ
と
ん
ど
繋
が
ら
な
い
の
で
、

可
能
で
あ
れ
ば
、難
民
を
助
け
る
会
に
物
資
配
布
と
一
緒
に
安
否
確
認
も
お
願
い
し
た

い
」
と
の
要
請
を
受
け
た
。
今
回
の
震
災
で
は
、
町
役
場
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩

手
県
大
槌
町
は
も
と
よ
り
、
仙
台
市
内
で
も
、
被
災
地
の
行
政
機
能
も
甚
大
な
損
害
を

被
っ
た
た
め
、
当
会
の
よ
う
な
民
間
団
体
の
役
割
が
と
り
わ
け
大
き
か
っ
た
。
各
県
の

福
祉
課
、
社
協
、
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
、
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）、
宅
老
連
絡
会
、
施
設

長
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、状
況
把
握
と
物
資
配
布
を
同
時
に
行
っ

た
こ
と
が
、
今
回
の
迅
速
で
、
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
活
動
に
つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。 

 

厚
生
労
働
省
か
ら
二
〇
一
一
年
四
月
二
十
六
日
付
で
、「
東
日
本
大
震
災
に
係
る
社

会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
国
庫
補
助
の
協
議
に
つ
い
て
ー
東
日
本
大
震
災
に
係
る

社
会
福
祉
施
設
等
災
害
復
旧
費
事
務
取
扱
要
項
」
の
通
達
が
あ
っ
た
が
、
通
常
は
申
請

か
ら
支
給
ま
で
一
～
二
年
か
か
っ
て
し
ま
う
上
、一
部
の
経
費
は
施
設
側
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、
ど
こ
ま
で
行
政
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
か
未
知
数
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
岩
手
・
宮
城
両
県
の
福
祉
課
や
Ｊ
Ｄ
Ｆ
と
相
談
の
上
、
国
庫

補
助
金
の
支
給
ま
で
体
力
が
持
つ
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
る
施
設
を
中
心
に
修
繕
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
か
ら
、
様
々
な
施
設
か
ら
「
早
く
施
設
や
設
備
を

修
繕
し
て
、
業
務
を
再
開
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
仕
事
や
活
動
を
提
供
し

な
け
れ
ば
」
と
い
う
電
話
が
止
む
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
も
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
持
ち
前

の
迅
速
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
行
政
の
補
完
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。 

 
 

活
動
の
成
果
と
課
題 

 

緊
急
支
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
山
形
県
で
、
十
一
月

十
一
日
ま
で
に
の
べ
一
千
百
九
十
三
ヶ
所
、
約
七
万
八
千
十
三
人
の
避
難
所
、
二
次
避

難
先
、
高
齢
者
施
設
、
障
害
者
施
設
、
在
宅
避
難
者
、
仮
設
住
居
入
居
者
に
、
燃
料
、

食
糧
、
生
活
用
品
、
事
務
機
器
、
家
電
や
福
祉
機
器
（
車
い
す
、
介
護
ベ
ッ
ド
、
杖
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
等
）
を
配
布
し
た
。
障
が
い
者
・
高
齢
者
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、

四
月
二
十
一
日
か
ら
現
在
ま
で
で
、
三
十
三
の
福
祉
施
設
の
修
繕
が
完
了
し
て
い
る
。

ま
た
、
十
二
の
福
祉
施
設
に
対
し
て
、
利
用
者
の
移
動
に
欠
か
せ
な
い
車
両
を
提
供
し

た
。 

 

一
方
で
、
活
動
の
課
題
も
山
積
し
て
い
る
。
緊
急
支
援
の
初
期
段
階
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
の
入
手
が
極
め
て
困
難
な
中
で
、僅
か
な
ガ
ソ
リ
ン
を
使
っ
て
被
災
地
ま
で
辿
り
着

き
、複
数
の
支
援
団
体
や
行
政
機
関
が
気
仙
沼
市
内
の
同
じ
障
が
い
者
施
設
で
出
く
わ

す
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
関
係
者
間
の
調
整
の
不
備
に
よ
っ
て

起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
が
一
堂
に
介
し
て
情
報
や
課
題
を
共
有
し
て
、
と
も
に

今
後
の
計
画
を
構
築
す
る
よ
う
な
調
整
会
議
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。県
が
主
導
し
て
の

会
議
は
、
宮
城
県
で
、
災
害
か
ら
二
ヶ
月
半
が
過
ぎ
た
五
月
末
に
よ
う
や
く
開
催
さ
れ

た
。
海
外
の
災
害
支
援
の
現
場
で
は
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
会
合
」
と
呼
ば
れ
る
分
野
別
調

整
会
議
が
災
害
直
後
か
ら
開
か
れ
て
い
る
。東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に

お
い
て
も
、
一
機
関
・
一
団
体
の
対
応
能
力
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
り
、
関
連
団
体
・
機
関
と
密
接
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
の
迅
速
か
つ

柔
軟
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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障
が
い
者
・
高
齢
者
支
援
の
分
野
全
体
に
つ
い
て
の
提
言 

 

兵
庫
県
の
調
査
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
五
割
が
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
警
視
庁
に
よ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
で
も
、
被
災
者
の
六
五
％
以
上
を
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
た
と
い
う
。
障

が
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
す
ら
な
か
な
か
調
査
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
高
齢

者
・
障
が
い
者
と
も
に
、
災
害
か
ら
助
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
も
困
難
な
状
況
が

続
く
。 

 

途
上
国
の
災
害
支
援
の
現
場
で
、
い
つ
も
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
の
が
、
ご
高
齢
の

方
々
や
障
が
い
の
あ
る
人
々
だ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
が
、
東
日
本
大
震
災
で
も

課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。停
電
に
な
る
と
生
命
の
危
機
に
脅
か
さ
れ
る
在

宅
重
症
心
身
障
が
い
者
、災
害
救
助
法
や
国
庫
補
助
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
被
災
者
な

ど
、
緊
急
支
援
や
復
興
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
人
々
を
、
絶
対
に
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
は
、
障
が
い
者
権
利
条
約
（
後
掲
注
参
照
）
の
推
進
と
一

体
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。 

 

難
民
を
助
け
る
会
が
修
繕
工
事
を
進
め
る
「
の
ぞ
み
福
祉
作
業
所
」
の
仮
設
事
務
所

で
、
宮
城
県
南
三
陸
町
役
場
の
職
員
は
、「
ま
だ
異
動
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
福
祉
分

野
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
識
が
な
か
っ
た
」
も
の
の
、
修
繕
工
事
の
現
場
を
視
察
し
、
同

作
業
所
に
通
う
方
々
と
直
接
話
す
と
、「
の
ぞ
み
福
祉
作
業
所
が
元
気
だ
っ
た
ら
町（
南

三
陸
町
）
は
元
気
」
と
話
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
理
解
が
被
災
地
で
も
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
活
動
を
通
し
て
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
提
供
し
た
と
き
、地
域
の
人
々
に
よ
っ
て

初
に
開
店
す
る
仮
設
商

店
街
の
店
舗
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
障
が
い
福
祉
施
設
「
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
」
で

あ
っ
た
。「
障
が
い
の
あ
る
人
に
優
し
い
社
会
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
優
し
い
社
会
」

と
い
う
、
当
た
り
前
だ
け
れ
ど
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
理
念
を
普
及
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

 

（
注
）
障
が
い
者
権
利
条
約
と
は
、
二
〇
〇
六
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
基
本
的
人
権
や
尊
厳
を
保
障
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
際
的
原
則
で
あ

る
。
現
在
ま
で
に
百
六
ヶ
国
が
批
准
し
て
い
る
。
日
本
は
二
〇
〇
七
年
に
署
名
し
た
も

の
の
、
未
だ
批
准
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

 

【
執
筆
】
難
民
を
助
け
る
会 

東
北
事
務
所
長 

野
際
紗
綾
子
氏 
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⑩ 
情
報
支
援

－

日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
） 

  

南
相
馬
市
は
南
北
に
や
や
長
い
長
方
形
の
市
域
の
東
側
が
、太
平
洋
に
面
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
を
津
波
が
襲
っ
た
。
約
四
〇
平
方
キ
ロ
が
壊
滅
的
な
被
害
を
こ
う
む
り
、
人

口
の
約
一
％
、
六
百
七
十
人
の
死
者
、
行
方
不
明
者
が
出
た
。 

 

東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
原
発
事
故
が
起
こ
り
、政
府
は
二
〇
キ
ロ
圏
内
の
住

民
に
避
難
を
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
に
は
屋
内
退
避
を
指
示
し
た
。
三
〇
キ
ロ
圏
外
に
は
国

の
指
示
は
な
か
っ
た
が
、
南
相
馬
市
は
市
内
全
域
の
市
民
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
自
力

避
難
が
で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
、
避
難
用
の
バ
ス
も
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
月
末

に
は
人
口
約
七
万
人
の
う
ち
約
六
万
人
の
市
民
が
市
外
に
出
た
と
い
わ
れ
る
。 

 

三
月
下
旬
、中
心
部
が
屋
内
退
避
を
指
示
さ
れ
た
南
相
馬
市
へ
の
物
流
の
ル
ー
ト
は

完
全
に
途
切
れ
た
。
公
共
交
通
機
関
が
壊
滅
し
た
な
か
、
移
動
の
た
め
に
必
須
の
ガ
ソ

リ
ン
を
始
め
、
生
存
に
不
可
欠
な
食
糧
な
ど
、
す
べ
て
の
物
資
が
枯
渇
し
、
生
命
の
危

機
す
ら
囁
か
れ
た
。
桜
井
勝
延
南
相
馬
市
長
が
、
動
画
投
稿
サ
イ
トYouTube

を
使

っ
て
世
界
に
窮
状
を
訴
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
代
表
の
谷
山
博
史
ら
が
、

初
に
南
相
馬
に
入
っ
た
の

は
、
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
市
内
の
情
報
の
伝
達
手
段
は
、
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
た
。
記
者
の
安
全
を
考
え
る
新
聞
・
テ
レ
ビ
の
直
接
取
材
は
な
く
、
新
聞

の
宅
配
、
小
売
も
な
か
っ
た
。
市
の
広
報
紙
の
印
刷
所
も
な
く
、
仮
に
広
報
誌
が
で
き

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
配
布
す
る
ル
ー
ト
も
完
全
に
途
切
れ
て
い
た
。
谷
山
ら
は
市
の

担
当
者
に
、
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
（
※
注
①
）
の
存
在
を
示
唆
し
た
。 

 

そ
の
谷
山
の
も
と
に
、
南
相
馬
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
局
が
開
局
し
た
こ
と
、
そ
の
陣
容
が

貧
弱
で
あ
る
こ
と
、
放
送
を
し
て
も
、
そ
れ
を
聞
く
ラ
ジ
オ
の
な
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ

た
。
そ
の
ラ
ジ
オ
を
集
め
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
南
相
馬
へ
の
支
援
が
実
質
的
に
始

ま
っ
た
。ラ
ジ
オ
が
一
千
二
百
台
集
ま
っ
た
五
月
の
初
旬
、谷
山
ら
数
人
が
ふ
た
た
び
、

南
相
馬
市
に
入
っ
た
。
そ
の
と
き
、
南
相
馬
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
を
、
ほ
と
ん
ど
二
人
だ
け

で
や
っ
て
い
た
。
六
十
代
の
男
性
、
五
十
代
の
女
性
が
、
一
日
三
回
、
各
一
時
間
の
生

放
送
で
、
土
日
も
な
く
毎
日
、
市
な
ど
行
政
か
ら
提
供
さ
れ
る
資
料
を
、
ほ
と
ん
ど
そ

の
ま
ま
、
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
状
態
だ
っ
た
。
行
政
か
ら
の
資
料
は
、
論
旨
が
回
り

く
ど
く
、
表
現
は
難
し
く
、
多
く
は
冗
長
で
も
あ
る
。
そ
の
ま
ま
読
ん
だ
の
で
は
、
聴

取
者
に
、
意
味
が
通
り
づ
ら
い
し
、
ま
た
、
資
料
を
簡
略
化
す
る
に
は
、
多
少
の
技
術

と
経
験
が
必
要
で
あ
る
。
幸
い
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
地
方
新
聞
で
行
政
の
取
材
を
経
験
し
た
者

を
ス
タ
ッ
フ
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
災
害
放
送
へ
の
支
援
を
決
定
し
た
。 

  

五
月
十
二
日
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
元
地
方
新
聞
社
員
一
名
を
臨
時
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
し

た
（
以
下
、
支
援
員
と
呼
ぶ
）。
当
初
、
目
標
と
し
た
も
の
は
、
次
の
五
つ
で
あ
っ
た
。

①
放
送
を
継
続
で
き
る
人
員
の
確
保
、
②
放
送
機
器
の
充
実
、
③
放
送
内
容
の
向
上
、

④
認
知
率
、
聴
取
率
の
向
上
、
⑤
市
外
に
避
難
し
て
い
る
人
へ
の
情
報
の
提
供
。
こ
の

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。 

①
放
送
を
継
続
で
き
る
人
員
の
確
保 

 

支
援
員
が
赴
任
し
て
、

初
に
行
っ
た
こ
と
の
一
つ
が
、
放
送
を
通
じ
て
の
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
だ
っ
た
。
募
集
は
約
一
カ
月
間
継
続
さ
れ
、
放
送
機
器

を
担
当
す
る
二
人
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
す
る
二
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
防
災
安
全
課

の
臨
時
職
員
の
参
加
も
あ
り
、
当
面
の
放
送
の
継
続
が
見
込
ま
れ
る
状
態
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
、
七
月
上
旬
に
は
、
政
府
の
雇
用
対
策
事
業
（
福
島
県
に
お
い
て
は
「
が
ん

ば
ろ
う
福
島
！
絆
づ
く
り
応
援
事
業
（
通
称
「
き
ず
な
事
業
」）
が
開
始
さ
れ
る
に
伴

い
、
取
材
担
当
一
人
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
二
人
も
加
入
し
た
。
当
初
か
ら
の
二
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
四
人
も
き
ず
な
事
業
の
職
員
と
す
る
こ
と
で
、有
給
ス
タ
ッ
フ
九
人
の
態

勢
に
な
り
、き
ず
な
事
業
を
継
続
す
る
二
〇
一
二
年
三
月
末
ま
で
の
放
送
の
継
続
は
確

実
に
な
っ
た
。 
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②
放
送
機
器
、
事
務
機
器
の
充
実 

 
当
初
は
、
放
送
機
器
も
故
障
が
ち
の
Ｃ
Ｄ
連
続
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
頼
る
状
況
で
、
生
放

送
と
生
放
送
の
間
の
「
音
楽
放
送
の
時
間
」
で
放
送
が
中
断
し
た
り
、

長
十
五
時
間

に
わ
た
っ
て
、一
枚
な
い
し
数
枚
の
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
連
続
し
て
放
送
し
続
け
た
り
し
て
い

た
。
専
用
の
電
話
回
線
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
、
パ
ソ
コ
ン
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
事
務

機
器
も
不
足
し
て
い
た
。 

 

そ
の
た
め
、
ま
ず
、
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し
、
音
楽
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
音
源
を
い
っ
た
ん
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
。
三
時
間
、
あ
る
い
は

五
時
間
の
「
音
楽
番
組
」
を
数
組
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
放
送
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は

大
き
く
増
加
し
た
。 

ま
た
パ
ソ
コ
ン
用
プ
リ
ン
タ
ー
も
す
ぐ
に
購
入
し
、
派
遣
員
が
書
い
た
原
稿
を
、
ア

ナ
ウ
ン
ス
担
当
が
読
む
こ
と
に
し
た
。こ
の
こ
と
で
わ
か
り
や
す
い
放
送
が
実
現
し
た

だ
け
で
な
く
、
放
送
内
容
の
保
存
、
誰
で
も
同
じ
内
容
を
楽
に
放
送
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
っ
た
。 

こ
れ
ら
機
器
の
充
実
に
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
も
資
金
提
供
の
用
意
が
あ
り
、
一
部
は

支
出
し
た
が
、
結
果
的
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
機
器
は
、
日
本
財
団
の
災
害
時
Ｆ
Ｍ
放
送

の
資
金
支
援
、
民
間
団
体
の
現
物
支
援
で
整
備
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
以
前
か
ら
交
流
の

あ
っ
た
神
戸
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
「
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
（
※
注
②
）」
か
ら
は
、

放
送
の
同
時
録
音
用
の
パ
ソ
コ
ン
、音
楽
が
た
く
さ
ん
入
っ
た
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な
ど

の
多
く
の
機
材
の
提
供
を
受
け
た
。
同
時
録
音
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
午
後

九
時
か
ら
の
再
放
送
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
昼
間
は
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
、
勤
務
者
、
学
生
な
ど
の
聴
取
も
可
能
に
な
っ
た
。 

③
放
送
内
容
の
向
上 

 

「
②
の
放
送
機
器
、事
務
機
器
の
充
実
」の
項
で
書
い
た
よ
う
な
改
善
と
並
行
し
て
、

次
の
よ
う
な
向
上
策
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
自
主
取
材
を
開
始
し
た
。
南
相
馬
市
に
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
自
主
取
材
の
ほ
か
、
提
供
さ
れ
た
資
料
の
追
加
的
、
補
足
的
取

材
も
行
っ
た
。
い
わ
ば
、
聴
取
者
の
質
問
・
疑
問
を
先
取
り
し
て
答
え
る
わ
け
で
、
放

送
の
質
の
改
善
に
役
立
っ
た
。こ
う
い
う
作
業
で
は
派
遣
員
の
地
方
新
聞
で
の
経
歴
が

活
か
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
早
い
時
期
に
「
今
日
の
新
聞
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
創
設
し
た
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
福
島
県
の
二
つ
の
県
紙
か
ら
南
相
馬
市
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て

紹
介
す
る
も
の
で
、直
近
の
話
題
を
少
な
い
労
力
で
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

記
事
内
容
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
担
当
者
が
感
想
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら

せ
が
多
い
放
送
の
中
で
、
息
抜
き
的
な
時
間
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
取
得
し
、
聴
取
者
の
声
を
募
集
し
、
感
覚
的
に
も
、

実
質
的
に
も
、
よ
り
身
近
な
放
送
に
な
る
よ
う
努
め
た
。 

④
認
知
率
、
聴
取
率
の
向
上 

 

南
相
馬
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
被
災
後
、
急
き
ょ
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
市

民
へ
の
周
知
の
手
段
に
乏
し
く
、
認
知
度
は
高
く
な
い
と
推
測
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
、
市
内
各
所
に
掲
示
す
る
一
方
、
配
布
も
行
っ
た
。
ま
た
、
各
方

面
に
取
材
、
接
触
す
る
こ
と
で
、
認
知
度
の
向
上
を
図
っ
た
。 

⑤
市
外
に
避
難
し
て
い
る
人
へ
の
情
報
の
提
供 

 

市
外
に
出
て
い
る
人
か
ら
の
市
内
の
情
報
を
望
む
声
は
、市
当
局
に
も
多
く
届
い
て

い
た
。
市
外
へ
放
送
を
届
け
る
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
必
要
で
あ
っ

た
。
当
初
は
、
一
本
の
光
回
線
に
市
役
所
中
の
パ
ソ
コ
ン
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
接
続

に
様
々
な
制
限
が
あ
り
、
動
作
も
安
定
し
な
か
っ
た
。
六
月
末
に
な
っ
て
、
独
自
の
回

線
を
確
保
し
、
市
外
へ
の
放
送
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
は
、
サ
イ
マ
ル
・
ラ
ジ
オ
（
※

注
③
）
の
全
面
的
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
他
の
災
害
Ｆ
Ｍ
局
も
同
様
と
聞
く
が
、
サ
イ

マ
ル
・
ラ
ジ
オ
加
盟
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
か
ら
技
術
者
の
派
遣
を
受
け
、
接
続
の

一
切
を
行
っ
て
も
ら
い
、以
後
、無
料
で
サ
イ
マ
ル
・
ラ
ジ
オ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、

接
続
ポ
イ
ン
ト
の
提
供
を
受
け
続
け
て
い
る
。
こ
の
放
送
を
、
県
外
（
群
馬
県
）
の
比

較
的
規
模
の
大
き
な
避
難
所
で
、ス
ピ
ー
カ
ー
で
拡
大
し
て
放
送
す
る
試
み
も
行
っ
た
。 



 ６５

 
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
音
声
と
、
文
字
・
写
真
と
に
よ
る
情
報
の
提
供
も
行

な
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
に
は
、
在
京
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
大
き
な
協
力
を
得
た
。
現
在
、
原
則
と
し
て
、
毎
日
午
後
一
時
か
ら
の
放
送
を
、

一
週
間
公
開
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
こ

れ
に
も
先
述
の
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ
わ
ぃ
か
ら
提
供
を
受
け
た
同
時
録
音
シ
ス
テ
ム
が
威
力
を

発
揮
し
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
は
、
写
真
と
短
文
の
「
今
日
の

南
相
馬
」、
記
事
を
採
録
す
る
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
も
作
り
、
市
外
に
出

て
い
る
人
へ
の
情
報
の
提
供
に
努
め
て
い
る
。三
万
人
近
く
の
人
が
市
外
に
避
難
し
て

い
る
現
在
、
市
外
へ
の
情
報
の
提
供
の
重
要
性
は
、
高
い
ま
ま
で
あ
る
。 

 

以
上
、
緊
急
援
助
期
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
の
概
要
を
書
い
た
。

 

  

大
震
災
か
ら
半
年
が
た
ち
、
九
月
末
に
は
緊
急
時
避
難
区
域
が
解
除
さ
れ
た
が
、
市

内
に
住
む
人
の
表
情
は
暗
い
ま
ま
だ
。
放
射
能
、
未
来
、
賠
償
額
…
、
さ
ま
ざ
ま
な
不

安
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
さ
ら
に
厳
し
い
の
は
、
市
民
が
分
断
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。

初
に
述
べ
た
、
二
〇
キ
ロ
圏
内
、
三
〇
キ
ロ
圏
内
、
圏
外
の
三
つ
の

地
域
の
差
は
、
東
電
の
賠
償
金
額
や
、
義
援
金
の
分
配
に
お
け
る
利
害
の
相
反
に
直
結

す
る
。
避
難
す
る
か
し
な
い
か
、
専
門
家
の
意
見
も
違
う
こ
と
が
ら
を
、
市
民
一
人
一

人
が
自
己
責
任
で
判
断
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
辛
さ
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

判
断
や
放
射
能
に
対
す
る
態
度
は
家
族
内
で
の
亀
裂
を
生
む
。
孫
と
の
同
居
を
望
み
、

作
っ
た
野
菜
を
食
べ
さ
せ
た
い
祖
父
母
と
、避
難
や
安
全
を
重
視
す
る
若
い
親
が
対
立

す
る
。
仕
事
を
続
け
た
い
夫
と
、
子
ど
も
と
避
難
し
た
い
妻
が
対
立
、
分
離
す
る
。
ま

た
、
友
人
知
人
と
も
分
裂
す
る
。
懊
悩
の
末
、
残
留
・
帰
還
を
選
ん
だ
母
親
に
「
子
ど

も
の
こ
と
な
ん
か
、
何
も
考
え
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
、
心
な
い
言
葉
が
投
げ

つ
け
ら
れ
る
…
。 

 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
開
始
半
年
で
、
放
送
内
容
を
少
し
変
え

た
。
そ
れ
ま
で
は
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
お
知
ら
せ
は
繰
り
返

し
読
む
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
比
重
を
減
ら
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
音
楽
の
時

間
を
増
や
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
復
興
に
む
け
て
の
情
報
を
増
や
し
た
。
さ
ら
に
週
末
に

は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ニ
ュ
ー
ス
解
説
の
枠
を
設
け
、
放
送
時
間
を
延
長
し
て
民
謡
の

番
組
も
新
設
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、「
震
災
・
避
難
な
ど
の
思
い
出
」
と
「
復
興

に
向
け
て
の
動
き
」
の
二
本
を
毎
週
行
い
、「
癒
し
」
と
「
前
向
き
」
を
心
が
け
て
い

る
。
前
者
に
は
、
当
地
で
の
被
災
の
記
録
を
残
す
と
い
う
意
味
も
あ
る
。 

 

ま
た
、
南
相
馬
市
の
な
か
に
、
災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
に
移
行

さ
せ
、
ま
ち
お
こ
し
の
手
段
に
し
た
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
雇
用

対
策
事
業
が
終
了
し
た
と
き
の
た
め
に
、少
数
精
鋭
で
放
送
を
継
続
す
る
た
め
の
人
材

①生放送中のスタジオ。市内各地の環境放射線モニタリング結

果を読み上げている 



 ６６

の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。運
営
の
芯
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を

近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
、災
害
Ｆ
Ｍ
放
送
局
に
派
遣
し
、研
修
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
緊
急
援
助
期
か
ら
の
継
続
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
の
難
聴
取
地
域
の
解
消
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
南
相
馬
市
は
、
地
形
的
な
問
題
で
、
中
心
部
と
周
辺
部
の
境
界
に

低
い
丘
が
あ
り
、
そ
の
陰
が
難
聴
取
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
解
消
の
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
解
決
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
未
だ
、
費
用
と
効
果
、
放
送
法
の
三
つ
を
満
足

さ
せ
る
決
定
的
な
方
法
は
見
出
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
試
み
に
は
、
新
潟
県
の
Ｆ
Ｍ
な

が
お
か
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｂ
Ｈ
Ｎ
か
ら
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を
支
え
る
市
民
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
二
〇
一
二
年
早
々

に
は
、「
再
生
・
復
興
期
の
Ｆ
Ｍ
放
送
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
、
Ｆ
Ｍ
わ
ぃ

わ
ぃ
の
協
力
を
得
て
開
き
、「
Ｆ
Ｍ
放
送
を
考
え
る
市
民
の
会
」
的
な
も
の
の
創
設
を

目
指
し
て
い
る
。 

 

 
※
注
① 

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
臨
時
に
設
置
で
き
る
災
害
関
連
情
報
の
放

送
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｍ
放
送
局
。
一
時
的
な
放
送
免
許
が
発
行
さ
れ
る
。
今
回
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
三
県
で
計
二
十
四
件
が
免
許
発
行
さ
れ
た
（
八

月
十
一
日
時
点
、
総
務
省
資
料
よ
り
）。 

②南相馬市には３ヶ所の区があり、中央原町区と南部小高区が警戒区域の境目に

なっている 



 ６７

※
注
② 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
多
言
語
・
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
。
他
地
域
に
お
け
る
災
害
の
際
に
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
外
国
語
へ
の
翻
訳
や

運
営
支
援
な
ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。 

ht tp://w
w

w
.tc c117.org/fm

yy/  

※
注
③ 

各
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
や
災
害
Ｆ
Ｍ
の
放
送
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
。 http://w

w
w

.sim
ulra dio.jp/ 

 

【
執
筆
】
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
） 

震
災
支
援
担
当 

白
川

徹
氏 

   



 ６８

 
コ
ラ
ム
２ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
外
国
人
専
門
家
の
活
躍 

  

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
国
際
的
な
注
目
度
の
高
さ
か
ら
、
様
々
な
場
面
で
外

国
人
の
支
援
活
動
が
見
ら
れ
た
。
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
米
軍
に
よ
る
ト
モ
ダ
チ
作
戦
等

の
救
援
専
門
機
関
の
支
援
、一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
多
く
の
外
国
人
が
内
外
か
ら
駆

け
つ
け
て
参
加
し
た
。
ま
た
、
国
連
等
の
国
際
機
関
か
ら
の
現
地
調
査
や
日
本
人
職
員

の
人
材
派
遣（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
で
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
国
連
機
関
か
ら
の
人
材
の
出
向

を
受
け
入
れ
た
）
が
あ
り
、
大
き
な
助
け
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
お
い
て
外
国
人
が
職
員
と
し
て
支
援
活
動
に
参
加
し
た
ケ
ー
ス
は
、

初
期
の
段

階
を
除
い
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
実
態
だ
と
言
え
る
。そ
の
よ
う
な
中
に

あ
り
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
二
人
の
心
理
社
会
（
Ｐ
Ｓ

：Psychosocial

）

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
外
国
人
専
門
家
が
活
動
に
参
加
し
て
い
る
。 

 

プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
の
活
動
期
間
と
い
う
期
限
を
持

っ
て
活
動
し
て
い
る
が
、
発
災
初
期
か
ら
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
以
下
、

Ｐ
Ｉ
）
よ
り
災
害
対
応
の
外
国
人
専
門
家
を
投
入
し
、
活
動
の
継
続
の
た
め
に
さ
ら
に

二
人
の
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
家
を
採
用
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
活
動
ス
タ

イ
ル
が
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
背
景
・
経
緯
が
こ

の
よ
う
な
活
動
に
つ
な
が
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
仙
台
事
務
所

を
訪
問
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
東

日
本
大
震
災
支
援
対
策
室
長
の
膳
三
絵
氏
、「
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
医
師
の
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
氏
、
同
じ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
心
理
士
の
フ
ェ
テ
ィ
・
ザ
ク
ラ
氏
に
話
を
伺
っ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
外
国
人
専
門
家
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
経
緯

を
教
え
て
ほ
し
い
。 

 

（
Ｐ
Ｊ 

膳
）
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
国
内
で
の
支
援
活
動
を
行
う
の
は
初
め
て
。
ま

た
途
上
国
で
の
支
援
活
動
に
お
い
て
、
国
際
組
織
の
一
員
で
あ
る
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
上
の
役
割
は
、
案
件
の
形
成
や
管
理
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
な
ど

が
主
で
あ
り
、
職
員
が
駐
在
等
で
現
場
に
携
わ
る
ケ
ー
ス
は
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

そ
れ
で
も
、
国
際
組
織
と
し
て
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
や
ハ
イ
チ
地
震
、
ま
た
パ
キ
ス

タ
ン
や
中
国
四
川
省
で
の
地
震
等
へ
の
支
援
や
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
の
グ
ア

テ
マ
ラ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
災
害
支
援
を
通
じ
て
、
緊
急
支
援
の
経
験
を
充
実
さ
せ

て
き
て
い
た
。
今
回
の
大
震
災
対
応
で
は
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
Ｐ
Ｉ
で
緊
急
に
話

し
合
い
、
そ
の
結
果
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
緊
急
支
援
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
独
自
に

実
施
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。Ｐ
Ｉ
は
活
動
対
象
を
途
上
国
に
限
定
す
る
こ
と
が
定
款

で
決
め
ら
れ
て
お
り
、
先
進
国
で
あ
る
日
本
で
は
活
動
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
プ

ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
実
施
す
る
支
援
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
に
留
ま
っ
た
。
大
震

災
直
前
の
二
月
に
公
益
財
団
法
人
へ
法
人
格
を
移
行
し
た
ば
か
り
の
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、初
の
国
内
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
を
監
督
官
庁
で
あ
る
内
閣
府
に
す
ぐ
連
絡
し
、

必
要
な
手
続
き
を
完
了
。当
初
、Ｐ
Ｉ
か
ら
緊
急
支
援
の
専
門
家
を
派
遣
し
て
も
ら
い
、

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
心
的
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
も
考
え
た
が
、現
実
的
に
は
途
上

国
の
緊
急
支
援
活
動
で
多
忙
を
極
め
る
職
員
を
長
期
に
日
本
へ
派
遣
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
り
、
我
々
の
覚
悟
は
決
ま
っ
た
。
結
果
的
に
は
自
分
た
ち

が
考
え
て
作
り
上
げ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
分
た
ち
で
実
施
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。 

 
Ｐ
Ｉ
か
ら
は
、
短
期
ベ
ー
ス
で
複
数
の
緊
急
救
援
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
て
、
我
々

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
形
成
を
大
い
に
支
援
し
て
く
れ
た
。
そ
の
専
門
家
の
う
ち
、

も
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
医
師
で
、
多
く
の
緊
急
支
援
現
場
の
経
験
が
あ
る
ウ
ニ
・
ク

リ
シ
ュ
ナ
ン
で
、発
災
直
後
と
四
月
初
旬
の
二
回
に
渡
り
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
日
前
後
現
場

に
入
っ
て
我
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
く
れ
、五
月
に
は
講
演
の
た
め
に
再
来
日
し
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た
。
彼
は
当
初
か
ら
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
が
大
事
に
な
る
と
言
っ
て
い
た
。
プ
ラ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
は
発
災
一
週
間
後
に
佐
藤
事
務
局
長
他
が
先
遣
隊
と
し
て
、多
賀
城
市
や
石

巻
市
を
訪
れ
、ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
医
師
と
と
も
に
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
な
ど
を
視

察
し
た
。
ま
た
次
週
に
は
両
市
の
四
ヶ
所
で
緊
急
支
援
物
資
の
配
布
を
行
っ
た
。
被
災

を
免
れ
た
学
校
が
避
難
所
に
な
っ
た
た
め
、そ
こ
で
は
教
員
が
自
ら
も
被
災
し
て
い
な

が
ら
、
避
難
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
た
。
四
月
に
入
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
休
む
間
も

な
く
、
各
学
校
は
新
学
期
の
開
設
準
備
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
学
校
現
場
教
員
へ
の
心
の
ケ
ア
支
援
の
必
要
性
は
明
白
で
あ
り
、そ
こ
に
は
プ

ラ
ン
の
経
験
を
活
か
せ
る
と
感
じ
た
。こ
の
問
題
に
早
く
か
ら
気
付
い
て
い
た
山
形
大

学
の
上
山
真
知
子
教
授
に
出
会
え
た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
上
山
教
授
や

宮
城
県
内
の
心
理
士
会
有
志
が
立
ち
上
げ
た
組
織
で
あ
る「
ケ
ア
・
宮
城
」と
と
も
に
、

教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
、県
下
の
多
く
の
学
校
で
教
員
や
保
護
者
を
対
象
に
心
の
ケ

ア
研
修
会
を
始
め
た
。
同
時
に
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
責

任
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
に
は
、日
本
の
専
門
家
も
納
得
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル

な
知
識
と
経
験
を
も
っ
た
専
門
家
を
投
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
。ク
リ
シ
ュ
ナ
ン

医
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
て
、海
外
の
災
害
現
場
で
は
既
に
よ
く
認
知
さ
れ
て
い
る

心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
的
な
人
材
を
国
際
募
集
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 

五
月
上
旬
ま
で
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
固
め
、
募
集
を
行
う
手
順
に
入
っ
た
。
国
際

人
材
を
募
集
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、緊
急
事
態
に
な
っ
た
と
き
の
避
難
の
手
順
な
ど
を

決
め
た
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
プ
ラ
ン
、
す
な
わ
ち
「
緊
急
時
対
応
計
画
書
」
の

策
定
が
必
要
だ
。
外
国
人
の
専
門
家
は
、
危
険
な
場
所
に
来
る
と
い
う
リ
ス
ク
は
十
分

に
理
解
し
て
来
て
く
れ
る
わ
け
だ
が
、組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か
と
い
う
の
は
、
事
前
に
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外

国
人
を
災
害
現
場
で
採
用
す
る
上
で
の
必
須
事
項
で
あ
り
、原
発
の
問
題
も
抱
え
た
今

回
の
大
震
災
で
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
Ｐ
Ｉ
内
部
で
の
募
集

及
び
、
外
部
の
国
際
的
な
人
材
募
集
情
報
サ
イ
ト
に
求
人
広
告
を
掲
載
し
た
。
結
果
と

し
て
、
約
三
〇
人
の
専
門
家
が
応
募
し
て
く
れ
て
大
変
心
強
か
っ
た
。
我
々
は
そ
の
中

か
ら
、
経
歴
と
人
物
の
優
れ
た
候
補
者
を
絞
り
込
み
、
面
接
し
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
ブ
ラ
ウ
氏
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
に
は
ど
こ
に
い
て
、
ま
た

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
面
接
を
受
け
る
こ
と
に
し
た
の
か
？ 

（
Ｐ
Ｊ 

ブ
ラ
ウ
）
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
震
災
と
被
災
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で

見
た
。
悲
惨
な
状
況
の
中
で
生
き
る
人
々
を
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
通
じ
て
励
ま
し

た
い
と
真
剣
に
思
っ
た
。
震
災
発
生
当
時
、
ウ
ォ
ー
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
オ
ラ
ン
ダ
（War 

Child Holland

、
以
下
、
Ｗ
Ｃ
Ｈ
）
と
い
う
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
の
仕
事
が
ち
ょ
う
ど
終
了
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｈ
は
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
ス

ー
ダ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
世
界
中
の
国
々
で
、
戦
争
や
武
力
紛
争
の
影
響
下
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
活
動
は
、
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
生
活
再
建
を
後
押
し
す
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
文
化
的
活
動

を
通
じ
て
地
域
復
興
を
支
援
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｃ
Ｈ
の
同
僚
か
ら
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

が
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
公
募
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
早
速
応

募
し
た
。
ス
カ
イ
プ
で
の
面
接
を
経
て
、
採
用
が
決
ま
っ
た
。
あ
い
に
く
、
労
働
許
可

の
取
得
に
は
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
。
自
分
が
医
師
で
あ
る
た
め
、
当
局
は
私
が
心
理

社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
よ
り
も
、医
師
と
し
て
活
動
す
る
た
め
に

申
請
し
た
と
理
解
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
短
期
で
六
月
に
日
本
を
訪
問
で
き
た
が
、

結
果
的
に
は
、
八
月
に
な
っ
て
か
ら
仙
台
で
働
き
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
ザ
ク
ラ
氏
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
回
の
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
ポ

ス
ト
に
応
募
し
た
の
か
。 

（
Ｐ
Ｊ 

ザ
ク
ラ
）
三
月
十
一
日
は
、
二
〇
一
〇
年
十
一
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ョ

グ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
メ
ラ
ピ
山
で
あ
っ
た
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
救
援
の
現
場
で
、

心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
。自
分
は
二
〇

〇
四
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
津
波
被
災
地
で
あ
る
ア
チ
ェ
で
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
活
動
を
行
っ
た
。
他
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
友
人
を
通
じ
て
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
仕
事



 ７０

の
こ
と
を
知
り
、
応
募
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
経
験
が
、
今
回
の
日
本
の
被
災
地

で
は
役
に
立
ち
、
貢
献
で
き
る
と
感
じ
て
い
た
。
電
話
面
接
を
受
け
、
五
月
末
に
は
採

用
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
自
分
の
場
合
は
、
労
働
許
可
を
日
本
政
府
に
申
請
し
て

か
ら
三
週
間
で
許
可
が
下
り
た
の
で
、
非
常
に
順
調
だ
っ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
日
本
で
の
活
動
は
、
他
の
国
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う
に
違
う
と
感
じ

た
か
。 

 

（
Ｐ
Ｊ 

ブ
ラ
ウ
）
ま
ず
は
言
葉
の
問
題
が
あ
っ
た
。
通
常
の
日
本
語
と
英
語
の
問
題

以
外
に
も
、
専
門
用
語
の
問
題
も
あ
る
。
例
え
ば
、
我
々
は
被
害
者
（victim

）
と
い

う
言
葉
は
使
わ
ず
、
被
災
者
（affected people

）
や
生
存
者
（survivor

）
と
い

う
言
葉
を
使
う
。
そ
の
う
え
、
心
理
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
も
の
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
日
本
で
は
新
し
い
概
念
だ
っ
た
た
め
に
、人
々
に
そ
の
内
容
を
伝
え
て
い
く

う
え
で
の
困
難
さ
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
わ

ゆ
る
「
心
の
ケ
ア
」
と
同
一
で
は
な
く
、
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
う
心
理

的
影
響
と
合
わ
せ
て
社
会
的
影
響
に
も
取
り
組
む
。
ま
た
、
回
復
力
、
人
々
の
立
ち
直

る
力
に
焦
点
を
当
て
、
人
々
の
で
き
な
い
こ
と
よ
り
も
、
で
き
る
こ
と
に
的
を
絞
る
。

プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
こ
と
を
非
常
に
早
く
理
解
し
、
大
変
良
く

対
応
し
て
く
れ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
ア
チ
ェ
の
津
波
が
あ
っ
た
時
の
被
災
者
の
状
況
と
今
回
の
津
波
の
被

災
者
の
状
況
を
比
較
し
て
み
て
、
何
か
共
通
性
は
感
じ
る
か
。 

（
Ｐ
Ｊ 

ザ
ク
ラ
）
ど
ち
ら
も
、
多
く
の
場
合
同
じ
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
た
と
感
じ

て
い
る
。
例
え
ば
大
人
の
場
合
は
、
食
欲
の
減
退
、
同
僚
と
の
関
係
の
悪
化
が
見
受
け

ら
れ
る
。
子
ど
も
の
場
合
、
悪
夢
を
見
た
り
夜
尿
を
し
た
り
す
る
こ
と
等
が
一
般
的
に

見
ら
れ
る
。
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
震
災
後
に
お
い
て
人
々
の
間
で
よ
く
見
受

け
ら
れ
る
反
応
に
つ
い
て
正
し
い
情
報
を
提
供
し
て
、
人
々
が
混
乱
し
た
り
、
不
安
に

感
じ
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。 

（
Ｐ
Ｊ 

ブ
ラ
ウ
）
災
害
・
紛
争
等
緊
急
時
に
お
け
る
精
神
保
健
・
心
理
社
会
的
支
援

に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
後
掲
注
①
）
が
、
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
後
な
ど
先
進
国
で
も
役
立
つ
こ
と
は
以
前
か
ら
証
明
さ
れ
て
き
た
。

人
々
は
ス
ト
レ
ス
を
及
ぼ
す
出
来
事
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
反
応
を
示
す
の
で
、こ
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
非
常
に
有
効
で
体
系
化
さ
れ
た

助
言
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
際
的
な
経
験
と
国
際
基
準
は
、
日
本
の
災
害

現
場
で
も
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、私
た
ち
が
提
供
で
き
る
非
常
に
重
要
な
価
値
だ
と
信

じ
て
い
る
。 

 

今
回
、日
本
の
被
災
地
で
私
達
が
行
う
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
広
め
て
い
く
に
当

た
り
、
他
の
国
の
状
況
と
特
徴
的
に
異
な
る
こ
と
は
、
日
本
で
は
関
係
者
に
時
間
が
極

め
て
少
し
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
他
の
国
で
は
、
数
日
間
じ
っ
く
り

か
け
て
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
訓
練
を
施
し
、被
災
者
に
は
慎
重
に
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
う
。
し
か
し
、
日
本
で
は
一
時
間
し
か
取
れ
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
双
方
向
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
一
時
間
で
行
う
の
は
難
し
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
の

許
さ
れ
た
時
間
の
範
囲
で
や
る
し
か
な
か
っ
た
。 

（
Ｐ
Ｊ 

膳
）
通
訳
を
介
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
内
容
が
時
間
的
に
半
分
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
、
ま
ず
二
人
の
専
門
家
が
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
翻
訳
し
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
職
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
日
本
語
で
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
際
、
必
ず
ブ
ラ
ウ
氏
と
ザ
ク
ラ
氏
の
両
方
も
し
く
は
ど

ち
ら
か
が
同
席
し
、
個
別
の
質
問
に
は
通
訳
を
伴
っ
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た

日
本
の
専
門
家
と
も
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
行
い
、
非
常
に
良
い
形
で

協
働
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
繰
り
返
し
同
じ
場
所
を
訪
れ
、
地
域
の
人
々
と
交
流
す
る

こ
と
で
短
時
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
補
う
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
途
上
国
の
行
政
と
比
較
し
て
、
日
本
の
行
政
は
、
新
し
い
考
え
方
の

受
容
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
っ
た
か
。 



 ７１

（
Ｐ
Ｊ 

ザ
ク
ラ
）
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
者
に
我
々

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
説
明
し
て
、
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
。
通
常
、
彼
ら
は
そ
の
情
報
を

行
政
の
意
思
伝
達
経
路
に
よ
っ
て
下
に
降
ろ
し
て
、現
場
レ
ベ
ル
で
我
々
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
日
本
の
場
合
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
が
、
宮

城
県
の
関
係
者
は
大
変
柔
軟
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
と
思
う
。ま
た
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関

係
者
も
良
く
支
援
し
て
く
れ
て
、ま
た
教
育
や
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

連
絡
会
が
心
理
社
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
意
識
向
上
に
大
変
貢
献
し
て
く
れ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）二
人
の
専
門
家
か
ら
見
て
、最
も
強
調
し
た
い
点
は
そ
れ
ぞ
れ
何
か
。 

 

（
Ｐ
Ｊ 

ブ
ラ
ウ
）
災
害
・
紛
争
等
緊
急
時
に
お
け
る
精
神
保
健
・
心
理
社
会
的
支
援

に
関
す
る
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
・
ガ

イ
ド
は
、
こ
の
種
の
災
害
後
の
状
況
下
で
は
極
め
て
重
要
な
の
で
、
是
非
周
知
す
べ
き

だ
と
思
う
。
災
害
時
等
に
お
け
る
通
常
の
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
の
ケ
ア
に
関
し
て
は
、

家
族
や
友
人
、ま
た
職
場
の
同
僚
や
知
り
合
い
と
い
う
身
近
な
人
々
が
重
要
な
役
割
を

演
じ
て
い
る
。
人
々
自
身
が
、
自
分
の
持
つ
力
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
災
害
か
ら
の
復

旧
に
大
き
な
貢
献
が
で
き
る
。 

（
Ｐ
Ｊ 

ザ
ク
ラ
）
災
害
が
起
こ
る
と
、
た
い
て
い
「
ト
ラ
ウ
マ
」
に
注
目
が
集
ま
る

が
、
仕
事
を
失
う
と
い
っ
た
「
社
会
的
影
響
」
も
同
様
に
重
要
だ
。
失
業
が
家
庭
内
暴

力
や
そ
の
他
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
、さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
の
心
理
的
福
祉
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
保
護
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
内
包
的
な
社
会
作
り
、
例
え
ば
ア
チ
ェ
で
実
施
し
た
こ
と
だ
が
、
学
校
に
車
椅
子
用

の
通
路
を
設
け
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
容
易
に
教
室
に
入
っ
た
り
、
健
常
な
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
だ
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
だ
。 

  

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
経
営
的
に
、
外
国
人
専
門
家
を
採
用
す
る
こ
と
に
負
担
を
感
じ
た
こ

と
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
契
約
の
内
容
な
ど
で
問
題
は
あ
っ
た
か
。
最
後
に
、
こ
の

活
動
か
ら
得
た
こ
と
に
つ
い
て
の
感
想
を
聞
き
た
い
。 

 

（
Ｐ
Ｊ 

膳
）
活
動
内
容
の
決
定
当
初
か
ら
外
国
人
の
専
門
家
採
用
の
可
能
性
を
想
定

し
て
い
た
た
め
、
予
算
的
な
問
題
は
な
か
っ
た
。
ま
た
業
務
委
託
契
約
な
ど
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
で
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
二
人
の
専
門
家
は
実
に
豊
富
な
知
識

と
経
験
を
我
々
に
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。慣
れ
な
い
日
本
で
の
生
活
も
積
極
的
に
受
け

入
れ
、
プ
ラ
ン･

ジ
ャ
パ
ン
の
職
員
や
地
域
の
人
た
ち
と
心
を
通
わ
せ
て
活
動
し
て
く

れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。 

 

今
回
の
経
験
か
ら
の
学
び
は
本
当
に
大
き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。ク
リ
シ
ュ
ナ
ン

医
師
は
「
体
験
を
、
他
国
や
他
地
域
で
の
緊
急
支
援
や
防
災
に
活
か
す
」
と
常
々
言
っ

て
い
る
が
、
今
回
我
々
が
東
北
で
実
現
で
き
た
活
動
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ン
内
外
へ
発
信

し
、
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現
地
の
人
々
と
の
連
携
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
心
の
ケ
ア
に
関
す
る｢

ミ
ヤ
ギ
・
モ
デ
ル｣

と
し
て
「
ケ

ア
宮
城
」
の
専
門
家
の
方
々
と
と
も
に
、
こ
の
連
携
の
意
義
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
証

し
て
い
き
た
い
。 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
を
中
心
と
し
て
作
成
さ
れ
た
サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
（Psychological First Aid: 

Ｐ
Ｆ
Ａ
）
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
カ
ー

ズ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
、
二
〇
一
一
年
の
八
月
に
公
開
さ
れ
、
そ
の
日
本
語
版
の
翻
訳
作

業
が
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
も
参
加
し
て
進
行
中
で
あ
る
。
危
機
的
出
来
事
に
見
舞
わ
れ

た
人
々
の
心
を
支
え
る
活
動
を
す
る
人
の
手
引
き
と
し
て
、現
場
で
使
え
る
こ
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
多
く
の
支
援
者
が
活
用
で
き
る
よ
う
、普
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 
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注
① 

災
害
・
紛
争
等
緊
急
時
に
お
け
る
精
神
保
健
・
心
理
社
会
的
支
援
に
関
す
る
Ｉ

Ａ
Ｓ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
＝Inter Agency Standing Committee (IASC) Guidelines on 

Mental Health and Psychosocial Support in Emergency Settings. 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
入
手
で
き
、
日
本
語
翻
訳
版
も
あ
る
。 

<http://www.who.int/hac/network/interagency/news/mental_health_guidelines/en/> 

 

※
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
一
日
、
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
仙
台
事
務
所
に
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
た
。 

 
 

   

フェティ・ザクラさん（左）と、マルグリット・ブラウさん（右） 
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第
三
章 
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
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３ 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

  

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
ど
の
よ
う
な
関
係
者
と
協
働
関
係
を
結
び
、

ま
た
自
ら
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ん
で
活
動
し
た
の
だ
ろ
う
か
。本
章
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
、震
災
後
の
日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
巻
い
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
状
況
と
、
被
災
県
に
お
け
る
状
況
、
ま
た
企
業
と
の
協
働

状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
ま
た
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
（
以
下
、
支
援
Ｐ
）」
に
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
初
め
て
参
加
し
、
各
被
災
地
の
社

会
福
祉
協
議
会(

以
下
、
社
協)

が
設
置
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
調
整
を
支
援
し
た
。
本
章
末
で
は
、
こ
れ
に
参
加
し
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
関
係
者
の
声
を
掲
載
し
た
。 

 

３

－

１ 

全
国
レ
ベ
ル
で
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

  

全
国
レ
ベ
ル
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、大
き
く
四
つ
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
政
府
、
二
つ
目
は
国
内
活
動
を
主
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
国
内
災
害
関

係
団
体
、
三
つ
目
と
し
て
国
内
ド
ナ
ー
及
び
国
際
ド
ナ
ー
、
そ
し
て
四
つ
目
と
し
て
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
で
あ
る
。
本
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
四
種
類
の
協
働
相
手
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

【
政
府
と
の
協
働
】 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
は
、こ
れ
ま
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

日
本
国
内
で
の
協
働
の
環
境
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
。国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、

通
常
の
協
働
相
手
は
日
本
政
府
に
お
い
て
は
外
務
省
で
あ
り
、実
務
的
な
活
動
の
中
で

は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
実
施
機
関
で
あ
る
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
あ
る
。
途
上
国
向

け
の
借
款
事
業
に
関
し
て
財
務
省
が
関
わ
る
こ
と
は
あ
る
が
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の

関
係
性
に
お
い
て
、
そ
の
割
合
は
少
な
い
。
そ
れ
以
外
の
省
庁
に
つ
い
て
は
、
環
境
問

題
等
の
特
殊
な
イ
シ
ュ
ー
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
一
般
的
に
コ
ン
タ
ク
ト
は
少
な
い
。 

 

今
回
の
震
災
で
は
、発
災
直
後
に
政
府
内
に
首
相
を
本
部
長
と
す
る
緊
急
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
市
民
に
よ
る
救
援
の
対
応
を
目
的
と
し

て
「
内
閣
官
房
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
（
以
下
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
）」

が
内
閣
府
内
に
設
置
さ
れ
た
。
同
組
織
の
役
割
は
、
そ
の
後
「
内
閣
府
東
日
本
大
震
災

復
興
対
策
本
部
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
（
以
下
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
）」
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。二
〇
一
一
年
九
月
十
六
日
の
日
付
で
ウ
ェ
ブ
上
に
て
公
開
さ
れ
て
い

る「
辻
元
前
総
理
大
臣
補
佐
官
及
び
内
閣
府
官
房
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
の
活
動

経
緯
（
以
下
、「
辻
元
補
佐
官
及
び
連
携
室
の
活
動
経
緯
」）」
に
よ
れ
ば
、
三
月
十
三

日
に
辻
元
清
美
衆
議
院
議
員
が
内
閣
総
理
大
臣
補
佐
官(

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当)

に
任
命
さ
れ
、翌
十
四
日
に
は
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
立
ち
上
げ
の
た
め
の
関
係

府
省
庁
の
打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。十
五
日
に
は
正
式
に
内
閣
総
理
大
臣
決
定
が
な

さ
れ
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
が
設
置
さ
れ
た
。 

 

三
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
、
辻
元
補
佐
官
（
当
時
）
と
湯
浅
誠
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
携
室
長
（
当
時
）
に
よ
る
記
者
会
見
で
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
と
は
、

政
府
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
そ
の
他
民
間
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
に
関
す
る
窓
口
を
行
う
部
署

で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。そ
の
中
で
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
が
連
携
を
は
か
る
対
象

と
し
て
、
緊
急
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
、
専
門
家
集
団
と
い
う
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
を
具
体
的
に
提
示
し
た
。
そ
こ
で
政
府
側
が
示
し
た
緊
急
型
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
は
、
本

報
告
書
で
も
紹
介
し
て
い
る
災
害
救
援
の
専
門
団
体
と
見
ら
れ
る
。同
様
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ

ル
ー
プ
と
は
、
救
命
や
災
害
救
援
の
専
門
性
を
持
た
ず
に
、
様
々
な
被
災
地
支
援
活
動

を
行
う
民
間
非
営
利
団
体
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー（
以
下
、

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
会
員
団
体
の
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
が
対
象
と
な
る
。
専

門
家
集
団
と
は
、
医
師
や
看
護
師
、
臨
床
心
理
士
等
の
有
資
格
の
グ
ル
ー
プ
を
指
し
て

い
る
。
こ
れ
に
加
え
辻
元
補
佐
官
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
は
企
業
、
労
働
組



 ７５

合
、
国
際
機
関
等
と
も
連
携
を
図
る
と
説
明
し
た
。
政
府
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー

プ
分
け
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
が
一
般
的
に
理
解
し
て
い
る
定
義
と
は
若
干
異
な
っ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
政
府
は
民
間
団
体
に
対
し
て

は
命
令
を
下
す
立
場
に
は
な
い
の
で
、具
体
的
に
被
災
地
支
援
活
動
を
行
う
民
間
団
体

に
指
示
等
は
行
わ
な
い
と
明
言
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
の
広
範
な
連
携
に
つ
い
て
、震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
の
役
割
を
強
調
し
て
い
た
。 

 

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
Ｊ
Ｐ

Ｆ
）、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
複
数
回
行
い
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ど
の
よ

う
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
た
。
一
方
、
県
レ
ベ
ル
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、三
月
十
三
日
の
段
階
で
宮
城
県
側
か

ら
政
府
に
対
し
て
要
請
が
あ
っ
た
が
、先
の「
辻
元
補
佐
官
及
び
連
携
室
の
活
動
経
緯
」

に
よ
れ
ば
、「
先
遣
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、

終
的
に
は
従
来
通
り
現

地
ベ
ー
ス
で
立
ち
上
げ
・
運
営
し
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
全
社
協
）
が
支

援
す
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
県
レ
ベ
ル
で
の
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
と
し
た
民
間
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
、政
府
や
自
治
体
と
の
連
携
を

図
る
た
め
の
窓
口
を
、政
府
が
直
接
開
設
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。 

 

そ
の
後
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
は
、
民
間
の
各
団
体
と
積
極
的
な
対
話
を
持

ち
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
使
用
す
る
車
両
に
対
す
る
緊
急
通
行
車
両
確
認
標
章
に
つ

い
て
警
察
庁
と
調
整
す
る
な
ど
、民
間
団
体
が
現
場
で
活
動
し
や
す
く
な
る
た
め
の
働

き
か
け
を
政
府
内
に
お
い
て
行
っ
た
。
ま
た
、
震
災
情
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
助
け
あ
い

ジ
ャ
パ
ン
」
を
開
設
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
た
い
人
々
や
団
体
に
対
す
る
情

報
発
信
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、「
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、

Ｊ
Ｃ
Ｎ
）」
は
、
関
係
省
庁
に
よ
る
定
例
連
絡
会
議
に
関
わ
り
、
主
に
個
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
動
員
に
関
し
て
の
多
く
の
情
報
発
信
を
行
い
、国
民
的
な
関
心
の
喚
起
の
点
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
一
ヶ

月
に
十
八
万
人
に
及
ぶ
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
八
月
三
十
日
に
菅
内
閣
が
総
辞
職
し
、
九
月
二
日
に
は
野
田

内
閣
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
は
改
組
と
な
り
、
九

月
十
六
日
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班
に
業
務
移
管
し
た
。 

 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
は
、海
外
の
自
然
災
害
や
難
民
が
発
生
す
る
現
場
に
お
い

て
様
々
な
経
験
を
積
ん
だ
団
体
が
あ
り
、そ
の
よ
う
な
現
場
で
は
国
連
機
関
等
に
よ
る

支
援
関
係
者
の
役
割
分
担
等
の
調
整
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
た
め
、日
本
政
府
に
類
似

の
調
整
の
役
割
を
期
待
し
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
は
、
基

本
的
に
は
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
と
い
う
観
点
で
の
情
報
発
信
に
限
定
し
た
役

割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
各
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

終
的
に

は
民
間
の
各
団
体
が
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
を
行
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た

も
の
で
あ
り
、各
団
体
が
政
府
の
各
部
署
と
の
直
接
の
活
動
連
携
を
行
う
こ
と
は
想
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
政
府
側
は
国
際
機
関
や
緊
急
救
援
の
専
門
的
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
が
、そ
れ
ら
は
政
府
の
活
動
と
は
直
接
的
な
関

連
が
な
い
独
自
の
活
動
を
行
う
も
の
と
し
て
認
識
し
、そ
の
調
整
を
政
府
が
行
う
と
も

想
定
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

 

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
及
び
国
内
災
害
関
係
団
体

－

Ｊ
Ｃ
Ｎ
と
支
援
Ｐ
】 

 

全
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
協
働
と
い
う
観
点
で
は
、今
回
の

東
日
本
大
震
災
発
災
以
降
に
発
足
し
た
、Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
存
在
が
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
。

Ｊ
Ｃ
Ｎ
は
、今
回
の
震
災
に
対
応
す
る
た
め
に
活
動
を
行
う
ほ
と
ん
ど
全
て
の
民
間
非

営
利
団
体
が
加
盟
し
て
お
り
、二
〇
一
一
年
十
二
月
現
在
で
は
、約
七
百
団
体
で
あ
る
。

こ
れ
は
、日
本
国
内
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
約
四
百
団
体
と
比
較
し
て
も
大
き
な
数
で
あ

り
、国
内
の
主
要
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
参
加
す
る
非
常
に
大
が
か
り
な
全
国
組
織
だ
と
言

え
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
代
表
世
話
人
に
名
を
連
ね
た
三
名
は
、
日
本
国
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
災
害



 ７６

救
援
に
関
わ
る
重
要
な
団
体
（
東
京
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
Ｎ
Ｐ

Ｏ
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
の
関
係
者
で
あ
る
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
中
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
常
任
世
話
団
体
と
し
て
、
ま
た
国
際
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
団
体
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｎ
に
参
加
し
て
お
り
、Ｊ
Ｃ
Ｎ
内
の
重
要
な
構
成
員
と
し
て
位
置

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
関
係
性
が
薄
か
っ
た
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
日
本
国
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
団
体
が
、こ
の
機
会
に
一
つ
の
組
織
の
構
成

員
と
し
て
参
加
し
た
と
い
う
歴
史
的
意
義
が
あ
る
。将
来
の
国
内
大
災
害
に
お
け
る
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
関
係
性
構
築
に
お
い
て
、Ｊ
Ｃ
Ｎ
が
非
常
に
重

要
な
基
礎
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

Ｊ
Ｃ
Ｎ
は
、
震
災
活
動
を
行
う
民
間
団
体
に
対
す
る
情
報
発
信
と
、
加
盟
団
体
間
の

情
報
交
換
と
い
う
こ
と
に
特
化
し
、そ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活

用
し
て
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
。
ヤ
フ
ー
や
グ
ー
グ
ル
と
の
協
力
を
得
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
先
進
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ｃ
Ｎ
は
、
被

災
三
県
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
る
「
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
」(

以
下
、
れ
ん
ぷ
く)

と
の
連
携
を
持
ち
、政
府
か
ら
個
別
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
対
す
る
情
報
発
信
等

の
つ
な
ぎ
役
を
も
果
た
し
て
い
る
。 

 

Ｊ
Ｃ
Ｎ
と
同
時
に
、全
国
規
模
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と

し
て
、
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
全
社
協
や
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
、
民
間
企
業
等
が
構
成
す
る
も
の
で
、
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
二
〇
〇

四
年
の
新
潟
中
越
大
地
震
で
の
経
験
を
通
じ
て
結
成
さ
れ
た
支
援
Ｐ
で
あ
る
。支
援
Ｐ

は
、
共
同
募
金
会
が
二
〇
〇
一
年
に
設
置
し
た
「
災
害
準
備
金
制
度
」(

赤
い
羽
根
募

金
の
募
金
額
か
ら
年
間
総
額
の
上
限
三
％
を
、三
年
間
積
み
立
て
て
災
害
時
に
活
用
す

る
制
度)

の
運
用
状
況
や
制
度
の
あ
り
方
と
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
必
要
性
や
求
め
ら
れ
る
機

能
、
運
営
の
あ
り
方
を
検
証
す
る
た
め
に
発
足
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、支
援
Ｐ
が
災
害
時
に
行
う
役
割
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
定
着
し
て
き

て
い
る
。
災
害
発
生
後
に
は
、
被
災
し
た
県
や
市
町
村
の
社
協
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

災
害
Ｖ
Ｃ
を
開
設
し
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
を
行
う
と
い
う
慣
習
が
で
き

つ
つ
あ
る
が
、
支
援
Ｐ
は
、
訓
練
さ
れ
た
人
材
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
）
を
こ
の
災
害
Ｖ
Ｃ
に
送
り
、
現
場
の
事
情
や
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
と
上
手
く
組
み
合

わ
せ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み

が
本
格
的
に
動
き
出
す
の
は
、
緊
急
救
援
が
一
段
落
し
た
復
興
段
階
か
ら
で
あ
り
、
平

常
時
に
は
、
災
害
支
援
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
、
人
材
育
成
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

る
。 

 

今
回
の
震
災
発
生
後
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、災
害
Ｖ
Ｃ
に
派
遣
さ
れ
る
人
材
の
一
部
に
、

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
材
を
派
遣
す
る
こ
と
で
支
援
Ｐ
運
営
事
務
局
側
と
合
意
し
た
。

そ
の
後
、
四
月
二
十
五
日
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
に
募
集
を
開
始
し
て
以
来
、
複
数

の
団
体
か
ら
支
援
Ｐ
を
通
じ
て
災
害
Ｖ
Ｃ
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
る
。 

 

支
援
Ｐ
が
災
害
Ｖ
Ｃ
に
派
遣
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
本
来
、
平
常
時
に
災
害

専
門
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
訓
練
を
受
け
た
人
材
で
あ
る
が
、
今
回
、
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
支
援
Ｐ
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
た
人
材
は
、こ
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
た
者

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
、従
来
の
支
援
Ｐ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
派
遣
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
社
協
で
は
、
支
援
Ｐ
と
は
別
に
、
複
数
の
都
府
県
が
緊
急
時
に

同
じ
地
域
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
内
の
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
支
援
を
行
う
人
材
を
派
遣
す
る
「
ブ

ロ
ッ
ク
派
遣
」
と
い
う
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
で
は
、
訓
練
さ
れ

た
専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
派
遣
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、基
本
的
に
は
通
常
の

災
害
Ｖ
Ｃ
事
務
局
運
営
要
員
の
補
強
と
い
う
観
点
で
人
材
派
遣
が
行
わ
れ
る
。国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
、
支
援
Ｐ
の
仕
組
み
を
通
じ
て
送
っ
て
き
た
人
材
派
遣
は
、
概
念
的

に
は
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
で
送
ら
れ
る
災
害
Ｖ
Ｃ
事
務
局
支
援
要
員
と
類
似
の
も
の

と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

支
援
Ｐ
の
仕
組
み
で
各
地
の
災
害
Ｖ
Ｃ
に
派
遣
さ
れ
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
、
章
末
の
座
談
会
記
事
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
支
援
Ｐ
の
評
価
を

行
う
こ
と
は
本
報
告
書
の
目
的
で
は
な
い
が
、こ
の
座
談
会
で
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ



 ７７

う
に
、
支
援
Ｐ
自
体
の
課
題
や
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
と
し
て
の
課
題
も
あ
り
つ
つ
、

こ
の
仕
組
み
の
将
来
的
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
支

援
Ｐ
が
日
本
国
内
の
災
害
復
興
支
援
に
果
た
す
役
割
の
拡
充
を
見
据
え
、必
要
な
局
面

に
お
い
て
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
人
材
派
遣
等
の
活
動
が
行
え
る
よ
う
、支
援
Ｐ
制
度

の
さ
ら
な
る
改
善
や
見
直
し
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

【
国
内
ド
ナ
ー
及
び
国
際
ド
ナ
ー
と
の
協
働
】 

 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
向
け
の
支
援
活
動
を
資
金
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
内
外
の
ド
ナ
ー
団
体
が
緊
急
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
を
行
っ
た
。
ま
ず
日

本
国
内
の
資
金
提
供
団
体
に
よ
る
支
援
と
し
て
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、Ｊ
Ｐ
Ｆ
に

よ
る
六
十
億
円
（
二
〇
一
一
年
十
月
末
現
在
）
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
五
十
五
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
事
業
に
五
十
二
億
六
千
万
円
、そ
し
て
五
十
六

事
業
に
対
し
て
三
億
二
千
万
円
の
「
共
に
生
き
る
フ
ァ
ン
ド
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団

体
に
提
供
し
た
。
ま
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
サ
ポ
ー
ト
募
金
」
と
し
て
二
十
九
億
円
（
二
〇
一
一
年
九
月
十
八
日
現
在
）、
日
本

財
団
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
四
十
三
億
円
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
末
日
現
在
）
の

資
金
提
供
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
既
存
の
資
金
支
援
団
体
が
行
っ
た
、
東
日
本
大
震
災

の
活
動
支
援
に
特
化
し
た
資
金
支
援
で
あ
る
。 

一
方
、
こ
れ
ま
で
大
規
模
に
資
金
支
援
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
今

回
の
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
資
金
支
援
が
拡
大
し
た
団
体
も
あ
る
。
例
え
ば
、

Think the Earth

（
シ
ン
ク
・
ジ
・
ア
ー
ス
）
は
、
震
災
前
の
二
〇
一
〇
年
度
の
寄

付
金
額
が
四
百
七
十
万
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
震
災
向
け
の
寄
付
金
（「
シ
ン
ク
・

ジ
・
ア
ー
ス
基
金
」）
で
は
八
千
三
百
五
十
万
円
の
寄
付
を
行
う
ほ
ど
に
多
く
の
募
金

を
集
め
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
募
金
」
も
、
二
〇
〇
七
年
に

当
該
募
金
を
創
設
以
来
過
去
五
年
間
の
募
金
総
額
一
億
五
千
七
百
万
円
余
り
の
う
ち
、

ほ
ぼ
半
分
の
七
千
八
百
万
円
が
東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
わ
ず
か
九
ヶ
月
の
間
に
集

め
ら
れ
た
。後
掲
第
五
章
に
お
け
る
日
本
国
内
で
集
め
ら
れ
た
募
金
総
額
の
分
析
か
ら

も
、
個
人
と
企
業
に
よ
る
社
会
的
な
募
金
は
、
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
二
千
五
百
億

円
ほ
ど
が
集
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
う
ち
多
く
の
部
分
が
日
本
赤
十
字
社
等

を
通
じ
た
義
援
金
と
し
て
被
災
者
に
直
接
流
れ
た
と
見
ら
れ
る
が
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
へ
の
団
体
に
流
れ
た
金
額
も
相
当
額
あ
り
、本
報
告
書
の
分
析
で
は
三
百
七
十
三
億

円
が
今
回
の
震
災
関
係
の
活
動
を
行
っ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
直
接
提
供
さ
れ
た
と

見
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
資
金
的
な
関
係
の
無
か
っ
た
団
体
同
士
に
新
た

な
関
係
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、
社
会
的
・
政
治
的
な
意
見
の
違
い
か
ら
助
成
金
等

の
授
受
が
無
か
っ
た
団
体
間
で
、未
曾
有
の
大
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
こ
れ
ま
で
の

違
い
を
乗
り
越
え
て
関
係
構
築
を
は
か
っ
た
と
い
う
話
も
聞
か
れ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
海
外
か
ら
の
資
金
支
援
団
体
も
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
の
資
金
支
援
を
行
っ
た
。ア
メ
リ
カ
の
民
間
支
援
に
つ
い

て
の
情
報
を
集
め
て
い
る
ク
ロ
ニ
ク
ル
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
（
章
末
注
①
、

以
下
Ｃ
Ｐ
）
の
二
〇
一
一
年
三
月
二
十
五
日
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
Ｐ
の
独

自
統
計
で
ア
メ
リ
カ
全
土
で
は
、
約
一
億
六
千
百
万
ド
ル
（
三
月
二
十
五
日
現
在
の
為

替
レ
ー
ト
で
約
百
二
十
八
億
円
）が
民
間
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
団
体
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
て

い
る
（
章
末
注
②
）。
各
団
体
が
集
め
た
募
金
額
に
つ
い
て
表
３―

１
を
参
照
す
る
と
、

ア
メ
リ
カ
赤
十
字
社
は
約
一
億
七
百
万
ド
ル
（
約
八
十
六
億
円
）
を
集
め
、
セ
ー
ブ
・

ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
が
九
百
六
十
万
ド
ル
（
約
七
・
七
億
円
）、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ウ
ェ

イ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
が
六
百
万
ド
ル
（
約
四
・
八
億
円
）、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
が

五
百
三
十
万
ド
ル
、
救
世
軍
が
四
百
万
ド
ル
、
ア
メ
リ
ケ
ア
が
四
百
万
ド
ル
等
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
三
月
後
半
で
の
金
額
で
あ
る
の
で
、
そ
の
後
積
み
上
げ
ら
れ
た
金
額

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、団
体
に
よ
っ
て
は
三
月
下
旬
当
時
の
資
金
額
の
五
倍
か
ら
六
倍

近
い
金
額
が

終
的
に
集
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。 



 ７８

 
ア
メ
リ
カ
以
外
の
団
体
に
関
し
て
は
有
力
な
情
報
源
が
無
い
が
、欧
州
や
ア
ジ
ア
諸

国
の
慈
善
団
体
等
が
同
様
の
活
動
資
金
提
供
を
行
う
こ
と
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
も
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
資
金
提
供
団
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
複

数
団
体
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
団
体
へ
の
情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
国
際
ド
ナ
ー
の
支
援
活
動
は
、主
に
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
か
れ
て
い
る
。

一
つ
目
は
日
本
に
活
動
の
支
部
を
置
く
団
体
の
ケ
ー
ス
で
、
例
え
ば
、
セ
ー
ブ
・
ザ
・

チ
ル
ド
レ
ン
や
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
、
救
世
軍
等
は
、
日
本
支
部
に
集
め
ら
れ
た
資
金

を
直
接
提
供
し
た
。 

 

二
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
は
、
日
本
に
支
部
を
持
た
な
い
団
体
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
日
本

に
支
部
を
持
た
な
い
団
体
は
、一
時
的
な
事
務
所
を
立
ち
上
げ
て
直
接
の
支
援
活
動
が

可
能
で
あ
る
の
か
、ま
た
は
間
接
的
な
支
援
活
動
に
転
換
す
る
べ
き
な
の
か
の
調
査
を

行
っ
た
。
例
え

ば
、
ア
メ
リ
ケ

ア
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
メ
デ
ィ
カ

ル
・
コ
ー
、
ダ

イ
レ
ク
ト
・
リ

リ
ー
フ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
、
チ
ャ
ー

チ
・
ワ
ー
ル

ド
・
サ
ー
ビ
ス

等
は
、
日
本
に

調
査
員
等
を

派
遣
も
し
く

は
事
務
所
を
設
立
し
て
、
独
自
の
直
接
支
援
活
動
を
形
成
す
る
の
で
な
く
、
日
本
に
あ

る
既
存
の
団
体
に
資
金
提
供
を
行
う
間
接
支
援
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、日
本
に
支
部
を
持
た
な
い
団
体
で
資
金
援
助
等
の
間
接
的
な
活
動
を

行
っ
た
国
際
ド
ナ
ー
も
存
在
し
た
。
具
体
的
に
は
、
数
週
間
日
本
に
職
員
を
派
遣
し
、

有
望
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
探
し
、助
成
で
は
な
く
寄
付
と
い
う
形
で
資
金
提
供

す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。
中
所
得
国
の
宗
教
系
援
助
団
体
で
、
先
進
国
の
大
き
な
援

助
団
体
と
の
関
係
が
無
い
ケ
ー
ス
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
国
際
ド
ナ
ー
に
よ
る
支
援
で
は
、言
語
の
壁
や
情
報
の
偏
在
等
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
に
、資
金
援
助
を
行
う
に
ふ
さ
わ
し
い
団
体
を
特
定
す
る
た
め
に

必
要
な
様
々
な
情
報
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
公
開
情
報
だ
け
で
は
簡
単
に
は
得
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
や
各
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
間
支
援
組
織
等
が
、
関
連
す

る
個
別
団
体
の
情
報
提
供
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
れ
は
通
常
よ
り
幅
広
く
、
例
え
ば

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
あ
れ
ば
、
会
員
で
あ
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
把
握
し
、
適
切
な

ド
ナ
ー
に
紹
介
す
る
の
が
通
例
だ
が
、
ド
ナ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
各
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
関
係
の
な
か
っ
た
団
体
の
把
握
、
関
係
性
の
構
築
が
必
要
と

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。こ
の
よ
う
に
震
災
発
災
前
に
は
交
流
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か

っ
た
関
係
者
間
で
、各
団
体
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
必
要
性
が
高
ま

り
、
様
々
な
形
態
で
の
関
係
構
築
が
行
わ
れ
た
。 

 

【
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
の
協
働
】 

 
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
支
援
す
る
全
国
レ
ベ
ル
で
の
協
働
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

観
点
で
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
協
力
が
挙
げ
ら
れ
る
。
発
災
直
後
の
三
月
十
六

日
に
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
世
話
人
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

に
は
国
際
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
窓

口
は
Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
主
担
当
と
な
り
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
そ
の
活
動
の
補
佐
を
行
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
に
入
っ
て
き
た
外
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
日
本
の
団
体
と
の
連
絡
調
整

（表３−１）米国慈善団体による資金獲得額 

団体名 
集めた金額 

（百万ドル） 

調査日 

（2011年）

American Red Cross US$ 107.0 3月24日 

Save the Children US$   9.6 3月21日 

United Way Worldwide US$   6.0 3月21日 

World Vision US$   5.3 3月24日 

The Salvation Army US$   4.0 3月24日 

AmeriCares US$   4.0 3月24日 

Mercy Corps US$   3.6 3月21日 

International Medical Corps US$   2.3 3月24日 

Give2Asia US$   2.2 3月24日 

International Rescue Committee US$   1.9 3月21日 

Direct Relief International US$   1.9 3月24日 

Global Giving US$   1.8 3月21日 

US-Japan Council US$   1.5 3月24日 

US Fund for UNICEF US$   1.5 3月21日 

Operation Blessing International US$   1.3 3月21日 

The American Jewish Joint 

Distribution Committee 

US$   1.2 3月24日 

出典：The Chronicle of Philanthropy, <http://philanthropy.com/> 25/March/2011のウェブ記事から百

万ドル以上の団体のみ抽出しJANICで表化。 



 ７９

を
協
力
し
て
行
う
た
め
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
と
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
共
同
事
務
所
（
東
日
本
大
震
災

広
域
調
整
事
務
所
）
を
仙
台
に
設
置
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
開
催
し
て
き
た
イ
ン

タ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
も
参
加
し
情
報
共
有
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
継
続
し
て
開
催
し
た
「
東
日
本
大
震
災
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ

情
報
交
換
会
」
で
は
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
中
心
と
し
た
様
々
な
非
営
利
団
体
や
民
間
企
業

も
含
め
た
団
体
が
参
加
し
、
情
報
交
換
を
行
っ
た
。 

 

全
国
レ
ベ
ル
で
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
の
協
働
と
い
う
観
点
で
は
、
今
回
、
様
々

な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
資
金
の
提
供
や
、資
金
提
供
ド
ナ
ー
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活

動
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
特
に
明
記
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
通
常
の
海
外
で

の
災
害
活
動
支
援
に
お
い
て
は
日
本
政
府
及
び
経
済
界
か
ら
の
資
金
を
利
用
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
国
内
災
害
に
お
い
て
活
用
で
き
る
仕
組
み
が
無
か
っ
た
と
こ
ろ
、
結

果
と
し
て
は
主
に
企
業
か
ら
六
十
七
億
円
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
末
現
在
）
を
超
え
る

資
金
提
供
を
受
け
て
今
回
の
震
災
対
応
活
動
へ
の
迅
速
な
資
金
提
供
が
可
能
と
な
っ

た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
も
「
震
災
活
動
支
援
ま
と
め
て
募
金
」
に
、
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ｉ
Ｃ
に
よ
る
募
金
の
中
で
も
非
常
に
多
額
の
募
金
（
二
〇
一
二
年
一
月
末
現
在
、
八
千

三
百
万
円
）
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
海
外
か
ら
の
ド
ナ
ー
に
よ
る
資

金
の
国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、多
様
な
連
携
を
実
現
す

る
こ
と
に
貢
献
し
た
。
こ
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
レ

ベ
ル
の
大
災
害
が
発
生
し
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
活
動
の
一
つ
で
あ
り
、日
本
国

内
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
そ
の
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
関
係
が
深
ま
る
希
有
な

機
会
と
な
っ
た
と
言
え
る
。 

 

今
回
の
震
災
を
通
し
て
の
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
や
情
報
発
信
の
面
で
も
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
は
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
主
な
提
言
活
動
と
し
て
は
、
内
閣
府
「
新
し
い
公
共
」

推
進
会
議
が
震
災
後
に
設
置
し
た
震
災
支
援
制
度
等
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
へ
の
提

言
が
あ
る
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
政
府
に
よ
る
「
新
し
い
公
共
」
の
施

策
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
、

二
〇
一
一
年
六
月
に
報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
が
、
そ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は

民
間
か
ら
の
六
名
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
事
務
局
長
は
そ
の

六
名
の
委
員
の
中
の
一
人
と
し
て
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
重
要
な
点
に
つ
い
て

提
言
活
動
を
展
開
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
初
動
用
フ
ァ
ン
ド

の
設
置
や
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
大
規
模
災
害
時
の
税
制
優
遇
措
置
、
地
元
資

源
の
優
先
的
利
用
、
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
定
款
の
柔
軟
化
（
災
害
救
援
が
定
款
に

明
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
活
動
可
能
と
す
る
措
置
）
に
つ
い
て
提
言
し
た
。
こ
れ
と
は

別
に
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
震
災
関
係
の
情
報
交
換
会
に
お
い
て
、

二
〇
一
一
年
五
月
九
日
に「
東
日
震
本
大
災
被
災
者
支
援
に
関
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
向
け
リ
コ
メ

ン
デ
ー
シ
ョ
ン
」
を
公
開
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
被
災
地
支
援
に
お
い
て
は
地

元
の
社
協
・
行
政
を
尊
重
し
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
か
ら
出
発
す
る
べ
き
で
、
現
地
の
能
力

強
化
を
重
視
す
る
等
の
提
言
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
情
報
発
信
の
観
点
で
は
、
当
初
、

国
連
人
道
支
援
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
の
協
力
を
得
て
Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
行
っ
て
い
た
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
内
容
・
活
動
地
リ
ス
ト
作
成
に
参
画
し
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
も
そ
の
情

報
収
集
と
発
信
に
協
力
し
た
。ま
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
複

数
回
実
施
し
た
。
海
外
事
業
向
け
寄
付
金
の
増
減
傾
向
の
把
握
、
企
業
と
の
協
働
活
動

に
つ
い
て
の
調
査
、
ま
た
震
災
活
動
全
般
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

本
報
告
書
内
で
も
紹
介
し
た
よ
う
な
調
査
結
果
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
全
般
に
対
し
て
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
、
さ
ら
に
は
一
般
国
民
に

対
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
る
情
報
と
し
て
提
供
し
て
き
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
、
提
言
活
動
及
び
情
報
発
信
と
い
う
観
点
で
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
本
震
災
を
巡
っ
て
果

た
し
た
役
割
が
あ
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。 

 

こ
れ
以
外
で
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
で
、
震
災
対
応
活
動
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
等

の
開
催
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
だ
け
で
な
く
、
複
数
の
団
体
か
ら
提
供
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
多
様
性
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
に
よ
る
活
動
の
質
の
向
上
」、「
被

災
地
に
お
け
る
支
援
事
業
の
持
続
性
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」、「
仮
設
住
宅
に
お
け
る
住
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民
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

－

東
日
本
大
震
災
と
人
道
支
援
の

国
際
基
準
」、「
Ｈ
Ａ
Ｐ
と
ス
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ン
ダ
ー
ド
の
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
等
を
、
他
の
団
体
と
の
共
催
や
協
力
と
い
う
形
を
含
め
て
提
供
し
て
き
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
役
割
と
し
て
、
会
員
団
体
の
活
動
の
質
の
向
上
に
役
立
つ
ス
キ
ル

や
知
識
等
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
提
供
を
行
っ
て
き
て
い
る
。 

 

一
方
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
活
動
の
全
国
的
な
調
整
と
い
う
点
で
は
、
情
報
交

換
以
上
の
調
整
と
い
う
点
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。異
な
る
現
場

や
分
野
で
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
調
整
す
る
た
め
に
は
、詳
細
か
つ

具
体
的
な
情
報
が
必
要
と
な
る
が
、そ
の
よ
う
な
活
動
の
調
整
に
役
立
つ
全
国
レ
ベ
ル

で
の
情
報
を
持
つ
組
織
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

政
府
レ
ベ
ル
の
情
報
も
、結
果
と
し
て
は
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
す
る
た
め
に
役

立
つ
情
報
が
中
心
で
あ
り
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
活
動
を
調
整
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
（
具
体
的
に
は
、
ニ
ー
ズ
と
支
援
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
適
切
に
示
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
能
力
等
を
勘
案
し
て
各
団
体
に
適
切
な
支
援
要
請
を
行
う
た
め
の
情
報
）

を
得
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
報
告
書
中

の
緊
急
救
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
座
談
会
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。上
記
の
Ｊ
Ｐ
Ｆ
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
東
日
本
大
震

災
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
情
報
交
換
会
で
交
換
さ
れ
た
情
報
が
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
活

用
で
き
た
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、そ
れ
以
上
の
も
の
は
各
団
体
が
自
ら
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

３

－

２ 

県
レ
ベ
ル
で
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

  

本
節
で
は
、県
レ
ベ
ル
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
協
働
し
た
相
手
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
県
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
県
及
び
市
町
で
の
自
治
体
及
び
社
協
が
あ
り
、
ま
た
県

レ
ベ
ル
及
び
市
町
レ
ベ
ル
で
の
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
合
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
あ
っ
た
。以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
自
治
体
及
び
社
協
と
の
協
働
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
合
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
協
働
と

い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

【
自
治
体
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
】 

 

県
レ
ベ
ル
や
市
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、災
害
発
生
時
に

も
重
要
な
働
き
を
す

る
も
の
は
政
府
が
設
置
す
る
も
の
と
同
じ
く
、「
災
害
対
策
本
部
」
と
い
う
組
織
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
、
自
治
体
の
全
て
の
意
思
決
定
が
集
中
し
、
政
府
や
自
衛
隊
等
の
国
の

組
織
と
の
連
絡
も
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
情
報
の
集
中
と
発
信
と
い
う
点
に
お
い
て
、

極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
組
織
で
あ
る
。
一
方
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
と
し

て
民
間
団
体
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
に
お
け
る
災
害
対
策
本
部
と
の
正
式
な
協
働
を
行

う
よ
う
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め

た
あ
ら
ゆ
る
民
間
団
体
や
個
人
は
、県
及
び
各
市
町
村
レ
ベ
ル
の
社
協
が
設
置
す
る
災

害
Ｖ
Ｃ
に
お
い
て
協
力
活
動
を
行
う
よ
う
指
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
制
度
下
に
お
い
て
、例
外
的
に
自
治
体
や
市
町
の
災
害
対
策
本
部
と
関

係
を
構
築
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
あ
っ
た
。こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
調
査
の
中

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代

表
と
し
て
政
府
現
地
対
策
本
部
会
議
に
発
災
直
後
か
ら
出
席
し
た
と
い
う
事
例
で
あ

る
。
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
発
災
当
初
の
宮
城
県
内
で
の
炊
き
出
し
活
動
の
調
整
の

た
め
に
、
政
府
（
内
閣
府
）・
自
衛
隊
・
宮
城
県
及
び
社
協
と
協
議
し
な
が
ら
四
者
会

議
を
立
ち
上
げ
、
関
連
す
る
支
援
活
動
の
広
域
支
援
調
整
の
枠
組
み
に
参
加
し
た
（
本

報
告
書
の
座
談
会
よ
り
）。
ま
た
、
石
巻
市
に
お
い
て
石
巻
れ
ん
ぷ
く
が
、
石
巻
市
災

害
対
策
本
部
に
発
災
一
ヶ
月
後
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
で
あ
る

（
中
原
、
二
〇
一
一
、
一
三
〇
頁
）。
こ
れ
ら
の
関
係
は
、
現
在
の
災
害
救
援
法
の
中

で
は
例
外
的
で
あ
る
も
の
の
、
一
定
の
意
思
決
定
レ
ベ
ル
と
の
強
固
な
人
間
関
係
（
ア

ド
ラ
の
場
合
は
内
閣
府
現
地
対
策
本
部
の
政
府
統
括
官
と
の
強
い
信
頼
関
係
、ま
た
石

巻
市
の
場
合
、
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
会
長
と
石
巻
市
長
と
の
人
間
関
係
）
が
あ
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っ
た
こ
と
で
、こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
例
外
的
な
取
り
扱
い
が
可
能
だ

っ
た
と
言
え
る
。 

 

今
回
例
外
的
に
実
現
し
た
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
災
害
対
策
本
部
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携
を
、将
来
的
に
は
一
定
の
制
度
化
を
図
り
一
般
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
県
や
市
町
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
行
政
の
保
健
課
、
教
育
委
員
会
、
そ
の

他
必
要
な
部
局
と
の
協
働
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
。保
健
や
教
育
分
野
等
の
個
別
の

分
野
の
活
動
に
関
し
て
は
、自
治
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
局
が
よ
り
詳
し
い
状
況
の

把
握
を
行
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
は
途
上
国
の
現
場
で
自

ら
が
仕
事
を
行
う
部
局
と
の
協
力
関
係
を
作
る
こ
と
は
至
極
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
例
で
は
、
気
仙
沼
で
活
動
す
る
シ
ェ
ア
が
、

保
健
関
係
の
市
行
政
の
部
局
と
の
協
働
活
動
に
よ
っ
て
、巡
回
健
康
相
談
や
気
仙
沼
に

派
遣
さ
れ
る
医
療
従
事
者
の
調
整
業
務
等
を
行
っ
た
。
ま
た
難
民
を
助
け
る
会
は
、
宮

城
県
障
が
い
福
祉
課
と
の
密
接
な
調
整
の
も
と
に
、障
が
い
者
等
へ
の
支
援
活
動
を
行

っ
た
。 

 

他
方
で
、
自
治
体
の
社
協
が
運
営
す
る
災
害
Ｖ
Ｃ
で
は
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
が
連
携
し
、
非
常
に
大
き
な
協
働
が
行
わ
れ
た
。
宮
城
県
の
社
協
で
は
、
毎
日
の

情
報
交
換
会
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
交
え
、両
者
で
必
要
な
情
報
の
交
換
を
積
極

的
に
行
っ
た
。
ま
た
、
宮
城
県
の
災
害
Ｖ
Ｃ
に
Ｊ
Ｐ
Ｆ
の
派
遣
職
員
が
駐
在
し
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
等
を
行
っ
た
。 

 

市
町
レ
ベ
ル
で
の
社
協
に
お
い
て
は
、前
述
し
た
支
援
Ｐ
を
通
じ
て
派
遣
さ
れ
た
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
職
員
に
よ
る
支
援
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
援
Ｐ
以
外
で
も
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
接
、個
別
市
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
の
支
援
要
員
を
派
遣
し
た
実
績
が
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
会
員
団
体
で
は
、
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）、

Ｉ―

Ｃ
Ａ
Ｎ
、
ケ
ア
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
ザ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ

ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｆ
）、
グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｇ
Ｎ
Ｊ
）、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

国
際
奉
仕
財
団
を
始
め
と
し
た
各
団
体
が
、支
援
Ｐ
の
枠
組
み
と
は
別
に
独
自
の
災
害

Ｖ
Ｃ
支
援
要
員
を
派
遣
し
た
。 

 

そ
の
他
に
、一
般
的
な
市
町
レ
ベ
ル
で
の
災
害
Ｖ
Ｃ
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
に

お
い
て
は
、清
掃
活
動
や
様
々
な
復
興
活
動
に
お
い
て
派
遣
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

調
整
を
通
じ
て
協
働
が
行
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
も
独
自
に
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、そ
の
よ
う
な
団
体
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
は
、
市
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
が
派
遣
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
は
棲
み
分
け
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
活
動
地
の
割
り
振
り
や
活
動
内
容
を
、
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
が
市
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
と
調
整
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

【
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
合
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
協
働
】 

 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
海
外
で
支
援
事
業
を
行
う
場
合
に
、
多
く
の
場
合
、
地
元
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
や
住
民
組
織
と
の
協
働
（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
と
い
う
形
態
を
取
る
こ
と
が

多
い
。
こ
れ
と
同
様
に
、
今
回
の
震
災
関
連
の
支
援
活
動
に
お
い
て
も
、
被
災
地
域
に

拠
点
を
置
く
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
合
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
協
働
と
い
う
形
態
は
見
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
宮
城
県
に
お
い
て
は
、
県
レ
ベ
ル
で
は
「
せ
ん
だ
い
・
み
や
ぎ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
」
が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
や
地
元
青
年
会
議
所
と
「
宮
城
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
（
み
や
ぎ
れ
ん

ぷ
く
）」
を
立
ち
上
げ
、
宮
城
県
外
か
ら
入
っ
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
、
宮

城
県
内
に
拠
点
を
置
い
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
の
連
携
を
向
上
さ
せ
る
べ
く

活
動
し
て
い
る
。
こ
の
れ
ん
ぷ
く
方
式
は
、
岩
手
県
と
福
島
県
で
も
構
築
さ
れ
、
外
部

か
ら
支
援
に
駆
け
つ
け
た
団
体
と
、
地
元
に
拠
点
を
置
く
団
体
の
連
携
と
、
行
政
等
と

の
調
整
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

他
方
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
個
別
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
関
係
構
築
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
経
験
の
無
か
っ
た
相
手
と
の
協
働
関
係
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
事
例
で
は
、
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
地
元
Ｎ
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Ｐ
Ｏ
「
宮
城
こ
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
協
力
を
得
て
発
災
後
の
初
期
に
「
こ
ど
も
ひ

ろ
ば
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
プ
ラ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
小
中
学
校
の

教
員
等
で
子
ど
も
達
の
心
の
問
題
に
関
わ
る
人
々
へ
の
心
理
社
会
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、研
修
等
の
活
動
に
お
い
て
臨
床
心
理
士
や
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
専
門
家
が

集
ま
っ
て
作
る
「
ケ
ア
宮
城
」
と
い
う
地
元
の
グ
ル
ー
プ
と
協
働
を
行
っ
て
い
る
。 

 

【
地
方
発
の
連
携

－

「
石
巻
モ
デ
ル
」
と
「
遠
野
モ
デ
ル
」】 

 

今
回
の
震
災
に
お
い
て
、被
災
地
の
地
元
団
体
と
県
外
等
か
ら
の
外
部
団
体
の
協
力

関
係
が
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、石
巻
市
で

設
立
さ
れ
た
「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
」
と
、
岩
手
県
遠
野
市
で
設
立
さ
れ
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
の
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ
る
。
両
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
説
明
で
き
る
ほ
ど
の
協
働
だ
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
石
巻
で

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
記
録
し
た
中
原
一
歩
氏
に
よ
る
新
書
の
タ
イ
ト
ル

は
『
奇
跡
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
石
巻
モ
デ
ル
」』（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
一
）
と
な

っ
て
お
り
、
す
で
に
多
く
の
人
々
に
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
、「
石
巻
モ
デ
ル
」
と
「
遠
野
モ
デ
ル
」
と
呼
べ
る
も
の
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
。 

 

「
石
巻
モ
デ
ル
」 

 

石
巻
市
は
漁
業
や
水
産
加
工
業
を
中
心
と
し
た
産
業
地
域
で
あ
り
、人
口
十
六
万
二

千
人
を
擁
す
る
宮
城
県
第
二
の
都
市
で
あ
る
。こ
こ
を
東
日
本
大
震
災
の
地
震
と
津
波

が
襲
い
、
沿
岸
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。
石
巻
市
の
被
害
は
、
死
者
三
千
二

百
八
十
人
、
行
方
不
明
者
六
百
二
十
九
人
（
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
八
日
現
在
、
石

巻
市
）、全
壊
家
屋
二
万
二
千
三
百
五
十
七
棟（
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
十
八
日
現
在
、

宮
城
県
）
と
い
う
も
の
で
、
宮
城
県
全
体
の
死
者
・
行
方
不
明
者
数
の
三
分
の
一
も
占

め
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
石
巻
市
役
所
周
辺
も
津
波
の
水
で
冠
水
し
、
石

巻
市
社
協
の
事
務
所
ビ
ル
も
被
災
し
た
た
め
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、当
初
か

ら
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
被
害
状
況
を
他
の
被
災
地
と
比
較
し
て
み
る
と
、例
え
ば
南
三
陸
町
や
大

槌
町
の
よ
う
に
中
心
地
の
住
宅
が
津
波
の
直
接
的
な
被
害
に
遭
っ
た
た
め
に
家
屋
が

ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
に
対
し
、石
巻
市
で
は
比
較
的
多
く
の
家
屋
で
一
階

部
分
の
浸
水
被
害
に
留
ま
り
、泥
か
き
や
そ
の
他
の
修
理
作
業
に
よ
っ
て
居
住
可
能
な

家
が
残
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
近
く
の
商
店
街
に
お
い
て

は
多
く
の
泥
か
き
作
業
の
需
要
が
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
他
の
一
般
民
家
や
商
店
に
お
け

る
復
旧
作
業
が
求
め
ら
れ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
簡
易
な
作
業
の
需
要
が
多
く
存
在

し
た
。一
方
で
、避
難
者
の
数
も
石
巻
市
で
は
宮
城
県
下
で
は

多
の
五
万
人
を
数
え
、

避
難
者
の
生
命
を
支
え
る
た
め
の
極
め
て
多
く
の
作
業
が
必
要
だ
っ
た
。例
え
ば
避
難

所
へ
の
物
資
の
配
送
、
炊
き
出
し
、
生
活
水
の
確
保
や
保
健
衛
生
の
ケ
ア
等
が
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
仙
台
市
か
ら
の
距
離
が
石
巻
以
北
の
被
災
地
に
比
較
し
て
近
く
ア
ク
セ

ス
も
容
易
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、多
く
の
市
民
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
石

巻
市
に
救
援
に
訪
れ
る
可
能
性
が
見
え
て
い
た
。 

 

宮
城
県
石
巻
市
で
は
、支
援
に
入
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
の
支
援
団
体
が
三
月
二

十
日
に
第
一
回
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
連
絡
会
を
開
い
て
以
来
、
毎
日
、
協
議
会
を
開
催

し
て
情
報
共
有
を
進
め
た
。
そ
し
て
「
社
団
法
人 

石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）」
が
発
災
後
一
ヶ
月
に
な
ら
な
い
段
階
の
四
月
二
日
に
発
足
し
、
八
月

二
十
三
日
現
在
の
協
議
会
へ
の
登
録
団
体
数
は
二
百
九
十
を
超
え
、石
巻
地
域
で
支
援

活
動
を
展
開
す
る
ほ
と
ん
ど
全
て
の
民
間
団
体
を
網
羅
す
る
大
き
な
調
整
体
へ
と
発

展
し
た
。
協
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
団
体
紹
介
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。 

 

「
石
巻
で
は
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
毎
日
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
六
百
～
八
百
人
、

団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
四
百
名
以
上
活
動
し
て
お
り
、炊
き
出
し
を
例
に
出
せ
ば
四
千

～
二
万
食
が
毎
日
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
規
模
の
活
動
に
あ
わ
せ
、
ニ
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ー
ズ
に
合
っ
た
支
援
を
重
複
な
く
実
施
す
る
た
め
に
調
整
機
関
は
必
須
で
あ
り
、被
災

者
一
人
一
人
へ
の
支
援
を

大
限
に
す
る
た
め
の
必
要
性
か
ら
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支

援
連
絡
会
」
と
し
て
発
足
し
た
組
織
で
す
。」「
石
巻
災
害
復
興
支
援
協
議
会
で
は
、
被

災
直
後
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
別
の
分
科
会
を
設
置
し
、調
整
し
な
が
ら
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
八
月
二
十
三
日
現
在
の
登
録
団
体
数
は
二
百
九
十
を
超
え
、
十
一
の
分

科
会
を
設
置
し
て
お
り
、
出
身
地
や
組
織
の
枠
組
み
を
超
え
て
「
被
災
地
の
た
め
に
何

か
し
た
い
」
と
い
う
一
つ
の
思
い
を
共
有
し
、
毎
夜
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。」（
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
概
要
よ
り
。） 

 

石
巻
市
で
は
、
今
回
の
震
災
の
直
前
に
、
地
元
に
あ
る
唯
一
の
大
学
で
あ
る
石
巻
専

修
大
学
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。詳
し
い
内
容
は
中
原
一
歩
氏
に
よ

る
著
書
（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
一
、
第
三
章
）
に
譲
る
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
末
日
に

両
者
は
防
災
協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
い
た
も
の
の
、震
災
の
た
め
に
実
現
は
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
防
災
協
定
の
案
は
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
発
災
後
に
は
そ
の
案
に
沿

っ
て
迅
速
な
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
で
も
重
要
な
も
の
は
、
石
巻
専
修

大
学
構
内
に
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
発
災
後
四
日
後
に
、
亀

山
石
巻
市
長
か
ら
大
学
側
に
要
請
が
あ
り
、
大
学
側
が
こ
の
要
請
を
受
諾
、
翌
日
か
ら

石
巻
市
社
協
が
災
害
Ｖ
Ｃ
を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
と
し
て
開
放
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
石
巻
専
修
大
学
の
あ
ら
ゆ
る
施
設
が
、
物
資
倉
庫
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊

場
所
等
と
し
て
提
供
さ
れ
、
し
か
も
大
学
構
内
の
規
則
を
守
る
か
た
ち
で
運
営
さ
れ
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
石
巻
市
で
活
動
す
る
た
め
の
受
け
皿
が
実
現
し
た
。 

 

協
議
会
は
、
同
じ
石
巻
専
修
大
学
の
構
内
に
事
務
局
を
設
置
し
、
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ

と
共
に
活
動
を
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
社
協
と
協
議
会
が
極
め
て
高
度
な
連
携
関

係
を
持
ち
つ
つ
、協
議
会
の
構
成
団
体
で
あ
る
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
社
協
が

広
く
受
け
入
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
は
協
議
会
の
重

要
な
構
成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
が
、活
動
の
実
施
は
基
本
的
に
は
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
が
独
自

に
行
っ
て
い
る
。
本
報
告
書
中
で
の
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
よ
る
報
告
で
は
、
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
が
受
け
付
け
、団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
独
自
に
募
集
し
て
派
遣
し
、活
動
内
容
に
つ
い
て
は
協
議
会
を
通
じ
て
社
協
の
災
害

Ｖ
Ｃ
と
調
整
し
た
う
え
で
活
用
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
独
自
の
活
動
を
大
幅
に
受
け
入
れ
た
と
い
う
の
が
、石
巻
で
の
社
協
に
よ
る
災
害

Ｖ
Ｃ
と
協
議
会
に
よ
る
協
働
の
仕
組
み
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

「
遠
野
モ
デ
ル
」 

 

岩
手
県
遠
野
市
に
あ
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
は
東

日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
た
岩
手
県
沿
岸
部
を
支
援
す
る
べ
く
、震
災
後
に

遠
野
市
で
結
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。
現
在
は
全
国
か
ら
支
援
物
資
が
届
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
様
々
な
復
興
支
援
団
体
が
集
い
、多
種
多
様
な
被
災
地
支
援
を
実
施
し
て
い

る
同
団
体
も
、
当
初
は
地
元
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
団
体
、
そ
し
て
企
業
の
代
表

な
ど
、各
々
の
有
志
が
被
災
地
に
必
要
な
物
資
を
集
め
て
届
け
る
活
動
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
物
資
を
届
け
つ
つ
被
災
者
か
ら
の
多
様
な
要
望
を
聞
く
な
か
、
効
率
的
な
支
援

を
実
施
す
る
に
は
組
織
を
つ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集
め
な
い
と
対
応
し
て
い
け
な

い
と
考
え
た
各
有
志
が
集
い
、さ
ら
に
は
同
じ
く
物
資
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
た
遠

野
市
社
協
を
巻
込
み
、「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に
は
多
く
の
支
援
物
資
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
団
体

を
含
む
人
的
支
援
が
集
束
す
る
こ
と
に
な
る
が
、そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
る
。 

 

一
つ
は
岩
手
県
の
内
陸
に
位
置
す
る
遠
野
市
の
地
理
的
条
件
で
あ
る
。津
波
の
影
響

を
大
き
く
受
け
た
沿
岸
部
は
そ
の
被
害
の
大
き
さ
か
ら
県
外
の
団
体
が
そ
の
拠
点
を

設
け
る
に
は
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
、
活
動
拠
点
の
確
保
、
支
援
を
行
う
自
ら
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な
ど
、
拠
点
機
能
と
し
て
は
余
り
に
も
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、

内
陸
部
に
位
置
す
る
遠
野
市
の
被
害
は
軽
微
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宮
城
県
の
県
庁
で
あ

る
仙
台
市
に
比
し
、岩
手
県
の
県
庁
で
あ
る
盛
岡
市
は
沿
岸
部
へ
支
援
を
届
け
る
に
は



 ８４

距
離
的
に
は
遠
い
。沿
岸
部
か
ら
車
で
一
〜
二
時
間
と
い
う
遠
野
市
は
地
理
的
に
み
て

も
沿
岸
部
へ
の
後
方
支
援
拠
点
と
し
て

適
な
位
置
に
あ
っ
た
。 

 

も
う
一
つ
は
、地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
地
元

の
社
協
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
協
働
体
制
を
敷
き
つ
つ
、
さ
ら
に
は
青
年
商
工
会
議
所
と

も
連
携
し
た
こ
と
で
あ
る
。ま
た
団
体
と
し
て
オ
ー
プ
ン
ド
ア（
来
る
も
の
は
拒
ま
ず
）

の
ス
タ
ン
ス
を
取
り
、全
国
か
ら
集
う
各
支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
協
働
関
係

を
広
げ
る
方
針
を
採
っ
た
。
誰
で
も
参
加
で
き
、
し
か
も
全
員
（
全
団
体
）
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
の
分
野
で
活
動
し
つ
つ
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
力
と
な
り
、よ
り

大
き
な
活
動
と
組
織
の
礎
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

ま
た
、
個
人
・
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
、
被
災
地
へ
の
派
遣
も
積
極
的
に

行
っ
た
。
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
も
遠
野
市
は
陸
路
、
鉄
道
と
も
に
ア
ク

セ
ス
が
良
く
、「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
遠
野
市
か
ら
沿
岸
被
災
地
ま
で
の

交
通
手
段
を
用
意
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
ら
宿
泊
・
交
通
手
段
を
持
た
ず
と
も
、

全
国
か
ら
老
若
男
女
が
集
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
参
加
者
の
多
様
性
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
枠
を
広
げ
、瓦
礫
撤
去
や
家
屋
整
理
な
ど
の
単
な
る
力
仕
事
だ
け

で
な
く
、
被
災
者
の
身
の
回
り
の
世
話
や
心
の
ケ
ア
、
さ
ら
に
は
支
援
団
体
が
実
施
す

る
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
も
つ
な
が
り
、数
多
く
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
可
能
と
な
っ

て
い
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
の
構
成
団
体
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
の

相
互
作
用
で
、
同
団
体
の
活
動
と
そ
の
規
模
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。「
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
」
の
活
動
も
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
緊
急
時
に
お
け
る
物
資
支
援

に
つ
い
て
も
単
に
物
資
を
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、そ
こ
で
得
ら
れ
た
さ
ら
な
る
ニ
ー

ズ
を
日
々
の
全
体
会
議
で
情
報
共
有
し
、
対
応
策
を
検
討
、
対
処
で
き
る
団
体
や
個
人

が
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
と
い
う
体
制
が
取
ら
れ
た
。こ
の
全
体
会
議
で
は
他
に
も
参
加
団

体
か
ら
の
活
動
報
告
や
今
後
の
予
定
が
共
有
さ
れ
、
各
団
体
が
協
働
で
き
る
部
分
、
補

完
し
合
え
る
部
分
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ま
た
、
大
槌
町
の
避
難
所
の
隣
に
土
地
を

借
り
プ
レ
ハ
ブ
を
建
て
、「
ま
ご
こ
ろ
広
場
」
と
名
づ
け
、
炊
き
出
し
、
心
の
ケ
ア
・

相
談
、各
参
加
団
体
や
個
人
が
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
同
広
場
で
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
被
災
者
と
の
接
点
の
「
場
」
は
支
援
す
る
側
の
一
方
的
な
情
報
提
供
に
留
ま

ら
ず
、被
災
者
と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
情
報
共
有
の
場
と
も
な

り
、被
災
地
に
お
け
る
課
題
と
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
機
会
と
な
っ
た
。ま
た
、

特
に
初
期
の
緊
急
時
に
お
い
て
は
、
各
地
域
の
災
害
Ｖ
Ｃ
も
被
害
の
甚
大
さ
・
広
域
さ

に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
追
い
つ
か
ず
、多
く
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
に
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
を
軸
と
し
た
ニ
ー
ズ
把
握
と
そ
の
対

処
、
活
動
は
さ
ら
な
る
支
援
団
体
や
個
人
の
参
加
、
支
援
物
資
の
充
足
を
促
す
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。 

 

「
石
巻
モ
デ
ル
」
と
「
遠
野
モ
デ
ル
」
の
比
較 

 

こ
こ
で
「
石
巻
モ
デ
ル
」
と
「
遠
野
モ
デ
ル
」
を
比
較
し
て
み
た
い
。
中
原
氏
の
著

書
は
、「
石
巻
モ
デ
ル
」
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
に
構
築
さ
れ
て
き
た
社
協
の

災
害
Ｖ
Ｃ
が
、受
け
身
的
に
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
集
め
た
支
援
要
請
に
対
し
て
支
援
を

行
う
「
社
協
モ
デ
ル
」
と
、
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
独
自
に
各
団
体
の
得
意
分
野
の
支
援
活
動
を

行
う
た
め
に
積
極
的
に
支
援
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
モ
デ
ル
」
の
二

つ
の
モ
デ
ル
が
共
存
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。 

 

一
方
、「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
遠
野
市
社
協
を
含
む

構
成
団
体
が
「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
に
一
元
化
さ
れ
つ
つ
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
被

災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
吸
い
上
げ
て
活
動
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。中
原
氏
の
論
理
に

従
え
ば
、
こ
れ
は
「
社
協
モ
デ
ル
」
と
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
モ
デ
ル
」
が
融
合
さ
れ
た
も
の
と
言

え
る
。 

 

ま
た
、「
石
巻
モ
デ
ル
」
の
場
合
は
、
石
巻
専
修
大
学
が
そ
の
施
設
を
石
巻
市
社
協

と
協
議
会
の
両
者
に
提
供
し
、物
資
の
集
積
場
と
し
て
の
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
と

と
も
に
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
石
巻
専
修
大
学
の
敷
地
内
に
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
し
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て
宿
泊
が
可
能
に
な
っ
た
。
遠
野
で
は
、
遠
野
市
が
市
の
関
連
施
設
を
提
供
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、「
遠
野
ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
範
囲
が
飛
躍
的
に
拡
大
し
た
。
ど
ち

ら
の
ケ
ー
ス
で
も
、
被
災
地
の
後
背
地
に
位
置
す
る
比
較
的
被
害
の
少
な
い
地
で
、
大

施
設
を
活
用
で
き
た
こ
と
が
、
両
団
体
の
活
動
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
、

大
量
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
資
の
受
け
入
れ
や
そ
の
調
整
な
ど
の
具
体
的
な
被
災
地

支
援
活
動
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
将
来
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
際
に
、
こ
う

し
た
「
後
方
支
援
基
地
機
能
」
の
適
地
と
組
織
を
あ
ら
か
じ
め
選
定
し
て
お
く
こ
と
が

有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。 

 

後
に
、
両
者
と
他
の
地
域
と
の
違
い
を
際
立
た
せ
た
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
外
部

の
団
体
を
受
け
入
れ
た
開
放
性
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。支
援
し
た
い
と
の
熱
意

を
持
っ
た
人
々
や
団
体
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
ま
た
新
た
な
活
力
と

し
て
い
っ
た
と
い
う
点
が
、
こ
の
両
モ
デ
ル
と
他
地
域
を
隔
て
る
点
で
あ
っ
た
。 

 

３

－

３ 

企
業
と
の
協
働 

  

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
で
は
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
始
め
と
し

た
多
く
の
非
営
利
団
体
だ
け
で
な
く
、多
く
の
民
間
企
業
も
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。今
回
の
震
災
支
援
で
は
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
を
受
け
ず
に
被
災
地
支
援
及
び

そ
の
関
係
の
活
動
を
実
施
し
た
民
官
企
業
が
多
数
存
在
し
た
。
こ
れ
が
、
企
業
に
よ
る

い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的
責
任

：Corporate Social Responsibility

）

の
一
形
態
で
あ
る
。
今
日
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
概
念
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
型
の

も
の
か
ら
企
業
の
本
業
分
野
で
の
社
会
貢
献
も
含
む
幅
広
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。今

回
の
震
災
は
、民
間
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
関
わ
り
方
を
大
き
く
推
進
さ
せ
る
き
っ
か
け

と
も
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
今
次
震
災
関
係
の
被
災
地
支
援
活
動
全

般
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
検
討
す
る
。 

 

【
経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
加
盟
企
業
・
団
体
の
活
動
】 

 

二
〇
一
一
年
十
二
月
十
三
日
に
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
以
下
、
経
団
連
）
の
社
会

貢
献
推
進
委
員
会
は
、「
経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ(

以
下
、
１
％
ク
ラ
ブ)

」
に
加
盟
す
る

一
千
四
百
八
十
五
社
・
団
体
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
章
末
脚
注
①
参
照
）

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
１
％
ク
ラ
ブ
加
盟
企
業
・
団
体
は
、
⑴
金
銭
寄
付
、

⑵
現
物
寄
付
（
サ
ー
ビ
ス
含
む
）、
⑶
社
員
等
の
被
災
者
・
被
災
地
支
援
活
動
へ
の
参

加
、
⑷
社
員
や
消
費
者
等
へ
の
寄
付
の
呼
び
か
け
・
マ
ッ
チ
ン
グ
、
⑸
施
設
開
放
、
⑹

被
災
地
応
援
・
風
評
被
害
対
策
購
買
活
動
、
と
い
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

 

１
％
ク
ラ
ブ
加
盟
企
業
・
団
体
に
よ
る
金
銭
寄
付
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
七
割
が
義

援
金
、
そ
の
三
割
が
支
援
金
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
活
動
へ
の
寄
付
）
と
し
て
支
出
さ
れ

た
。
義
援
金
は
、
回
答
企
業
の
九
割
（
四
百
八
社
）
が
寄
付
し
て
い
る
。
金
銭
寄
付
の

三
割(

約
二
百
三
十
一
億
円)

が
（
本
稿
補
足

：

二
〇
一
一
年
）
三
月
末
ま
で
に
支
出

さ
れ
て
お
り
、
企
業
が
極
め
て
迅
速
に
対
応
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
今
後
（
十
月
以
降
）

も
約
百
七
十
七
億
円
の
寄
付
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
支
出
先
と
し
て
は
金
額
・
件
数
と

も
に
、
日
本
赤
十
字
社
、
地
方
公
共
団
体
が
上
位
を
占
め
る
」
と
の
分
析
を
示
し
て
い

る
。
全
体
と
し
て
は
、
企
業
に
よ
る
独
自
の
金
銭
寄
付
は
七
百
十
二
億
円
、
現
物
寄
付

と
社
員
募
金
や
店
頭
募
金
等
に
係
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
合
わ
せ
、企
業
に
よ
る
寄
付
は
総

額
で
八
百
九
十
六
億
円
あ
っ
た
。こ
れ
に
団
体
に
よ
る
寄
付
や
そ
の
他
の
寄
付
を
全
て

合
わ
せ
る
と
、一
千
二
百
十
八
億
円
が
企
業
及
び
団
体
か
ら
寄
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 
寄
付
先
を
み
る
と
、
す
で
に
寄
付
さ
れ
た
五
百
三
十
四
億
円
（
企
業
に
よ
る
独
自
の

金
銭
寄
付
の
七
一
一
・
七
八
億
円
か
ら
今
後
寄
付
予
定
の
一
七
七
・
四
二
億
円
を
差
し

引
い
た
額
）
の
う
ち
、
六
六
％
に
当
た
る
三
百
五
十
六
億
円
は
被
災
者
へ
の
義
援
金
、

二
六
％
に
当
た
る
百
三
十
七
億
円
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
活
動
に
対
す
る
寄
付
、五
％
に

当
た
る
二
十
九
億
円
が
自
社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る
奨
学
金
・
助
成
金
等
と
し

て
配
分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
支
出
先
の
上
位
五
位
が
示
さ
れ
て
お
り
、
第
一
位
は
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日
本
赤
十
字
社
で
三
二
％
に
当
た
る
百
七
十
億
円
、
第
二
位
は
地
方
公
共
団
体
で
二

七
％
に
当
た
る
百
四
十
二
億
円
、第
三
位
は
中
央
共
同
募
金
会
で
一
六
％
に
当
た
る
八

十
三
億
円
、
第
四
位
は
自
社
（
グ
ル
ー
プ
）
の
財
団
・
フ
ァ
ン
ド
等
で
八
％
に
当
た
る

四
十
一
億
円
、そ
し
て
第
五
位
が
Ｊ
Ｐ
Ｆ
で
四
％
に
当
た
る
二
十
二
億
円
が
寄
付
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。 

 

１
％
ク
ラ
ブ
加
盟
企
業
・
団
体
に
よ
る
現
物
寄
付
に
つ
い
て
は
、
百
四
十
四
億
円
相

当
の
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
す
で
に
支
出
さ
れ

た
百
三
十
億
円
分
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
・
被
災
企
業
・
被
災
団
体
向
け
が
八
三
％
に

当
た
る
百
八
億
円
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
支
援
活
動
組
織
向
け
が
一
〇
％
に
当
た
る
十
二
億
円
、

そ
の
他
向
け
が
八
％
に
当
た
る
十
億
円
と
し
て
い
る
。
主
な
提
供
物
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
つ
い
て
の
件
数
の
多
か
っ
た
上
位
五
件
は
、
⑴
食
糧
・
飲
料
品
（
三
〇
％
）、

⑵
日
用
消
耗
品
（
除
く
生
理
・
衛
生
用
品
）（
一
四
％
）、
⑶
生
理
・
衛
生
用
品
（
七
％
）、

⑷
衣
料
品
（
七
％
）、
⑸
医
療
品
（
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
額

別
の
上
位
五
件
で
は
少
し
状
況
が
異
な
る
。
金
額
別
の
場
合
は
、
⑴
食
糧
・
飲
料
品
（
二

十
一
億
円
、
一
七
％
）、
⑵
重
機
・
設
備
等
（
十
五
億
円
、
一
二
％
）、
⑶
家
具
・
寝
具

（
十
二
億
円
、
九
％
）、
⑷
日
用
消
耗
品
（
除
く
生
理
・
衛
生
用
品
）（
十
億
円
、
八
％
）、

そ
し
て
⑸
医
療
品
（
九
億
円
、
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
金
額
別
の
場
合
は
、

重
機
・
設
備
等
や
家
具
・
寝
具
と
い
っ
た
も
の
が
上
位
に
入
っ
て
い
る
。
時
期
的
な
配

分
状
況
で
は
、
食
糧
・
飲
料
品
の
需
要
が
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
一
方
で
、
重
機
・

設
備
等
や
家
電
製
品
、ま
た
事
務
用
機
器
と
い
っ
た
も
の
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
傾

向
に
あ
る
。 

 

１
％
ク
ラ
ブ
加
盟
企
業
・
団
体
に
よ
る
社
員
等
の
被
災
者
・
被
災
地
支
援
活
動
へ
の

参
加
に
関
し
て
は
、「
二
百
四
十
八
社
の
企
業(

回
答
社
数
の
五
割)

が
社
員
に
対
し
て

被
災
者
・
被
災
地
支
援
活
動
（
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）
へ
の
参
加
を
促
し

た
。
と
り
わ
け
、
そ
の
半
数
を
超
え
る
百
六
十
一
社
が
自
社
・
自
グ
ル
ー
プ
で
支
援
活

動
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
社
員
に
参
加
を
促
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。参
加
延
べ

人
数
は
十
七
万
人
・
日
に
の
ぼ
り
、
活
動
先
と
し
て
は
災
害
Ｖ
Ｃ
を
通
じ
た
施
設
が
五

割
、
避
難
所
・
避
難
者
宅
が
二
割
を
占
め
る
。」
と
ま
と
め
て
い
る
。 

 

も
う
一
点
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
し

て
は
、「
今
回
の
大
震
災
を
契
機
に
、
既
存
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
を
充
実
し
た

企
業
が
二
十
五
社
、
休
暇
制
度
を
創
設
し
た
企
業
が
二
十
七
社
、
東
日
本
大
震
災
の
み

に
適
用
す
る
特
別
な
休
暇
制
度
を
導
入
し
た
企
業
が
二
十
一
社
な
ど
、社
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
制
度
を
充
実
し
た
企
業
が
多
い
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
社

員
が
支
援
活
動
に
参
加
す
る
場
合
の
勤
務
上
の
扱
い
に
つ
い
て
、自
社
等
で
企
画
し
た

活
動
に
参
加
す
る
場
合
に
は
、「
出
張
や
研
修
な
ど
業
務
扱
い
に
す
る
ケ
ー
ス
」
と
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
や
有
給
休
暇
扱
い
と
す
る
ケ
ー
ス
」が
概
ね
同
程
度
の
割
合
で
あ
っ

た
。
他
方
、
他
組
織
が
企
画
し
た
活
動
に
参
加
す
る
場
合
に
は
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休

暇
や
有
給
休
暇
扱
い
と
す
る
ケ
ー
ス
」
が
多
か
っ
た
。
社
員
が
支
援
活
動
に
参
加
す
る

場
合
の
企
業
の
支
援
に
つ
い
て
、「
他
組
織
が
企
画
し
た
活
動
へ
の
参
加
に
比
べ
て
、

自
社
等
が
企
画
し
た
活
動
へ
の
参
加
の
方
が
、交
通
費
や
宿
泊
費
等
の
補
助
な
ど
の
手

厚
い
支
援
が
行
わ
れ
た
」
と
分
析
し
て
い
る
。 

 

企
業
側
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
具
体
例
と
し
て
は
、経
団
連
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
バ
ス
（
通
称
ボ
ラ
バ
ス
）
派
遣
と
い
う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
経

団
連
１
％
ク
ラ
ブ
で
は
、
支
援
Ｐ
と
連
携
し
、
四
月
下
旬
か
ら
八
月
下
旬
ま
で
「
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
の
人
々
を
応
援
す
る
企
業
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実

施
し
、
二
十
回
に
渡
り
ボ
ラ
バ
ス
を
企
画
・
運
営
し
、
合
計
六
百
四
十
二
人
の
企
業
か

ら
の
参
加
者
を
派
遣
し
た
（
経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。
こ
れ
は
、

支
援
Ｐ
と
い
う
制
度
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、多
く
の
参
加
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
で
き
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
が
独
自
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
を
行
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
中
原
一
歩
氏
の
著
書
（
中
原
、
一
〇
四

頁
）に
示
さ
れ
て
い
る
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
へ
の
派
遣
を
行
っ
た
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
社
の
事
例

で
あ
る
。
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
社
で
は
、
二
〇
一
一
年
四
月
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を



 ８７

結
成
し
、二
〇
一
一
年
十
一
月
末
現
在
で
十
六
チ
ー
ム
四
百
九
十
八
名
の
グ
ル
ー
プ
従

業
員
、
及
び
従
業
員
の
家
族
が
被
災
地
で
復
興
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
（
同
社
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）。
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
社
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度
を
活
用
し

て
、
社
員
が
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
考
え
た
。
派

遣
先
は
、
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
自
治
体
（
主
に
社
協
と
考
え
ら
れ

る
）
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
お
り
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
関
係
も
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。 

 

【
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
】 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
企
業
の
協
働
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
た
め
に
、

二
〇
一
一
年
七
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
と
（
百
五
十
五
団

体
中
二
十
四
団
体
か
ら
回
答
、
回
答
率
一
五
％
）
企
業
（
百
四
十
二
社
中
二
十
一
社
か

ら
回
答
、
回
答
率
一
四
％
）
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
率
が
低
い

も
の
の
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

 

図
３
―
１
を
参
照
す
る
と
、
回
答
し
た
二
十
一
社
の
企
業
の
う
ち
、
震
災
関
係
で
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
協
働
し
た
企
業
は
十
五
社
あ
り
、そ
の
十
五
社
に
ど
の
よ
う
な
分
野
で
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
協
働
し
た
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
複
数
回
答
可
で
五
十
一
の
活
動
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

中
で

も
多
か
っ
た
の
が
、
十
二
社
の
回
答
が
あ
っ
た
物
品
供
与
。
次
が
十
社
の
回
答

が
あ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
、
清
掃
／
片
付
け
（
四
社
）、

心
の
ケ
ア
（
同
）、
情
報
提
供
（
同
）、
そ
の
他
（
同
）
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
二
位
ま

で
の
活
動
だ
け
で
、
全
体
の
四
五
％
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
働
の
成
果
に
つ
い
て
の
、企
業
側
の
満
足
度
に
つ
い
て

質
問
し
た
と
こ
ろ
、
図
３
―
２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
四
六
％
の
企
業
が
「
と
て
も
満

足
」
と
し
、
四
七
％
の
企
業
が
「
ま
あ
ま
あ
満
足
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。「
普
通
」

と
し
た
企
業
の
七
％
を
除
け
ば
、
九
〇
％
超
（
十
五
社
中
十
四
社
）
の
企
業
が
一
定
以

上
の
満
足
度
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
同
様
の
質
問
を

し
て
お
り
、「
少
し
不
満
」
が
一
社
（
七
％
）
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
が
出

て
い
る
。
一
方
、
こ
れ

と
同
様
の
質
問
を
Ｎ
Ｇ

Ｏ
側
に
も
し
た
と
こ
ろ
、

企
業
と
の
協
働
の
成
果

に
つ
い
て
は
一
団
体
の

み
「
少
し
不
満
」（
五
％
）

が
あ
っ
た
だ
け
で
、
三

団
体
が
「
普
通
」
と
し

（
一
四
％
）、
残
り
が

「
と
て
も
満
足
」（
九
団

体
、
四
三
％
）
と
「
ま

あ
ま
あ
満
足
」（
八
団
体
、

三
八
％
）
と
な
っ
て
お

り
、
高
い
満
足
度
を
示

し
て
い
る
。
た
だ
し
、

企
業
と
の
協
働
の
プ
ロ

セ
ス
に
関
し
て
は
、「
少

し
不
満
」（
一
団
体
、

五
％
）
と
「
普
通
」（
七
団
体
、
三
三
％
）
が
併
せ
て
三
八
％
を
占
め
て
お
り
、
全
体

的
な
満
足
度
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
、
企
業
側
の
視
点
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

の
協
働
活
動
へ
の
評
価
は
、
結
果
と
プ
ロ
セ
ス
の
両
方
に
つ
い
て
比
較
的
高
い
が
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
か
ら
見
た
企
業
と
の
協
働
活
動
は
、結
果
の
評
価
に
つ
い
て
は
企
業
と
同
程
度

の
満
足
度
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
若
干
厳
し
い
評
価
に
な
っ

て
い
る
と
見
て
と
れ
る
。 

 

今
後
も
引
き
続
き
協
働
す
る
か
ど
う
か
と
の
問
い
に
つ
い
て
、
企
業
側
は
八
割
（
十

七
社
）
が
今
後
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
す
る
つ
も
り
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、 出典：JANIC調べ（2011年9月） 
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
は
六
八
％
（
十
七
団

体
）
が
今
後
も
企
業
と
協
働
す

る
つ
も
り
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
部
分
で
は
、
若

干
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
意
欲
が
低
い

が
、
協
働
す
る
内
容
次
第
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
が

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
の
協
働

分
野
に
つ
い
て
は
、
企
業
側
の

方
が
企
業
の
専
門
分
野
で
の

協
働
を
十
一
社
（
二
二
％
）
が

希
望
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
は
企
業
の
専
門
分
野

で
の
協
働
を
希
望
し
て
い
る
の
は
二
団
体（
四
％
）と
少
な
い
。共
通
し
て
い
る
点
は
、

資
金
供
与
、
物
品
供
与
、
及
び
社
員
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
と
い
う
点
で
、
企
業

側
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
希
望
が
一
致
し
て
い
る
。 

 

企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
調
整
を
担
う
べ
き
か
ど
う
か
と

い
う
質
問
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
は
七
一
％
に
当
た
る
十
七
団
体
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
に
よ
る
調
整
を
望
ん
で
お
り
、
二
五
％
に
当
た
る
六
団
体
は
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
企
業
側
は
四
三
％
に
当
た
る
九
社
の

み
が
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
調
整
を
望
ん
で
お
り
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」が
三
八
％

に
当
た
る
八
社
で
、「
期
待
し
て
い
な
い
」
が
九
％
に
当
た
る
二
社
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、全
体
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
は
調
整
や
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
期
待
し

て
い
る
団
体
が
七
割
ほ
ど
あ
っ
た
の
に
対
し
、企
業
側
は
約
半
数
が
期
待
し
て
い
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、全
体
と
し
て
は
主
に
物
資
供
与
と
企
業
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
と
い
う
点
に
、
企
業
側
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
関
心
が
重
な
っ
て
お
り
、
主
に
こ
の
点
を

中
心
に
企
業
側
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
協
働
関
係
が
展
開
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
今

後
の
新
し
い
方
向
性
に
関
し
て
は
、企
業
側
と
し
て
は
自
ら
の
本
業
分
野
を
生
か
し
た

協
力
を
指
向
し
た
い
方
向
性
が
見
え
る
も
の
の
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
と
し
て
は
新
た
な
協
働
関

係
に
つ
い
て
は
ま
だ
様
子
見
と
い
う
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
連
携
に
お
け
る
調
整
に
つ
い
て
は
、
企
業
側
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
側
は
調
整
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
度
合
い
が
高
い
。 

  

出典：JANIC調べ（2011年9月） 



 ８９

 
コ
ラ
ム
３ 

支
援
Ｐ
枠
組
み
に
参
加
し
た
団
体
に
よ
る
座
談
会 

  

今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
被
災
地
支
援
活
動
に
お
い
て
は
、支
援
Ｐ

と
呼
ば
れ
る
活
動
と
の
協
働
が
初
め
て
行
わ
れ
た
。本
文
内
で
も
触
れ
て
い
る
よ
う
に

支
援
Ｐ
と
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
の
略
称
で
、

企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
共
同
募
金
会
等
が
参
加
し
て
構
成
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
の
新
潟
中
越
地
震
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
月
よ
り

中
央
共
同
募
金
会
に
設
置
さ
れ
た
。平
常
時
に
は
、災
害
支
援
に
関
わ
る
調
査
・
研
究
、

人
材
育
成
や
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
多
様
な
機
関
・
組
織
、
関
係

者
な
ど
が
協
働
・
協
力
し
て
被
災
者
支
援
に
あ
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国
際
協
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
こ
の
震
災
を
機
に
、
支
援
Ｐ
へ
の
参
加
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
同
枠
組
み
を

通
じ
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
人
材
を
、
被
災
自
治
体
の
社
協
に
設
置
さ
れ
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
に
送
っ
た
。
そ
こ
で
、
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
支
援
Ｐ
へ
の
人
材
派
遣
か
ら
学
び
、教
訓
を
得
る
た

め
に
、
支
援
Ｐ
に
参
加
し
た
四
団
体
の
関
係
者
を
招
い
て
座
談
会
を
開
催
し
た
。
参
加

者
は
、
エ
ー
ス
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
代
表
の
岩
附
由
香
氏
、
難
民
支
援
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
）
事
務

局
長
代
行
の
石
井
宏
明
氏
、
か
も
の
は
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
か
も
の
は
し
）
日
本
事
業

部
長
の
山
元
圭
太
氏
、
そ
し
て
ホ
ー
プ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ
）

の
竹
本
雄
大
氏
の
四
人
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
長
の
山
口
誠
史
も
参
加
し
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
各
団
体
の
派
遣
先
と
派
遣
形
態
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
を
お
願
い
し

た
い
。 

 

（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ 

竹
本
）
六
月
よ
り
宮
城
県
亘
理
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
に
ス
タ
ッ
フ
一
名
を
派

遣
。
基
本
的
に
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
。
人
員
不
足
時
の
八
月
と
九
月
に
は
、
自
身
も

そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
現
地
入
り
し
た
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
七
月
中
旬
～
八
月
末
の
約
一
カ
月
半
、
岩
手
県
に
総
勢
九
～

十
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
交
替
で
派
遣
し
た
。
活
動
の
前
半
部
分
で
は
、
岩
手
県
社
協
が
情

報
発
信
用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
る
に
あ
た
り
、我
々
の
本
業
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
の
ス
キ
ル

を
活
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
ト
「
明
日
へ
進
も
う
！
岩
手
」
を
企
画
・
作
成
し
た
。

後
半
部
分
は
、
宮
古
の
災
害
Ｖ
Ｃ
窓
口
の
運
営
を
交
替
で
担
当
し
た
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
五
月
初
旬
～
八
月
末
に
、
宮
城
県
山
元
町
に
て
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支

援
を
行
っ
た
。
事
前
調
査
で
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
支
援
活
動
を
行
う
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
山
元
町
で
は
活
動
が
な
い
よ
う
だ
っ
た
の
で
、ま
ず
は
支
援
Ｐ
の
枠
で
現
地
入

り
し
関
係
を
築
い
た
後
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
の
事
業
を
同
町
で
展
開
し
て
い
く
、
と
い
う

計
画
で
当
初
よ
り
活
動
し
て
い
た
。
五
～
七
月
末
は
一
人
枠
を
、
ス
タ
ッ
フ
約
七
人
で

回
し
た
。
現
在
は
、
現
地
へ
定
期
的
に
通
っ
て
Ａ
Ｃ
Ｅ
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を

し
て
い
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
岩
手
県
陸
前
高
田
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。
災
害
Ｖ
Ｃ
支
援

は
、
現
在
行
っ
て
い
る
約
六
つ
の
事
業
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
七
月
第
二
週
目
頃
～
十

一
月
末
の
間
、
支
援
Ｐ
枠
で
の
派
遣
を
続
け
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
当
初
二
名
だ
っ
た
が
、

十
月
か
ら
一
名
追
加
し
た
。
一
月
現
在
、
再
び
二
名
体
制
に
な
っ
て
い
る
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
災
害
Ｖ
Ｃ
内
の
中
で
の
皆
さ
ん
の
役
割
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
。
課
題
と
共
に
示
し
て
欲
し
い
。 

 
（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ 

竹
本
）
亘
理
町
と
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
初
現

地
に
入
っ
て
い
た
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
参
加
し
た
。亘

理
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
活
躍
も
あ
り
、
非
常
に
良
い
活
動
を
し
た
と
思

う
。
一
例
と
し
て
、
ブ
ロ
グ
発
信
に
注
力
し
た
結
果
、
支
援
者
を
多
く
集
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
の
中
で
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ
は
、
災
害
Ｖ
Ｃ
や
町
の
今
後
の
展
望
を
構
想
す
る
上
で
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中
堅
格
の
役
目
を
与
え
ら
れ
、
災
害
Ｖ
Ｃ
窓
口
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
を
行
っ
た
。

実
感
と
し
て
は
、重
要
な
局
面
で
は
会
議
等
に
も
呼
ば
れ
て
自
分
た
ち
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
完
全
に
社
協
の
一
員
に
な
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
意
見
を

交
わ
し
合
っ
て
高
め
あ
う
感
覚
と
は
違
っ
た
。
良
か
っ
た
点
と
し
て
は
、
地
元
や
社
協

内
部
の
理
解
、
社
協
や
町
役
場
と
の
関
係
構
築
な
ど
あ
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
定
例
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
あ
っ
た
の
か
。 

（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ 

竹
本
）
定
例
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
あ
っ
た
が
、
特
徴
と
し
て
は
、
日
々

状
況
が
変
化
す
る
中
で
各
種
の
決
定
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
。当
初
八
月
末
ま
で
の
契

約
だ
っ
た
が
、
八
月
末
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
九
月
末
ま
で
の
延
長
が
決
ま
っ
た
。
先
の

見
通
し
が
立
た
ず
、
現
場
も
手
探
り
状
態
だ
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）「
常
に
意
見
を
交
わ
し
合
っ
て
高
め
あ
う
感
覚
と
は
違
っ
た
」
と
い

う
中
で
、
そ
れ
は
活
動
に
支
障
を
与
え
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。 

（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ 

竹
本
）
災
害
Ｖ
Ｃ
業
務
に
支
障
を
来
た
す
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
改
善
点
と
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
社
協
の
体
制
が
非
常
に
行
政
的
な
点
だ
と

い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
自
ら
ニ
ー
ズ
を
拾
う
の
で
は
な
く
、
上
が
っ
て
き
た
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
と
い
う
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。東
北
文
化
に
特
有
の
こ
と
か
も
知
れ
な

い
が
、
社
協
な
ど
に
外
部
者
が
影
響
力
を
与
え
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
た
。
結
局
は
信

頼
関
係
が
重
要
で
、
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ
も
よ
う
や
く
信
頼
を
築
け
て
き
た
段
階
で
あ
る
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
自
身
は
取
材
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
災
害
Ｖ
Ｃ
に
は
入
っ

て
お
ら
ず
、初
期
段
階
か
ら
岩
手
県
で
活
動
さ
れ
て
い
た
支
援
Ｐ
関
係
者
と
県
社
協
の

広
報
担
当
者
の
二
名
と
行
動
を
共
に
し
た
。
そ
の
後
、
災
害
Ｖ
Ｃ
に
入
っ
た
ス
タ
ッ

フ
・
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
社
協
の
方
々
と
共
に
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
決
め
ら
れ
た
業
務
を
行
っ
て
い
た
の
で
、比
較
的
円
満
に
活
動
で

き
た
。
た
だ
、
社
協
の
方
々
に
、
何
ら
か
の
意
見
な
ど
が
あ
る
際
に
は
、
県
社
協
と
の

信
頼
関
係
が
予
め
あ
る
支
援
Ｐ
関
係
者
を
通
し
て
伝
え
て
も
ら
い
、ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋

が
る
よ
う
に
図
っ
た
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
五
月
に
現
地
入
り
し
た
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
が
現
地
入
り
し
た
時

期
に
つ
い
て
言
え
ば
、
山
元
町
の
災
害
Ｖ
Ｃ
が
始
動
し
た
の
は
四
月
で
、
そ
こ
か
ら
約

一
ヶ
月
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
活
動
方
法
も
定
着
し
た
頃
と
い
う
時
期
だ
っ
た
。 

 

現
地
入
り
す
る
前
に
、「
提
案
地
獄
」（
外
部
者
が
提
案
の
み
を
残
し
て
、
何
も
せ
ず

に
帰
還
す
る
こ
と
）
の
問
題
に
つ
い
て
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
宮
城
県

支
援
Ｐ
担
当
者
か
ら
助
言
を
受
け
て
い
た
た
め
、現
場
に
馴
染
む
こ
と
と
人
間
関
係
構

築
を
優
先
す
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
た
。
た
だ
、
や
は
り
日
々
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
納
得
で
き
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
、
私
自
身
も
社
協
の
職
員
も
、
大
枠
の
話
も
進
め

る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
少
な
か
ら
ず
考
え
て
は
い
た
が
、結
局
十
分
に
は
で
き
な
か

っ
た
。
支
援
Ｐ
本
来
の
役
割
で
言
え
ば
、
一
作
業
員
と
し
て
動
く
と
い
う
よ
り
も
、
先

の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
に
比
重
が
大
き
い
と
思
う
が
、後
者
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
我
々
の
課
題
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
Ｊ
Ａ
Ｒ
の
岩
手
県
南
部
で
の
活
動
状
況
を
伺
い
た
い
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
岩
手
県
南
部
を
大
槌
町
か
ら
南
の
地
域
だ
と
捉
え
る
こ
と
に
す
る
。

陸
前
高
田
だ
け
に
話
を
絞
る
と
、
役
所
の
被
害
が
大
き
く
、
み
な
疲
弊
し
て
い
た
。
そ

こ
で
、こ
れ
は
外
部
者
が
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
の
多
く
の
部
分
を
担
う
し
か
は
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
支
援
Ｐ
の
話
を
も
ら
っ
た
の
で
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
Ｊ

Ａ
Ｒ
は
、
そ
の
時
点
で
陸
前
高
田
に
入
っ
て
二
ヶ
月
程
度
経
っ
て
お
り
、
す
で
に
現
地

と
の
関
係
を
築
い
て
い
た
の
だ
が
、支
援
Ｐ
の
枠
で
派
遣
さ
れ
る
旨
を
地
元
社
協
側
に

伝
え
た
前
と
後
と
で
、現
地
災
害
Ｖ
Ｃ
で
の
見
ら
れ
方
が
大
き
く
違
う
こ
と
に
気
付
い

た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
は
あ
る
意
味
「
お
客
さ
ん
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
定
の
距
離
感
で
お
互
い
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。と
こ
ろ

が
、我
々
と
し
て
は
支
援
Ｐ
に
よ
っ
て
安
定
し
て
お
手
伝
い
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
つ

も
り
で
い
た
が
、支
援
Ｐ
枠
で
派
遣
さ
れ
る
と
表
明
し
た
段
階
で
関
係
が
ど
こ
と
な
く

ぎ
こ
ち
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
我
々
が
現
地
災
害
Ｖ
Ｃ
と
支
援
Ｐ
と
の
関
係
を
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
の
だ
が
、実
は
い
ま
で
も
ど
こ
が
問
題
な
の
か
よ
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く
理
解
で
き
ず
に
い
る
。 

 
当
初
ス
タ
ッ
フ
を
順
番
に
派
遣
し
て
災
害
Ｖ
Ｃ
を
経
験
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
支
援
Ｐ
運
営
側
関
係
者
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
同
一
人
物
の
継
続
を
強
く

要
請
さ
れ
た
。
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
Ｒ
の
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
陸
前
高
田
の
災
害
Ｖ
Ｃ
で
も
か

な
り
古
株
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、逆
に
代
わ
り
が
利
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ

る
。 

 

支
援
Ｐ
枠
で
の
派
遣
に
つ
い
て
は
、
派
遣
者
の
万
一
の
事
故
等
、
労
務
管
理
的
な
点

が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、団
体
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す
る

よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
、も
う
少
し
初
め
の
段
階
で
責
任
者
同
士
で
話
し
合
っ
て
決
め

る
と
い
っ
た
、い
わ
ゆ
る
手
続
き
的
な
こ
と
を
し
っ
か
り
や
る
必
要
が
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
場
合
、
支
援
Ｐ
の
枠
は
前
面
に
出
す
と
い
う
こ
と
で
な

く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
社
協
の
活
動
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
と
ど
う
違
っ
た
と
考
え
る

か
。 

 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
人
間
関
係
の
中
に
入
る
際
に
、
構
造
を
わ
き
ま
え
て
い
る
必
要
が

あ
る
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
社
協
が
違
う
の
は
行
政
と
の
関
係
で
、
緊
密
に
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
連
携
す
る
必
要
が
多
く
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
臨
時
の
防
潮
堤
完
成
ま
で
は

立
ち
入
り
禁
止
の
区
域
が
あ
り
、そ
こ
に
は
社
協
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
送
っ
て
い

な
か
っ
た
が
、
他
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
入
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
混
乱
が
生

じ
る
な
ど
の
問
題
も
あ
っ
た
。こ
う
し
た
場
合
に
社
協
が
行
政
と
同
じ
対
応
を
取
ら
な

い
と
情
報
が
交
錯
し
て
町
の
人
が
混
乱
し
て
し
ま
う
。
社
協
は
、
一
般
の
人
々
か
ら
は

行
政
と
一
体
化
し
て
見
ら
れ
る
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は

違
っ
た
複
雑
さ
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
社
協
が
引
き
受
け
ら
れ
な
い
業
務
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
振
る
こ

と
で
、名
目
上
社
協
の
活
動
に
は
な
ら
ず
に
落
ち
着
く
ケ
ー
ス
が
他
の
地
域
で
は
あ
っ

た
と
聞
い
た
。
山
元
町
で
は
こ
う
い
っ
た
展
開
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
山
元
町
に
も
独
自
で
入
っ
て
い
る
団
体
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
の
情
報
共
有
や
、
地
域
ご
と
の
役
割
分
担
を
行
っ
て
い
た
。
社
協

が
窓
口
だ
と
い
う
意
識
は
あ
る
の
だ
が
、そ
こ
が
包
括
的
に
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
ジ
レ
ン
マ
が
あ
っ
た
。
支
援
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
も
様
々
で
、
そ

も
そ
も
組
織
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
な
い
グ
ル
ー
プ
も
多
い
。そ
う
し
た
団
体
が
ル
ー

ル
を
乱
し
た
際
に
、
苦
情
を
受
け
る
の
は
社
協
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
あ

る
程
度
統
一
し
た
ル
ー
ル
の
中
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
必
要
性
を
社
協
は

持
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
い
く
つ
か
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
だ
け
で
は
全

て
の
ニ
ー
ズ
を
カ
バ
ー
で
き
な
い
た
め
に
、自
分
た
ち
の
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
支
援

ニ
ー
ズ
を
独
自
に
発
掘
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
は
、

社
協
と
の
連
絡
が
上
手
く
行
か
ず
、「
社
協
と
調
整
せ
ず
に
災
害
Ｖ
Ｃ
を
立
ち
上
げ
た
」

と
の
批
判
を
受
け
て
関
係
が
悪
化
し
た
と
い
う
よ
う
な
現
象
も
一
部
地
域
で
は
見
ら

れ
た
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
が
地
域
で
中
核
を
担
う
と
い
う
こ
と
が
自
明
の

合
意
事
項
だ
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
。

特
に
被
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、災
害
Ｖ
Ｃ
が
複
数
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
地
域
も
あ

る
と
思
う
。
問
題
は
、
そ
こ
で
う
ま
く
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
だ
と
思

う
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 
石
井
） 

私
は
四
月
途
中
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
た
め
に
単
独
で
陸
前

高
田
に
入
っ
た
の
だ
が
、
ニ
ー
ズ
調
査
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ

れ
は
、
社
協
が
認
識
し
て
い
る
被
災
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
、
必
ず
し
も
市
全
体
を
俯
瞰

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
常
識
と
し
て
、
自
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分
の
目
で
現
地
に
お
け
る
支
援
の
ニ
ー
ズ
・
偏
り
を
判
断
す
る
の
が
自
然
だ
が
、
そ
れ

を
し
て
実
際
に
事
業
を
開
始
し
た
と
き
に
は
、現
地
で
の
摩
擦
を
覚
悟
し
な
い
と
い
け

な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
れ
で
一
部
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
単
独
の
活
動
が
出
て
き
た
の

も
や
む
を
得
な
い
面
も
あ
っ
た
と
思
う
。
Ｊ
Ａ
Ｒ
と
し
て
は
、
包
括
的
な
ニ
ー
ズ
を
自

分
た
ち
で
独
自
で
発
掘
す
る
こ
と
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
置
い
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
我
々
が
協
働
し
た
陸
前
高
田
市
社
協
と
の
中
長
期
的
な
関
係
を
重
視
し
た
の
で
、

Ｊ
Ａ
Ｒ
が
派
遣
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、必
ず
陸
前
高
田
市
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
を
通
し

て
派
遣
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。 

 

独
自
に
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
て
い
た
団
体
も
あ
っ
た
が
、こ
の
よ
う
な
団
体
の
一
部
は
、

発
掘
し
た
ニ
ー
ズ
を
災
害
Ｖ
Ｃ
に
あ
げ
て
、効
率
的
に
Ｊ
Ａ
Ｒ
と
共
に
支
援
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
図
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
全
て
を
包
括
的
に
カ
バ
ー
で
き
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
社
協
に
な
い
状

況
に
陥
っ
て
お
り
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

ど
う
上
手
く
伝
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
今
回
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
気
が
付
い
た
人
や
団
体
が
、
あ
る
程

度
責
任
を
負
っ
て
独
自
の
活
動
を
進
め
る
し
か
な
い
場
面
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
今
も
山
元
町
で
は
四
十
八
件
の
ニ
ー
ズ
が
残
っ
て
い
る
。
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
す
必
要
性
に
対
し
て
、
意
識
は
あ
っ
た
の
で
、
口
コ
ミ
ベ
ー
ス
で
の
広
が

り
の
ほ
か
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
た
際
に
、
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
的
に

ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。
た
だ
や
は
り
、
社
協
関
係
者
の
知
り
合
い
か
ら
ニ
ー
ズ
が
上

が
る
こ
と
が

も
多
か
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
Ｊ
Ａ
Ｒ
ス
タ
ッ
フ
は
当
初
マ
ッ
チ
ン
グ
班
に
割
り
当
て
ら
れ
た
後
、

災
害
Ｖ
Ｃ
の
外
に
も
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
災
害
Ｖ
Ｃ
も
、
キ
ャ
パ
が
で
き
た
ら
ニ
ー

ズ
調
査
に
出
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
市
町
村
、
地
域
ご
と
に
、
規
模
も
ス
ピ
ー
ド

も
違
う
の
だ
ろ
う
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
行
政
機
能
が
崩
壊
し
て
い
る
か
否
か
の
差
は
大
き
い
。
山
元
町
は

高
台
に
あ
っ
た
た
め
、
基
本
的
な
行
政
機
能
が
存
続
さ
れ
て
い
た
の
で
、
行
政
や
社
協

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
も
そ
れ
な
り
に
残
っ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
支
援
Ｐ
に
参
加
す
る
う
え
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
知
識
・
経
験

は
ど
ん
な
も
の
が
必
要
だ
ろ
う
か
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
支
援
Ｐ
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
受
け
て
い
な
い
の
で
、
我
々

の
方
は
社
協
の
先
輩
か
ら
一
通
り
の
要
領
を
教
わ
っ
た
。た
だ
そ
の
先
輩
が
抜
け
る
と
、

と
く
に
支
援
Ｐ
と
地
元
社
協
と
の
関
係
な
ど
、組
織
の
構
造
と
意
思
決
定
の
仕
組
み
が

分
か
ら
ず
、
戸
惑
う
場
面
も
多
か
っ
た
と
思
う
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
我
々
は
訓
練
を
受
け
て
い
な
い
人
材
と
し
て
緊
急
に
出
向
い

た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で
訓
練
を
受
け
て
き
た
人
達
が
実
施
し
た
活
動
の
中
で
も
、
上

手
く
い
っ
た
例
は
な
か
な
か
聞
か
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
訓
練
を
受
け
た
社
協
の
人
が
行
っ
た
時
は
、
受
け
入
れ
る
側
の
社

協
の
人
に
と
っ
て
も
比
較
的
メ
ン
タ
ル
面
で
の
負
担
が
少
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

と
は
い
え
、
支
援
Ｐ
で
別
の
社
協
か
ら
来
た
人
も
、
や
は
り
葛
藤
を
抱
え
て
苦
労
し
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。
社
協
で
経
験
が
あ
っ
て
も
難
し
い
の
だ
か
ら
、
誰
が
や
っ
て
も
難

し
い
の
だ
ろ
う
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
今
後
支
援
Ｐ
と
し
て
は
、
訓
練
の
質
や
訓
練
を
受
け
る
人
の

量
も
増
や
す
と
い
う
方
針
か
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
先
日
は
、
支
援
Ｐ
と
し
て
の
今
後
の
研
修
に
関
す
る
話
が
持
ち
上

が
っ
て
い
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ 

山
口
）
支
援
Ｐ
が
想
定
す
る
研
修
は
あ
く
ま
で
も
個
人
向
け
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
関
し
て
は
数
人
の
中
枢
人
物
が
受
け
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
（Training of Trainers

＝
講
師
の
た
め
の
研
修
）
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
提
案
し
て
い
る
。
だ
が
、
基
本
的
に
は

団
体
単
位
で
全
員
が
研
修
を
受
け
て
ほ
し
い
と
支
援
Ｐ
事
務
局
側
か
ら
は
言
わ
れ
て
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い
る
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
訓
練
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
が
、
受
け
て
み
た
い
。
本
業
で

カ
ン
ボ
ジ
ア
支
援
を
し
て
お
り
、タ
イ
の
洪
水
に
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
緊
急
支
援
が
必

要
な
状
態
だ
が
、対
応
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。既
存
の
方
法
を
使
う
と
い
う
よ
り
も
、

考
え
る
枠
組
み
を
参
考
に
し
た
い
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
支
援
Ｐ
と
は
別
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
な
ど
と
共
に
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
対
象
と
し
た
国
内
外
の
災
害
対
応
の
訓
練
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
構
想
し
て
い
る
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
Ｙ
Ｅ
Ｓ
／
Ｎ
Ｏ
で
答
え
て
ほ
し
い
。
一
週
間
後
に
大
災
害
が
起
き
た

と
仮
定
し
、
支
援
Ｐ
へ
の
参
加
を
ま
た
希
望
す
る
か
。 

 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
先
の
こ
と
は
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
。
全
て
の
オ
プ
シ
ョ
ン

を
出
し
、
評
価
し
た
上
で
選
択
す
る
の
が
団
体
の
性
格
で
あ
る
。
そ
の
際
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
の
整
合
性
を
考
え
、
整
合
性
が
あ
れ
ば
採
算
度
外
視
で
も
実
行
す
る
。
今
般
の
震

災
対
応
で
は
整
合
性
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
観
点
で

費
用
対
効
果
を
出
し
、
か
つ
ス
タ
ッ
フ
の
強
い
希
望
も
あ
っ
た
た
め
、
活
動
す
る
に
至

っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
知
名
度
向
上
に
よ
る
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
意
味
か
。 

（
か
も
の
は
し 

山
元
）
支
援
Ｐ
か
ら
費
用
を
頂
け
る
と
い
う
意
味
は
や
は
り
大
き
い

と
感
じ
る
。
な
お
、
我
々
の
団
体
で
は
今
回
い
ろ
い
ろ
と
議
論
し
た
結
果
、
他
の
分
野

で
の
震
災
支
援
は
し
て
い
な
い
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
Ｊ
Ａ
Ｒ
の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
Ｙ
Ｅ
Ｓ
。
た
だ
し
、
発
災
時
の

初
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
組
織
同
士
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
事
前
に
あ
る

程
度
学
習
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て
上
げ
た
い
。 

 

今
回
の
派
遣
で
、
行
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
大
規
模
な

震
災
で
あ
れ
ば
次
回
も
協
力
し
た
い
。
本
業
で
難
民
支
援
を
し
て
い
る
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
一
定
レ
ベ
ル
の
経
験
の
蓄
積
、
デ
ー
タ
管
理
が
で

き
て
い
れ
ば
、
十
分
や
る
価
値
が
あ
る
と
思
う
。 

（
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ 

竹
本
）
半
分
Ｙ
Ｅ
Ｓ
で
半
分
Ｎ
Ｏ
。
亘
理
町
な
ら
ば
、
Ｈ
Ｗ
Ｗ
Ｊ
独
自

で
も
是
非
協
力
し
た
い
。
支
援
Ｐ
の
仕
組
み
が
改
変
さ
れ
て
、
我
々
の
組
織
が
独
自
に

関
係
や
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
場
所
で
も
活
動
で
き
る
よ
う
な
条
件
が
整
う
な
ら

ば
将
来
的
に
も
参
加
し
た
い
。 

（
Ａ
Ｃ
Ｅ 

岩
附
）
Ｙ
Ｅ
Ｓ
だ
と
思
う
。
今
回
は
当
初
か
ら
山
元
町
に
長
期
的
に
関
る

つ
も
り
で
入
り
、
入
り
口
と
し
て
支
援
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
例
え
ば
災
害

Ｖ
Ｃ
の
立
ち
上
げ
時
期
に
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
お
手
伝
い
と
し
て
入
る
等
、関
わ
り
方

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
。
今
回
行
っ
て
み
た
感
触
と
し
て
は
、
組
織
と
し
て
人
を
派

遣
し
、
引
継
ぎ
や
報
告
書
も
書
く
よ
う
に
徹
底
し
た
の
で
、
短
期
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

で
派
遣
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
と
比
べ
て
、あ
る
程
度
の
一
貫
性
と
継
続
性
を
持
っ
た
支

援
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
我
々
自
身
に
余
裕
が
あ
り
、
か
つ
ス
タ
ッ

フ
に
現
場
へ
行
く
意
思
が
あ
れ
ば
、
次
回
も
Ｙ
Ｅ
Ｓ
だ
と
思
う
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｒ 

石
井
）
何
を
支
援
Ｐ
と
し
て
の
業
務
と
す
べ
き
か
、
自
分
自
身
も
未
だ
に

分
か
ら
な
い
。
組
織
の
外
に
い
る
人
・
団
体
を
受
け
入
れ
る
仕
組
み
を
作
る
の
で
あ
れ

ば
、
実
質
的
に
機
能
す
る
も
の
を
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
例
え

ば
具
体
的
な
案
と
し
て
は
、
支
援
Ｐ
枠
か
ら
の
派
遣
団
体
を
、
経
験
や
訓
練
を
受
け
た

レ
ベ
ル
別
に
グ
レ
ー
ド
別
に
分
け
、コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
度
合
い
を
分
け
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  

※
本
座
談
会
は
二
〇
一
一
年
十
一
月
七
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
本
部
に
て
行
っ
た
。 
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第
四
章 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
ん
な
組
織
体
制
で
臨
ん
だ
の
か 
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４ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
組
織
的
対
応

－

資
金
・
運
営
体
制
・
人
材 

  

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
活
動
は
、多
く
の
団
体
に

と
っ
て
初
め
て
の
国
内
に
お
け
る
災
害
救
援
活
動
だ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー(

以
下
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ)

会
員
団
体
で
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ
た
五
十
九
団
体
の
う
ち
、こ
れ
ま
で
に
他
の
国
内
災
害
の
被

災
地
支
援
活
動
を
行
っ
た
団
体
は
二
十
三
団
体
で
、災
害
対
応
の
経
験
が
あ
る
団
体
は

半
分
以
下
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
経
験
し
た
よ
う
な
災
害
規

模
は
、
近
代
日
本
史
上
で
も
ま
れ
に
見
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
過
去
の
国
内
災
害

を
経
験
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
さ
え
経
験
し
た
こ
と
は
な
い
困
難
な
状
況
が
多
く

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
次
震
災
対
応

活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
組
織
的
あ
る
い
は
経
営
的
な
状
況
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
検
討
す
る
。 

 

４

－

１ 

資
金
調
達
及
び
支
出
額 

  

ま
ず
、被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ど
の
程
度
の
資
金
獲
得
を

行
い
、
ど
の
程
度
の
資
金
を
使
っ
た
の
か
を
見
て
み
る
。
図
４
―
１
を
参
照
す
る
と
、

大
き
な
特
徴
が
一
目
で
分
か
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
質
問
に
回
答
し
た
五
十
一
の
団
体
の

う
ち
、収
入
に
つ
い
て
も
支
出
に
つ
い
て
も
一
億
円
以
上
の
団
体
が

も
多
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
収
入
に
つ
い
て
三
一
％
（
十
六
団
体
）
が
、
そ
し
て
支
出
に
つ
い

て
は
二
七
％
（
十
四
団
体
）
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
を
超
え
て
い
る
。
一
億
円
の

収
入
の
あ
っ
た
団
体
数
が
、一
億
円
の
支
出
の
あ
っ
た
団
体
数
よ
り
も
若
干
数
多
い
状

況
で
あ
る
が
、お
お
よ
そ
収
入
の
範
囲
内
で
の
支
出
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
で
き
る
だ

ろ
う
。次
の
特
徴
と
し
て
は
、五
千
万
円
ま
で
の
収
入
及
び
支
出
が
あ
っ
た
団
体
数
が
、

ど
ち
ら
も
全
体
の
六
五
％
（
三
十
三
団
体
）
を
占
め
て
お
り
、
ほ
ぼ
半
分
以
上
の
団
体

は
五
千
万
円

未
満
の
活
動

を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、

一
千
万
円
ま

で
の
収
入
及

び
支
出
が
あ

っ
た
団
体
数

が
、
ど
ち
ら
も

全

体

の

四

〇
％
（
二
十
団

体
）
で
あ
る
。

両
者
の
状
況

を
合
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、
一

億
円
以
上
の
活
動
規
模
を
持
っ
た
団
体
と
、
一
千
万
円
未
満
の
活
動
規
模
の
団
体
に
、

大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
た
と
説
明
で
き
る
。 

 

次
に
、こ
れ
ら
の
活
動
資
金
が
各
団
体
の
財
政
規
模
の
中
で
ど
の
程
度
の
割
合
を
占

め
て
い
た
の
か
を
質
問
し
た
。
図
４
―
２
を
参
照
す
る
と
、
財
政
規
模
の
半
分
ま
で
の

資
金
規
模
で
震
災
対
応
を
行
っ
た
団
体
が
五
四
％
（
二
十
団
体
）
で
、
財
政
規
模
の
半

分
以
上
の
資
金
規
模
で
対
応
し
た
団
体
が
四
六
％
（
十
七
団
体
）
あ
っ
た
。
こ
の
状
況

を
分
析
す
る
と
す
れ
ば
、比
較
的
管
理
可
能
な
範
囲
内
の
資
金
規
模
で
活
動
を
行
っ
た

の
が
全
体
の
約
半
数
で
、残
り
の
半
数
は
自
団
体
の
予
算
規
模
の
半
分
以
上
を
追
加
し
、

か
な
り
大
き
な
金
額
で
大
胆
な
活
動
を
行
っ
た
と
説
明
で
き
る
。
設
問
と
し
て
は
、
自

団
体
の
予
算
の
一
〇
〇
％
以
上
を
支
出
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
前
提
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
回
答
も
五
件
（
一
四
％
）
あ
っ
た
。
こ
れ
を
、「
自
団
体
の
通
常
の
予 出典：JANIC調べ（2011年11月） 
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算
規
模
の
一
○
○
％
を
上
回

る
資
金
を
も
っ
て
活
動
を
行

っ
た
」
と
い
う
意
味
だ
と
読
み

替
え
れ
ば
、
震
災
対
応
活
動
が

自
団
体
の
全
予
算
の
五
十
％

以
上
の
資
金
規
模
と
同
じ
こ

と
に
な
る
た
め
、
右
の
よ
う
な

分
析
で
間
違
い
な
い
。 

 

従
っ
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
震
災
対
応
活
動
の
資
金
状

況
と
し
て
は
、
そ
の
資
金
規
模

は
一
億
円
以
上
の
大
規
模
グ

ル
ー
プ
と
、
一
千
万
円
以
下
の

規
模
で
活
動
し
た
小
規
模
グ

ル
ー
プ
に
二
極
分
化
し
て
い

る
と
と
も
に
、財
政
規
模
と
し
て
は
自
団
体
の
財
政
規
模
の
半
分
程
度
ま
で
の
財
政
規

模
で
活
動
し
た
団
体
と
、自
団
体
の
財
政
規
模
の
半
分
以
上
を
占
め
る
大
規
模
な
展
開

を
行
っ
た
団
体
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
と
言
え
る
。 

 

４

－

２ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
資
金
調
達
の
大
き
さ 

  

さ
て
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
東
日
本
大
震
災
の
対
応
の
た
め
に
獲
得
し
た
金
額
は
、

全
体
的
な
規
模
か
ら
は
ど
の
程
度
の
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。確
定
的
な

デ
ー
タ
は
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、利
用
可
能
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
以
下
の
分
析
を
行

っ
た
。
あ
く
ま
で
推
定
の
域
を
超
え
な
い
も
の
と
の
前
提
で
、
以
下
の
分
析
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

 

今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
採
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
全
体
五
十
九
団
体
の
合
計
で

は
、
通
常
の
活
動
と
は
別
に
東
日
本
大
震
災
に
対
応
す
る
活
動
を
支
え
る
た
め
、
百
四

十
六
億
八
千
万
円
の
収
入
が
あ
っ
た
。一
方
、二
〇
一
一
年
九
月
段
階
で
の
推
計
で
は
、

日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
国
内
で
集
め
た
民
間
か
ら
の
資
金
調
達
額
は
二
百

四
十
一
億
円
ほ
ど
（
デ
ー
タ
出
典
、
章
末
注
①
参
照
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
赤
い
羽
根
共

同
募
金
会
か
ら
二
十
九
億
円
（
二
〇
一
一
年
九
月
十
八
日
現
在
）、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
か
ら
六
十

億
円
（
二
〇
一
一
年
十
月
末
現
在
）、
ま
た
、
日
本
財
団
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
四
十
三
億
円
（
二
〇
一
一
年
十
一
月
末
日
現
在
）
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
体
に
投

入
さ
れ
た
の
で
、こ
れ
ら
を
合
わ
せ
合
計
で
三
百
七
十
三
億
円
ほ
ど
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
向
け
活
動
資
金
と
し
て
国
内
で
調
達
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
上
記
の
Ｊ
Ｐ

Ｆ
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
、
日
本
財
団
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
各
寄
付
と
、

民
間
か
ら
の
資
金
調
達
に
よ
る
二
百
四
十
一
億
円
が
重
複
し
な
い
よ
う
調
整
し
た
金

額
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
が
調
達
し
た
金
額
は
、
こ
の
う
ち
の
三
九
・
四
％

を
占
め
て
い
る
。 

 

政
府
統
計
を
元
に
し
た
中
央
三
井
信
託
銀
行
に
よ
る
分
析
に
よ
れ
ば
、個
人
寄
付
自

体
は
、
例
年
ほ
ぼ
一
千
五
百
億
円
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
か
ら
推
測
す
る

と
、二
〇
一
一
年
は
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
二
倍
に
な
る
一
千
五
百
億
円
程

度
増
加
し
、
合
計
で
三
千
億
円
近
く
に
な
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
デ

ー
タ
出
典
、
章
末
注
②
参
照
）。
さ
ら
に
、
同
じ
く
政
府
統
計
を
元
に
し
た
デ
ー
タ
か

ら
、東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
通
常
の
企
業
寄
付
金
が
増
大
し
た
分
の
寄
付
金
を
堅
く

見
積
も
っ
て
、約
一
千
億
円
が
震
災
対
応
と
し
て
上
乗
せ
さ
れ
て
合
計
五
千
五
百
億
円

程
度
（
デ
ー
タ
出
典
、
章
末
注
③
参
照
）
だ
っ
た
と
仮
に
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
は
、「
第
三
章 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
中
で
示
し
た

経
団
連
１
％
ク
ラ
ブ
に
加
盟
す
る
企
業
に
よ
る
寄
付
金
が
総
額
で
八
百
九
十
六
億
円

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
程
度
の
金
額
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
個
人
寄
付

と
企
業
寄
付
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、二
〇
一
一
年
全
体
と
し
て
日
本
国
内
で
は
お
よ

出典：JANIC調べ（2011年11月） 
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出典：JANIC調べ（2011年11月） 

そ
二
千
五
百
億
円
の
寄
付
が
東
日
本
大
震
災
に
対
応
し
て
集
め
ら
れ
た
と
の
推
計
が

可
能
だ
。
さ
ら
に
こ
れ
と
は
別
に
、
日
本
赤
十
字
社
や
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
に
よ
っ

て
集
め
ら
れ
た
被
災
者
個
人
向
け
の
義
援
金
は
三
千
三
百
九
十
九
億
円（
十
二
月
七
日

現
在
、
日
赤
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）
あ
り
、
日
本
赤
十
字
社
が
海
外
の
赤
十
字
社
や
赤

新
月
社
か
ら
受
け
取
る
活
動
費（
被
災
者
へ
の
家
電
六
点
セ
ッ
ト
等
購
入
費
や
そ
の
他

日
赤
に
よ
る
活
動
費
に
使
わ
れ
る

：

同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
よ
り
）
が
三
百
億
円
程
度
と

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
総
計
で
三
千
六
百
九
十
九
億
円
に
上
る
。
こ
れ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
よ
る
活
動
費
（
三
百
七
十
三
億
円
）
を
加
え
る
と
、
全
体
で
は
四
千
七
十
二
億

円
余
り
が
、東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
民
間
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
資
金
だ
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
た
め
に
民
間
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
資
金
総
額
で
あ
る
四
千
七

十
二
億
円
と
比
較
す
る
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
た
全
体
額
（
三
百

七
十
三
億
円
）
は
約
九
％
に
該
当
す
る
。
ま
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
に
よ
っ
て
調
達

さ
れ
た
百
四
十
六
億
八
千
万
円
は
、
民
間
が
調
達
し
た
全
体
額
の
中
で
は
三
・
六
％
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
東
日
本
大
震
災
へ
の
個
人
寄
付
が
大
幅
に
増
大
し
た
な
か
で
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
確
実
に
そ
の
一
角
を
占
め
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
行
っ
て
い
る
本
来
業
務
と
し
て
の

海
外
事
業
へ
の
収
入
は
減
少
し
て
い
る
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
二
〇
一
一
年
七
月
に
行
っ
た

調
査
で
は
、回
答
の
あ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
う
ち
四
二
％（
十
七
団
体
）が
、

震
災
の
影
響
で
国
際
協
力
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
寄
付
が
減
少
し
て
い
る
と
答
え
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
東
日
本
大
震
災
向
け
の
寄
付
は
増
加
し
た
一
方
で
、
従
来

の
国
際
協
力
事
業
向
け
の
一
般
市
民
に
よ
る
寄
付
が
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
と
い

う
の
が
、
全
体
的
状
況
だ
と
言
え
そ
う
だ
。 

 

４

－

３ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
震
災
対
応
活
動
の
事
務
所
・
人
員
体
制 

  

次
に
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回

の
震
災
対
応
活
動
を
行
う
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
事
務
所
体
制
で
臨

み
、
ま
た
ど
の
程
度
の
人
員
を
採
用

し
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
正
会
員
お
よ
び

協
力
会
員
百
五
十
七
団
体
中
、
今
回

の
震
災
対
応
活
動
を
行
っ
た
の
は

五
十
九
団
体
だ
が
、
そ
の
う
ち
一
ヶ

所
以
上
の
事
務
所
を
新
設
し
た
団

体
は
二
十
三
団
体
あ
っ
た
。
内
訳
は
、

一
ヶ
所
の
事
務
所
を
新
設
し
た
団

体
が
十
七
団
体
、
二
ヶ
所
の
事
務
所

を
新
設
し
た
団
体
が
六
団
体
で
、
三

ヶ
所
以
上
事
務
所
を
新
設
し
た
団

体
は
無
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
職
員
を

駐
在
員
と
し
て
派
遣
し
た
場
所
の

数
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全
体
で
十
七

団
体
が
一
ヶ
所
以
上
に
駐
在
員
を
派
遣
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
、
一
ヶ

所
に
駐
在
員
を
派
遣
し
た
団
体
が
九
団
体
、二
ヶ
所
に
駐
在
員
を
派
遣
し
た
団
体
が
七

団
体
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
六
ヶ
所
に
駐
在
員
を
派
遣
し
た
団
体
が
一
団
体
あ
っ
た
。

少
な
く
と
も
、
四
十
団
体
（
六
八
％
）
が
何
ら
か
の
形
で
職
員
を
被
災
地
域
に
一
定
期

間
に
渡
っ
て
駐
在
ま
た
は
派
遣
し
て
、震
災
対
応
活
動
を
実
施
し
た
と
言
え
る
。反
面
、

十
九
団
体
（
三
二
％
）
は
現
場
へ
の
職
員
出
張
で
対
応
し
た
。 



 ９９

出典：JANIC調べ（2011年11月） 

 
次
に
、
震
災
対
応
に
ど
れ
だ
け
の
職
員
を
充
て
た
か
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

図
４
―
３
を
参
照
す
る
と
、職
員
を
震
災
対
応
に
専
従
で
担
当
さ
せ
た
団
体
は
合
計
で

四
十
七
団
体
と
、震
災
対
応
活
動
を
行
っ
た
五
十
九
団
体
の
う
ち
約
八
割
と
な
っ
て
い

る
。
詳
細
を
見
て
み
る
と
専
従
で
職
員
を
震
災
対
応
さ
せ
た
四
十
七
団
体
の
う
ち
、
三

人
か
ら
五
人
ま
で
と
い
う
団
体
が

も
多
く
、
十
四
団
体
（
三
〇
％
）
あ
っ
た
。
次
に

多
か
っ
た
専
従
数
が
十
人
か
ら
十
五
人
で
、
十
団
体
（
二
一
％
）
あ
っ
た
。
そ
れ
以
下

で
は
、
二
人
専
従
が
八
団
体
（
一
七
％
）、
五
人
か
ら
七
人
の
専
従
が
五
団
体
（
一
一
％
）

で
、
そ
れ
以
下
は
三
団
体
や
二
団
体
と
少
数
で
あ
っ
た
。
一
方
、
多
数
の
職
員
を
震
災

対
応
に
専
従
さ
せ
た
団
体
が
三
団
体
ほ
ど
あ
り
、
二
十
人
か
ら
五
十
人
が
二
団
体
で
、

五
十
人
か
ら
百
人
が
一
団
体
あ
っ
た
。 

 

全
体
的
傾
向
を
考
え
る
と
、五
人
ま
で
の
職
員
を
震
災
活
動
に
専
従
さ
せ
た
団
体
が

二
十
五
団
体
（
五
三
％
）
あ
り
、
十
人
ま
で
と
す
る
と
三
十
三
団
体
（
七
〇
％
）
と
な

る
。
ま
た
、
十
五
人
ま
で
の
職
員
を
専
従
さ
せ
た
団
体
の
場
合
は
四
十
三
団
体
（
九

一
％
）
と
な
り
、
ほ
ぼ
全
て
と
な
る
。
二
十
人
以
上
を
専
従
さ
せ
た
団
体
は
三
団
体

（
六
％
）
だ
っ
た
の
で
、
圧
倒
的
多
数
が
十
五
人
ま
で
を
震
災
対
応
活
動
に
専
従
さ
せ

た
に
留
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。 

 

４

－

４ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
中
で
最
も
困
難
で
あ
っ
た
点 

  

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て

も
困
難
で
あ
っ
た
点
は
何
な
の
か
を
震
災
対
応
を

行
っ
た
団
体
に
質
問
し
て
み
た
。
図
４
―
４
を
参
照
す
る
と
、
複
数
回
答
も
可
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
全
回
答
数
（
八
十
七
回
答
）
の
う
ち
、
三
〇
％
に
当
た
る
二
十
六
回

答
が
「
派
遣
す
る
職
員
の
や
り
繰
り
や
、
新
規
職
員
の
採
用
」
が
困
難
で
あ
っ
た
と
答

え
た
。
二
番
目
に
困
難
だ
っ
た
の
は
「
現
地
で
の
関
係
機
関
（
行
政
・
社
協
・
他
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
）
と
の
関
係
構
築
」
と
し
て
お
り
、
約
二
八
％
に
当
た
る
二
十
六
回

答
が
こ
れ
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
三
番
目
に
困
難
だ
っ
た
点
と
し
て
、「
資
金
・
支
援
活

動
物
資
等
の
獲
得
」
が
約
二
三
％
（
二
十
回
答
）
と
な
っ
て
い
る
。
四
番
目
に
は
、「
活

動
地
の
選
定
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
自
由
記
述
式
で
得
た
回
答
と
し
て

は
、「
現
地
に
限
ら
ず
縦
・
横
の
連
携
や
調
整
」、「
連
携
・
調
整
機
能
の
欠
如
」、「
明

確
な
情
報
が
得
に
く
く
、
動
き
出
し
に
く
か
っ
た
」、「
現
場
が
遠
く
、
ア
ク
セ
ス
が
困

難
だ
っ
た
」、「
活
動
中
の
宿
泊
先
の
確
保
」、「
支
援
活
動
の
形
成
」、
と
い
っ
た
内
容

が
見
ら
れ
た
。 

 

こ
の
傾
向
を
分
析
す
る
と
、
組
織
内
的
な
問
題
点
（
人
事
上
の
課
題
、
資
金
・
物
資

の
確
保
）
が
半
分
ほ
ど
あ
り
、
現
地
で
の
関
係
構
築
と
い
う
組
織
外
的
な
問
題
点
が
約

三
割
示
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
座
談
会
、
ま
た
震
災
活
動

を
振
り
返
る
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら
敷
衍
す
る
と
、次
の

よ
う
な
解
釈
が
可
能
だ
。 

 

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
人

事
上
の
問
題
と
は
、
適
切

な
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人

材
を
迅
速
に
組
織
内
で
再

配
置
、
ま
た
は
外
部
か
ら

新
規
採
用
す
る
こ
と
が
極

め
て
困
難
で
あ
っ
た
と
い

う
事
象
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
特
に
被
災

現
場
で
求
め
ら
れ
た
の
は
、

少
な
い
情
報
の
中
で
の
決

断
力
・
判
断
力
、
ま
た
全

く
異
な
る
組
織
と
の
連
携

等
を
行
え
る
柔
軟
な
対
応

力
で
あ
っ
た
。
次
に
、
資



 １００

金
・
物
資
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
団
体
の
本
来
事
業
へ
の
資
金
確
保
が
困
難
に
な
っ

た
と
い
う
収
入
の
配
分
上
の
問
題
が
生
じ
た
一
方
で
、震
災
対
応
支
援
と
し
て
集
ま
っ

た
募
金
が
想
像
以
上
の
多
額
に
上
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
必
要
な
物

資
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
マ
ッ
チ
ン
グ
の
問
題
点
も
含
ま
れ
る
。 

「
現
地
で
の
関
係
構
築
」
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

は
あ
る
が
、
主
に
「
連
携
や
調
整
の
課
題
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
携
・

調
整
問
題
に
つ
い
て
は
第
三
章
で
詳
述
し
た
が
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
現
場
で
調

整
機
能
を
果
た
し
た
組
織
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
。 

 

４

－

５ 

活
動
期
間
に
つ
い
て 

 

 

後
に
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
ど
の
程
度
の
期
間

に
亘
っ
て
被
災
地
支
援
活

動
を
行
う
の
か
に
つ
い
て

質
問
し
た
。
図
４
―
５
を

参
照
す
る
と
、「
無
回
答
・

未
定
」
と
の
回
答
を
し
た

団
体
が
二
十
団
体
（
三

四
％
）
と

も
多
か
っ
た
。

次
に
、「
二
年
以
内
」（
十

二
団
体
、
二
〇
％
）、「
一

年
以
内
」（
十
一
団
体
、
一

九
％
）、「
三
年
以
内
」（
八

団
体
、
一
四
％
）
で
、
一

年
以
内
か
ら
三
年
以
内
ま

で
を
合
計
す
る
と
三
十
一
団
体
、
五
三
％
に
の
ぼ
る
。
多
く
の
団
体
が
三
年
以
内
の
活

動
見
込
み
を
立
て
て
い
る
な
か
で
、活
動
期
間
に
つ
い
て
思
案
中
の
団
体
も
三
割
程
度

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
海
外
に
お
け
る
事
業
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
事
業
出
口
戦

略
に
つ
い
て
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
こ
と
が
多
い
。同
じ
こ
と
が
今
回
の
被
災
地
の
現

場
で
も
起
き
て
い
る
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
二
〇
一
一
年
九
月
二
十
九
日
に
仙
台
で
開
催
し

た
セ
ミ
ナ
ー「
被
災
地
に
お
け
る
支
援
事
業
の
持
続
性
～
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
の

あ
り
か
た
を
考
え
る
～
」
に
お
い
て
、
講
師
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｓ
（
公
益
社
団
法
人
日
本
キ
リ

ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
）総
主
事
大
江
浩
氏
が
指
摘
し
た
点
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で

あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
現
場
に
お
い
て
も
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
そ
の
出
口
戦
略

に
つ
い
て
は
明
確
な
計
画
を
持
つ
団
体
が
主
流
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
状

況
に
応
じ
て
様
々
な
検
討
を
柔
軟
に
行
っ
た
団
体
の
活
動
が
良
く
現
場
に
定
着
し
た

と
い
う
観
察
が
あ
っ
た
。今
回
の
震
災
へ
の
対
応
活
動
で
も
類
似
の
学
び
が
考
え
ら
れ

る
。 

  

注
① 

「
グ
ー
グ
ル
平
成
二
十
三
年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
募
金
情
報
ま
と
め
」
二
〇
一
一
年
九
月

十
八
日
現
在
情
報
の
デ
ー
タ
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
分
析
。 

<http://sites.google.com/site/quake20110311jp/bokin> 

 

注
② 

貞
清
栄
子
「
調
査
報
告
：
我
が
国
寄
付
動
向
に
つ
い
て
」（
中
央
三
井
信
託
銀
行
『
調
査
レ
ポ
ー

ト 

二
〇
一
一
年
夏
』
七
四
号
）
に
抜
粋
さ
れ
た
総
務
省
か
ら
の
デ
ー
タ
（
前
出
、
図
表
１
）
に
、
前

出
の
グ
ー
グ
ル
デ
ー
タ
及
び
日
本
赤
十
字
社
・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
会
の
情
報
を
加
味
し
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
が
分
析
。 

 

注
③ 

貞
清
栄
子
「
調
査
報
告
：
我
が
国
寄
付
動
向
に
つ
い
て
」（
中
央
三
井
信
託
銀
行
『
調
査
レ
ポ
ー

ト 

二
〇
一
一
年
夏
』
七
四
号
）
に
抜
粋
さ
れ
た
国
税
庁
の
デ
ー
タ
（
図
表
２
）
を
参
照
し
て
本
報
告

書
執
筆
者
が
推
計
し
た
。 

出典：JANIC調べ（2011年11月） 



 １０１

 
コ
ラ
ム
４ 

震
災
支
援
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
の
座
談
会 

  

日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
活
動
を
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
規
模
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
、
各
団
体
と
も
組
織
経
営
的

に
初
め
て
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
と
推
察
た
。
例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
面
し
た

も
困
難
で
あ
っ

た
点
と
し
て
、
震
災
対
応
で
派
遣
す
る
職
員
の
や
り
繰
り
（
三
〇
％
）
と
、
活
動
資
金

の
獲
得
（
二
三
％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
一
位
と
三
位
に
挙
げ
て
お
り
、
全
体
の
回
答
の
約
五

〇
％
が
組
織
経
営
上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
規
模
の
異
な
る
三
つ
の
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
局
長
を
招
い
て
、今
回
の
震
災
対
応
の
た
め
に
経
営
的
に
ど
の
よ

う
な
課
題
や
問
題
点
が
あ
っ
た
の
か
等
に
つ
い
て
座
談
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
、

ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｗ
Ｖ
Ｊ
）
か
ら
片
山
信
彦
氏
、
グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｇ
Ｎ
Ｊ
）
の
小
泉
智
氏
、
そ
し
て
ケ
ア
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
フ

ュ
ー
チ
ャ
ー
・
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｃ
Ｆ
Ｆ
）
か
ら
渡
辺
正
幸
氏
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
最
初
に
、
人
的
側
面
と
資
金
的
側
面
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
問
題
点

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
人
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
の
発
災
以
前
か

ら
我
々
は
一
応
、
国
内
救
援
の
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
回

改
め
て
こ
れ
で
は
十
分
に
は
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、誰
が
ど
の
よ
う

な
権
限
を
持
つ
の
か
と
い
う
点
等
を
含
め
て
規
定
を
作
り
直
し
た
。
ま
た
、
震
災
に
対

応
す
る
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
を
現
場
に
移
動
さ
せ
た
た
め
、そ
の
中
で
通
常
業
務
も
同
時

並
行
的
に
処
理
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
。 

 

今
回
の
大
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
、ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
緊
急
人
道
支
援
部
門

の
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
も
日
本
に
来
て
も
ら
っ
て
対
応
し
た
が
、日
本
の
コ
ン
テ
キ
ス

ト
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
実
際
の
活
動
は
か
な
り
難
し
か
っ
た
。そ
の
た
め
、

海
外
の
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ

に
帰
国
し
て
も
ら
い
、対
応
す
る
こ
と
に
し
た
。さ
ら
に
足
り
な
い
分
を
補
う
た
め
に
、

新
規
職
員
の
リ
ク
ル
ー
ト
を
開
始
し
、現
地
の
方
を
三
十
名
程
度
雇
用
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
う
し
た
人
材
の
確
保
が
、
人
的
な
側
面
で
は
一
番
苦
労
し
た
。
ま
た
、
緊
急
の

雇
用
で
あ
っ
た
た
め
に
、今
ま
で
の
雇
用
基
準
の
見
直
し
や
福
利
厚
生
等
の
適
用
に
気

を
つ
け
て
採
用
を
行
っ
た
。 

 

資
金
的
な
側
面
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｖ
Ｊ
が
震
災
関
係
で
獲
得
で
き
た
寄
付
金
は
、
国

内
で
は
約
十
億
円
で
海
外
で
は
三
十
億
円
程
度
と
な
り
、資
金
が
集
ま
る
に
つ
れ
我
々

の
行
動
を
変
化
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。募
金
と
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
取
る
か

が
、継
続
し
て
課
題
だ
っ
た
。ま
た
、ド
ナ
ー
は
テ
レ
ビ
を
見
て
寄
付
し
て
く
る
の
で
、

早
く
お
金
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
の
だ
が
、一
方
で
現
地
の
被
災
者
の
方
々

か
ら
は
継
続
的
、
長
期
的
に
支
援
を
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
な
ど
、
募
金
者
の
期
待

と
現
場
の
希
望
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
克
服
す
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。Ｗ
Ｖ
Ｊ
は
通
常
は

支
援
す
る
側
で
あ
り
、
多
少
こ
の
点
に
つ
い
て
の
課
題
は
認
識
し
て
い
た
が
、
今
回
震

災
対
応
を
す
る
た
め
に
支
援
を
受
け
る
側
に
回
っ
た
こ
と
で
、改
め
て
こ
の
点
を
強
く

認
識
す
る
に
至
っ
た
。 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
震
災
発
生
当
初
は
、
本
部
の
通
常
業
務
を
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ
し

て
震
災
対
策
を
行
っ
た
。
ま
た
グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ
の
国
際
本
部
か
ら
は
、
資
金
は
あ

る
の
で
ど
ん
ど
ん
職
員
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
て
現
地
対
応
を
行
う
よ
う
促
さ
れ
た
。新
た

に
雇
用
し
た
職
員
の
多
く
に
は
、結
果
的
に
海
外
で
活
躍
し
て
い
た
日
本
人
を
採
用
し

た
。
今
回
、
緊
急
で
雇
用
し
た
職
員
に
対
し
て
は
、
事
前
研
修
等
を
提
供
し
て
い
る
時

間
的
余
裕
は
全
く
な
く
、全
て
即
戦
力
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
現
場
で
対
応
し
て
も
ら
う
し

か
な
か
っ
た
の
で
、
海
外
経
験
豊
富
な
人
材
を
多
く
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 



 １０２

（
Ｃ
Ｆ
Ｆ 

渡
辺
）
Ｃ
Ｆ
Ｆ
で
は
震
災
へ
の
対
応
活
動
は
四
月
か
ら
開
始
し
た
。
現
地

に
は
常
勤
ス
タ
ッ
フ
一
名
と
、不
定
期
で
二
週
間
程
度
の
長
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
補
佐

と
し
て
派
遣
し
た
。Ｃ
Ｆ
Ｆ
で
は
東
松
島
市
社
協
が
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
運
営
支
援
を
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
そ
こ
に
常
勤

ス
タ
ッ
フ
を
駐
在
さ
せ
、
ま
た
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ

他
の
団
体
と
は
異
な
り
規
模
の
小
さ
な
団
体
な
の
で
、本
来
事
業
で
あ
る
海
外
支
援
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
に
今
回
の
災
害
対
策
を
行
う
よ
う
に
し
た
。 

 

人
的
な
側
面
と
し
て
は
、
我
々
自
身
あ
ま
り
採
用
経
験
が
な
い
団
体
な
の
で
、
そ
の

都
度
雇
用
基
準
を
つ
く
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
現
地
の
方
を
雇
用
し
よ
う
と

試
み
て
い
る
。 

 

資
金
的
な
面
と
し
て
は
、
助
成
金
と
寄
付
金
で
対
応
し
た
。
当
団
体
の
場
合
、
活
動

規
模
に
対
し
て
比
較
的
適
切
な
額
の
寄
付
・
助
成
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
が
、
必

要
額
よ
り
も
多
く
を
獲
得
し
た
団
体
は
、そ
れ
を
ど
う
使
う
か
が
課
題
と
し
て
あ
る
と

思
う
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
今
回
の
震
災
で
は
、
や
ろ
う
と
思
え
ば
い
く
ら
で
も
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
行
政
と
の
す
み
分
け
を
含
め
て
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
自
分
た
ち
で
行
う
の
か

の
見
極
め
が
難
し
か
っ
た
。 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
今
ま
で
は
、
海
外
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
で
海
外
用
の
募
金

を
募
集
し
て
い
た
の
だ
が
、
今
回
の
震
災
で
そ
の
た
め
の
募
金
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

寄
付
金
の
ほ
と
ん
ど
が
震
災
の
方
に
流
れ
て
し
ま
い
、通
常
業
務
の
活
動
の
資
金
確
保

が
難
し
く
な
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
ど
の
く
ら
い
海
外
事
業
用
の
収
入
を
失
っ
た
の
か
？ 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
一
時
的
に
ほ
ぼ
０
に
近
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
Ｗ
Ｖ
Ｊ
は
そ
れ
ほ
ど
海
外
事
業
向
け
の
寄
付
収
入
は
落
ち
な
か
っ

た
。
た
だ
今
回
の
震
災
の
こ
と
で
新
た
に
寄
付
し
た
下
さ
っ
た
方
々
に
、
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
海

外
事
業
向
け
の
募
金
を
お
願
い
し
た
が
、
あ
ま
り
反
応
は
良
く
な
か
っ
た
。
他
方
で
、

東
北
で
被
災
さ
れ
て
し
ま
っ
た
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
支
援
者
が
定
期
的
に
支
援
し
て
い
た
募
金

部
分
に
つ
い
て
、他
の
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
支
援
者
に
カ
バ
ー
し
て
も
ら
え
な
い
か
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
必
要
金
額
に
達
し
た
。
一
つ
の
被
災
者
支
援
の
形

と
し
て
、
元
々
の
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
支
援
者
に
は
理
解
し
て
も
ら
っ
た
の
だ
と
思
う
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
Ｗ
Ｖ
Ｊ
で
行
っ
た
よ
う
な
、
震
災
で
初
め
て
募
金
し
た
人
々
に
本
体

事
業
へ
の
募
金
を
お
願
い
し
た
団
体
は
あ
る
か
？ 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
考
え
は
あ
る
が
、
ま
だ
実
行
に
移
せ
て
は
い
な
い
。 

（
Ｃ
Ｆ
Ｆ 

渡
辺
）
Ｃ
Ｆ
Ｆ
で
は
、「
通
常
業
務
へ
の
募
金
を
」
と
い
う
よ
り
も
、
震
災

復
興
の
た
め
に
さ
ら
に
追
加
の
募
金
を
お
願
い
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
段
階
。来
年
度

以
降
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
、
足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
人
事
の
面
で
も
う
一
つ
。
今
回
震
災
を
受
け
て
新
し
く
雇
用
し
た

現
地
職
員
は
、
も
と
も
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
バ
ッ
ク
グ
ラ

ン
ド
も
カ
ル
チ
ャ
ー
も
異
な
る
な
か
、充
分
な
研
修
を
行
う
時
間
も
取
れ
な
い
ま
ま
緊

急
の
現
場
で
業
務
を
担
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
そ
こ
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
当
初

は
、
団
体
と
し
て
の
社
会
的
責
任
も
あ
り
、
職
員
が
避
難
所
等
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行

動
を
取
る
こ
と
は
避
け
た
い
、
と
の
危
機
感
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
規
に
採
用
し

た
全
職
員
向
け
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、意
識
の
す
り
合
わ
せ
と
チ
ー
ム
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
を
目
指
し
た
が
、
こ
れ
が
と
て
も
効
果
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
新
規
に
採
用
し
た
職
員
に
対
す
る
ケ
ア
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。 

 

ま
た
、
労
務
管
理
や
安
全
管
理
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
も
普
段
の
場
合
と
違
う
な
と

感
じ
た
。
や
は
り
、
激
務
の
た
め
に
残
業
が
多
く
、
健
康
管
理
に
つ
い
て
本
部
の
側
が

気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
Ｗ
Ｖ
Ｊ
で
は
、
Ｗ
Ｖ
Ｊ
の
社
会
的
責
任
と
い

う
観
点
か
ら
職
員
の
残
業
代
は
全
て
支
払
っ
て
い
る
が
、震
災
対
応
の
職
員
の
残
業
代

が
非
常
に
高
額
に
な
っ
て
い
る
。
金
額
よ
り
も
残
業
を
ど
う
管
理
す
る
の
か
が
肝
心
。

ま
た
福
島
で
の
原
発
問
題
を
受
け
て
、
人
に
関
わ
る
ケ
ア
を
注
意
深
く
行
っ
た
。 

 



 １０３

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
今
回
の
震
災
対
応
で
、
法
的
な
側
面
で
の
課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
？ 

ま
た
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
。 

 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 
片
山
）
例
え
ば
、
現
地
事
務
所
を
立
ち
上
げ
る
際
に
「
な
ぜ
別
の
場
所
で

な
く
、
そ
こ
の
事
務
所
を
借
り
る
の
か
？
」
等
の
疑
問
に
対
し
て
答
え
る
た
め
に
、
透

明
性
の
確
保
が
必
要
に
な
っ
た
。職
員
が
駐
在
し
て
現
地
に
住
む
場
合
の
規
定
が
な
い

と
う
問
題
が
あ
り
、
現
地
で
職
員
の
ア
パ
ー
ト
を
借
り
る
際
の
規
定
も
な
か
っ
た
。
さ

ら
に
は
、
職
員
の
現
地
派
遣
に
関
連
し
て
、
既
存
の
国
内
出
張
規
程
は
通
常
の
出
張
を

想
定
し
た
も
の
で
、
今
回
の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
危
険
手
当
等

の
規
定
が
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
規
程
の
改
定
や
新

た
な
規
程
を
作
っ
た
。 

 

ま
た
今
回
多
く
の
物
資
の
調
達
を
行
っ
た
が
、い
ま
す
ぐ
に
購
入
を
決
定
し
な
い
と

次
に
い
つ
同
じ
も
の
が
購
入
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
態
も
多
く
あ
り
、担
当

部
課
長
が
決
裁
で
き
る
金
額
を
は
る
か
に
超
え
る
物
資
購
入
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
多
発
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
に
限
り
、
既
存
の
決
裁
権
限
を
拡
大
す

る
内
容
の
規
程
に
変
更
し
た
。 

 

ま
た
、
契
約
書
や
覚
書
を
調
達
先
や
そ
の
他
の
団
体
と
多
く
結
ん
だ
が
、
現
場
で
概

要
だ
け
を
ま
と
め
た
場
合
が
多
く
、
い
ざ
契
約
、
と
な
っ
た
時
に
、
法
務
関
連
の
詳
細

ま
で
詰
ま
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、こ
う
し
た
法
務
関
係
の
整
理
が
一
番
苦
労
し
た

一
つ
で
も
あ
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
物
資
支
援
の
場
合
に
も
、
法
務
関
係
は
問
題
に
な
っ
た
か
？ 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
緊
急
に
避
難
所
に
物
資
を
搬
入
し
た
と
き
に
は
、
避
難
所
と
の
契

約
で
は
な
く
、
業
者
と
Ｗ
Ｖ
Ｊ
が
直
接
契
約
を
交
わ
し
た
。
当
初
は
メ
モ
程
度
の
も
の

だ
っ
た
。
復
興
期
に
な
る
と
そ
う
し
た
法
務
関
係
は
落
ち
着
い
て
き
た
。
仮
設
住
宅
に

対
す
る
物
資
調
達
に
関
し
て
は
行
政
と
話
し
合
い
を
し
た
も
の
な
の
で
、し
っ
か
り
と

契
約
書
を
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
海
外
の
場
合
に
は
、
誰
に
何
を
届
け
た
か
と
い
う
の
が
分
か
る
書
類

を
作
り
、救
援
物
資
を
受
け
取
っ
た
人
が
そ
れ
に
署
名
し
た
り
す
る
の
は
常
識
に
な
っ

て
い
る
が
、今
回
の
震
災
で
は
そ
う
し
た
書
類
は
出
せ
な
い
と
物
資
支
援
を
受
け
た
避

難
所
や
学
校
か
ら
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。そ
う
し
た
場
合
の
説
明

責
任
を
ど
う
考
え
る
か
？ 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
そ
の
よ
う
な
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
内
部
で
も
議
論
し
た
。
避
難

所
の
場
合
な
ど
に
は
、避
難
所
の
責
任
者
か
ら
確
認
書
を
も
ら
う
な
ど
し
て
対
応
し
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
た
だ
Ｗ
Ｖ
Ｊ
が
物
資
を
保
管
倉
庫
等
に
提
供
し
、
そ
の
後
他
団

体
が
ど
こ
か
別
の
場
所
で
適
宜
配
る
と
い
う
場
合
に
は
、

終
受
益
者
が
分
か
ら
な
い

の
で
説
明
責
任
を
果
た
せ
な
い
と
し
て
、物
資
提
供
を
控
え
た
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
に

思
う
。 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
Ｇ
Ｎ
Ｊ
で
は
、
海
外
に
お
い
て
緊
急
支
援
を
行
っ
て
い
た
が
、
国

内
災
害
へ
の
対
応
活
動
は
定
款
に
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、定
款
の
改
定
を
今
年
の
三

月
に
行
お
う
と
し
て
い
た
。し
か
し
改
訂
の
直
前
に
東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
い
ま
だ
定
款
に
は
緊
急
支
援
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
今

回
は
そ
う
し
た
こ
と
を
押
し
切
っ
て
の
支
援
活
動
と
な
っ
て
い
る
。 

 

物
資
調
達
の
決
済
権
限
に
関
し
て
は
、
現
場
の
職
員
と
電
話
で
連
絡
し
、
電
話
口
で

本
部
の
決
済
権
限
者
が
決
裁
を
行
っ
て
い
る
。受
益
者
か
ら
受
け
取
り
証
明
に
署
名
し

て
も
ら
う
件
は
、
海
外
の
災
害
現
場
の
場
合
は
署
名
リ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
こ
で
記
録
が

取
れ
て
い
た
が
、今
回
の
震
災
の
ケ
ー
ス
で
は
災
害
対
策
本
部
の
倉
庫
な
ど
に
納
品
す

る
こ
と
が
あ
り
、実
際
の
受
益
者
に
提
供
さ
れ
た
か
ど
う
か
の
証
明
と
し
て
の
記
録
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 
片
山
）
海
外
か
ら
の
物
資
調
達
の
話
で
言
え
ば
、
避
難
所
で
は
ス
ト
ー
ブ

や
冷
房
も
必
要
な
の
で
、
そ
う
し
た
も
の
を
支
援
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
あ
る
国
か
ら

「
エ
ア
コ
ン
は
贅
沢
品
だ
か
ら
提
供
で
き
な
い
」と
言
わ
れ
、文
化
の
違
い
を
感
じ
た
。 



 １０４

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
も
、
海
外
の
人
は
そ
の
き
れ
い
さ
と
設
備
の

充
実
ぶ
り
に
驚
い
て
い
た
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 
片
山
）
や
は
り
ド
ナ
ー
の
期
待
と
現
実
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
問
題
だ
な
と

今
回
の
震
災
で
は
思
い
知
ら
さ
れ
た
。 

（
Ｃ
Ｆ
Ｆ 

渡
辺
）
制
度
的
な
問
題
が
あ
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
た
の
で
、
あ
ま
り
そ
う

し
た
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
に
自
分
た
ち
に
で
き
る
範
囲
内
で
の
対
処
を
心
掛
け
た
。

ま
た
、Ｃ
Ｆ
Ｆ
は
小
さ
な
団
体
な
の
で
問
題
に
対
し
て
柔
軟
に
対
処
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
と
思
う
。
一
方
で
、
東
京
本
部
に
よ
る
後
方
支
援
に
つ
い
て
あ
ま
り
そ

の
重
要
性
が
支
援
者
（
特
に
助
成
団
体
等
）
に
理
解
さ
れ
ず
、
そ
う
し
た
部
分
に
お
金

が
出
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
東
京
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
作
業
は
、
そ
の
大
変
さ
に
比
べ
て
理
解

を
得
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
問
題
だ
と
思
う
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
現
場
で
の
ほ
か
の
団
体
と
の
関
係
構
築
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
っ
た

か
？ 

 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
当
初
、
国
の
復
興
対
策
が
混
乱
状
態
で
連
携
が
難
し
か
っ
た
。
途

中
か
ら
社
協
が
出
て
き
た
が
、

後
ま
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
が
分
か

ら
な
か
っ
た
。
社
協
だ
け
に
頼
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
限
界
が

あ
る
の
で
は
、
と
思
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
。
現
場
レ
ベ
ル
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
協
働

の
方
が
上
手
く
い
っ
た
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
現
場
の
社
協
自
体
も
被
災
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

社
協
を
通
し
て
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
難
し
い
と
思
う
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
協
働
と
い
う
点
で
気
に
な
る
の
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
は
ど
う
い
う
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？ 

た
だ
政
府
に
要
望
を
言
う
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。中
間
支
援
組
織
が
も
う
少
し
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が

本
音
と
し
て
は
あ
る
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
Ｊ
Ｃ
Ｎ
の
会
議
で
は
調
整
と
い
う
よ
り
も
、
政
府
の
各
種
部
署
の
意

見
や
情
報
を
伝
え
る
場
で
あ
っ
た
。
現
場
の
人
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
課
題
が

出
さ
れ
て
も
持
ち
帰
り
検
討
が
毎
回
続
く
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
と
い
う
問
題
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
や
は
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
ど
こ
が
担
う
か
と
い
う

の
は
永
遠
の
課
題
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
？ 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
？ 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
宮
城
県
で
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
が
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
調

整
の
努
力
を
し
て
い
た
。
他
の
地
域
で
も
調
整
の
た
め
の
努
力
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
模
索
中
の
段
階
だ
。 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）

初
は
県
の
災
害
対
策
本
部
で
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
が
、
あ

ま
り
情
報
が
集
ま
ら
ず
、自
分
た
ち
で
リ
サ
ー
チ
を
し
て
独
自
に
活
動
を
進
め
て
い
く

形
態
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ

れ
る
場
所
が
物
理
的
に
遠
距
離
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、地
域
の
調
整
会
議
へ
の

参
加
が
不
可
能
だ
っ
た
。ま
た
当
初
急
激
に
増
え
た
業
務
量
に
社
協
が
つ
い
て
い
け
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
我
々
か
ら
人
材
を
送
っ
た
。
社
協
の
機
能
を
補
強
し
た
こ
と
で
情

報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
我
々
の
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
Ｃ
Ｆ
Ｆ 

渡
辺
）
Ｃ
Ｆ
Ｆ
は
社
協
に
職
員
を
派
遣
し
て
活
動
を
し
た
。
そ
の
た
め
、

社
協
寄
り
の
視
点
で
物
事
を
見
て
い
た
と
思
う
。
社
協
と
、
他
の
独
自
に
活
動
を
展
開

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
足
並
み
が
揃
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
互
い
に
疑
念
を
持
つ

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
連
絡
会
が
で
き
、
他
の
団
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
少
し
は
風
通
し
が
よ
く
な
っ
た
。 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
対
メ
デ
ィ
ア
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
痛
感
し

た
。
海
外
か
ら
来
た
チ
ー
ム
に
は
必
ず
メ
デ
ィ
ア
担
当
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
緒
に
居
て
、



 １０５

メ
デ
ィ
ア
対
応
を
専
門
に
行
っ
て
い
た
。そ
れ
に
比
較
す
る
と
自
分
た
ち
は
遅
れ
て
い

る
と
思
っ
た
。
や
は
り
メ
デ
ィ
ア
対
応
を
効
果
的
に
行
え
な
け
れ
ば
、
自
分
た
ち
の
活

動
に
支
障
が
あ
る
と
思
っ
た
。 

 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
今
回
の
震
災
対
応
活
動
に
お
け
る
成
果
と
課
題
は
？ 

 

（
Ｗ
Ｖ
Ｊ 

片
山
）
成
果
と
し
て
は
「
途
上
国
で
の
経
験
を
活
か
せ
た
」「
認
知
度
が
上

が
っ
た
」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。課
題
と
し
て
は
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
甘
か
っ
た
。

そ
の
中
に
「
緊
急
支
援
の
場
合
に
は
～
の
部
署
に
い
る
人
が
～
の
配
置
に
い
く
」
な
ど

の
こ
と
を
決
め
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
い
と
感
じ
た
。
他
に
は
、
国
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携

を
普
段
か
ら
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
さ
ら
に
は
、
本
来
は
行
政
が
行

う
べ
き
と
思
え
る
仕
事
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ど
こ
ま
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問

が
残
っ
た
。
つ
ま
り
、
行
政
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
棲
み
分
け
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。
ま
た
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
応
え
る
支
援
実
施
の
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
機
能
を
ど
う
す
る
の
か
は
、考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
だ
と
思
う
。 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
今
回
の
震
災
を
機
に
取
材
が
入
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
知
名
度
は

上
が
っ
た
と
思
う
。課
題
と
し
て
は
、本
来
事
業
へ
の
圧
迫
が
挙
げ
ら
れ
る
。や
は
り
、

初
の
一
ヶ
月
は
本
来
の
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
の
で
、そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ど
う

す
る
の
か
が
課
題
と
し
て
は
残
る
。
提
言
と
し
て
は
、
資
金
や
情
報
の
プ
ー
ル
を
行
っ

た
方
が
い
い
と
思
う
。 

（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
そ
れ
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
界
全
体
と
し
て
と
い
う
意
味
か
、
そ
れ
と
も
グ
ッ
ド

ネ
ー
バ
ー
ズ
単
体
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
の
提
言
か
？ 

（
Ｇ
Ｎ
Ｊ 

小
泉
）
グ
ッ
ド
ネ
ー
バ
ー
ズ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
界
全
体
に
言

え
る
と
思
う
。
あ
と
、
資
金
的
な
こ
と
を
い
え
ば
も
っ
と
長
期
的
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
使
い
方
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。 

（
Ｃ
Ｆ
Ｆ 

渡
辺
）
海
外
活
動
で
の
経
験
を
活
か
せ
た
と
い
う
こ
と
は
実
感
で
き
た
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
海
外
で
の
経
験
が
あ
る
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
、
地
元
の

人
々
と
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
組
織
に
つ
い
て
は
、
新

た
な
人
材
や
資
金
を
発
掘
で
き
た
。 

 

課
題
は
、
裏
方
の
必
要
性
。
現
場
の
活
動
を
支
え
る
本
部
で
の
後
方
支
援
や
、
関
連

す
る
制
度
面
の
整
備
、
人
員
・
資
金
の
適
切
な
調
達
や
配
分
が
、
し
っ
か
り
と
活
動
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
重
要
だ
と
思
う
。ま
た
使
い
切
れ
な
い
資
金
の
使
い
道
が
問
題

と
な
っ
た
団
体
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
今
回
余
っ
た
資
金
を
な
に
か
有
効
活

用
で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。 

 

※
本
座
談
会
は
二
〇
一
一
年
十
一
月
十
日
に
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
本
部
に
て
行
っ
た
。 



 １０６



 １０７

           

第
五
章 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
し
た
役
割
・
課
題
と
提
言 

   



 １０８

５ 

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

－

こ
れ
か
ら
へ
向
け
て 

  

こ
こ
ま
で
一
章
か
ら
四
章
ま
で
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
被
災
地
支
援
活
動
を
振
り
返
っ
た
。
本
報
告
書
の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
国

際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
し
た
役
割
と
課
題
を
示
し
、
そ
の
上
で
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自

身
と
、
ま
た
日
本
国
内
の
関
係
者
に
向
け
て
提
言
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
正
会
員
団
体
の
関
係
者
を
中

心
に
、こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
活
動
に
お
け
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
し
た
役
割

を
振
り
返
り
、
課
題
を
抽
出
し
、
そ
し
て
提
言
を
考
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
て
き
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
話
さ
れ
た
内
容
を
中
心
に
、本
報
告
書
の
一
章
か
ら
四
章
ま
で
で
取
り
扱
っ
た

内
容
を
参
照
し
つ
つ
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
し
た
役
割
、
課
題
を
示
し
、
そ
の
う

え
で
提
言
を
示
し
た
い
。 

 

５

－

１ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
し
た
役
割 

  

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
二
〇
一
一
年
十
月
五
日
に
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
地
支
援
活

動
に
携
わ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
正
会
員
団
体
の
関
係
者
を
集
め
て
、「
東
日
本
大
震
災
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
救
援
活
動
～
成
果
と
課
題
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
成
果
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
参
加
者

が
多
く
支
持
す
る
成
果
は
、
以
下
の
六
つ
で
あ
っ
た
。 

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
一
般
国
民
の
認
知
度
が
向
上
し
た 

 
 
 
 
 

十
六 

・
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経
験
や
知
識
を
活
用
で
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
四 

・
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二 

・
離
散
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
手
助
け
す
る
こ
と
が
で
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 

九 

・
行
政
へ
の
提
言
が
で
き
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七 

・
地
元
行
政
や
社
協
と
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た 

 

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
六
つ
の
成
果
は
、本
報
告
書
中
で
見
え
て
き
た
成
果
と
も
共
通

す
る
も
の
が
複
数
あ
る
。 

 

「
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
経
験
や
知
識
を
活
用
で
き
た
」
と
い
う
点
は
、
第
一
章
「
１
―
３
」

の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、「
被

災
地
支
援
活
動
の
中
で
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
持
っ
て
い
る
海
外
事
業
で
の
活
動
経
験

が
役
立
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
、
活
動
を
行
っ
た
う
ち
の
八
〇
％
（
四
十
四
団
体
）

が
、
役
に
立
っ
た
と
答
え
て
い
る
こ
と
に
符
合
す
る
。
具
体
的
に
は
、
第
二
章
⑦
の
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
山
形
（
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）
が
実
践
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・

ワ
ー
ク
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
緊
急
救
援
に
特

化
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
の
震
災
で
活
躍
し
た
こ
と
も
、海
外
事
業
で
の
活
動

経
験
が
役
立
っ
た
も
の
と
し
て
含
ま
れ
る
。
他
に
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
経
験
や

活
動
計
画
や
評
価
と
い
っ
た
全
体
の
事
業
運
営
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
は
通
常
の
活
動
の
中
で
多
く
の
経
験
を
得
て
い
る
団
体
が
多
い
。こ
れ
ら
の
経
験
は
、

今
回
の
被
災
地
の
現
場
で
は
す
ぐ
に
使
え
る
も
の
が
多
く
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
被
災

地
で
の
活
動
に
お
い
て
、様
々
な
ド
ナ
ー
か
ら
資
金
活
用
の
重
要
な
支
援
の
担
い
手
と

し
て
、
ひ
と
き
わ
精
彩
を
放
っ
て
い
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

 

「
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
点
は
、
第
三
章
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
中
で
見
た
よ
う
に
、
今
回
の
震
災
に
関
し
て

は
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
巻
く
様
々
な
団
体
と
の
関
係
が
生
ま
れ
た
。特
に
東
日
本

大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

以
下
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ)

と
い
う
、
日
本
国
内
で
は
前
例
の

な
い
民
間
非
営
利
団
体
を
包
括
す
る
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
資
金
援
助
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
海
外
の
ド

ナ
ー
も
来
日
し
て
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
関
係
を
深
め
、各
地
域
に
お
い
て
も

連
絡
調
整
会
議
や
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
れ
ん
ぷ
く
）
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
も
新
た
に
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、震
災
発
災
以
前
と
の
比
較
で
は
格
段
に
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
行
政
へ
の
提
言
が
で
き
た
」「
地
元
行
政
や
社
協
と
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
点
は
、「
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
類
似
の
文

脈
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
反
面
、
行
政
や
社
協
と
の
関
係
作
り
が
非
常

に
難
し
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
、必
ず
し
も
全
て
の
団
体
が
経
験
で
き
た
点
で
は

な
い
と
見
ら
れ
る
が
、
同
時
に
、
石
巻
モ
デ
ル
や
遠
野
モ
デ
ル
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
、

こ
れ
ま
で
の
社
協
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
枠
に
捕
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
試
み
も
始
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
県
レ
ベ
ル
で
の
れ
ん
ぷ
く
の
活
動
は
、
行
政
と
の
密
接
な
連
携

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、行
政
へ
の
提
言
や
ア
イ
デ
ィ
ア
の
共
有
と
い
う
点
で
も
新
た

な
場
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
全
体
を
横
断
す
る
よ
う
な
成
果
と
ま
で
は
言

え
な
い
ま
で
も
、個
別
に
始
ま
っ
た
小
さ
な
活
動
や
協
働
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
は
、

こ
の
よ
う
な
行
政
や
社
協
と
の
新
た
な
関
係
が
実
現
し
て
い
る
こ
と
は
一
つ
の
事
実

で
あ
り
、
今
後
の
枠
組
み
作
り
へ
の
重
要
な
参
考
に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。 

 

「
離
散
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
手
助
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
は
、
仮
設
住
宅
に

お
け
る
孤
立
し
た
人
々
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
支
援
活
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
た
、
と
い
う
こ
と
だ
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
第
二
章
で
見
ら
れ

た
多
く
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
団
体
の
活
動
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
部
分
で
あ
る
。中
で
も

特
に
、原
発
事
故
の
影
響
で
元
々
の
居
住
地
に
い
つ
帰
れ
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
に
陥

っ
て
い
る
福
島
県
下
の
被
災
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
実
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、ま
さ
に
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
海
外
事
業
で
培
っ
て
き
た
問
題
意

識
や
事
業
ア
プ
ロ
ー
チ
を

大
限
に
活
か
せ
る
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。そ
の
観
点
か
ら
も
、

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
本
領
が
こ
の
よ
う
な
支
援
で
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

は
、
一
つ
の
大
き
な
成
果
だ
と
言
え
よ
う
。 

 

「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
一
般
国
民
の
認
知
度
が
向
上
し
た
」
と
い
う
点
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
場
で
は

も
多
く
の
支
持
を
集
め
た
。
本
報
告
書
で
は
、
一
般
国

民
向
け
の
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
認

知
度
の
向
上
が
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
逸
話
的
に
聞
き
伝
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
示
す
事
例
は
い
く
つ
か
あ
る
。
宮
城
れ
ん
ぷ
く
の
関

係
者
が
宮
城
県
下
の
被
災
自
治
体
の
市
町
の
首
長
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
折
に
、

多
く
の
首
長
か
ら
今
回
の
震
災
後
に
被
災
地
支
援
に
か
け
つ
け
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
に
対
す
る
感
謝
の
意
が
表
明
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
中
で
は
、
震
災
以
前
に
は
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
も
の
が
ど
う
い
う
存
在
で
あ
る
の
か
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
が
、

震
災
後
の
活
躍
に
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
、各
首
長
の
率
直
な
意
見
が

聞
か
れ
た
と
い
う
。
今
回
の
震
災
の
被
災
地
で
は
、
主
に
高
齢
化
や
過
疎
化
と
い
っ
た

問
題
が
多
く
見
ら
れ
る
現
状
が
あ
り
、高
齢
者
等
の
介
護
施
設
を
運
営
す
る
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
存
在
は
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
行
政
が
行

う
福
祉
政
策
を
実
施
す
る
請
け
負
い
型
の
事
業
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
が
独

自
に
事
業
を
発
掘
し
て
ド
ナ
ー
を
探
し
、プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
提
出
し
て
資
金
獲
得
を
行

う
よ
う
な
事
業
実
施
形
態
を
と
っ
て
い
る
団
体
は
多
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
今
回

の
よ
う
に
自
治
体
自
身
も
被
災
し
て
困
難
を
極
め
て
い
る
と
き
に
、人
々
の
支
援
を
自

主
的
な
判
断
で
独
自
に
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
存
在
と
い
う
も
の
が
、驚
き
を

も
っ
て
受
け
取
ら
れ
た
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
だ
と
思
わ
れ
る
。 

震
災
当
初
に
は
、
各
自
治
体
を
様
々
な
団
体
が
訪
れ
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

自
治
体
か
ら
素
性
が
わ
か
ら
な
い
団
体
と
し
て
コ
ン
タ
ク
ト
を
拒
否
さ
れ
る
事
例
な

ど
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
被
災
地
の
各
現
場
に
お
い
て
は
、
当
初
か

ら
、
物
資
支
援
や
炊
き
出
し
、
ま
た
復
興
支
援
の
中
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
等
そ

の
他
の
あ
ら
ゆ
る
被
災
地
支
援
活
動
で
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
は
そ
の
誠
実
な
活
動

ぶ
り
か
ら
一
般
の
被
災
者
に
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。そ
の
よ
う
な
実
績
を

経
て
は
じ
め
て
、被
災
自
治
体
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
の
中
で
責
任

を
持
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
だ
と
い
う
認
識
が
芽
生
え
て
き
た
も
の
と
言
え
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る
。 二

〇
一
一
年
の
被
災
各
地
の
仮
設
住
宅
や
見
な
し
仮
設
住
宅
へ
の
暖
房
器
具
の
配

布
に
つ
い
て
は
、政
府
が
国
費
で
の
負
担
を
決
め
た
の
が
十
月
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う

遅
さ
で
あ
っ
た
が
、
冬
の
到
来
を
目
前
に
控
え
て
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
す
る
自
治
体
側

（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）
で
は
、
現
場
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に

暖
房
器
具
の
配
布
を
依
頼
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
行
政
で

は
起
こ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、
自
治
体
が
全
て
自
前

で
作
業
す
る
か
、あ
る
い
は
民
間
営
利
業
者
を
入
札
等
で
選
定
し
た
う
え
で
作
業
を
委

託
す
る
、さ
も
な
け
れ
ば
行
政
や
自
治
体
が
設
置
し
て
い
る
財
団
等
の
第
三
セ
ク
タ
ー

の
団
体
を
利
用
す
る
と
い
う
の
が
定
番
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
既
存
の
仕
組
み
で
は
十
分
な
ス
ピ
ー
ド
と
質
を
維
持
し
た
活
動
が
で
き
な
い

こ
と
が
関
係
者
の
間
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
事
例
を
も
っ
て
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
一
般
国
民
の
認
知
度
が

向
上
し
た
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
さ
ら
な
る
分
析
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
が
、震
災
発
災

当
初
よ
り
も
被
災
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
躍
す
る
場
面
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
実
感
を
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
者
も
確

実
に
感
じ
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

５

－

２ 

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
か
ら
見
え
た
課
題 

  

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
被
災
地
支
援
活
動
か
ら
見
え
た
課
題
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
抽
出
さ
れ
て
い
る
。二
〇
一
一
年
十

月
五
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
二
〇
一
一
年
十
二
月
二
日
に
岩
手

県
遠
野
市
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
る
。
前
者
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
正
会
員
団

体
の
主
に
本
部
レ
ベ
ル
の
職
員
が
、後
者
は
主
に
現
場
レ
ベ
ル
の
職
員
が
集
ま
っ
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
結
果
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
る
。 

 

ま
ず
東
京
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
抽
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
示
す
。 

⑴
組
織
体
制
が
不
十
分
（
人
材
・
資
金
等
資
源
の
不
足
、
ス
タ
ッ
フ
の
ケ
ア
が
不
十
分
） 

⑵
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
不
足
（
出
口
戦
略
、
活
動
期
間
、
長
期
的
ゴ
ー
ル
） 

⑶
連
携
・
調
整
が
不
十
分
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
間
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
元
・
行
政
・
社
協
、
制
度
問
題
） 

⑷
現
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
な
い
（
組
織
能
力
不
足
、
指
針
が
な
い
、
支
援
の
偏
り
） 

⑸
情
報
発
信
・
提
言
が
不
十
分 

⑹
本
業
と
の
ジ
レ
ン
マ 

 

こ
れ
ら
は
、
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の
中
か
ら
、
主
要
な
も
の
を
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

震
災
タ
ス
ク
が
抽
出
し
た
項
目
で
あ
る
。 

 

「
⑴
組
織
体
制
が
不
十
分
」
と
「
⑷
現
場
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き
れ
な
い
」
と
い
う
点

は
、
主
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
資
金
不
足
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
問
題
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
れ

は
、
本
報
告
書
第
四
章
、「
４
―
４
．
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
の
中
で

も
困
難
で

あ
っ
た
点
」
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
も
、
多
く
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、
人
材
の
確
保
と
活
動
資
金
の
確
保
は
困

難
な
課
題
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
部
の
団
体
は
、
寄
付
金
の
集
ま
り
過
ぎ
と
い
う

現
象
に
む
し
ろ
困
難
さ
を
感
じ
て
い
た
も
の
の
、多
く
の
団
体
は
人
材
も
資
金
も
不
足

し
て
い
た
。
寄
付
収
入
及
び
支
出
の
両
方
で
、
二
極
分
化
と
呼
ぶ
べ
き
状
況
に
な
っ
て

い
た
。
結
果
的
に
は
、
人
材
と
資
金
の
不
足
は
、
出
口
戦
略
を
含
め
た
活
動
計
画
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
を
不
明
確
に
し
、ま
た
活
動
の
指
針
を
も
不
明
瞭
な
も
の
と
し
て

し
ま
う
。日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
財
政
面
で
の
二
極
分
化
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
（
章
末
脚
注
①
）、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
活
動
で

も
、
同
様
の
状
況
と
な
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。 

 

「
⑵
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
不
足
」
及
び
「
⑹
本
業
と
の
ジ
レ
ン
マ
」
と
い
う
状
況

は
、
主
に
、
国
内
対
応
活
動
が
初
め
て
と
い
う
団
体
が
多
い
な
か
で
、
し
か
も
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
上
回
る
こ
れ
ま
で
日
本
で
経
験
の
な
い
規
模
で
の
大
災
害
で
あ
り
、ど

こ
ま
で
対
応
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
簡
単
に
結
論
が
出
せ
な
い
と
い
う
側
面
が
大
き
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い
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
被
災
地
支
援
活
動
の

活
動
期
間
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
現
れ
て
お
り
、二
〜
三
年
は
活
動
す

る
予
定
と
い
う
団
体
が
全
体
の
三
分
の
一
と
多
か
っ
た
も
の
の
、未
定
と
い
う
団
体
も

全
体
の
三
分
の
一
ほ
ど
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
本
業
と
し
て
い
る
国
際

協
力
活
動
へ
の
寄
付
金
が
、四
割
を
越
す
団
体
で
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
も「
４
―
２
．

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
資
金
調
達
の
大
き
さ
」
の
中
で
示
し
た
が
、
資
金
的
な
面
で

も
本
業
へ
の
回
帰
に
困
難
さ
を
抱
え
る
団
体
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
⑶
連
携
・
調
整
が
不
十
分
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働

相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
「
３
―
４
．
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
協
働
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ま

と
め
」
で
議
論
し
た
点
が
参
考
に
な
る
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
と
拡
大
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、様
々
な
レ
ベ
ル
で
大
き
な
広
が
り
を
見
せ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
異
な
る
主
体
間
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
政
府
／
自
治
体

や
社
協
）
の
連
携
は
う
ま
く
い
っ
た
例
は
少
数
で
、
全
般
的
に
は
連
携
は
あ
ま
り
上
手

く
行
え
ず
、各
県
で
の
れ
ん
ぷ
く
の
取
り
組
み
や
一
部
地
域
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連

絡
調
整
会
議
に
よ
る
連
携
の
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
。
他
方
で
、
調
整

と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、ど
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
調
整
機
能
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
協
働
」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
連

携
・
調
整
と
い
う
レ
ベ
ル
を
全
体
的
に
包
括
す
る
よ
う
な
意
味
合
い
だ
と
理
解
さ
れ
る

が
、
極
め
て
限
定
的
に
「
実
際
の
活
動
を
何
ら
か
の
形
で
共
同
し
て
行
う
」
と
い
う
意

味
に
捉
え
る
と
す
れ
ば
、例
え
ば
企
業
や
他
団
体
と
の
一
対
一
の
協
働
関
係
は
比
較
的

多
く
存
在
し
た
。
し
か
し
、
多
数
の
団
体
に
よ
る
協
働
事
例
と
い
う
の
は
、
実
際
に
は

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
⑸
情
報
発
信
・
提
言
が
不
十
分
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
資
金
や
人
材
的
な
不

足
と
い
う
要
因
の
他
に
、求
め
ら
れ
る
情
報
と
提
供
し
て
い
る
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

問
題
も
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｎ
や
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
を
始
め
、
支
援
者
に
対
す
る
情
報

提
供
を
重
要
視
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
主
体
が
あ
る
一
方
で
、各
団
体
レ
ベ
ル
で
は

十
分
な
情
報
発
信
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。特
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
対
応
や
ド

ナ
ー
対
応
と
い
う
点
で
、専
門
的
な
対
応
を
行
う
人
材
が
決
定
的
に
不
足
し
て
い
た
と

い
う
状
況
が
挙
げ
ら
れ
る
。日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
お
け
る
恒
常
的
な
人
材
不
足
の
中
で
は
、

メ
デ
ィ
ア
対
応
や
ド
ナ
ー
へ
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
・
報
告
書
執
筆
等
の
専
門
的
人
材
を
常

時
雇
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、大
手
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
ら
こ
の
分
野
の
人
材
を
確
保
で
き

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
は
あ
る
程
度
の
情
報
は
持
っ
て
い

な
が
ら
、そ
れ
を
必
要
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
ド
ナ
ー
向
け
に
適
切
に
加
工
す
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
で
あ
る
。 

 

次
に
、
現
場
か
ら
の
課
題
抽
出
結
果
を
見
て
み
た
い
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
二
〇
一
一

年
十
二
月
二
日
に
岩
手
県
遠
野
市
に
お
い
て
「
岩
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
提
言
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
、
以
下
の
よ
う
な
課
題
が
抽
出
さ
れ
た
。 

・
集
会
所
に
出
て
こ
な
い
人
が
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九 

・
支
援
が
偏
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六 

・
リ
ソ
ー
ス
が
不
足
（
人
材
、
資
金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六 

・
現
場
と
外
部
に
温
度
差
が
あ
る
（
対
本
部
、
対
ド
ナ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 

五 

・
援
助
側
の
疲
れ
と
余
裕
の
な
さ
（
課
題
を
考
え
る
時
間
が
な
い
） 

 
 
 
 

四 

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
混
同
さ
れ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四 

・
連
携
・
調
整
不
足
（
団
体
間
の
連
携
が
弱
い
、
行
政
等
と
の
連
携
が
不
十
分
）
三 

・
資
金
の
使
い
道
が
決
ま
ら
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

・
過
剰
な
支
援
に
よ
る
援
助
慣
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

・
地
元
住
民
へ
の
情
報
提
供
が
不
足 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 

 
各
項
目
の
下
の
数
字
は
、
参
加
者
が
投
票
し
た
ポ
イ
ン
ト
数
を
示
し
て
お
り
、
ポ
イ

ン
ト
の
大
き
い
順
に
課
題
を
示
し
た
。本
部
レ
ベ
ル
の
職
員
に
よ
る
課
題
と
類
似
の
も

の
（
リ
ソ
ー
ス
の
不
足
、
連
携
・
調
整
不
足
）
も
あ
る
が
、
現
場
な
ら
で
は
の
課
題
も

あ
る
。
例
え
ば
、
現
場
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
が

も
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
仮
設
住
宅
等

で
暮
ら
す
被
災
者
の
状
況
で
あ
り
、ま
た
本
部
や
ド
ナ
ー
と
意
見
や
考
え
方
が
共
有
し
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づ
ら
い
と
い
う
悩
み
で
あ
り
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
活
動
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
混
同
さ
れ
て

現
場
で
地
元
の
人
々
や
自
治
体
関
係
者
へ
行
う
説
明
の
困
難
さ
と
い
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
資
金
や
支
援
が
過
剰
に
な
り
、
被
災
者
の
自
立
を
妨
げ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

懸
念
を
示
し
て
お
り
、
現
場
の
感
覚
が
良
く
表
れ
て
い
る
。
本
部
や
ド
ナ
ー
と
の
意
思

疎
通
の
困
難
さ
は
、広
い
意
味
で
の
連
携
や
調
整
の
問
題
と
い
う
考
え
方
も
で
き
よ
う
。 

 

現
場
レ
ベ
ル
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
こ
こ
で
は
、
現
場
の
被
災
者
に
向
け
た

支
援
内
容
に
つ
い
て
の
懸
念
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
こ
れ
は
、
現
場
で
の
課
題
に

つ
い
て
、横
や
縦
の
関
係
で
の
相
談
や
連
携
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
る

問
題
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
現
場
で
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

近
で
は
勉

強
会
や
意
見
交
換
を
行
う
場
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、そ
も
そ
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ

／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
間
の
連
携
が
弱
い
な
か
で
は
、具
体
的
に
被
災
者
に
関
わ
る
問
題
に
つ

い
て
十
分
に
関
係
者
間
で
シ
ェ
ア
で
き
て
い
な
い
可
能
性
は
あ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
今

後
何
ら
か
の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

本
部
レ
ベ
ル
と
現
場
レ
ベ
ル
で
の
課
題
抽
出
に
つ
い
て
併
せ
て
ま
と
め
る
と
す
る

と
、
次
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
。
一
つ
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
内
部
的
な
事
情
と
し
て
の
資
金

及
び
人
材
の
不
足
と
い
う
課
題
、二
つ
は
外
部
と
の
関
係
と
し
て
の
連
携
と
調
整
の
不

足
と
い
う
課
題
、及
び
現
場
の
課
題
を
適
切
に
議
論
や
検
討
す
る
た
め
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ

Ｐ
Ｏ
間
の
連
携
の
不
足
、そ
し
て
三
つ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
区
別
に
関
す
る

課
題
で
あ
ろ
う
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
、
次
な
る
国
内
大
災
害
に
お
い
て
適
切

な
活
動
を
行
う
た
め
に
、東
日
本
大
震
災
を
経
て
見
え
て
き
た
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い

て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。 

 

５

－

３ 

そ
の
他
の
重
要
な
課
題 

  

以
上
の
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
抽
出
さ
れ
た
課
題
以
外
に
、
本

報
告
書
で
は
次
の
五
つ
の
課
題
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

 

一
つ
は
海
外
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
場
合
に
お
け
る
課
題
で
あ
る
。今
回
の
東
日
本

大
震
災
で
海
外
か
ら
支
援
に
入
っ
た
団
体
に
対
し
て
日
本
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
が

十
分
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘

が
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
、
①
資
金
の
受
け
皿
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
と
海

外
ド
ナ
ー
の
求
め
る
高
い
基
準
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
、②
受
入
体
制
の
不
十
分
さ
の
２

つ
の
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。「
第
三
章 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
働
相
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
見
た
よ
う
に
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
や
各
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
間
支
援
組
織
等
が
個
別
団
体
の

情
報
提
供
を
行
っ
た
が
、海
外
の
資
金
支
援
団
体
は
支
援
す
べ
き
日
本
側
の
団
体
を
見

つ
け
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
と
の
声
を
依
然
と
し
て
聞
く
機
会
が
多
い
。
ま
た
、
岩
手

の
課
題
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、現
場
や
日
本
の
実
情
に
そ

ぐ
わ
な
い
助
成
を
受
け
る
際
に
高
い
基
準
を
求
め
る
と
い
う
、海
外
ド
ナ
ー
側
の
課
題

も
あ
っ
た
。海
外
の
資
金
支
援
団
体
を
扱
う
統
一
的
な
窓
口
に
な
る
よ
う
な
団
体
が
存

在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
情
報
提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
ル
ー
ル
が
存
在

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
や
Ｊ
Ｐ
Ｆ
で
も
こ
う
し
た
事
態
を
好
転
さ
せ

よ
う
と
互
い
に
努
力
し
て
き
た
が
、今
回
の
よ
う
な
国
内
の
大
規
模
災
害
に
お
け
る
両

者
の
役
割
が
十
分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
、
両
者
も
含
め
、
関
係
Ｎ

Ｇ
Ｏ
団
体
に
よ
る
議
論
が
必
要
と
な
る
。 

 

二
つ
め
は
、
日
本
で
法
人
格
を
有
し
な
い
外
国
の
援
助
団
体
が
、
長
期
に
外
国
人
を

日
本
に
派
遣
し
て
日
本
の
災
害
支
援
等
へ
の
側
面
支
援
（
資
金
援
助
等
）
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
外
国
人
が
日
本
へ
入
国
す
る
際
の
資
格
の
問
題
で
あ
る
。
ケ
ー
ス
と
し
て
は

極
め
て
少
な
い
が
、ノ
ー
ビ
ザ
入
国
し
た
後
に
規
定
の
滞
在
日
数
を
上
回
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
、滞
在
を
継
続
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
苦
慮
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
日
本
で
法
人
格
を
有
し
な
い
外
国
の
援
助
団

体
が
長
期
に
職
員
を
日
本
に
滞
在
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
前
例
が
無
か
っ
た
た
め
に
、

事
前
の
対
処
や
適
正
な
手
続
き
に
つ
い
て
の
周
知
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
は
、日
本
も
援
助
を
受
け
取
る
立
場
に
な
る
こ
と
も
あ
る
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と
い
う
こ
と
で
あ
り
、将
来
に
同
様
の
災
害
等
が
あ
る
可
能
性
を
見
越
し
て
の
準
備
は

必
要
で
あ
る
。日
本
の
災
害
被
災
者
と
寄
り
添
う
気
概
の
あ
る
善
意
の
外
国
人
に
対
し

て
、
日
本
側
で
適
用
す
べ
き
制
度
が
不
明
で
あ
る
こ
と
や
、
必
要
な
制
度
の
周
知
不
足

に
よ
っ
て
活
動
を
阻
害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
外
国
の

援
助
団
体
の
職
員
が
長
期
間
日
本
に
滞
在
す
る
場
合
の
手
続
き
に
つ
い
て
関
係
機
関

や
団
体
の
間
で
再
確
認
し
、必
要
の
際
に
関
係
者
に
迅
速
に
周
知
で
き
る
よ
う
に
準
備

し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

三
つ
め
に
は
、
国
際
的
な
基
準
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
適
用
で
あ
る
。
本
報
告
書
中

で
も
何
度
か
取
り
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
フ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
や
Ｈ
Ａ
Ｐ
等
の

緊
急
救
援
を
行
う
際
の
国
際
的
な
基
準
が
存
在
し
て
い
る
が
、今
回
の
日
本
に
お
け
る

震
災
で
こ
れ
ら
の
基
準
が
十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
側
面
が
あ
る
。
ま
た
、
心
理
フ

ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
や
緊
急
時
に
参
照
す
べ
き
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
精
神
面

で
の
被
災
者
の
ケ
ア
を
行
う
基
準
に
つ
い
て
も
、既
に
先
進
国
を
含
め
た
災
害
現
場
で

の
適
用
が
さ
れ
て
い
る
中
で
、日
本
の
関
係
者
も
積
極
的
に
こ
の
よ
う
な
基
準
を
採
用

し
、
平
時
か
ら
準
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

 

四
つ
め
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
今
回
の
よ
う
な
災
害
対
応
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

自
ら
の
組
織
や
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
対
応
が
十
分
で
あ
っ
た
の
か
再
度
見
直
す
必
要

性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
組
織
的
な
点
で
考
え
れ
ば
、
今
回
の
よ
う
な
大
災
害
時

に
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
の
緊
急
時
対
応
計
画（
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ

ェ
ン
シ
ー
・
プ
ラ
ン

：

Ｃ
Ｐ
）
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
な
い
か
が
、
緊
急
の
対
応
を

素
早
く
行
え
る
か
ど
う
か
に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ナ
ー
や
自
治

体
、ま
た
大
学
や
そ
の
他
社
会
的
に
大
き
な
役
割
を
担
う
組
織
や
団
体
と
の
事
前
の
協

定
の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ
て
、自
然
災
害
を
含
め
た
緊
急
時
に
対
応
す
る
能
力
が
格
段

に
高
ま
る
。同
時
に
、自
ら
の
組
織
が
存
在
す
る
場
所
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
、

ど
の
よ
う
に
組
織
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
、ま
た
職
員
の
生
命
や
組
織
の
財
産
を
守

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
事
業
継
続
計
画
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
イ
テ
ィ
・
プ
ラ

ン

：

Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と
い
う
も
の
を
事
前
に
策
定
し
て
お
く
必
要
性
も
高
い
。
特
に
、
多

く
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る

首
都
圏
を
襲
う
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、多
く
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
は

自
ら
が
被
災
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
対
応
に
つ
い

て
は
、災
害
現
場
に
派
遣
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
と
い
う
観
点
で
の
十
分
な
視
点

を
持
ち
対
応
を
行
う
体
勢
が
必
要
で
あ
る
と
共
に
、精
神
的
な
健
全
性
を
保
つ
う
え
で

の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
が
行
え
る
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
際

協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
全
体
と
し
て
何
ら
か
の
基
準
作
り
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
は
、
検
討
に
値
す
る
。 

 

五
つ
目
と
し
て
は
、企
業
と
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
協
力
関
係
の
一
層
の
促
進
で
あ
る
。

企
業
は
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
資
金
的
・
物
資
的
ま
た
人
的
な
側
面
に

お
い
て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
初
め
と
し
た
民
間
の

非
営
利
団
体
へ
の
協
力
も
一
層
進
ん
だ
も
の
と
言
え
る
。
他
方
で
、
資
金
協
力
先
に
つ

い
て
は
、
日
本
赤
十
字
等
の
公
的
な
団
体
へ
の
比
重
が
大
き
く
、
企
業
に
よ
る
金
銭
的

支
援
の
七
割
が
日
赤
や
地
方
自
治
体
等
に
配
分
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
を
初
め
と
し
た
民
間
の
非
営
利
団
体
と
の
交
流
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
で
、資
金
協

力
に
つ
い
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
配
分
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
拡
大
す
る
こ
と
を

企
業
側
が
検
討
し
て
い
け
る
よ
う
促
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
人
的
な

交
流
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
異
な
る
分
野
に
お
け
る
人
事
交
流
と
い
う
点
や
、
特
に

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
よ
う
に
海
外
に
現
場
を
持
つ
団
体
と
企
業
が
人
事
交
流
を
持
つ

こ
と
で
、企
業
側
の
視
野
の
広
が
り
等
と
い
っ
た
点
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。プ
ロ
ボ
ノ
等
の
新
た
な
方
法
に
よ
る
企
業
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
関
係
も

広
ま
っ
て
お
り
、
企
業
側
に
お
い
て
も
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
に
お
い
て
も
、
一
層
の
協

力
活
動
促
進
が
求
め
ら
れ
る
。 
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主
な
項
目
に
つ
い
て
の
提
言
の
考
え
方 

 
こ
こ
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
活
動
に
関
わ
る
中
心
的
な
課
題
に
つ
い
て
、そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い

け
る
可
能
性
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
の
考
え
方
を
示
し
た
い
。 

 

【
Ｎ
Ｇ
Ｏ
側
の
資
金
及
び
人
材
の
不
足
に
対
応
す
る
課
題
】 

 

今
回
多
く
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
は
、ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
以

下
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
）
や
日
本
財
団
を
始
め
と
し
た
国
内
助
成
団
体
に
よ
る
迅
速
か
つ
優
先
的

な
助
成
金
の
配
分
を
受
け
て
、数
々
の
重
要
な
活
動
が
即
応
的
に
実
現
し
た
こ
と
は
特

筆
に
値
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
多
く
の
団
体
が
困
難
さ
を
体
験

し
、ま
た
資
金
的
に
は
過
大
な
資
金
を
得
た
団
体
と
資
金
獲
得
に
苦
労
し
た
団
体
に
二

分
さ
れ
た
と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
た
。Ｊ
Ｐ
Ｆ
は
海
外
で
の
災
害
等
が
起
き
た
際
に

迅
速
に
資
金
を
配
分
す
る
仕
組
み
を
元
々
持
っ
て
い
た
が
、国
内
災
害
に
対
応
す
る
資

金
配
分
の
仕
組
み
は
、
今
回
の
震
災
を
き
っ
か
け
に
暫
定
的
に
作
り
上
げ
、
成
果
を
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。こ
う
し
た
仕
組
み
の
多
く
は
発
災
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
し
か

制
度
設
計
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、緊
急
期
に
活
動
を
開
始
し
た
団
体
に
は
資
金

難
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
一
定
程
度
補
っ
た
の
が

海
外
の
団
体
か
ら
の
助
成
金
だ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
初
動
を
助
け
る
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
を
、よ

り
多
く
の
助
成
団
体
や
政
府
機
関
に
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
、
海
外
ド
ナ
ー

か
ら
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
適
切
な
助
成
先
が
見
つ
か
ら
な
い
問
題
や
、
英

語
に
よ
る
報
告
書
作
成
や
息
の
長
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
る
。他
方
、

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、緊
急
時
に
適
切
な
能
力
と
経
験
を
持
っ
た
人
材
に
つ
い
て

の
情
報
を
ま
と
め
て
持
っ
て
い
る
よ
う
な
組
織
・
団
体
は
な
い
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
Ｎ

Ｇ
Ｏ
側
及
び
主
な
国
内
ド
ナ
ー
、ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
助
成
金
提
供
を
行
う
政

府
機
関
等
に
対
し
て
、
資
金
獲
得
と
人
材
確
保
、
及
び
災
害
対
応
に
適
切
な
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
て
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含

め
、適
切
な
中
間
支
援
団
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
を
通
じ
た
資
金
援
助
の
仕
組
み
と
、

人
材
情
報
の
提
供
や
適
任
者
の
紹
介
等
を
中
間
支
援
団
体
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
積

極
的
に
行
え
る
仕
組
み
を
平
時
か
ら
構
築
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

資
金
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
新
た
に
設
計
さ
れ
た
Ｊ
Ｐ
Ｆ
や
中
央
共
同
募
金
会
な
ど

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
の
国
内
災
害
救
援
の
た
め
の
活
動
基
金
が
恒
常
化
さ
れ
る

と
共
に
、初
動
期
か
ら
十
分
な
資
金
提
供
を
行
え
る
よ
う
多
様
な
緊
急
支
援
フ
ァ
ン
ド

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。中
間
支
援
団
体
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
は
平
時
か

ら
こ
う
し
た
資
金
提
供
元
と
提
供
先
と
の
関
係
を
構
築
し
、緊
急
時
に
即
応
で
き
る
体

制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

人
材
の
問
題
は
、資
金
と
裏
腹
の
関
係
に
あ
っ
て
こ
の
二
つ
を
切
り
離
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
今
回
の
震
災
で
、
特
に
海
外
の
助
成
団
体
が
一
般
的
に
挙
げ
た
助

成
対
象
は
、「
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
団

体
」
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
期
に
活
動
し
て
い
た
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
数
は
少
な
く
、
あ
っ
た

と
し
て
も
海
外
助
成
団
体
の
「
厳
し
い
」
助
成
条
件
を
満
た
せ
る
団
体
は
多
く
な
か
っ

た
。
一
方
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
今
回
の
震
災
で
は
そ
の
規
模
故
、
即
戦
力
と
な
る
人

員
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
個
々

人
お
よ
び
組
織
の
災
害
対
応
に
関
す
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
）
と
、
そ
の
数
を
増
や
し
て
お
く
こ
と
が
対
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
は
災
害
対
応
に
関
す
る
能
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
修
事
業
や
次
に
述
べ
る
ロ

ス
タ
ー
制
度
（
人
材
バ
ン
ク
）
が
有
効
だ
と
考
え
る
。 

 

人
材
情
報
の
提
供
や
適
任
者
の
紹
介
等
を
中
間
支
援
団
体
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が

行
う
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
中
間
支
援
団
体
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
全
国
的
な
規
模

で
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
過
去
に
勤
務
し

た
経
験
の
あ
る
人
材
、
海
外
で
の
緊
急
救
援
事
業
経
験
者
、
ま
た
途
上
国
で
の
開
発
プ
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
経
験
者
、
ま
た
国
内
の
様
々
な
活
動
を
経
験
し
た
人
材
を
、
ロ
ス
タ

ー
制
度
の
よ
う
に
登
録
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。こ
れ
は
個

人
情
報
を
扱
う
た
め
、
様
々
な
情
報
保
護
の
ル
ー
ル
が
重
要
で
あ
る
が
、
少
数
の
団
体

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
こ
と
で
、
問
題
の
発
生
を
抑
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
同

時
に
、
緊
急
救
援
で
の
活
動
経
験
が
あ
る
団
体
の
ロ
ス
タ
ー
制
度
を
、
分
野
別
に
行
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
ロ
ス
タ
ー
制
度
や
事
前
登
録
の
仕
組
み

を
、
例
え
ば
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
・
運
営
し
て
い
る
国
際
協
力
キ
ャ
リ
ア
総
合
サ
イ
ト
の

「
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
協
力
で
行
う
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
で
は
、
既
に
国
際
協
力
分
野
の
人
材
の
ロ
ス
タ
ー
制

度
は
試
み
ら
れ
て
お
り
、こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
国
内
で
災
害
救
援
を
行
う
た
め
の
用
途
と

も
シ
ェ
ア
し
て
い
く
こ
と
は
、
一
つ
の
可
能
性
と
い
え
よ
う
。 

 

ロ
ス
タ
ー
制
度
の
構
築
に
つ
い
て
、利
用
で
き
る
既
存
の
民
間
側
の
仕
組
み
と
し
て

は
、
全
社
協
や
中
央
共
同
募
金
会
等
が
行
っ
て
い
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
（
以
下
、
支
援
Ｐ
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
支
援
Ｐ
は
、
災
害
を
被

っ
た
地
域
の
社
協
の
災
害
Ｖ
Ｃ
を
支
援
す
る
た
め
の
人
材
派
遣
・
支
援
に
特
化
し
て
業

務
を
行
っ
て
お
り
、決
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
を
行
う
組
織
や
仕
組
み
で
は
な

い
。
し
か
し
、
今
回
の
震
災
の
経
験
か
ら
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
支
援
Ｐ
の
枠
組
み
に

参
加
し
て
一
緒
に
協
働
し
て
き
て
お
り
、被
災
者
を
よ
り
効
果
的
に
救
援
す
る
と
の
目

的
を
明
確
に
す
れ
ば
、
お
互
い
に
助
け
合
え
る
側
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
支
援
Ｐ
の

既
存
の
枠
組
み
と
資
金
を
効
果
的
に
利
用
し
な
が
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
材
バ
ン

ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
で
、社
協
側
に
と
っ
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
仕
組
み
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

国
内
災
害
や
国
外
の
災
害
等
へ
の
対
応
に
関
心
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し

て
、平
時
か
ら
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と
は
、極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
内
容
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
か
ら
、入
門
編
に
な

る
よ
う
な
基
礎
的
な
訓
練
や
知
識
の
提
供
ま
で
、様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
、各
団
体
や
個
人
に
適
し
た
能
力
強
化
に
直
接
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
既
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
そ
の
他
の
国
際
機
関
に
お
い
て
、
類
似
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
補
完
し
合
い
な
が
ら
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
団
体
や
個
人
が
使
い
や
す
い
仕
組
み
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
、十

分
検
討
す
る
価
値
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

【
連
携
と
調
整
の
不
足
に
対
応
す
る
課
題
】 

 

次
に
、
連
携
と
調
整
に
は
、
対
政
府
・
対
自
治
体
・
対
社
協
と
い
う
行
政
系
の
組
織

と
の
連
携
が
あ
り
、
平
時
か
ら
こ
れ
ら
組
織
と
の
対
話
と
計
画
作
り
、
そ
し
て
実
際
の

訓
練
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
に
な
る
。そ
の
た
め
に
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
内
部
で
は
、

国
内
の
大
災
害
を
念
頭
に
置
い
た
緊
急
時
に
活
動
で
き
る
分
野
や
地
域
、ま
た
人
材
等

の
資
源
状
況
に
つ
い
て
内
部
で
セ
ク
タ
ー
等
の
構
築
を
行
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。現

在
、依
然
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
復
興
支
援
活
動
が
継
続
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
困
難
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
回
直
面

し
た
様
々
な
困
難
を
想
起
す
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
日
頃
の
活
動
が
役
に
立
つ
時
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、災
害
対
応
に
特
化
し
た
全
国
規
模
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
が
、
内
閣
府
等
の
災
害
緊
急
時
に
対
応
す
る
政
府
部
門
と
、
今

後
の
制
度
構
築
に
関
す
る
協
議
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
活
動
し
て
い
る
団
体
を
中
心
に
、将
来
に
類
似
の
大
規
模
災

害
が
起
き
た
こ
と
を
想
定
し
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
セ
ク
タ
ー
別
、

ま
た
地
域
別
等
の
責
任
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、ど
の
よ
う
な
分
野
あ
る
い
は
地
域
で
は
、

ど
の
団
体
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
、
ま
た
情
報
提
供
・
発
信
し
て
い
く
の
か
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
を
始
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
於
い
て
は
、
関
東
、

関
西
や
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
団
体
と
な
っ
て
い
る
団
体
同
士
の

連
携
も
重
要
な
点
と
な
る
。 
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こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
で
の
連
携
を
高
め
て
い
く
こ
と
で
、
対
政
府
・
対

自
治
体
・
対
社
協
と
い
っ
た
行
政
系
の
組
織
と
の
連
携
の
可
能
性
は
、
飛
躍
的
に
高
ま

る
だ
ろ
う
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
内
で
責
任
あ
る
役
割
分
担
を
示
す
こ
と
で
、
行
政
系
の

組
織
か
ら
の
信
頼
が
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
調
整
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
一
足
飛
び
に
全
国
レ
ベ
ル
や
全
体
規
模
で

の
調
整
機
能
の
構
築
を
目
指
す
の
で
な
く
、ま
ず
は
セ
ク
タ
ー
別
及
び
地
域
別
の
活
動

の
中
で
の
調
整
と
い
う
こ
と
か
ら
検
討
を
始
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。こ
れ
ま
で
日
本
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
発
展
し
て
き
て
い
る
た
め
、他
の
団
体

や
組
織
か
ら
の
調
整
、つ
ま
り
業
務
の
範
囲
や
活
動
地
に
つ
い
て
の
指
示
を
受
け
る
事

業
運
営
形
態
に
慣
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。し
か
し
、同
じ
活
動
内
容
で
、

調
整
の
必
要
性
が
関
係
者
の
間
で
共
有
で
き
る
よ
う
な
分
野
、ま
た
地
理
的
な
つ
な
が

り
の
あ
る
地
域
別
の
関
係
で
は
、
調
整
と
い
う
こ
と
が
受
け
入
れ
や
す
く
な
る
た
め
、

セ
ク
タ
ー
別
あ
る
い
は
地
域
別
の
調
整
か
ら
試
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

本
報
告
中
の
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
提
案
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
内
閣
府
及
び
自

治
体
と
の
協
力
の
下
で
災
害
時
に
行
政
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
調
整
を
行
う「
広

域
支
援
調
整
員
」
と
い
う
試
み
が
実
際
に
行
わ
れ
、
今
後
そ
の
全
国
規
模
で
の
展
開
案

が
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
地
域
単
位
で
調
整
で
き
る
「
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
構
想
も
提
案
さ
れ
た
。こ
の
よ
う
な
具
体
的
提
案
は
緊
急
に
検
討
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
。 

 

他
方
で
、
現
在
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
三
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
で
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
元
団
体
が
連
携
し
て
、れ
ん
ぷ
く
と
い
う
方
式
を
構
築
中
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
将
来
の
災
害
時
に
調
整
役
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
展
開
を
見
守

る
必
要
が
あ
る
が
、
一
つ
の
有
望
な
試
み
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

全
体
の
調
整
を
目
指
し
た
連
携
方
式
を
目
指
し
つ
つ
、ま
ず
は
セ
ク
タ
ー
別
及
び
地
域

別
で
の
調
整
を
確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

か
ろ
う
か
。 

 

【
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
専
門
性
に
関
す
る
理
解
促
進
と
啓
発
に
つ
い
て
の
課
題
】 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い

う
言
葉
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
自
身
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
特
に
緊
急
時
に

お
い
て
は
、助
け
る
者
と
助
け
ら
れ
る
人
々
の
垣
根
を
越
え
や
す
く
す
る
一
つ
の
方
便

と
し
て
有
効
な
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
く
ま
で
無
償
の
労
働

で
あ
り
、職
業
と
し
て
専
門
的
に
支
援
活
動
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
と

い
う
も
の
を
な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
社
会
状
況
が
、残
念
な
が
ら
未
だ
に
存
在
し
て

い
る
。 

 

我
々
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
は
、
活
動
自
体
の
市
民
的
意
義
、
つ
ま
り
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
な
責
任
感
の
発
露
と
し
て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
へ
の
参
加
は
重
要
視
し
つ
つ
、活
動
と

し
て
の
専
門
性
や
実
績
等
に
つ
い
て
は
よ
り
的
確
か
つ
具
体
的
に
政
府
・
自
治
体
に
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
部
分
に
お
い
て
、
無
償
で
専
門
性
を
持
た
な
い
仕
事
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
違
い
が
あ
る
。 

 

一
般
国
民
に
対
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
い
し
こ
れ
に
従

事
す
る
職
員
の
違
い
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
る
た
め
に
は
、ま
だ
ま
だ
遠
い
道
の
り
が

続
く
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
政
府
・
自
治
体
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
の
存
在
意
義
と
緊
急
時
に
お
け
る
連
携
の
必
要
性
は
、早
急
に
普
及
し
て
い
く
べ
き

内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
府
・
自
治
体
の
関
係
者
が
緊
急
時
に
確
実
に
協
働
す
べ
き

Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、一
般
国
民
の
理
解
促
進
と
は

全
く
異
な
る
次
元
で
問
題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
そ
こ
で
、
本
報
告
書
で
は
、
一
般
国
民
に
対
す
る
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
職
業
と
し

て
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
違
い
に
つ
い
て
は
、息
の
長
い
普
及
活
動
を
継
続
し
て

行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。
同
時
に
、
政
府
・
自
治
体
と
は
早
急
に
協
議
を
行
い
、
特
に

災
害
緊
急
時
に
お
い
て
活
躍
す
る
べ
き
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
は
、個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
同
じ
扱
い
で
は
な
く
、
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
対
応
す
る
べ
き
団
体
と
し
て
、
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政
府
・
自
治
体
と
密
接
な
連
携
を
持
ち
な
が
ら
緊
急
救
援
活
動
を
行
う
仕
組
み
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。今
回
の
震
災
の
被
災
自
治
体
側
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

役
割
に
関
す
る
認
識
は
格
段
に
高
ま
っ
て
お
り
、こ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
況
変
化
を
良

く
捉
え
て
、
政
府
・
自
治
体
ま
た
社
協
の
関
係
団
体
に
も
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割

に
つ
い
て
理
解
を
普
及
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

５

－

５ 

対
象
別
の
提
言 

 

以
上
の
考
え
方
を
元
に
し
て
、具
体
的
な
提
言
案
に
つ
い
て
対
象
別
に
以
下
の
よ
う

に
提
示
す
る
。 

 

【
対
政
府
・
自
治
体
】 

 

今
後
起
こ
り
う
る
首
都
直
下
型
地
震
や
そ
の
他
の
大
災
害
を
念
頭
に
置
き
、東
日
本

大
震
災
の
救
援
活
動
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
は
じ
め
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
非
営
利
団
体
と
の
よ
り
効
果
的
な
連
携
を
目
指
し
、災
害
対
策
の
一

部
と
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
を
平
時
か
ら
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
。そ
の

た
め
に
、 

⑴
こ
れ
ま
で
の
防
災
訓
練
等
で
試
さ
れ
て
き
た
「
広
域
支
援
調
整
員
」
の
本
格
運
用
や

マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
緊
急
時
対
応
計
画
（
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
プ
ラ
ン
）
に
つ

い
て
真
剣
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
す
る
。 

⑵
政
府
や
自
治
体
の
関
係
部
署
や
関
係
者
の
間
で
の
、個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ

／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
違
い
等
に
つ
い
て
の
認
識
向
上
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
を
行
わ
れ
る
こ

と
を
望
む
。 

⑶
政
府
及
び
自
治
体
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
資
金
提
供
方
法（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ス
キ
ー
ム
）
の
中
に
、
緊
急
時
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
初
動
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
も
の
を
追
加
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

⑷
外
国
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、政
府
や
自
治
体
の
負
担
に
な
る
ば
か
り
と
の
視
点

で
は
な
く
、国
内
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
外
国
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
適
切
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
作
り
を
平
時
か
ら
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
る
。 

 

【
対
助
成
団
体
】 

⑴
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
資
金
提
供
方
法（
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
キ
ー
ム
）の
中
に
、

緊
急
時
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
初
動
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の
を
追
加
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
す
る
。 

⑵
特
に
災
害
等
の
緊
急
時
に
お
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
作
成
、
報
告
書
作
成
、
評
価
報

告
書
作
成
等
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
を
考
案
す
る
と
共
に
、

そ
の
質
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
論
に
つ
い
て
、継
続
的
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
求
め

る
。 

 

【
対
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
】 

 

東
日
本
大
震
災
で
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
大
き
な
貢
献
を
今
後
に
活
か
す
た
め
に
、

災
害
時
に
対
応
す
る
た
め
の
平
時
か
ら
の
政
府
や
自
治
体
と
の
連
携
・
協
力
関
係
を
更

に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
た
め
に
、 

⑴
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
で
の
議
論
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

⑵
災
害
救
援
向
け
の
支
援
を
行
う
助
成
団
体
や
行
政
と
の
関
係
強
化
等
を
通
じ
て
、平

時
か
ら
「
広
域
支
援
調
整
員
」
や
マ
ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
緊
急
時
対
応
計
画
、
市
民
社
会

に
よ
る
防
災/

減
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
具
体
化
と
そ
の
運
用

を
目
指
す
こ
と
を
提
案
す
る
。 

⑶
災
害
時
の
活
動
を
担
う
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
人
材
ロ
ス
タ
ー
制
度
及
び
団
体

の
ロ
ス
タ
ー
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。 

⑷
海
外
及
び
国
内
の
緊
急
救
援
に
携
わ
る
人
材
を
拡
充
す
る
た
め
の
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
行
政
や
助
成
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
構
築
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。 
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⑸
国
際
的
な
緊
急
救
援
の
基
準
や
、
精
神
的
支
援
に
つ
い
て
の
国
際
基
準
等
、
国
際
協

力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
日
頃
接
し
て
い
る
国
際
基
準
に
つ
い
て
平
時
か
ら
国
内
に
普
及
促
進
す

る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
の
事
前
準
備
や
、
緊
急
救
援
活

動
を
実
施
す
る
職
員
の
各
種
ケ
ア
に
つ
い
て
の
水
準
確
保
に
つ
い
て
引
き
続
き
努
力

す
る
こ
と
を
求
め
る
。 
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あ
と
が
き 

 

巻
頭
言
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
救
援
活
動
は
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
と
っ
て
初
め
て
の
本
格
的
な
国
内
災
害
救
援
活
動
で
あ
っ
た
。各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
悩
み
、
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
た
か
は

本
文
に
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
効
果
的
な
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
地
で

の
活
動
を
終
了
す
る
際
に
活
動
が
地
元
に
ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
が
れ
る
よ
う
に
、主
に

四
つ
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。 

第
一
が
、
被
災
地
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
必
要
な
人
材
・
資
金
・
情
報
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
情
報
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
専
用

ウ
ェ
ブ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
、
情
報
交
換
会
を
開
催
（

初
の
三
ヵ
月

間
は
毎
週
）
し
た
。
こ
の
情
報
交
換
会
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
け
で
な
く
ド
ナ
ー
や
企
業
も

参
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
や
物
品
、
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
実
現
し
た
。 

第
二
に
、
被
災
地
の
適
切
な
受
け
皿
の
発
掘
と
能
力
強
化
の
支
援
で
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
に
、
宮
城
、
岩
手
、
福
島
三
県
に
順
次
連
絡
事
務
所
を
開
設
し
て
現
地
の
情
報
を
収

集
し
、各
県
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
元
団
体
と
の
協
働
促
進
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催

を
行
っ
た
。 

第
三
に
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
本
来
事
業
の
柱
の
一
つ
と
し
て
い
る
提
言
活
動
の
経
験
を

活
か
し
、
政
府
や
行
政
に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
提
言
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｐ

Ｆ
と
共
同
で
出
し
た
海
外
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
向
け
た
提
言
、震
災
復
興
と
関
連
し
た
Ｏ
Ｄ
Ａ

削
減
に
関
す
る
提
言
、
原
発
に
つ
い
て
の
姿
勢
の
表
明
な
ど
、
主
な
提
言
に
つ
い
て
は

資
料
編
に
掲
載
し
て
い
る
。 

第
四
は
、
救
援
活
動
を
記
録
し
広
く
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
こ
の
報
告
書
や
映

像
の
記
録
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
で
あ
り
、
単
に
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
次

の
大
規
模
災
害
に
備
え
て
今
回
の
震
災
の
教
訓
を
元
に
何
が
必
要
か
提
言
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。 

 

震
災
直
後
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
で
は
活
動
を
六
ヶ
月
間
と
想
定
し
て
計
画
を
立
て
、
ド
ナ

ー
に
支
援
の
依
頼
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
本
来
途
上
国
で
の
貧
困

削
減
や
教
育
支
援
な
ど
が
活
動
の
中
心
で
あ
り
、こ
の
未
曾
有
の
災
害
に
対
し
て
救
急

救
援
を
開
始
し
た
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、半
年
ほ
ど
で
活
動
を
終
了
し
本
来
事
業
に
復
帰

す
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、
発
災
か
ら
三
ヶ
月
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
半
年
で
は
と
て

も
活
動
を
終
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

低
一
年
間
は
継
続
す
る
、
団
体
に
よ
っ
て
は

三
年
五
年
と
中
長
期
に
関
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
に
つ
れ
て
、Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
の
活
動
を
少
な
く
と
も
一
年
間
は
継
続
す
る
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
。 

そ
れ
に
加
え
て
、福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
被
害
の
実
態
が
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
て
、
国
境
を
越
え
た
地
球
規
模
の
問
題
と
し
て
、
私
た
ち
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

世
界
に
福
島
の
状
況
を
知
ら
せ
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
、Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
福
島
に

は
中
長
期
で
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。 

今
回
の
報
告
書
に
お
い
て
は
、
福
島
原
発
の
問
題
に
関
し
て
は
、
一
部
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

活
動
に
し
か
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
と
し
て
岩
手
、
宮
城
で
の
活
動

を
一
年
間
で
収
束
さ
せ
、二
年
目
か
ら
は
福
島
に
絞
っ
て
活
動
を
続
け
る
と
い
う
方
針

の
中
で
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
検
討
し
、
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。 

 

今
回
の
震
災
に
お
い
て
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
支
援
し
て
被
災
者
の
救
援
や
復

興
に
貢
献
で
き
た
の
は
、
多
く
の
個
人
や
財
団
、
宗
教
組
織
、
企
業
な
ど
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
や
助
成
金
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
を
支
援
す
る
た
め
に
集
め



 １２０

た
資
金
を
持
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
を
探
し
に
来
日
し
た
海
外
の
ド
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
が
個
別
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
自
身
に
も

支
援
を
い
た
だ
い
た
。
以
下
に
主
な
支
援
団
体
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
の
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
役
割
を
評
価
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。（
五
〇
音
順
） 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ア
ー
ユ
ス
仏
教
国
際
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

在
日
本
イ
ン
タ
ー
ボ
ー
ド
宣
教
師
社
団
ウ
ェ
ス
レ
ー
セ
ン
タ
ー 

財
団
法
人 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
（W

C
R

P

） 

財
団
法
人 

地
球
市
民
財
団
（G

C
F

） 

日
蓮
宗
あ
ん
の
ん
基
金 

立
正
佼
成
会
一
食
平
和
基
金 

C
hurch W

orld Service

（C
W

S

） 

D
irect R

elief International

（D
R

I

） 

Japan A
m

erican C
itizens L

eague

（JA
C

L

） 

K
orea N

G
O

 C
ouncil for O

verseas C
ooperation (K

C
O

C
) 

Zhi-Shan F
oundation 

 

ま
た
、
被
災
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
支
援
す
る
「
東
日
本
大
震
災
活
動
支
援
ま
と

め
て
募
金
」
に
は
多
く
の
個
人
、
団
体
よ
り
寄
付
を
頂
い
た
が
、
こ
こ
で
は
百
万
円
以

上
の
寄
付
団
体
の
み
掲
載
さ
せ
て
頂
く
。 

 

独
立
行
政
法
人 

国
際
協
力
機
構  

有
志
一
同 

株
式
会
社 

二
馬
力 

株
式
会
社 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン 

SG
S

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

N
ew

 M
exico Supporting Japan 

浄
土
宗
東
京
教
区
青
年
会 

N
ew

 M
exico A

sian F
am

ily C
enter 

パ
タ
ゴ
ニ
ア
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
イ
ン
ク
日
本
支
社 

 

ま
た
、仙
台
事
務
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
遠
野
連
絡
事
務
所
の
機
能
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
た
遠
野
ま

ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
、
福
島
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
連
携
し
て
い
る
福
島
大
学
に
は
、
特
別
に

謝
意
を
表
し
た
い
。 

 

震
災
後
一
年
経
っ
て
も
、
東
北
三
県
を
は
じ
め
と
し
た
被
災
者
の
生
活
の
再
建
は
、

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
中
に
は
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
国
内
事
業
部
を
設
置
し
て
、中
長
期
に
わ
た
っ
て
東
北
の
被
災
地
支
援
を
継
続

す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
団
体
も
あ
る
。 

そ
の
一
方
で
、今
回
の
震
災
に
あ
た
っ
て
発
展
途
上
国
を
含
め
た
世
界
中
の
人
々
か

ら
私
た
ち
日
本
人
は
支
援
を
受
け
た
。
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
「
国
境
を
越
え
た
市
民
に

よ
る
協
力
」
を
行
う
組
織
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
国
境
を
越
え
た
」
と
い
う
の
は
、

「
国
境
の
向
こ
う
側
で
あ
る
海
外
」
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
国
境
」
と
い
う

概
念
そ
の
も
の
を
「
越
え
る
」
こ
と
で
あ
り
、
地
球
市
民
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
、
差
別
や
不
公
正
、
欠
乏
や
貧
困
に
苦
し
ん
で

い
る
人
が
い
れ
ば
、
ど
こ
へ
で
も
行
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 
今
回
、世
界
中
の
人
々
か
ら
示
さ
れ
た
善
意
の
支
援
や
応
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
応
え

る
た
め
に
、
私
た
ち
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
東
北
で
、
そ
し
て
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域

で
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
決
意
で
あ
る
。 

二
〇
一
二
年
三
月
十
一
日 



 １２１

     

資
料 

 

・
東
日
本
大
震
災
関
連
時
系
列
出
来
事
一
覧 

・
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
会
員
で
震
災
対
応
活
動
を
行
っ
た
団
体
一
覧 

・
提
言
一
覧 

   



 １２２

東
日
本
大
震
災
関
連
時
系
列
出
来
事
一
覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
太
文
字
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
関
連 

 

【
２
０
１
１
年
３
月
】 

11
日 

・ 

14
時
46
分 

三
陸
沖
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
9.0
の
地
震
発
生
） 

・ 

緊
急
災
害
対
策
本
部
設
置 

・ 

災
害
救
助
法
の
適
用
（
11
日
か
ら
24
日
ま
で
に
10
都
県
が
適
用
） 

・ 

防
衛
省
、
大
規
模
災
害
対
処
派
遣
命
令
、
原
子
力
災
害
対
処
派
遣
命
令
。
陸
海
空
の
計
約

８
千
人
の
自
衛
隊
が
災
害
派
遣
出
動 

・ 

警
察
庁
、
広
域
緊
急
援
助
隊
派
遣
命
令 

・ 

消
防
庁
、
緊
急
消
防
援
助
隊
に
出
動
指
示 

・ 

警
察
庁
、
午
後
11
時
現
在
、
死
者
は
１
１
０
人
、
行
方
不
明
者
は
３
５
０
人
と
発
表 

・ 

首
相
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
（
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
）、
原
子
力
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長

：

菅
首
相
）
設
置 

・ 

首
相
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
避
難
指
示
区
域
（
半
径
３
km
以
内
）、
屋
内

退
避
区
域
（
同
３
～
10
km
以
内
）
を
設
置 

12
日 

・ 

激
甚
災
害
の
指
定 

・ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
適
用 

・ 

午
後
2
時
現
在
の
断
水
世
帯
は
北
海
道
か
ら
愛
知
県
ま
で
の
18
都
道
県
、
１
１
０
万
戸

以
上
に
拡
大
（
厚
生
労
働
省
発
表
） 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ
す 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
半
径
３
キ
ロ
以
内
に
住
む
約
３
千
人
の
避
難
が
午
前
６
時
す

ぎ
に
完
了
（
防
衛
省
発
表
） 

・ 

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
（
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
） 

・ 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
避
難
指
示
区
域
（
半
径
10
km
以
内
）
を
設
定 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
避
難
指
示
区
域
（
半
径
20
km
以
内
）
を
再
設
定 

13
日 

・ 

特
定
非
常
災
害
と
し
て
指
定 

・ 

自
衛
隊
派
遣
10
万
人
へ
。
陸
海
空
統
合
部
隊
設
置 

14
日 

・ 

被
災
地
域
に
対
す
る
物
資
支
援
に
係
る
予
備
費
の
使
用
を
政
府
が
決
定 

・ 

東
京
株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
が
１
万
円
を
割
り
込
む 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
３
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ
す 

15
日 

・ 

東
京
株
式
市
場
の
日
経
平
均
株
価
が
半
年
ぶ
り
に
９
千
円
を
割
り
込
む 

・ 

政
府
・
東
京
電
力
一
体
の
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
対
策
統
合
本
部
を
設
置 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
半
径
20
～
30
km
以
内
に
屋
内
退
避
を
指
示 

16
日 

・ 

東
京
電
力
が
東
京
、
埼
玉
、
山
梨
、
群
馬
、
神
奈
川
、
栃
木
、
千
葉
の
7
都
県
の
一
部

地
域
で
計
画
停
電
を
実
施 

・ 

被
災
地
で
の
燃
料
不
足
を
補
う
た
め
全
国
の
自
衛
隊
基
地
に
備
蓄
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
、

軽
油
の
提
供
を
決
め
輸
送
を
開
始 

17
日 

・ 

仙
台
空
港
で
救
援
機
に
よ
る
物
資
輸
送
が
可
能
に 

・ 

16
年
ぶ
り
に
円
が

高
値
を
更
新
（
1
ド
ル
＝
76
円
25
銭
） 

18
日 

・ 

警
察
庁
、
死
者
数
が
阪
神/

淡
路
大
震
災
（
６
４
３
４
人
）
を
超
え
た
と
発
表 

19
日 

・ 

仮
設
住
宅
の
建
設
開
始
（
陸
前
高
田
市
、
釜
石
市
） 

20
日 

・ 

被
災
者
生
活
支
援
特
別
対
策
本
部
活
動
開
始 

22
日 

・ 

東
北
新
幹
線
の
盛
岡―

新
青
森
で
運
転
再
開 

24
日 

・ 

東
北
自
動
車
道
、
一
ノ
関
－
宇
都
宮
間
で
一
般
車
両
の
通
行
が
可
能
に
な
る 

 

25
日 

・ 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
半
径
20
～
30
km
区
域
（
屋
内
退
避
区
域
）
の
住
民
に
自
主

避
難
を
要
請 

28
日 

・ 

宮
城
県
、
震
災
に
よ
る
が
れ
き
量
が
年
間
排
出
量
の
23
年
分
に
当
た
る
と
発
表 

30
日 

・ 

東
京
電
力
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
～
４
号
機
の
廃
炉
を
表
明 

 

【
４
月
】 

1
日 

・ 

政
府
、
今
回
の
大
地
震
に
よ
る
災
害
の
名
称
を
「
東
日
本
大
震
災
」
に
決
定 



 １２３

3
日 

・
 

岩
手
県
宮
古
市
の
津
波
は
高
さ
約
38
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
た
と
、
現
地
調
査
し
た
都

司
嘉
宣
（
つ
じ
・
よ
し
の
ぶ
）
東
大
地
震
研
究
所
准
教
授
が
発
表 

5
日 

・

 

『
日
本
は
ひ
と
つ
』
し
ご
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ェ
ー
ズ
１
（
第
一
段
階
）
と
り
ま
と
め 

7
日 

・

 

東
北
新
幹
線
盛
岡
～
一
ノ
関
が
運
行
再
開 

8
日 

・

 

東
北
新
幹
線
一
ノ
関―
新
青
森
間
運
休 

・

 

・
義
援
金
配
分
割
合
決
定
委
員
会
が
、
第
一
次
分
の
配
分
基
準
を
決
定 

・

 

計
画
停
電
は
今
後
、
原
則
実
施
し
な
い
方
針
と
海
江
田
万
里
経
産
相 

9
日 

・

 

岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
仮
設
住
宅
の
入
居
開
始 

12
日 

・

 

原
�
力
�
全
・
�
�
院
、
福
島
第
一
原
�
力
発
電
所
事
�
の
�
�
�
を
国
�
�
�
�
�

（IN
E

S

）
の
�
定
�
�
で
最
�
の
「
レ
ベ
ル
�
」
に
認
定
。
�
ェ
ル
ノ
ブ
�
リ
事
�
に

�
� 

13
日 

・

 

仙
台
空
港
、
民
航
機
就
航
再
開 

14
日 

・

 

「
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
」（
議
長

：
五
百
旗
頭
真
防
衛
大
学
校
長
）
初
会
合 

16
日 

・

 

福
島
県
い
わ
き
市
で
被
災
者
向
け
一
時
提
供
住
宅
へ
の
入
居
開
始 

18
日 

・

 

宮
城
県
南
三
陸
町
の
中
核
病
院
で
あ
る
公
立
志
津
川
病
院
が
避
難
所
敷
地
内
で
診
療
を

全
面
再
開 

19
日 

・

 

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で
検
視
を
終
え
た
遺
体
の
92
・
５
％
が
水
死
だ
っ
た
こ
と

が
警
察
庁
の
ま
と
め
で
判
明 

20
日 

・

 

財
務
省
が
３
月
の
貿
易
統
計
（
速
報
、
通
関
ベ
ー
ス
）
を
発
表
。
震
災
の
影
響
で
貿
易
収

支
の
黒
字
額
が
前
年
同
月
比78.9 

％
減
の
１
９
６
５
億
円
に 

21
日 

・

 

震
災
で
運
休
し
て
い
た
JR
東
北
線
・
仙
台―

一
ノ
関
間
で
運
転
再
開
、
東
北
線
は
全
線

復
旧 

・

 

宮
城
県
が
復
興
工
程
を
発
表
。「
３
万
戸
の
仮
設
住
宅
建
設
を
９
月
末
ま
で
に
完
了
さ
せ

る
」
と
村
井
嘉
浩
同
県
知
事 

・

 

経
済
協
力
開
発
機
構
は
２
０
１
１
年
の
経
済
見
通
し
で
、日
本
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
率
予
測
を

1.7
％
か
ら
0.8
％
に
下
方
修
正 

22
日 

・

 

政
府
、
�
�
20
�
ロ
の
警
�
区
�
外
�
で
、
�
�
�
�
�
の
�
�
�
が
高
い
地
�
を
「
計

画
�
避
難
区
�
」、
�
�
20
～
30
�
ロ
�
内
で
計
画
�
避
難
区
�
に
入
ら
な
い
地
�
の
大

�
分
を
「
�
�
時
避
難
準
�
区
�
」
に
�
定 

23
日 

・

 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ギ
ラ
ー
ド
首
相
が
宮
城
県
南
三
陸
町
を
訪
れ
、
被
災
者
を
激
励
。
外

国
首
脳
の
被
災
地
視
察
は
初
め
て 

・

 

東
北
新
幹
線
の
盛
岡―

一
ノ
関
で
運
転
再
開 

24
日 

・

 

東
北
新
幹
線
の
運
休
区
間
の
う
ち
仙
台―

福
島
間
で
運
転
を
再
開
、45
日
ぶ
り
に
仙
台―

東
京
間
が
直
通
運
転 

・

 

津
波
で
役
場
が
崩
壊
し
た
岩
手
県
大
槌
町
が
プ
レ
ハ
ブ
の
合
同
仮
庁
舎
で
業
務
再
開 

25
日 

・

 

日
本
と
中
国
、
韓
国
の
経
済
貿
易
担
当
相
会
合
が
、
復
興
へ
の
協
力
を
確
認
す
る
共
同
宣

言
を
発
表 

26
日 

・

 

被
災
地
に
あ
る
大
企
業
の
生
産
拠
点
の
６
割
が
再
稼
働 

27
日 

・

 

宮
城
県
気
仙
沼
市
の
離
島
・
大
島
と
気
仙
沼
港
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー
が
再
開
。 

28
日 

・

 

震
災
被
害
後
初
め
て
東
北
新
幹
線
の
東
京―

新
青
森
が
全
線
で
運
転
再
開 

・

 

「
生
活
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
政
府
第
一
版
発
行
） 

29
日 

・

 

宮
城
県
南
三
陸
町
の
仮
設
住
宅
が
隣
接
す
る
登
米
市
に
完
成
し
、
住
民
に
引
き
渡
し
。 

30
日 

・
 

青
森
県
内
の
県
民
向
け
避
難
所
は
全
て
閉
鎖 

 

�
５
月
� 

2
日 

・

 

第
一
次
補
正
予
算
成
立
（
４
兆
１
５
３
億
円
） 

・

 

４
月
の
国
内
新
車
販
売
台
数
は
１
９
６
８
年
の
統
計
開
始
以
来
、
過
去
最
低
の
18
万
５

78
・
9



 １２４

６
７
３
台
。
震
災
で
部
品
供
給
網
が
寸
断
、
生
産
の
大
幅
縮
小
が
響
い
た
。
日
本
自
動
車

販
売
協
会
連
合
会
な
ど
が
発
表 

13
日 

・ 
警
察
庁
は
、
死
者
が12

都
道
県
で
１
万
５
千
人
を
超
え
た
と
発
表 

15
日 

・ 

計
画
的
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
た
福
島
県
川
俣
町
で
、
49
人
が
町
内
の
区
域
外
の
町
営
住

宅
な
ど
へ
避
難
を
開
始 

16
日 

・ 

環
境
省
、「
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
処
理
指
針
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」
を
公

表 

17
日 

・ 

宮
城
県
南
三
陸
町
で
臨
時
災
害
FM
局
が
開
局 

19
日 

・ 

「
二
重
ロ
ー
ン
」問
題
で
全
国
銀
行
協
会
が
被
災
し
た
土
地
や
中
小
企
業
の
債
務
を
国
が

買
い
取
る
制
度
を
柱
と
す
る
対
策
を
政
府
に
要
請 

20
日 

・ 

政
府
の
緊
急
災
害
対
策
本
部
は
、今
後
約
３
カ
月
間
に
政
府
が
行
う
被
災
者
支
援
策
を
ま

と
め
た
「
当
面
の
取
り
組
み
方
針
」
を
決
定 

 

【
６
月
】 

6
日 

・ 

緊
急
消
防
援
助
隊
派
遣
終
了 

・ 

保
安
院
は
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
１
～
３
号
機
が
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
（
炉
心
溶
融
）
し
た

と
す
る
評
価
結
果
を
公
表 

8
日 

・ 

政
府
・
民
主
党
が
、
被
災
前
の
ロ
ー
ン
に
加
え
震
災
後
に
新
た
な
債
務
を
抱
え
る
「
二
重

ロ
ー
ン
問
題
」
の
救
済
策
骨
子
案
を
公
表 

11
日 

・ 

政
府
の
復
興
構
想
会
議
が
第
１
次
提
言
の
素
案
を
公
表
。復
興
財
源
と
し
て
国
債
を
発
行

し
た
場
合
は
増
税
で
償
還
す
る
と
明
記 

17
日 

・ 

日
本
赤
十
字
は
第
２
次
義
援
金
１
４
４
６
億
円
を
被
災
地
へ
送
金
、
一
括
配
分 

20
日 

・ 

東
北
地
方
の
高
速
道
路
（
20
路
線
）。
証
明
書
提
示
に
よ
る
無
料
化
開
始 

24
日 

・ 

東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
施
行 

・ 

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
及
び
岩
手
、
宮
城
、
福
島
県
現
地
対
策
本
部
設
置 

25
日 

・ 

復
興
へ
の
提
言 

～
悲
惨
の
な
か
の
希
望
～
（
東
日
本
大
震
災
復 

興
構
想
会
議
発
表
） 

27
日 

・ 

東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
事
務
局
が
活
動
開
始 

 

【
７
月
】 

25
日 

・ 

第
二
次
補
正
予
算
成
立
（
１
兆
９
９
８
８
億
円
） 

・ 

仙
台
空
港
、
国
内
線
が
被
災
前
の
便
数
に
ほ
ぼ
回
復 

26
日 

・ 

岩
手
県
か
ら
自
衛
隊
が
撤
収 

29
日 

・ 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
（
７
月
29
日
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部

決
定
、
８
月
11
日
改
定
） 

 

【
８
月
】 

1
日 

・ 

宮
城
県
か
ら
自
衛
隊
が
撤
収 

3
日 

・ 

原
子
力
損
害
賠
償
支
援
機
構
法
が
成
立 

11
日 

・ 

福
島
県
が
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定 

・ 

岩
手
県
が
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
計
画
を
策
定
。
福
島
県
が
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定 

25
日 

・ 

復
興
庁
設
置
準
備
室
が
設
置
さ
れ
る 

26
日 

・ 

宮
城
県
が
震
災
復
興
計
画
（
案
）
を
公
表 

31
日 

・ 

被
災
３
県
で
初
め
て
、
岩
手
県
が
県
内
の
全
避
難
所
を
閉
鎖 

・ 
自
衛
隊
の
大
規
模
震
災
災
害
派
遣
終
了 

 



 １２５

【
９
月
】 

9
日 

・ 

電
力
使
用
制
限
令
が
解
除 

23
日 

・ 
東
北
新
幹
線
が
震
災
前
の
通
常
ダ
イ
ヤ
に
戻
る 

25
日 

・ 

仙
台
空
港
が
国
際
定
期
便
の
運
航
が
再
開
し
、
全
面
復
旧 

 

【
10
月
】 

19
日 

・ 

宮
城
県
復
興
計
画
正
式
決
定 

 

【
11
月
】 

20
日 

・ 

第
三
次
補
正
予
算
成
立
（
12
兆
１
０
２
５
億
円
）。
う
ち
９
兆
２
千
億
円
が
東
日
本
大
震

災
の
復
興
費
と
円
高
対
策 

30
日 

・ 

震
災
復
興
に
向
け
た
臨
時
増
税
法
が
成
立
。
２
０
１
３
年
か
ら
2.1
％
幅
上
乗
せ
な
ど
。

10
・
５
兆
円
分
の
財
源
に 

 

【
12
月
】 

4
日 

・ 

岩
手
県
野
田
村
、
震
災
後
初
の
高
台
移
転
合
意
。 

7
日 

・ 

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
12
月
７
日
成
立
、
12
月
26
日
施
行
） 

9
日 

・ 

復
興
庁
設
置
法
成
立 

26
日 

・ 

自
衛
隊
災
害
派
遣
撤
収 

28
日 

・ 

福
島
県
内
の
全
て
の
１
次
避
難
所
閉
鎖 

30
日 

・ 

宮
城
県
内
の
全
て
の
避
難
所
閉
鎖 

 

【
２
０
１
２
年
１
月
】 

1
日 

・ 

広
域
緊
急
援
助
隊
（
警
察
）
派
遣
終
了 

・ 

放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措
置
法 

全
面
施
行 

6
日 

・ 

復
興
特
別
区
域
基
本
方
針
（
閣
議
決
定
） 

 

【
２
月
】 

28
日 

・ 

後
に
残
っ
て
い
た
福
島
市
内
の
二
次
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
、被
災
三
県
す
べ
て
の
避
難

所
が
閉
鎖
さ
れ
た 
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 １２６

 

ＪＡＮＩＣ会員で震災対応活動を行った団体一覧 

 
正会員 
 
（特活）ICA文化事業協会 
（財）アジア・アフリカ国際奉仕財団（AiV） 
（社）アジア協会アジア友の会（JAFS） 
（特活）アジア・コミュニティ・センター２１ 
（特活）ADRA Japan 
（特活）アムダ（AMDA） 
（特活）アジア日本相互交流センター（ICAN） 
（特活）アーユス仏教国際協力ネットワーク 
（特活）ESAアジア教育支援の会 
（特活）WE21ジャパン 
（特活）ACE 
（公財）オイスカ（OISCA） 
（特活）幼い難民を考える会（CYR） 
（特活）オックスファム・ジャパン（OXFAM 

Japan） 
（特活）開発教育協会/DEAR 
（特活）かものはしプロジェクト 
（特活）グッドネーバーズ・ジャパン 
（公財）ケア・インターナショナル ジャパン 
（特活）ケアリングフォーザフューチャーファン

デーションジャパン（CFF） 
（公財）国際開発救援財団 
（特活）国際ボランティアセンター山形（IVY） 
（特活）国境なき医師団日本（MSF Japan） 
（特活）国境なき子どもたち（KnK） 
（特活）シェア＝国際保健協力市民の会

（SHARE） 
（特活）JHP・学校をつくる会 
（特活）ジェン（JEN） 
（特活）シャプラニール＝市民による海外協力の

会 
（公社）シャンティ国際ボランティア会（SVA） 
（公財）ジョイセフ（家族計画国際協力財団）

（JOICFP） 
（財）世界宗教者平和会議日本委員会（WCRP） 
（公社）セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン（SCJ） 
（特活）地球市民ＡＣＴかながわ/TPAK 
（特活）地球の木 
（特活）地球の友と歩む会/LIFE 
（特活）チャイルド・ファンド・ジャパン（CFJ） 
（特活）難民支援協会（JAR） 
（特活）難民を助ける会（AAR） 
（特活）日本・雲南聯誼（れんぎ）協会 
日本カトリック信徒宣教者会 

（公社）日本キリスト教海外医療協力会（JOCS） 
（特活）日本国際ボランティアセンター（JVC） 

 
 
 
（特活）日本リザルツ 
（特活）ハート・オブ・ゴールド 
（特活）ハビタット・フォー・ヒューマニティ・

ジャパン 
（特活）ハーベストタイム 
（特活）パレスチナ子どものキャンペーン（CCP） 
（特活）ピースウィンズ・ジャパン（PWJ） 
（特活）ヒューマンライツ・ナウ（HRN） 
（特活）ヒマラヤ保全協会（IHC） 
（公財）プラン・ジャパン 
（特活）ブリッジ エーシア ジャパン（BAJ） 
（特活）フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー

JAPAN 
（特活）メドゥサン・デュ・モンド ジャポン（世

界の医療団）（MDM） 
（特活）れんげ国際ボランティア会 
（特活）ワールド・ビジョン・ジャパン（WVJ） 
 
団体協力会員 
 
あしなが育英会 

（一財）ウェスレー・ファンデーション（Wesley 
Foundation） 

（特活）NPO事業サポートセンター 
（特活）オーシャンファミリー海洋自然体験セン

ター 
（財）大竹財団 
（特活）神奈川海外ボランティア歯科医療団 
（一財）国際開発センター（IDCJ） 
（一財）CSOネットワーク 
（公社）ＣＩＶＩＣ ＦＯＲＣＥ 

JGC通訳ボランティア事務局 
宗教法人 真如苑 

（特活）ＪＩＰＰＯ 
（特活）ジャパン・プラットフォーム 
（社）青年海外協力協会（JOCA） 
（財）損保ジャパン環境財団 
（一財）ダイバーシティ研究所 
日本イラク医療支援ネットワーク（JIM-NET） 
日本福音ルーテル社団（JELA） 

（財）日本ユニセフ協会 
（社）日本ユネスコ協会連盟 
（特活）ＨＡＮＤＳ 
（一社）ピースボート災害ボランティアセンター 
ＵＩゼンセン同盟 
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提言一覧 

 
JPF & JANIC 

Recommendations to the International NGOs for 
Disaster-related Activities in East Japan 

 
23 March 2011 

 
We would like to recommend the following points to 
those International NGOs which are already in 
Japan or planning to come to Japan for the relief 
operation. The po ｓints are based on the present 
situation in Japan, including some unchanging & 
peculiar ones, and some changeable ones reflecting 
the ongoing situation. 
 
1 ）Currently we are observing the unusual prolonged 
emergency and semi-emergency period due to the 
fuel shortage in the first 12 days, the large scale of 
damage and affected areas, and radiation levels in 
Fukushima. A large number of people from 
Fukushima have experienced repeated evacuations 
and are still relocating to other Prefectures including 
Tokyo. 
 
2 ） In Japan, humanitarian & welfare activities are 
coordinated by the Prefectural Social Welfare 
Councils (SWC), as well as Municipality SWCs at 
city/ward/town/village. After a huge disaster, a local 
SWC is supposed to establish a Disaster Volunteer 
Center (DVC) at Prefecture and Municipality levels. 
At present, Pref. DVCs in Iwate, Miyagi, Fukushima, 
Ibaraki and Chiba have been established, while 
many city/ward/town/village SWCs have not been 
able to do so, due to their multilayer damages. Under 
this situation, a large number of individual volunteers 
are still requested to wait until the situation allows 
accepting them. Some Japanese NGOs, which are 
well organized and self-sustainable (food, 
accommodation, and communication etc.), have 
started their activities.  

 
The International NGOs which are requested to wait 
for the time being are strongly advised to inform and 
consult with a Pref. DVC prior to the commencement 
of their activities (communication to be made in 
Japanese language). The Pref. DVC may advise the 
NGOs about needs, local DVCs and etc. 
 
During the operation, please do keep in close 
contact with the municipality DVCs, and do inform 
the same DVCs about the completion of the 
operation well ahead of time for the smooth take 
over.  
 

３ ）Many SWCs/DVCs are still struggling to establish 
themselves and sustain their activities. NGOs should 
realize the importance and present situation of local 
DVCs, and are advised to support them in any 
possible ways, as many of their basic resources had 
been lost. 
 
4 ）We observe the concentration of NGOs and relief 
materials in Miyagi Pref. in comparison to Iwate Pref., 
Fukushima Pref., and other Prefectures. There is a 
general tendency to avoid Fukushima Pref. due to 
the fear of nuclear radiation, while many people are 
struggling hard to help the victims. 
 
5 ） A huge number of individual volunteers working 
in the affected areas will be soon available in Japan; 
therefore, it is recommended for the International 
NGOs to consider deploying a small number of staff 
members. 
 
 
For further information, please contact: 
Japan Platform (JPF), Otemachi Bldg, 266, 1-6-1 
Otemachi, Chiyoda-ku, Tokyo 100-0004 Japan, 
TEL: 03-5223-8891 FAX: 03-3240-6090, 
Mail: info@japanplatform.org 
URL: http://www.japanplatform.org/E/index.html 

 
Contact list of Prefecture Disaster Volunteer Centers 

Prefecture Telephone Fax e-mail 
Iwate 019-637-9711 019-637-4255 vc-1@iwate-shakyo.or.jp 
Miyagi 090-6853-1863 022-217-9388 g101@miyagi-sfk.net 
Fukushima 024-522-6540 024-522-6546 vc@fukushimakenshakyo.or.jp



 １２８

民
主
党
幹
事
長 

岡
田
克
也 

様 

「
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
二
割
削
減
」
の
再
考
を
求
め
ま
す 

二
〇
一
一
年
四
月
七
日 

＾
（
特
活
）
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
） 

 

理
事
長 

大
橋 

正
明 

 

民
主
党
の
復
旧
・
復
興
検
討
委
員
会
（
委
員
長
＝
岡
田
克
也
幹
事
長
）
が
、
震

災
復
興
に
向
け
た
財
源
確
保
の
た
め
に
今
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
二
割
（
千
百
四
十
五

億
円
）
を
削
減
す
る
よ
う
菅
内
閣
に
申
し
入
れ
た
こ
と
が
、
四
月
七
日
に
報
道
さ

れ
ま
し
た
。
（
特
活
）
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
は
、
こ
の

申
し
入
れ
を
再
考
し
、
当
初
予
算
を
維
持
す
る
よ
う
上
記
委
員
会
お
よ
び
菅
内
閣

に
強
く
求
め
ま
す
。 

  

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
関
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
被
災
し
た
多
く
の

方
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
い
復
興
が
実
現
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
団
体
で
あ
る
多
数
の

国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
被
災
地
に
お
い
て
活
動
し
、
緊
急
支
援
・
復
興
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。 

  

こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
い
て
、
早
期
の
復
興
の
た
め
に
国
の
内
外
の
資
源
を
動

員
す
る
こ
と
は
必
要
な
措
置
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
削
減
に
は
慎
重
な
判

断
が
必
要
で
す
。
現
在
、
日
本
に
は
途
上
国
を
含
む
海
外
か
ら
多
数
の
支
援
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
日
本
が
こ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る

援
助
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
二
割
削
減

す
る
こ
と
は
、
国
際
援
助
の
中
で
日
本
が
期
待
さ
れ
、
果
た
す
べ
き
役
割
や
責
任

に
反
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。 

  

特
に
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
削
減
が
途
上
国
の
貧
困
層
に
与
え
る
影
響
は
計
り
知

れ
ま
せ
ん
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
今
年
度
予
算
の
維
持
は
大
前
提
で
す
が
、
削
減
が
や
む
を

え
な
い
場
合
に
も
、
人
道
的
な
見
地
か
ら
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
直
接
的
に
関
わ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

に
つ
い
て
は
減
額
し
な
い
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。 

 



 １２９

 
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
に
関
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
向
け
リ
コ
メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン  

二
〇
一
一
年
五
月
九
日 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
主
催
東
日
本
大
震
災
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
情
報
交
換
会 

参
加
Ｎ
Ｇ
Ｏ
有
志 

  

三
月
十
一
日
に
発
災
し
た
東
日
震
本
大
災
は
、日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
大
き
な
活

躍
の
機
会
で
あ
る
と
同
時
に
、
活
動
の
理
念
や
方
法
論
が
試
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。 

 

海
外
に
お
け
る
緊
急
援
助
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
が
豊
富
な
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
、
震
災
直
後
か
ら
現
地
に
先
遣
隊
を
送
っ
て
地
元
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
つ
専
門
性
に
合
わ
せ
た
活
動
を
、
早
い
段
階
か
ら
開
始
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
緊
急
救
援
の
経
験
と
と
も
に
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
初
動
に
必
要
な
資
金
を
持
っ
て

い
た
こ
と
も
、
迅
速
な
活
動
が
で
き
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

途
上
国
と
日
本
国
内
と
い
う
違
い
は
あ
っ
て
も
、
緊
急
救
援
及
び
そ
の
後
の
復
興
、

開
発
に
つ
な
が
る
一
連
の
支
援
活
動
に
お
け
る
原
則
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
多
く
の

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
実
感
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
私
た
ち
が
途
上
国
に
お
け
る
事
業
実
施
の

中
で
学
ん
で
き
た
教
訓
や
原
則
は
、今
回
の
東
日
震
本
大
災
支
援
活
動
の
中
で
も
生
か

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

１
．
地
元
の
社
協
や
行
政
を
尊
重
す
る 

・
大
規
模
災
害
に
対
し
て
は
社
協
－
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー(

Ｄ
Ｖ
Ｃ)

の
ラ
イ

ン
が
地
域
レ
ベ
ル
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
外
部
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
窓

口
に
な
る
が
、
活
動
を
開
始
す
る
時
、
活
動
期
間
中
、
撤
退
時
に
、
社
協
や
Ｄ
Ｖ
Ｃ
に

連
絡
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
引
き
際
が
肝
心
で
、
い
つ
の
ま
に
か
い
な
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、一
つ
の
地
域
で
の
活
動
が
終
了
す
る
時
に
は

市
町
村
レ
ベ
ル
の
社
協
や
Ｄ
Ｖ
Ｃ
に
も
余
裕
を
持
っ
て
事
前
に
連
絡
す
る
。 

 

・
今
回
の
震
災
に
お
い
て
は
、
当
初
社
協
や
Ｄ
Ｖ
Ｃ
が
被
災
し
て
機
能
し
て
い
な
い
地

域
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
県
や
市
町
村
の
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
を
取
っ
て
緊
急
支

援
を
行
っ
た
団
体
も
あ
っ
た
が
、社
協
の
機
能
が
回
復
し
Ｄ
Ｖ
Ｃ
が
立
ち
上
が
っ
た
段

階
で
、
連
絡
を
取
る
こ
と
が
必
要
。 

 

・
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
途
上
国
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
場
合
、
現
地
政
府
や

関
係
省
庁
、地
方
行
政
と
の
話
し
合
い
や
合
意
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
基
本
的
に

同
じ
で
あ
る
。 

 

２
．
現
地
の
ニ
ー
ズ
か
ら
出
発
す
る 

・
各
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
持
つ
専
門
性
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
を
単
に
現
地
に
持
ち
込
む
の
で
は
な

く
、
現
地(

場
合
に
よ
っ
て
は
特
に
弱
者)

が
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
何
か
を

十
分
把
握
し
た
後
に
、
相
手
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
事
業
を
実
施
す
る
。 

 

・
状
況
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ
も
同
様
に
変
わ
る
。
そ
う
い
っ
た
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
そ
の
変
化
を
社
会
に
対
し
て
積
極
的
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
。 

 
３
．
現
地
の
キ
ャ
パ
ビ
ル
を
重
視
す
る 

・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
独
自
の
判
断
基
準
で
自
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実

施
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
社
協
、
Ｄ
Ｖ
Ｃ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
住

民
組
織
な
ど
）
の
組
織
強
化
を
重
視
す
る
。 

 



 １３０

・
外
部
者
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
や
が
て
撤
退
す
る
も
の
な
の
で
、
撤
退
後
に
事
業
や
成
果

が
持
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
考
え
て
、誰
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で
い
く
の
か
を
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
時
点
か
ら
あ
る
程
度
想
定
し
て
お
く
。
ま
た
、
無
理
な
く
引
継

ぎ
を
お
こ
な
う
よ
う
に
余
裕
を
持
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
お
く
こ
と
が
重
要
。 

 

・
こ
の
災
害
に
よ
っ
て
仕
事
を
無
く
し
た
人
も
多
い
中
で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施
す
る
事
業

を
運
営
す
る
人
材
と
し
て
、地
域
の
人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
被
災
者
に
と
っ
て
自
立
の

第1

歩
と
な
り
自
信
に
も
つ
な
が
り
、
地
域
の
キ
ャ
パ
ビ
ル
に
も
な
る
。
そ
の
一
方

で
、地
域
に
元
か
ら
あ
る
雇
用
関
係
や
雇
用
秩
序
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
公
正
な
リ

ク
ル
ー
ト
を
し
な
い
と
、
雇
わ
れ
た
人
が
ね
た
み
の
対
象
に
な
っ
た
り
、
雇
っ
た
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
非
難
の
矛
先
が
向
く
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
慎
重
に

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
短
期
間
で
あ
っ
て
も
新
た
に
雇
っ
た
人
に
は
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
目
的
や
役
割
、
限
界
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
な
り
の
研
修
を
行
う
こ
と
が
必

要
。 

 

４
．
現
地
の
価
値
観
、
文
化
な
ど
を
尊
重
す
る 

・
東
北
地
方
は
、
出
稼
ぎ
と
し
て
高
度
成
長
期
の
都
会
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
を
支
え
て
き

た
り
、豊
か
な
自
然
を
背
景
と
し
た
農
林
水
産
業
で
都
市
部
の
住
民
の
生
活
を
支
え
た

り
し
て
い
る
一
方
で
、都
市
と
の
経
済
的
な
格
差
を
甘
受
し
た
り
危
険
な
原
発
を
抱
え

込
ん
だ
り
と
い
っ
た
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
地

元
や
県
内
か
ら
の
支
援
は
歓
迎
す
る
が
、他
県
か
ら
の
支
援
に
は
慎
重
と
い
う
被
災
地

が
少
な
く
な
い
。
外
部
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
助
け
に
来
た
か
ら
と
い
っ
て
土
足
で
ず

か
ず
か
と
上
が
り
こ
む
の
で
は
な
く
、
東
北
の
人
々
の
「
地
元
志
向
」
や
「
遠
慮
」
の

気
質
を
理
解
し
、こ
ち
ら
の
価
値
観
で
支
援
活
動
を
押
し
付
け
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。 

 

５
．
Ｄ
Ｖ
Ｃ
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
重
要
性 

・
今
回
の
震
災
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
は
、
災
害
の
規
模
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ

た
た
め
に
、
地
域
で
復
興
を
担
う
行
政
や
社
協
の
人
材
か
か
な
り
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

外
部
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
不
足
で
困
難
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
末
端
の
被
災
者
の
も
と
に
物
資

を
届
け
る
こ
と
や
、
瓦
礫
の
撤
去
、
家
の
整
理
な
ど
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
大
勢

動
員
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る

一
方
で
、そ
の
ス
タ
ッ
フ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
、
特
定
の
Ｄ
Ｖ
Ｃ
に
長
期
的(

低
一
カ
月)

に
派
遣
す
る
な
ど
の
形
で
協
力

す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
で
あ
る
。 

 

６
．
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援 

・
被
災
地
で
は
、
女
性
や
子
ど
も
、
障
害
者
な
ど
、
社
会
的
な
弱
者
が
よ
り
大
き
な
困

難
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
往
々
に
し
て
こ
の
よ
う
な
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
は
、
自
ら
声

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、取
り
残
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。支
援
活
動
を
行
な
う
際
に
は
、

常
に
こ
う
い
っ
た
脆
弱
層
の
状
況
と
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
て
、直
接
的
な
支
援
と
共
に

意
見
や
要
望
を
汲
み
取
っ
て
代
弁
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
。 

 

・
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
に
直
面
し
て
い
る
中
で
、東
北
地
方
は
特
に
深
刻
で
あ
り
、

震
災
の
犠
牲
者
も
避
難
所
や
自
宅
で
避
難
生
活
を
送
る
人
々
も
高
齢
の
方
が
多
い
。そ

の
た
め
、
支
援
活
動
を
行
う
場
合
に
、
特
に
高
齢
者
に
対
す
る
心
身
の
支
援
が
必
要
。  
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Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
被
災
地
産
業
の
支
援
に
関
す
る
提
言
書 

 

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
一
日 

（
特
活
）
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
） 

 

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
七
日
に
「
平
成
二
十
三
年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
」
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
同
方
針
に
は
、
被
災
地
産
業
の
支
援
と
し
て
、「
被
災
地
の
復
興
に
も

資
す
る
形
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
支
援
に
被
災
地
産
品
を
積
極
的
に
調
達
す
る
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
七
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
Ｏ
Ｄ
Ａ
政

策
協
議
会
に
て
、
外
務
省
側
か
ら
被
援
助
国
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
水
産
物
を

含
む
食
料
支
援
を
行
う
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
被
災
地
産
業
の
支
援
に
つ
い
て
、私
た
ち
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
に

考
え
ま
す
。 

 

（
１
）
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
途
上
国
に
使
う
べ
き
で
あ
る
こ
と 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
で
は
な
く
、
第
２
次

補
正
を
含
め
て
国
内
の
復
興
資
金
で
賄
う
べ
き
で
す
。 

一
方
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
を
含
む
途

上
国
の
生
活
改
善
、
貧
困
削
減
を
目
的
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
途
上
国
の

ニ
ー
ズ
を
も
と
に
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、援
助
す
る
日
本
側
の
事
情
を
第
一
に
考
え

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
２
）
途
上
国
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
援
助
を
行
う
こ
と 

ア
ク
ラ
行
動
計
画
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
で
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
が
目
標
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
技
術
協
力
や
無
償
援
助
の
ア
ン
タ
イ
ド
化
も

視
野
に
入
れ
、
よ
り
質
の
高
い
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
食
糧
援
助
を
含
む
現

物
支
給
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

も
即
し
た
支
援
を
す
る
た
め
、

ア
ン
タ
イ
ド
で
支
援
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

従
っ
て
、被
災
地
物
品
を
積
極
的
に
調
達
す
る
と
い
う
タ
イ
ド
援
助
を
行
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
３
）
放
射
能
汚
染
と
放
射
能
の
基
準
値
に
関
す
る
懸
念 

七
月
十
一
日
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
で
は
、外
務
省
か
ら
被
災
地
の
食
料
を
供
与
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
放
射
能
汚
染
の
基
準
値
を
設
け
る
と
い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
の
基
準
値
に
つ
い
て
は
、国
際
的
な
基
準
値
及
び
被
援
助
国
の
基
準
値
の

う
ち
、

も
厳
し
い
基
準
値
を
使
用
す
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
支
援
す
る
食
料

品
の
安
全
性
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
と
食
料
品
の
産
地
に
つ
い
て
、被
援
助
国
の
受
益

者
に
周
知
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

以
前
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
い
て
安
価
で
出
回
っ
た
食
料
品
に
対
し
て
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
流
布
さ
れ
、人
々
が
混
乱
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
食
糧
支
援
を
行
う
に
あ
た

っ
て
は
、
安
全
性
に
つ
い
て
厳
し
い
検
査
を
し
た
う
え
で
、
被
援
助
国
の
市
民
に
適
切

な
か
た
ち
で
情
報
を
伝
え
る
べ
き
で
す
。 

以
上 
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原
発
問
題
と
持
続
可
能
な
社
会
に
関
す
る
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
の
考
え
方 

二
〇
一
一
年
八
月
四
日 

（
特
活
）
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
） 

理
事
長 

大
橋
正
明 

 

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
地
震
と
そ
の
後
に
続
く
津
波
、福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
は
、日
本
に
と
っ
て
社
会
の
あ
り
方
を
見
直
す
分
岐
点
と
な
り
ま

し
た
。
現
代
の
世
界
で
は
、
自
然
環
境
、
社
会
経
済
な
ど
の
諸
問
題
は
、
国
境
を
越
え

て
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
界
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
よ
う
な
大
規
模
な
事
故
が
も
た
ら
す
脅
威
は
瞬
時
に
し
て
国
境
を
越
え
て
共
有
さ

れ
、
ま
た
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
し
て
社
会
的
に
最
も
弱
い
立
場
の
人
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
に
、国
境
を
越
え
る

問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
今
回
の
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

つ
い
て
以
下
の
通
り
考
え
て
い
ま
す
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
構
造
か
ら
み
る
原
発
の
問
題 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、日
本
社
会
が
原
子
力
発
電
の
持
つ
リ
ス
ク
を

受
け
止
め
き
れ
な
い
と
い
う
事
実
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。原
子
力
発
電
に
よ
る
事
故

は
、
地
球
全
体
に
負
の
影
響
を
与
え
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し

ま
す
。さ
ら
に
、人
的
、物
質
的
な
被
害
も
他
の
災
害
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
深
刻
で
す
。

放
射
性
廃
棄
物
の
問
題
を
含
め
、も
は
や
日
本
社
会
に
お
い
て
原
子
力
発
電
を
許
容
す

る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

加
え
て
、
今
回
の
事
故
は
、
日
本
社
会
が
構
造
的
に
抱
え
て
き
た
、
し
か
し
可
視
化

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
に
光
を
あ
て
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
情
報
公
開
に
恣
意
的
な

制
限
を
か
け
る
行
政
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
で
あ
り
、ま
た
問
題
の
影
響
を
社
会
の
構
成

員
の
一
部
に
押
し
付
け
る
構
造
で
す
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
作
業
員
は
、
過
酷

な
環
境
で
の
作
業
に
よ
る
、
大
量
被
ば
く
の
危
険
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
周
辺
に

住
む
人
々
は
、自
主
的
な
判
断
を
下
す
に
は
不
十
分
な
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
中
で
の

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
正
確
な
情
報
を
基
に
し
た
差
別
や
風

評
被
害
を
し
ば
し
ば
受
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
人
権
の
問
題
で
あ
り
、
生
命
の

危
機
の
問
題
で
す
。
福
島
の
人
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
・

社
会
構
造
の
中
で
途
上
国
の
社
会
的
弱
者
が
直
面
す
る
問
題
と
共
通
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
長
年
に
渡
り
貧
困
、

環
境
、
人
権
、
平
和
な
ど
国
境
を
越
え
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、

国
家
の
開
発
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
は
し
ば
し
ば
一
過
性
で
あ
り
非
持
続
的
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
結
果
生
ず
る
負
の
影
響
は
社
会
的
弱
者
が
最
も
受
け
る
と
い
う
こ
と
を

強
く
認
識
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
事
故
は
、
途
上
国
で
見
ら
れ
る
人
権
侵
害
の
問
題

が
日
本
社
会
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。こ
の
問
題
を
克
服
し
て
い

く
た
め
に
は
、
政
府
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
市
民
の
参
加
の
拡
大
、
被
災
者

の
基
本
的
人
権
の
保
障
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、及
び
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本

的
な
転
換
が
不
可
欠
で
す
。 

 
日
本
社
会
の
再
構
築

：

情
報
公
開
を
前
提
と
し
た
社
会
の
形
成
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
転
換 

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、日
本
社
会
は
秩
序
を
不
安
定
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、む
し
ろ
個
人
や
共
同
体
の
つ
な
が
り
を
基
礎
と
し
た
相
互
扶
助
的
要
素
を
強
め

な
が
ら
社
会
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本
社
会
に
お
い
て
は
「
市
民
は
政
府
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に
多
く
を
依
存
す
る
」
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
た
め
、「
市
民
は
自
立
的
な
判
断
と
行

動
を
す
る
」
と
い
う
認
識
は
希
薄
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
政
府
の
情
報
公
開
は
形
式
的

な
も
の
に
留
ま
っ
て
お
り
、今
回
の
原
発
事
故
の
対
応
に
関
す
る
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
は
透
明
性
を
欠
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
震
災
は
、
市
民
が
必
要
な
情
報
を
取

捨
選
択
し
つ
つ
、
自
立
的
な
判
断
と
行
動
を
と
り
う
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

原
発
事
故
を
含
む
政
府
の
情
報
公
開
は
、今
後
の
政
府
と
市
民
の
関
係
性
の
基
盤
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。 

 

同
時
に
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本

的
に
改
革
す
る
べ
き
で
す
。
原
子
力
発
電
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た
今
、
よ
り
リ
ス
ク

が
小
さ
く
ま
た
持
続
可
能
性
の
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
、
大
規
模
発
電
所
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
水
力
、
風
力
、
地
熱
や
太
陽

光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
複
合
的
に
活
用
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
地
域
や

個
人
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
形
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
あ
り
方
の
転
換
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の

社
会
の
あ
り
方
の
見
直
し
と
表
裏
一
体
で
す
。エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
と
消
費
が
持
続
可

能
性
と
い
う
概
念
の
も
と
で
一
体
と
な
ら
な
い
限
り
、持
続
可
能
な
社
会
は
非
現
実
的

な
ま
ま
と
な
り
ま
す
。 

 

国
際
協
力
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成 

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
、
こ
れ
ま
で
「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」「
地
球
環
境
の
保
全
」

「
社
会
的
弱
者
の
権
利
保
障
」
な
ど
を
柱
に
国
際
協
力
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
政
府
や
企
業
を
含
む
日
本
の
国
際
協
力
活
動
全
般
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

視
点
が
必
ず
し
も
主
流
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。今
後
の
日
本
の
国
際
協
力
は
開
発
効
果

を
高
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
視
点
を
主
流
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
際
に
、日
本
の
国
際
協
力
の
取
り
組
み
に
関
す
る
適
切
な
情
報
を
途
上
国
の
市

民
が
入
手
で
き
る
こ
と
は
大
前
提
と
な
り
ま
す
。特
に
途
上
国
が
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、原
子
力
発
電
導
入
の
是
非
は
重
大
な
問
題
で

す
。
日
本
政
府
及
び
日
本
の
市
民
は
、
今
回
の
事
故
の
教
訓
を
も
と
に
途
上
国
の
政
府

及
び
市
民
に
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
い
、途
上
国
市
民
が
原
子
力
発
電
の
危
険
性
を

十
分
に
理
解
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
し
て
主
体
的
な
判
断
を
下
せ
る
よ
う
支
援
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
も
福
島
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
支
援
活
動
で
得
た
情

報
や
教
訓
を
も
と
に
、国
際
社
会
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

今
後
、日
本
は
途
上
国
が
持
続
可
能
な
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に

大
限
の
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
原
子
力
発
電
関
連
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
見
直
し
を
行
う
べ

き
で
す
。
ま
た
、
将
来
に
渡
り
国
策
と
し
て
原
発
を
輸
出
し
な
い
と
い
う
方
針
を
明
確

に
示
す
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
中
期
目
標
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
途
上
国
に
お
い
て
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。日
本
の
技
術
が
特
に
優
れ
て
い
る
分
野
に
お
い
て
積
極
的
に
国
際
協
力
を
行
う

こ
と
で
、日
本
を
含
め
た
地
球
環
境
の
保
全
と
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
寄
与
で
き

る
と
考
え
ま
す
。 

以
上 
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外
務
大
臣 

松
本
剛
明
様 

 
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
関
す
る
要
望
（
案
） 

平
成
二
十
三
年
八
月
吉
日  

動
く→

動
か
す 

（
特
活
）
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
） 

  

我
が
国
は
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、社
会
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ

の
崩
壊
、
生
活
手
段
の
喪
失
を
経
験
し
、
途
上
国
の
人
々
が
慢
性
的
に
感
じ
て
い
る
貧

困
や
、『
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）』
が
実
現
し
て
い
な
い
状
態
を
皮
膚
感

覚
と
し
て
知
る
、
援
助
国
と
し
て
稀
有
な
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

震
災
に
対
し
て
は
、
深
刻
な
貧
困
に
苦
し
む
途
上
国
を
含
む
多
く
の
国
々
か
ら
、

我
が
国
に
対
し
て
多
く
の
支
援
が
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国
は
本
年
、
世
界

大
の
被
援

助
国
と
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。第
一
次
補
正
予
算
で
は
緊
急
復
興
対
策
の
財
源
を

捻
出
す
る
た
め
と
し
て
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
ど
も
は
、
震
災
で
世
界

の
注
目
を
集
め
て
い
る
我
が
国
が
世
界
と
の
「
絆
」
を
深
め
る
た
め
に
も
、
我
が
国
と

し
て
、国
際
協
力
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
な
姿
勢
と
行
動
を
示
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

以
上
の
趣
旨
よ
り
、
震
災
後
の
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
関
し
、
下
記
要
望
い
た

し
た
く
、
宜
し
く
ご
検
討
の
程
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

記 

 来年度予算 四次補正 三次補正 
 

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
向
け
予
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 


 

平
成
二
十
二
年
度
国
際
協
力
重
点
方
針
で
重
点
分
野
に
。
昨
年
の
国
連
総
会
で
「
菅

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」も
発
表
（
五
年
間
で
保
健
五
十
億
ド
ル
、教
育
三
十
五
億
ド
ル
）。

実
現
へ
の
行
程
を
示
す
こ
と
も
必
要
。 


 

平
成23

年
度
当
初
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
に
対
し
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。


 

現
在
、
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
は
〇
・
一
八%

。
国
際
目
標
で
あ
る
「
〇
・

七
％
目
標
」
の
数
年
後
の
達
成
を
目
指
す
べ
き
。 


 

「
菅
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
の
教
育
分
野
、
保
健
分
野
に
貢
献
す
る
「
万
人
の
た
め
の

教
育
」
フ
ァ
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｆ
Ｔ
Ｉ
）
、
国
際
家
族
計
画

連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
、 

国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
、
世
界
基
金
、
Ｇ
Ａ
ＶI

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
等
、
多
国
間
機
関
へ
の
拠
出
も
重
視
す
べ
き
。 


 

平
成
二
十
二
年
度
補
正
予
算
並
み
の
拠
出
を
求
め
ま
す
。 


 

過
去
数
年
、
二
千
億
円
程
度
の
補
正
予
算
で
、
年
間
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
実
績
を
維
持
し
て
き

た
経
緯
あ
り
。 


 

東
ア
フ
リ
カ
地
域
の
食
料
危
機
で
千
二
百
四
十
万
人
が
生
命
の
危
機
。
本
年
七
月
二

十
九
日
現
在
、
国
連
ア
ピ
ー
ル
の
二
十
四
・
八
億
ド
ル
に
対
し
、
約
十
四
億
ド
ル
が

不
足
。
食
料
危
機
の
影
響
を
受
け
る
「
ア
フ
リ
カ
の
角
」
周
辺
諸
国
は
、
震
災
に
際

し
我
が
国
に
合
計
一
億
千
七
百
万
円
の
義
捐
金
。
日
本
に
恩
返
し
の
機
会
。 


 

世
界
基
金
に
つ
い
て
は
、
来
年
、
案
件
提
案
の
承
認
が
行
わ
れ
る
「
第
十
一
次
新
規

案
件
募
集
」
に
向
け
て
資
金
が
必
要
。
日
本
の
拠
出
が
遅
れ
れ
ば
、
案
件
の
承
認
の

遅
れ
な
ど
、
問
題
が
生
じ
る
。 


 

世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・
マ
ラ
リ
ア
対
策
基
金
（
世
界
基
金
）
に
対
し
、
当
初
予
算
で
拠
出

が
決
ま
り
、
第
一
次
補
正
予
算
で
カ
ッ
ト
さ
れ
た
百
五
十
九
億
円
の
、
三
次
補
正
で
の
復

活
を
求
め
ま
す
。 


 

「
菅
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
従
い
、
三
年
間
で
の
八
億
ド
ル
拠
出
を
め
ざ
す
。
世
界

基
金
は
現
在
、
短
期
資
金
の
不
足
で
既
存
案
件
の
更
新
に
支
障
が
生
じ
て
お
り
、
百

五
十
九
億
円
復
活
が
待
ち
望
ま
れ
る
。 
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我
が
国
は
震
災
を
経
験
し
た
か
ら
こ
そ
、「
世
界
の
災
害
や
貧
困
に
よ
る
生
命
の
喪

失
を
何
と
し
て
も
食
い
止
め
る
」と
の
強
い
意
思
表
明
を
世
界
に
示
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
是
非
、
過
去
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
減
額
を
続
け
て
き
た
Ｏ
Ｄ

Ａ
予
算
の
反
転
・
増
額
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

以
上  
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